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対象読者

当ガイドは Pleskコントロールパネル経由でサーバを管理し、コントロールパネルのサ
ーバ管理者アカウントにアクセス権限があるホスティングリセラーを対象としていま

す。

フォント規則

特殊な意味を持つ箇所は、以下のフォントで区別しています。

フォント 意味 例

特殊太字 メニューオプション、コマンド

ボタン、リスト内の項目など、

選択する必要のある項目。

[QoS]タブに進みます。

章、セクション、サブセクショ

ンのタイトル。

「基本管理」の章をご参照くださ

い。

斜体 初出用語または実際の名前や

値に置き換えられるコマンド

ラインのプレースホルダーの

指定などの、重要な箇所を強調

システムはいわゆるワイルドカ

ード文字検索に対応しています。

固定幅 スタイルシートセレクタの名

前、ファイルおよびディレクト

リ、 CSSフラグメント。 

ライセンスファイルは
httpdocs/common/license
ディレクトリにあります。

書式設定済み コマンドラインセッションで

のコンピュータ画面上への出

力、ログ、XMLや C++ やその他
のプログラミング言語のソー

スコード。

# ls -al /files
total 14470

書式設定済み太字 入力した文字をコンピュータ

画面上の出力と区別。

# cd /root/rpms/php

章 1

序文
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フィードバック

当ガイドの表記ミスを見つけた場合や、当ガイドをより良いものにするアイデアがある

方は、sales@swsoft.co.jp  宛てにお知らせいただければ幸いです。 間違いを見つけた場合
は、章、セクション、サブセクション名や該当部分の文章を提示して問題を特定しやすい

ようにしてくださいますようお願い致します。
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Pleskはホスティング自動化ソリューションであり、ホスティングプロバイダが管理す
るWebホスティングサーバの完全なコントロールを提供し、ユーザアカウント、Webサ
イト、E-mailアカウントの設定および管理を容易にします。

Pleskには安定性、安全性、信頼性がありますが、さらに特筆すべきことに、管理者である
貴方と貴方の技術スタッフの時間と労力を削減します。 すべての顧客（およびリセラ
ーの顧客）は個別に分離されたコントロールパネル環境を持ち、管理者を介さずに自分

でサイトや E-mailアカウントを管理できるようになります。

ビジネスモデル、ユーザアカウント、許可

の概要

Pleskユーザアカウント階層は以下の 3つのユーザレベルに制限されています。

 クライアントアカウント

 ドメイン管理者アカウント

 E-mailユーザアカウント

ホスティングサービスの再販や多数のドメイン/Webサイトのホスティングが必要な顧
客のためにクライアントアカウントを作成できます。

注：自分のサイトをホスティングするには、Pleskの設定時に作成された特別なサービ
スアカウントを使用する必要があります。 そのサービスアカウントはマイドメインと
いう名前でコントロールパネルに登録されます。

クライアントアカウントにアクセスできる顧客は、管理者が許可した範囲でいくつでも

サイトをホスティングできます。 また、自分のサイトをホスティングしたり、ホスティ
ングサービスを他のユーザに再販することもできます。 その場合、リセラーは顧客の為
にドメイン管理者アカウントを作成できます。

ドメイン管理者アカウントにアクセスできる顧客でも、Webホスティングサービスを再
販したり、ホスティングアカウント上に 1つ以上のサイトを持つことはできません。 管
理できるのは自分のサイトのみです。 最新の Pleskコントロールパネルの実装では、ド
メイン管理者アカウントはそれぞれのドメイン（Webサイト）がサーバ上でホスティ
ングされた後に作成されます。

すべてのサイトオーナーは自分の E-mailアカウントを設定したり、他のユーザにメール
ホスティングサービスを提供できます。 その場合は E-mailユーザアカウントを作成し、
E-mailユーザにコントロールパネルへのアクセスを許可します。

章 2

Pleskについて

8



サイトオーナーは個人のWebページや自分のドメインで管理している他のユーザの小

規模なサイトもホスティングできます。 ただし、そのようなサイトのオーナーは通常、

自分のドメイン名を持っておらず、専用のコントロールパネル環境を持つことができま

せん。

管理者がコントロールパネル内の動作についての設定でリセラー（クライアントアカ

ウント）に全てを許可すると、リセラーは顧客への割り当てができるようになります。 

管理者が定義したリセラーへのリソース割り当てはリセラーの顧客へさらに再割り当

てすることができます。 定義可能な許可およびリソース使用率の制限の詳細な一覧に

ついては「ユーザアカウントの管理」 『ページ数 115』のセクションをご参照下さい。  

クライアントやドメイン管理者アカウントへ定めるクォータはすべてソフトクォータ

です。 コントロールパネルはリソース有効範囲をコントロールパネル内にそれぞれの

アイコンを表示することで指摘し、それぞれのユーザに E-mailで通知します。ただし、ユ

ーザアカウントやWebサイトを自動的に停止することはありません。

コントロールパネルは課金システムを内蔵していませんので、サードパーティのソリュ

ーションを使用するか、HSPcompleteを Pleskと共に使用するようお勧め致します。

Pleskが管理するソフトウェアコンポー
ネントの概要

Pleskコントロールパネルは以下のサードパーティのコンポーネントおよびサービスで

動作します。

 Bind DNSサーバ

 Apache Webサーバ
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 ProFTPd FTPサーバ

 MySQLおよび PostgreSQLデータベースサーバ

 Qmailメールサーバ

 Courier-IMAP IMAP/POP3サーバ

 Mailmanメーリングリストサーバ

 Spamassassinアンチスパムソフトウェア

 Dr.Webアンチウィルス

 WebalizerおよびAWStats 統計パッケージ

 Tomcat   

Pleskパッケージのインストール後、DNS、Web、FTP、メールなどの必須のサービスはデ

フォルトの最適な設定で実行できるように構成され、すぐに顧客へ提供することが可能

です。 しかしながら、そのデフォルト設定が貴方のニーズに合うかどうか確認すること、

そしてホスティングアカウントのセットアップを更に容易にするユーザアカウントテ

ンプレートとドメインテンプレートを作成することをお勧め致します。

当リリースの新機能

Plesk 8.1では以下の新機能を提供します。

AWStatsサポート- AWstatsは強力な統計プログラムであり、ログファイルを解析して

高度な統計レポートを作成します。 AWstatsとWebalizerの両方がインストールされて

いる場合は、ドメインベースごとに統計プログラムを選択することが可能です。 

Webalizerと比較して、AWStatsのほうがより有益な情報を収集して提供します。 

AWStatsとWebalizerの比較についての詳細は

http://awstats.sourceforge.net/docs/awstats_compare.html  をご参照ください。

MySQL 5.0サポート- Plesk 8.1は、一般的なデータベースエンジンの最新安定バージョ

ンであるMySQL 5.0に対応しています。 ストアードプロシージャ、トリガー、ビュー、プ

ラグ可能なストレージエンジンなどの高度な SQL 標準仕様の機能を提供しています。

FreeBSDパッケージディストリビューション - Plesk 8.1 for FreeBSDはシェル自己解凍

ディストリビューションの変わりに FreeBSDパッケージで配布されます。

バックアップ機能の拡張 - バックアップ機能により、メールサーバ設定、サーバ全体の

メールフィルター（ブラックリストおよびホワイトリスト）、サーバ全体のDNS ゾー

ンテンプレート、管理者リポジトリからの SSL 証明書、サーバ管理者が作成するカスタ

ムボタンおよびドメインテンプレートを保存することができるようになりました。 FTP
リポジトリにデータを保存したり取り出して復元することもできます。

モバイルユーザのWebメールへのアクセス - モバイルユーザもWAP 電話または PDA
からメールボックスで作業ができるようになりました。

10
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言語パックフォーマットの変更 - Pleskの全ての言語パッケージは RPMおよびDebian
ベースのシステムにそれぞれ RPMまたは debパッケージとして配布されます。 .sh 形式

の言語パックはMacOSシステムでのみご利用いただけます。FreeBSD 向け言語パック

は .tgz 形式のみの配布になります。

仮想プライベートサーバ上のカスタム再インストール - 仮想プライベートサーバはデ

ータを保存したまま再インストールができるようになりました。

Rubyサポート - Plesk 8.1に Rubyおよび Ruby on Railsスクリプト言語のサポートを追

加しました。 Rubyおよび Ruby on Railsサポートはドメインの FastCGIを有効にすれば

ご利用いただけます。

オペレーティングシステムベンダーのサイトからアップデートを入手 - Plesk自動イン
ストーラでサーバのオペレーティングシステムのアップデートを入手できるようにな

りました。

著作権無料の画像へアクセスしサイトに保存 - コントロールパネルにあるリンクを使
用して Fotolia から写真を 20パーセント割り引きで購入することができます（［ドメイ

ン］>［ドメイン名］>［写真の購入］）。  

拡張 - Plesk 8.1には、安定性や安全性や有用性の観点から、多種多様な向上点がありま

す。 Pleskでの作業は未だかつてないほど簡単で安全なものとなりました。
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この章では、Pleskコントロールパネルのインストール後にまず実行するべきことにつ

いて説明します。

Pleskへのログイン
 Pleskコントロールパネルにログインするには、以下を実行してください。

1 Webブラウザを開き、アドレスバーにPleskコントロールパネルの配置さ

れているURLを入力します。 

例えば https://your-domain.com:8443  では、your-domain.comの部分がWebホストのド
メイン名となります。

2 ENTERを押します。 Pleskログイン画面が開きます。

3 ユーザ名「admin」を[ログイン]ボックスに、パスワードを[パスワード]ボッ
クスに入力します。 インストールしたばかりのコントロールパネルに初

めてログインする場合はデフォルトパスワードである「setup」を使用しま
す。 

4 初めてログインする場合、コントロールパネルで使用する言語を[インタ
ーフェース言語]ドロップダウンボックスで選択します。 以前にインター
フェイス言語を指定しインターフェース選択設定に保存している場合は、

[ユーザデフォルト]を選択したままにします。
5 [ログイン]をクリックします。
初めてのログイン後、ライセンス使用承諾書に同意し、次にサーバに割り当てるホス

ト名および IPアドレスを指定します。

6 ライセンス契約を熟読してから、［このライセンス契約に同意します］お

よび［次回から表示しない］チェックボックスを選択します。 

7 ［同意する］をクリックしてインストール設定に進みます。

8 サーバのホスト名を[フルホスト名]フィールドに入力します。 このホスト
名は省略されておらず一番後ろにドットがついていない必要があります

（例：host.domain.tld）。

9 サーバのデフォルトアドレスとして使用するIPアドレスを指定します。 

以下の2つのオプションがあります。

 既存の IPアドレスの 1つをドロップダウンボックスから選択します。 このリス
トは自動的にサーバ上で利用可能なすべての IPアドレスを含んでいます。

または

章 3

はじめに
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 ［IPアドレスの追加］オプションボタンをクリックし、ネットワークインターフ
ェースを選択し、新規 IPアドレスおよびサブネットマスクを［IPアドレス］ボ
ックスに入力します。 

注： Pleskでは、すべての IPアドレスを顧客に割り当てる前に共用にするか専用に

するかを決めることができます。 これにより、コントロールパネルでその区別がで
き、専用 IPアドレスを一度に複数の顧客に割り当てないようにします。 専用 IPアド
レスは 1人の顧客に割り当てられ、共用 IPアドレスは複数のユーザアカウント間で

共有されます。 

10 ［共用IP］セクションで、既存のアドレスのタイプ（共用または専用）を

指定します。 IPアドレスのタイプを変更するには［共用］および［専用］

ボタンをクリックします。 

ここではこの作業を省略して後で IPアドレスのタイプを指定することもできます
（[サーバ]>[IPアドレス]）。

11 [管理者の選択設定]セクションでデフォルトの管理者パスワードを変更し

ます。

デフォルトの管理者パスワードを変更します。 [新しいパスワード]ボックスおよび
[パスワードの確認]ボックスで新しいパスワードの入力および確認を行います。 パ
スワードは最大 14文字です。 パスワードは大文字小文字を区別しますのでご注意

ください。 

注： 管理者パスワードのデフォルトから個別のパスワードへの変更は必ず行って

ください。デフォルトのパスワード「setup」で管理者アカウント下のコントロールパ
ネルへのアクセスが可能であり、それを多数の Pleskユーザが知っているからです。 

12 [OK]をクリックします。
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パスワードを忘れた場合

以下の方法のいずれかで忘れたパスワードを入手することができます。

 サーバのファイルシステムの /etc/psa/.psa.shadowファイルから探す。

 コントロールパネルのパスワードリマインダを利用する。

パスワードリマインダを利用するには、以下を実行してください。

1 WebブラウザのアドレスバーにPleskコントロールパネルが配置されてい

るURL (例：https://your.domain.com:8443)を入力します。

2 ENTERを押します。 

Pleskログイン画面が開きます。

3 [パスワードをお忘れですか？]リンクをクリックします。
4 システムに登録されているログイン名およびE-mailアドレスを指定しま
す。

5 [OK]をクリックします。
パスワードが E-mailで送信されます。 パスワードが暗号化されてシステムに保存さ

れているため E-mailで送信することができない場合は、新規パスワードを秘密コー

ドで設定するよう指示されます。秘密コードはその目的のために生成されて送信さ

れます。

6 パスワードリマインダからE-mailを受信したら、メッセージ本文のリンク

をクリックしてください。

新規ブラウザウィンドウが開きます。

7 ログイン名および新規パスワードを指定します。 フォームの［秘密コード］
フィールドはシステムが自動的に入力している筈です。そうでなかった場

合は、受信したメッセージから秘密コードをクリップボードにコピーして

フォームに貼り付けてください。

8 [OK]をクリックして情報を送信します。

注： 秘密コードはそれが生成されてから 24時間以内に使用しないと、有効期限が切れ

て上記のプロセスをすべてやり直すことになります。

Pleskのインターフェースに慣れる
コントロールパネルにログインすると、標準表示または簡略化されたデスクトップ表示

あるいはこの 2つの組み合わせで画面が開きます。

標準表示はコントロールパネルが 2つのメインエリアを持つ従来どおりの表示方法で

す。 ナビゲーションペインが左側、操作が実行されるメイン画面が右側にあります。
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Figure 1: 標準管理者インターフェース

デスクトップ表示はサーバ統計値や使用頻度の高い操作へのショートカットが表示さ

れ、必要な項目すべてが 1つの画面に表示されます。

Figure 2: 管理者のデスクトップビュー

コントロールパネルは画面表示を切り替えて使用する（適切なライセンスキーのイン

ストールが必要）か、両方の組み合わせを使用できます。 他のコントロールパネルユー
ザに対してどの表示をするかを指定することもできます。
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コントロールパネルをカスタマイズする方法については、「コントロールパネルのカス

タマイズ」の章をご参照ください。

デスクトップ表示の項目

デスクトップ表示には最初に以下の 4つのセクションがあります。

 サーバ情報。 ホスト名、コントロールパネルのバージョン、オペレーティングシステ

ムおよびカーネルのバージョン、ライセンスキー番号、システムの使用可能時間が表

示されます。

 統計。 過去 1分、5分、15分の平均処理負荷、メモリおよびディスク使用率、クライア

ントアカウントおよびホストドメイン（Webサイト）の数を表示します。 クライア
ントアカウントには複数のサイトを持つリセラーや顧客が含まれますが、単一ドメ

インのオーナーは統計に含まれません。

 ツール。  このグループはコントロールパネルを通して実行できるオペレーションへ

のショートカットを表示します。 これらのショートカットは自由に追加したり削除

したりできます。

 お気に入り。  このグループは種類別に 5つのショートカットに分けられ、それぞれ
のタブに配置されています。 [クライアント]タブは選択されたユーザアカウントに
対し使用可能な権限を持つツールへのショートカット、[ドメイン] タブはドメイン
管理ツールへのショートカット、[メール名]タブは E-mailアカウント管理ツールへ

のショートカットを表示します。 [ショートカット]タブはユーザアカウントやドメ
インおよび E-mailアカウント関連以外の全ての種類のショートカットを表示しま

す。 [履歴]タブは過去 10 回までに使用されたコントロールパネル画面を表示します。

 [お気に入り]グループはユーザアカウント、Webサイトホスティングアカウント、E-
mailアカウントを検索するツールを提供します。 検索ツールを使用するには、ドロ

ップダウンボックスから項目の種類を選択し、検索基準（どんな記号や文字の組み

合わせでもよく、大文字と小文字は区別されません）を入力し、[検索]をクリックし
ます。

16



ウィザードの使用

デスクトップ表示で Pleskを使用する際、ウィザードの使用が必要なタスクがあります。 
それぞれのウィザードは一連の画面より成ります。 ウィザードを使用してタスクを実
行するには、ウィザード画面に表示される指示に従います。 個別のオプションについて
は、このガイドのそれぞれのセクションを参照してください。

標準表示の項目

ナビゲーションペインが左側に表示されます。 様々な管理機能にアクセスできます。

 クライアント。 クライアントおよびそのアカウント関連のすべてのデータを管理し

ます。

 ドメイン。 Webサイトとそれぞれの E-mailサービスを管理します。

 サーバ。 このショートカットからサーバ管理機能へのアクセスが可能です。

 モジュール。 Pleskの性能を拡張する追加のモジュール（ファイアウォール、ゲーム

サーバ、VPN、その他）を管理します。

 セッション。 クライアントやサイトおよびメールボックスのオーナーが、コントロ
ールパネルにログインまたは FTPプロトコルを通してサーバに接続した際に、管理

者が監視および強制終了できるセッションを設置できます。

 マスター。 このショートカットから Pleskが使用可能なサーバの集中管理へアクセ

スできます。

 ヘルプデスク。コントロールパネルと統合されたヘルプデスクシステムです。 顧客
から貴方に報告された問題の表示と解決ができます。

 ヘルプ。コンテキストヘルプを提供します。

 ログアウト。 コントロールパネルでの作業が終了したら、このアイコンをクリック

しセッションを閉じます。

[ヘルプ]アイコンの下にはコンテキストヘルプヒントエリアがあります。 ここでは現在

の画面の説明や操作可能なオペレーションの概略が表示されます。 マウスポインタを

システムの要素や状態アイコンの上に持ってくると、追加的な情報が表示されます。

Pleskのナビゲートにはパスバーを使用することもできます。 画面右側のバナーエリア

の下に一連のリンクが表示されます。 前の画面に戻るには、画面右上の [上へ]アイコ
ンを使用します。

長いリストから項目を見つけたい場合は、すべての項目リストの上にある検索ボックス

を使用します。 入力ボックスに検索基準を入力し[検索]をクリックします。 検索条件に

マッチする項目のリストが表示されます。 全ての項目の表示に戻るには[全て表示]をク
リックします。 

特定のパラメータでリストを昇順または降順に並べ替えるには、カラムのヘッダー部分

のパラメータ名をクリックします。 パラメータタイトルの隣の小さな三角印は並び順

を表します。
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パスワードおよび連絡先情報の変更

 連絡先情報を変更するには以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 [管理者情報] グループの [編集]アイコンをクリックします。
3 必要に応じて情報を更新し[OK]をクリックします。 

 パスワードを変更するには以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 [管理者情報] グループの [パスワードの変更]アイコンをクリックします
3 古いパスワードと新しいパスワードを入力します。

4 [OK]をクリックします。

 パスワードを忘れた場合は、以下の操作を実行して下さい。

1 Webブラウザのアドレスバーに、Pleskコントロールパネルの配置されて

いるURLを入力します。 

2 例えば、https://your-server.com:8443  となります。

3 ENTERを押します。 Pleskログイン画面が開きます。

4 [パスワードをお忘れですか？]リンクをクリックします。
5 システムに登録されているログイン名およびE-mailアドレスを指定する
よう指示されます。 ログイン名を[ログイン]ボックスに、システムに登録さ
れているE-mailアドレスを[E-mail]ボックスにそれぞれ入力し[OK]をクリッ
クします。 

6 パスワードが暗号化されてシステムに保存されているためE-mailで送信

することができない場合は、新規パスワードを秘密コードで設定するよう

指示されます。秘密コードはその目的のために生成されてE-mailに送信さ

れます。

7 パスワードリマインダからE-mailを受信したら、メッセージ本文のリンク

をクリックしてください。 新規ブラウザウィンドウが開きます。

8 ここではログイン名および新規パスワードを指定します。 

フォームの［秘密コード］フィールドはシステムが自動的に入力している筈です。

そうでなかった場合は、受信したメッセージから秘密コードをクリップボードにコ

ピーしてフォームに貼り付けてください。

9 [OK]をクリックして情報を送信します。
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パスワード復元方法の説明が E-mailで送信されます。
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この章では、Pleskコントロールパネルの設定や管理に必要な設定手順を説明します。

コントロールパネルのライセンスキーの

アップグレード

Pleskにはトライアルライセンスキーが付与されており、コントロールパネルへ自動的

にインストールされます。 このライセンスキーにより、1つのユーザアカウントの作成
や、1つのWebサイトおよび 1つのメールボックスのホストが可能です。 従って、Plesk
コントロールパネルを充分に活用するには、SWsoftまたはリセラーからライセンスキ

ーを取得してコントロールパネルにインストールする必要があります。

Pleskライセンスキーには有効期限が組み込まれています。 不正行為および盗難を防ぐ

ためです。 Pleskソフトウェアは 10 日間の猶予期間（有効期限前）中に、盗難の届出が

なく、エンドユーザライセンス契約に従って使用されていること（つまり、1 台のサー

バにのみインストールされていること）を SWsoftのライセンスサーバで確認する必要

があります。 確認されると、有効期限は延長されます。

Pleskはポート 5224経由でライセンスサーバに TCP/IP 接続しますので、それがファイ

アウォールでブロックされていないことを確認してください。 更新プロセスは自動的

に実行され、Plesk管理者は問題が発生しない限り何もする必要はありません。 Plesk キ

ーの期限が切れたら、ファイアウォールを確認して[サーバ]>[ライセンス管理]へ進み[キ
ーの取得]をクリックしてください。 キーが更新されない場合は、リセラーまたは

SWsoft （ライセンスを直接 SWsoft から購入された場合）にご連絡ください。

ライセンスサーバへの接続はいつでもテストすることができます。それには、[サーバ]>
[ライセンス管理] へ進み[キーの取得]をクリックしてください。

章 4

コントロールパネルの設定
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トライアルライセンスキーのアップグレード

 トライアルライセンスキーをアップグレードするには以下を実行してくだ

さい。

1 ［サーバ］>[ライセンス管理]に進みます。

2 [新しいキーの注文]をクリックします。
3 SWsoftオンラインストアが別のウィンドウで開きます。 このウィンドウ
で、Pleskライセンスに含めたい項目や機能を選択し[送信]をクリックしま
す。 次に、通貨、ライセンスキーの数、連絡先情報、請求先住所、支払方法を

指定してフォームを送信します。 新しいキーが指定したE-mailアドレスに
送信されます。

4 新しいキーをローカルマシンのハードドライブに保存します。

5 Pleskで[ライセンス管理]画面サイド開いて（[サーバ]>[ライセンス管理]）、

[キーのアップロード]をクリックします。 

6 ローカルマシンに保存したキーファイルのパスを入力するか、[参照]をク
リックしてアップロード先の場所を指定します。 

7 [現在インストールされているライセンスキーを選択したものに変更する]チ
ェックボックスを選択し、新しいライセンスキー変更の続行を確認します。
 

このチェックボックスを選択しないと、新しいライセンスキーはインストールされ

ずインストールが中止されます。

8 新しいライセンスキーがサーバ上ですでにホストしているサイトより少

ないサイトしかホスティングできない場合、Pleskは動作を停止します。 実
際のリソース使用量と、新しいキーによりカバーされる使用量をコントロ

ールパネルが比較しないようにするには、[キーにより制限されたリソース
使用の制限をチェックしない]チェックボックスを選択します。

この設定は、コントロールパネルを介したアップグレードを行う目的でライセンス

キーがカバーしている以上のリソースを一時的にインストールしたい場合に有益で

す。

9 [OK]をクリックし、新しいキーをコントロールパネルにインストールしま

す。
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Pleskアドオンの追加ライセンスキーのインストール
アドオン Pleskコンポーネントに追加ライセンスキーをインストールするには、以下の

操作を実行します。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]
2 ショートカットをクリックします。

3  [システム]
4 グループの[ライセンス管理]
5 アイコンをクリックします。

6 [コントロールパネルアドオンを注文する]
7 をクリックします。

8 使用可能なアドオンが一覧されたSWsoftオンラインストアが別のウィン
ドウで開きます。注文したいアドオンを選択し、[送信]

9 をクリックします。

10 Pleskアドオンが既存のライセンスキーへ追加されると、Pleskナンバーチ

ェッキングシステムページが開きます。機能を追加するライセンスキーの

番号を入力し、[送信]
11 をクリックします。
12 次に通貨、キーの数、連絡先情報、請求先住所、支払方法を指定してフォー

ムを送信します。注文が処理されるとE-mailで通知されます。

13 E-mailで通知を受信したら、[ライセンス管理]
14 画面（[サーバ]
15 →[ライセンス管理]

16 ）に戻り [キー取得]
17 をクリックして注文したライセンスキーを取得します。Pleskライセンス
マネージャはSWsoftライセンスサーバからアップグレードされたライセ

ンスキーを取得し、コントロールパネルに自動的にインストールします。
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ライセンスキーのアップグレード

顧客ベースの拡張をしたり現在のライセンスのままサーバ上でホストできるサイトの

数を増やしたい場合は、ライセンスキーのアップグレードが必要です。

ライセンスキーをアップグレードするには、以下の操作を実行します。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]
2 ショートカットをクリックします。

3 [システム]
4 グループの[ライセンス管理]
5 アイコンをクリックします。

6 [コントロールパネルアップグレードを注文する]
7 をクリックします。

8 >SWsoftオンラインストアページで希望するアップグレードオプション

を選択し、[送信]
9 をクリックします。

10 次に購入の詳細を指定しフォームを送信します。注文が処理されるとE-
mailで通知されます。

11 E-mailで通知を受信したら、[ライセンス管理]
12 画面（[サーバ]
13 →[ライセンス管理]

14 ）に戻り [キー取得]
15 をクリックして注文したライセンスキーを取得します。Pleskライセンス
マネージャはPleskライセンスサーバから購入したライセンスキーを取得

し、コントロールパネルに自動的にアップロードします。

以前使用していたライセンスキーへのロールバック

 以前使用していたライセンスキーにロールバックするには、以下を実行して

ください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。
2 [システム]グループの[ライセンス管理]アイコンをクリックします。
3 [キーのロールバック]をクリックします。 前回インストールしたライセン

スキーが復元されます。
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コントロールパネルの保護

コントロールパネルへの管理アクセスの制限

セキュリティ上の不安を軽減する為、特定の IPアドレスからのコントロールパネルへ

の管理アクセスを制限します。

 コントロールパネルへの管理アクセスを特定の IPアドレスやネットワーク
からだけ許可するには、以下を実行してください。

1 [サーバ]>[アクセス]に進みます。

2 [新規ネットワークの追加]をクリックし、必要なIPアドレスを指定しま
す。 [OK]をクリックします。
サブネットの指定には、ワイルドカード記号(*)とサブネットマスクを使用できます。

3 [リストにないネットワークからの受信を拒否する]オプションを選択し、[設
定]をクリックします。 確認画面が表示されたら、[OK]をクリックします。

 特定の IPアドレスやネットワークからの管理アクセスを禁止するには、以下
を実行してください。

1 [サーバ]>[アクセス]に進みます。

2 [新規ネットワークの追加]をクリックし、IPアドレスを指定します。 

[OK]をクリックします。
サブネットの指定には、ワイルドカード記号(*)とサブネットマスクを使用できます。

3 [リスト上のネットワーク以外からの受信を許可する]オプションを選択し、
[設定]をクリックします。 確認画面が表示されたら、[OK]をクリックします。

Pleskのデフォルトでは、同じログイン名とパスワードを使って複数のユーザがコント

ロールパネルにログインし、同時に複数のセッションを実行することができます。 この
機能は管理機能を他のユーザに委任したり、間違えてログアウトせずにブラウザを閉じ

てしまいセッションの有効期限まで再度ログインできなくなってしまった場合などに

有効です。 必要なければこの機能を無効にできます。

 管理コントロールパネルへの同時セッションを禁止するには以下を実行し

てください。

1 [サーバ]>[編集]に進みます。
2 [複数セッションを許可する]チェックボックスの選択を外して[OK]をクリ
ックします。
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SSL暗号化によるサーバ通信の保護
セキュリティ上の理由により、コントロールパネルへのアクセスはセキュアソケットレ

イヤーが有効なハイパーテキスト転送プロトコルにより提供されるセキュア接続を通

してのみ可能です。 Plesk管理サーバで交換されるすべてのデータは暗号化されており、

機密情報の傍受を防ぎます。 データ暗号化のプロセスで使用される SSL 証明書はコン

トロールパネルのインストール中に自動的に生成され、サーバへインストールされます。

 いわゆる自己署名証明書です。 認証局 （CA） からの承認を受けていないため、コント

ロールパネルに接続しようとするとWebブラウザに警告メッセージが表示されます。

顧客の信頼を得るには信頼のおける認証局から SSL 証明書を購入し、コントロールパネ

ルにインストールする必要があります。

以下のいずれかの方法で、SSL 証明書を入手できます。

 コントロールパネルの提供する機能を使用して SSL 証明書をジオトラスト社から

購入。

または

 コントロールパネルから証明書署名リクエスト （CSR） を作成し、SSL 証明書を作

成している任意の認証局へ送信。

注：コントロールパネルの機能を使用してMyPlesk.comオンラインストア経由で証

明書を購入する場合は、証明書署名リクエスト作成にコマンドラインツールを使用

しないでください。

 MyPleskComオンラインストア経由でジオトラスト社から SSL証明書を購入
し、コントロールパネルを保護するには、以下を実行してください。

1 [サーバ]>[証明書]に進みます。 リポジトリ内にあるSSL証明書のリストが

表示されます。

2 [新規証明書の追加]をクリックします。
3 証明書のプロパティを指定します。

 証明書の名前。 リポジトリ内で証明書を識別するのに役立ちます。

 暗号化レベル。 SSL 証明書の暗号化レベルを選択します。 1024ビット以上を選
択するようお勧めします。

 場所と組織名の指定。 入力できるのは 64文字までです。

 SSL 証明書を購入するホスト名の指定。 例えば、以下のようになります。 your-
domain.com

 E-mailアドレスを入力します。
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4  この情報をもとに秘密鍵が生成されるため、間違いがないかよく確認し

てください。

5 [証明書の購入]をクリックします。 

秘密鍵と証明書署名リクエストが生成されますので、これは削除しないでください。 

MyPlesk.comログインページが新しいブラウザウィンドウで開きます。

6 既存のMyPlesk.comアカウントへ登録またはログインし、ステップバイス
テップの手順に従って証明書を購入します。

7 購入したい証明書の種類を選択します。

8 [購入する]をクリックし、証明書を注文します。 [承認者E-mail]ドロップダ
ウンボックスで、正しい承認者E-mailを選択します。 

承認者 E-mailは、特定のドメイン名の証明書が権限を持つユーザによりリクエスト

されたことを確認するための E-mailアドレスです。

9 証明書リクエストが処理されるとジオトラスト社から確認のE-mailが送

信されます。 ユーザからの確認を受け取った後、そのユーザのE-mail宛に
証明書を送信します。

10 受信したSSL証明書はローカルマシンかネットワークに保存してくださ

い。

11 SSL証明書リポジトリへ戻ります（[サーバ] >[証明書]）。
12 ページの中央にある[参照]をクリックし、保存された証明書のある場所へ

行きます。 証明書をクリックし、[ファイル送信]をクリックします。 証明書

がリポジトリにアップデートされます。

13 追加したばかりの証明書に該当するチェックボックスを選択し [設定]を
クリックします。

 他の認証局からの SSL証明書を使用してコントロールパネルを保護するに
は、以下を実行してください。

1 [サーバ]>[証明書]に進みます。 リポジトリ内にあるSSL証明書のリストが

表示されます。

2 [新規証明書の追加]をクリックします。
3 証明書のプロパティを指定します。

 証明書の名前。 リポジトリ内で証明書を識別するのに役立ちます。

 暗号化レベル。 SSL 証明書の暗号化レベルを選択します。 1024ビット以上を選
択するようお勧めします。

 場所と組織名の指定。 入力できるのは 64文字までです。

 SSL 証明書を購入するホスト名の指定。 例えば、以下のようになります。 your-
domain.com
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 E-mailアドレスを入力します。

4  この情報をもとに秘密鍵が生成されるため、間違いがないかよく確認し

てください。

5 [リクエスト]をクリックします。 秘密鍵と証明書署名リクエストが生成さ

れ、リポジトリに格納されます。

6 証明書署名リクエスト （CSR） ファイルをダウンロードし自分のマシン
に保存します。 その実行には、それぞれの アイコンをクリックします。

7 ダウンロードが完了したら、ファイルをテキストエディタで開き、-----
BEGIN CERTIFICATE REQUEST----- と -----END CERTIFICATE 
REQUEST-----で囲まれたテキストをクリップボードにコピーします。

8 お好みのメールクライアントソフトウェアを使用し、新しいE-mailメッセ
ージを作成し、テキストをクリップボードから貼り付けます。 このメッセ
ージを認証局に送信します。認証局はあなたが提供した情報に応じてSSL
証明書を作成します。

9 受信したSSL証明書はローカルマシンかネットワークに保存してくださ

い。

10 SSL証明書リポジトリへ戻ります（[サーバ] >[証明書]）。
11 ページの中央にある[参照]をクリックし、保存された証明書のある場所へ

行きます。 証明書をクリックし、[ファイル送信]をクリックします。 証明書

がリポジトリにアップデートされます。

12 追加したばかりの証明書に該当するチェックボックスを選択し [設定]を
クリックします。

 何らかの理由で自己署名証明書を作成する必要がある場合は、以下の手順に

従ってください。

1 [サーバ]>[証明書]に進みます。 リポジトリ内にあるSSL証明書のリストが

表示されます。

2 [新規証明書の追加]をクリックします。
3 証明書のプロパティを指定します。

 証明書の名前。 リポジトリ内で証明書を識別するのに役立ちます。

 暗号化レベル。 SSL 証明書の暗号化レベルを選択します。 1024ビット以上を選
択するようお勧めします。

 場所と組織名の指定。 入力できるのは 64文字までです。

 SSL 証明書を購入するホスト名の指定。 例えば、以下のようになります。 your-
domain.com

 E-mailアドレスを入力します。
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4 [自己署名]ボタンをクリックします。 証明書が生成され、リポジトリに格納

されます。

コントロールパネルのカスタマイズ

インターフェース表示をサポートするライセンスキーを取得しインストールするだけ

でインターフェースの表示を変更することができます。 他のコントロールパネルユー
ザに対してどの表示にするかを指定することもできます。

標準表示によるコントロールパネルのカスタマイズ

インターフェースカスタマイズテンプレートの使用

インターフェースカスタマイズテンプレートは Pleskユーザに割り当てられたインター

フェースカスタマイズオプションのセットです。 インターフェース要素のカスタム設

定ができ、その設定をテンプレートに保存できます。 それからテンプレートを特定のク

ライアントアカウントに割り当てます。

デフォルトカスタマイズテンプレートは Pleskのインストール後に自動的に作成されま

す。 最初に、デフォルトテンプレートによって、ユーザはコントロールパネルの全ての

インターフェース要素へアクセスできるようになります。 他に明確に指定されている

テンプレートがない限り、デフォルトテンプレートは管理者を含むすべてのユーザアカ

ウントに自動的に適用されます。 デフォルトのテンプレートはコントロールパネルか

ら削除できません。 貴方は別のテンプレートをデフォルトとして設定することができ
ます。 テンプレート一覧ではデフォルトテンプレートは太字で表示されます。

よって、特定のクライアントに対しインターフェースのカスタマイズをする場合、貴方

はデフォルトテンプレートを変更するか、自分のカスタマイズテンプレートを作成しユ

ーザアカウントに割り当てることができます。
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テンプレートの作成

 テンプレートを作成してインターフェース要素にカスタムルールを指定す

るには、以下を実行してください。

1 [サーバ]>[インターフェース管理]>[インターフェーステンプレート]タブに
進みます。

2 [新規インターフェーステンプレートの追加]をクリックします。
3 次のページで、新規のテンプレートの名前を入力します。 このフィールド
は必須です。

4 [デフォルト] チェックボックスを選択してこのテンプレートをデフォルト

にします。 

他に明確に指定されているテンプレートがない限り、デフォルトテンプレートはす

べてのユーザアカウントに自動的に適用されます。

5 [ツールバー表示]をクリックして、インターフェース要素のルールをカス

タマイズします。 

ツールバーを使用してユーザアカウントの Plesk画面上のボタンの外観をカスタマ

イズします。 ツールバーは Plesk画面の下部に表示されます。 ツールバーがオンにな
っていると、Pleskインターフェース画面の移動や別のボタンのルール定義ができま

す。

6 インターフェース要素をカスタマイズするPlesk画面へ移動します。

7 ツールバーの[カスタマイズ]ボタンをクリックし、カスタマイズモードを

有効にします。 

8 カスタマイズしたいボタンの上の透明な画面をクリックし、ドロップダウ

ンメニュー内の以下のオプションを1つ選択します。

 非表示 － 管理者を含むすべてのユーザに対しこのボタンを非表示にします。

 管理者のみ － 管理者にはこのボタンを表示し、それ以外のすべてのユーザには

非表示にします。

 表示 － すべてユーザに対し常にこのボタンを表示します。

 デフォルト － 前回このボタンに対して行ったカスタマイズをリセットし、デフ

ォルト設定に戻します。
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9 ボタンのカスタマイズが終了したらツールバーの[OK]をクリックします。
10 [ツールバー非表示]をクリックしてカスタマイズモードを終了します。

11 インターフェースカスタマイズテンプレート一覧へ戻ります（[サーバ]>
[インターフェース管理]>[インターフェーステンプレート]）。 

作成したテンプレートがカスタマイズテンプレート一覧へ追加されます。 これでテ
ンプレートをユーザアカウントへ割り当てることができます。

ユーザアカウントへのテンプレートの割り当て

 インターフェースへテンプレートを割り当てるには、以下を実行してくださ

い。

1 [サーバ]>[編集]に進みます。
2 [管理者インターフェース選択設定]で、必要なカスタマイズテンプレートを

選択します。

3 [OK]をクリックします。

注：テンプレートリスト内では、管理者のインターフェースに現在使用されているテン

プレートは斜体で表示されます。 デフォルトのテンプレート名は太字で表示されます。 
デフォルトのテンプレートを使用している場合は、太字の斜体で表示されます。

 クライアントアカウントへテンプレートを割り当てるには、以下を実行して

ください。

1 [サーバ]>[インターフェース管理]>[インターフェーステンプレート]タブに
進みます。

2 テンプレートリスト内で、[使用]カラムの数字をクリックします。 

この数字は現在そのテンプレートを使用しているクライアントアカウントの数を表

示しています。

3 [新規クライアントの追加]をクリックしてテンプレートを別のクライ
アントアカウントに割り当てます。

4 リスト内のクライアントがそのテンプレートを使用していない場合は、1
つまたは複数のクライアントアカウントを選択し[OK]をクリックします。 

選択したクライアントアカウントにテンプレートが割り当てられます。

注： 新規のクライアントアカウントの作成中やクライアントアカウント選択設定の編

集中も、クライアントへテンプレートを割り当てることができます。 新規のアカウント

を作成するにはナビゲーションペイン内の[クライアント]クリックし、 [新規クライ
アントアカウントの追加]をクリックします（「ユーザアカウントの追加」 のセクション
を参照してください）。 クライアントアカウント選択設定を編集するには、ナビゲーシ

ョンペイン内の[[クライアント]をクリックし、必要なクライアント名をクリックします。
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テンプレートの削除

 コントロールパネルから 1つまたは複数のテンプレートを削除するには、以
下を実行してください。

1 [サーバ]>[インターフェース管理]>[インターフェーステンプレート]タブに
進みます。

2 右側のチェックボックスを使用し、1つまたは複数のテンプレートを選択

します。

3 [選択対象の削除]をクリックします。
4 削除を確認して[OK]をクリックします。 

指定したテンプレートがコントロールパネルから削除され、そのテンプレートを使用し

ていたユーザにデフォルトテンプレートが割り当てられます。

デフォルトテンプレートの変更

 別のテンプレートをデフォルトとして設定するには、以下を実行してくださ

い。

1 [サーバ]>[インターフェース管理]>[インターフェーステンプレート]タブに
進みます。

2 必要なテンプレートに該当するチェックボックスを選択します。

3 [デフォルト]をクリックします。 テンプレートを明示的に指定していな

いすべてのユーザに、選択したテンプレートが適用されます。
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テンプレートのエクスポートとインポート

 ある Pleskサーバで作成したテンプレートを別の Pleskサーバにインポート
するには、以下を実行してください。

1 [サーバ]>[インターフェース管理]>[インターフェーステンプレート]タブに
進みます。

2 アイコンをクリックし、ファイルへエクスポートするテンプレートを保

存します。

3 [ファイルダウンロード]ダイアログボックスで[保存]をクリックし、ハード

ドライブ上でファイルの保存先を指定します。 

テンプレート設定が template_name.xmlファイルとして保存されます。

4 テンプレートファイルを別のPleskサーバに移行します。

5 別のPleskが有効になっているサーバで、[サーバ]>[インターフェース管理]>

[インターフェーステンプレート]タブへ進み [アップロード]をクリック
します。

6 インポートされたテンプレートの名前を入力するか、ハードドライブ上に

テンプレートを配置します. 

ファイルは .xml 形式でなければなりません。

7 [OK]をクリックします。 このテンプレートのカスタマイズ設定を表示しま

す。 ここではテンプレートの編集のため[ツールバーの表示]をクリックし
ます。

8 設定が終了したら、[OK]をクリックします。 マシンに新規テンプレートが

アップロードされます。

9 このテンプレートをクライアントアカウントに割り当てます（「ユーザア

カウントへのテンプレートの割り当て」 『ページ数30』のセクションを参
照してください）。
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ボタンの表示と非表示

定義済みのボタンを Pleskインターフェースから簡単に非表示にすることができます。 

この場合、ユーザは許可されていないコントロールやサポートされていない（サービス

がインストールされていない）機能を見ることができません。

 ボタンを非表示にするには、以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 [コントロールパネル]グループの [インターフェース管理]アイコンをク
リックします。

3 [インターフェーステンプレート]タブをクリックします。

4 ［ツール］グループの ［選択設定］アイコンをクリックします。

5 チェックボックスを選択して、以下のコントロールのグループを非表示に

できます。

 灰色のボタン。 本来、灰色で表示されるアイコンは、インストールされていない

ためにコントロールパネルを通して管理できないサービスやコンポーネントを

意味します。 いくつかのサービスが使用できないことでユーザが失望しないよ

うに、このボタンを非表示にできます。 使用できないボタンをすべて非表示にす
るには、[デフォルトですべてのグレーのボタンを非表示にする]チェックボック

スを選択します。

 制限管理コントロール。 ユーザに対して、ユーザが使用できない制限管理コント
ロールが表示されないようにするには、［ユーザが使用できない制限管理コント

ロールを隠す］チェックボックスを選択します。

 権限管理コントロール。 ユーザに対して、ユーザが使用できない許可管理コント
ロールが表示されないようにするには、［ユーザが使用できない許可管理コント

ロールを隠す］チェックボックスを選択します。 

6 [ボタンセット]でチェックボックスを選択して、以下のボタンのセットを

非表示にできます。

 MyPlesk.comオンラインストアにより提供されるサービスに関連するボタン。 ド
メイン登録サービスや SSL 証明書を再販する場合は、[ドメイン登録のボタンを
非表示にする]、[証明書購入のボタンを非表示にする]、[追加サービスのボタンを
非表示にする]チェックボックスを選択します。 MyPlesk.comに関連するすべて

のボタンはすべてのユーザレベルでコントロールパネルから削除されます。

 メール転送コントロール ドメイン内に存在しない E-mail 受信者宛に送られた E-
mailに対する返信ルールをユーザが自分で設定して使用できないようにするに
は、[メール返信コントロールを非表示にする]チェックボックスを選択します。  

7 [OK]をクリックします。
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 非表示のボタンをインターフェースで表示させるには、以下を実行してくだ

さい。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 [コントロールパネル]グループの [インターフェース管理]アイコンをク
リックします。

3 [インターフェーステンプレート]タブをクリックします。

4 ［ツール］グループの ［選択設定］アイコンをクリックします。

5 インターフェースで再度表示させる非表示のボタンに該当するチェック

ボックスのチェックを外します。

6 [OK]をクリックします。
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スーパー管理者によるオーバーライド

スーパー管理者 (root) は、管理者権限を持つユーザに対してさえも（例えカスタマイズ

モードにあったとしても）Pleskコントロールパネルに決して表示されない一連のコン

トロールを定義することができます。 このためには、以下を実行します。

1 Pleskコントロールパネル経由でインターフェースをカスタマイズします。

2 /plesk_installation_directory/var/ に
root.controls.lockという名前の空のファイルを作成します。

3 MySQLデータベースサーバにログインし非表示コントロールの状態を示

す値を入手します。

# mysql -uadmin -Dpsa -p
mysql> select page, control from itmpl_data;
+-------------------------+-------------+
| /server/server.php3     |  key_info   |
+-------------------------+-------------+

4 これらの値をコロンで区切って 
/plesk_installation_directory/var/root.controls.lock
ファイルに追加します。

/server/server.php3:key_info
5 ファイルを保存します。

このファイルに追加した値によってコントロールパネル経由で作成されたカスタマイ

ズはオーバーライドされます。

インターフェース言語のインストールとアンインストール

SWsoftサイトから新規の言語パックをダウンロードしコントロールパネルにインスト

ールできます。 コントロールパネルで使用できる言語の数は購入したライセンスキー

によって決まります。 許可されている以上の数の言語をインストールしようとすると、
コントロールパネルから警告が発せられます。

 コントロールパネルにインストールされているインターフェース言語を表

示するには、以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。
2 [コントロールパネル]グループの[インターフェース管理]アイコンをクリッ
クします。 以下の情報が表示されます。

 言語パックの現在のステータスが言語ステータスアイコンに表示されます。 
はユーザが言語パックにアクセスできることを意味し、 はアクセスできない

ことを意味し、 は言語パックの数が現在のライセンスによるサポートの上限

数を超えているためユーザがその言語パックを使用できないことを意味します。
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注： コントロールパネルユーザが言語を使用できないようにできます。 それに
は、アイコン をクリックします。 ユーザが言語を使用できるようにするに
は をクリックします。

 [言語コード]は 4文字の言語コードです。

 ［言語］は言語の名前を表します。

 ［国］はこの言語を母国語としている国を表します。

 [使用中]はインターフェースでその言語を使用しているすべてのレベルのコント

ロールパネルのユーザの数を表します。

 SWsoft Webサイトからダウンドールした新規言語パックをインストールす
るには以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 [コントロールパネル]グループの [インターフェース管理]アイコンをク
リックします。

3 ［ロケールの追加］ボタンをクリックします。

4 言語パックファイルへのパスを入力するか、［参照］ボタンでファイルの

位置を指定します。

RPMベースのシステムをご使用の場合は、ファイル名の拡張子が .rpmの言語パッ
クファイルをご利用ください。

DEBベースのシステムをご使用の場合は、ファイル名の拡張子が .debの言語パック
ファイルをご利用ください。

FreeBSDベースのシステムをご使用の場合は、ファイル名の拡張子が .tgzまたは .tbz
の言語パックファイルをご利用ください。

MacOSベースのシステムをご使用の場合は、ファイル名の拡張子が .shの言語パッ
クファイルをご利用ください。

5 [OK]をクリックして言語をシステムにインストールします。

 コントロールパネルから言語パックをアンインストールするには、以下を実

行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 [コントロールパネル]グループの [インターフェース管理]アイコンをク
リックします。

3 適切なチェックボックスを選択して ［選択対象を削除］をクリックしま

す。 次のページで削除を確認してください。 
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削除した言語パックを他のユーザが使用している場合は、そのインターフェース言

語は自動的にデフォルト言語に設定されます。 Pleskディストリビューションパッ
クのデフォルト言語 (en-US) は削除できません。

コントロールパネルテーマ（スキン）のインストールとアンインス

トール

自分のコントロールパネルのカスタムスキンを開発して使用することができます。 サ
ードパーティが作成したスキンを使用するのは、スキンパッケージに悪質なコードが含

まれている可能性があるため危険です。 信頼できるソースから支給されるスキンのみ

を使用するよう強くお勧めします。

 現在インストールされているスキンを表示するには、以下を実行してくださ

い。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 [コントロールパネル]グループの [インターフェース管理]アイコンをク
リックします。

3 [スキン]タブをクリックします。

 スキンパッケージをダウンロードするには以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 [コントロールパネル]グループの [インターフェース管理]アイコンをク
リックします。

3 [スキン]タブをクリックします。

4 適切な アイコンをクリックするか、スキン名をクリックし、 [スキン
のダウンロード]をクリックします。

5 スキンファイルをパックしたいアーカイブの種類を選択し、[OK]をクリッ
クします 

スキンのダウンロードの準備ができると、ファイルのダウンロードのダイアログウ

ィンドウが表示されます。 

6 [保存]をクリックし、ファイル名とダウンロードするスキンパッケージフ

ァイルを保存する場所を指定して[保存]をクリックします。

これでダウンロードしたアーカイブファイルの内容を変更して自分のスキンを作成で

きます。 Pleskコントロールパネルのカスタムスキンを作成する方法については、スキン

解説文書[サーバ]> [インターフェース管理]>［スキン］>［スキン解説］をご参照くだ
さい。

 コントロールパネルに新規のスキンをインストールするには、以下を実行し

てください。
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1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 [コントロールパネル]グループの [インターフェース管理]アイコンをク
リックします。

3 [スキン]タブをクリックします。

4 [新規スキンの追加]をクリックします。 スキンパッケージファイルの

ロケーションを指定し、[OK]をクリックします。

 既にインストールされているスキンの内容を更新するには、以下を実行して

ください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 [コントロールパネル]グループの [インターフェース管理]アイコンをク
リックします。

3 [スキン]タブをクリックします。

4 スキン名をクリックし、 [スキンのアップデート]をクリックします。 ス
キンパッケージファイルのロケーションを指定し、[OK]をクリックします。

 リポジトリから 1つまたは複数のスキンを削除するには、以下を実行してく
ださい。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 [コントロールパネル]グループの [インターフェース管理]アイコンをク
リックします。

3 [スキン]タブをクリックします。
4 該当するチェックボックスを選択し、 [選択対象の削除]をクリックしま
す。 削除を確認して[OK]をクリックします。

注： 特定のユーザのコントロールパネルで現在使用されているスキンを削除すると、

そのユーザのコントロールパネルの外観がデフォルトのスキンに自動的に変更されま

す。 デフォルトのコントロールパネルスキンは削除できません。

カスタムロゴバナーによるコントロールパネルの再ブランディング

トップフレームのデフォルト Pleskロゴバナーを自分のロゴに置き換えることができま
す。 顧客は彼らのコントロールパネルにログインしたときにそれを目にします。 このロ
ゴにWebサイトへのハイパーリンクをつける事もできます。
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ロゴにはGIF、JPEG、もしくは PNG 形式のファイルを使用し、ダウンロード時間を少な

くするため 100 キロバイト以下にしてください。 画像の高さは 50ピクセルをお勧め致

します。

 ロゴの画像を設定するには以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 [コントロールパネル]グループの  [ロゴ設定]アイコンをクリックしま
す。

3 事前設定ファイルへのパスを指定するか、[参照]をクリックしてファイル
の位置を指定します。 [開く]をクリックします。

4 ユーザがロゴをクリックした際にジャンプするハイパーリンクを作成す

るには、希望のURLを[ロゴの新規URLを入力]ボックスに入力します。
5 [OK]をクリックして情報を送信します。 

Pleskのデフォルトロゴに戻すには、[デフォルトロゴ]をクリックします。

カスタムハイパーリンクボタンの追加と削除

 Pleskコントロールパネルにカスタムハイパーリンクボタンの追加して、顧客
が自分のコントロールパネルからそれを見ることができるかどうかを指定

するには、以下を実行します。 

1 ［サーバ］>[カスタムボタン]に進みます。

2 [新規ボタンの追加]をクリックします。
3 以下を実行してボタンのプロパティを指定します。

 [ボタンラベル]ボックスに、ボタンに表示されるテキストを入力します。

 ボタンの配置場所を選択します。 ナビゲーションペインに配置するには、[ロケー
ション]ドロップダウンボックスの[ナビゲーションペイン]を選択します。 それ
ぞれのクライアントのホームページやデスクトップに配置するには、[クライア
ントホームページ]オプションを選択します。 それぞれのドメインオーナーのホ
ームページやデスクトップ（ドメインオーナーは貴方のリセラーの顧客になり

ます）に配置するには、[ドメイン管理ページ]オプションを選択します。

 ボタンの優先度を指定します。 Pleskは定義した優先度に従ってコントロールパ

ネル上のカスタムボタンを配置します。 数字が小さいほど優先度が高くなりま

す。 ボタンは左から右へ並べられます。

 ボタン背景に画像を使用するには、その画像の保存場所へのパスを入力するか、

[参照]をクリックしてそのファイルを参照します。 ナビゲーションペインに配置

するボタンの画像は 16ｘ 16ピクセルのGIFまたは JPEGファイルを、メインフ
レームやデスクトップに配置するボタンの画像には 32ｘ 32ピクセルのGIFま
たは JPEGファイルを使用するようお勧め致します。

 [URL]ボックスにボタンに付加するハイパーリンクを入力します。
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 チェックボックスを使用し、URLにドメイン名、 FTPログイン、FTPパスワード、
他の転送するデータを含めるかどうか指定します。 これらの情報は外部のWeb
アプリケーションで使用できます。

 [コンテキストヘルプヒントコンテンツ]入力フィールドには、ユーザがマウスを
ボタンの上にのせた際に表示されるテキストを入力します。

 指定したURLをコントロールパネルの右側のフレームで開きたい場合は、[コン
トロールパネルの中に URLを開く]チェックボックスをチェックしてください。

このチェックボックスをチェックしないと、URLは別の新しいウィンドウで開

くことになります。

 このボタンをコントロールパネルにアクセスしている顧客やリセラーやその顧

客からも見えるようにするには、[すべてのサブログインに表示します]チェック

ボックスを選択します。

4 作成を完了したら[OK]をクリックします。

 コントロールパネルからハイパーリンクボタンを削除するには、以下を実行

します。

1 ［サーバ］>[カスタムボタン]に進みます。
2 削除するボタンに対応するチェックボックスを選択し、 [選択対象を削除]
アイコンをクリックします。
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デスクトップ表示でのコントロールパネルのカスタマイ

ズ

 デスクトップから項目を追加または削除するには以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの［デスクトップ］をクリックします。

2 [デスクトップのカスタマイズ]をクリックします。
3 [サーバ情報]グループを表示するかどうかと、表示する項目を指定します。 

チェックボックスの選択を外すとその項目がデスクトップから削除され

ます。

4 コントロールパネル経由で実行したいタスクを指定します。 デスクトッ
プに適切なショートカットが配置されます。 [選択したタスク]リストはど
のショートカットが既にデスクトップに配置されているを示します。 [使
用可能なタスク]リストはデスクトップにまだショートカットが配置され

ていないタスクを示します。

 デスクっトップにショートカットを追加するには、[使用可能なタスク]リストで
必要なタスクを選択し[追加 >>]をクリックします。

 デスクトップからショートカットを削除するには、[選択したタスク]リストから

必要のないタスクを選択し[<<削除]をクリックします。

5 デスクトップ上にカスタムボタンを表示させるには、[ツール]で[カスタム
ボタン]チェックボックスを選択します。

6 [統計]と[お気に入り]グループを表示するかどうかと、そこに何の項目を表

示するかを指定します。 チェックボックスの選択を外すとその項目がデ

スクトップから削除されます。 

[お気に入り]グループは項目へのリンクやデスクトップに追加されたコントロール

パネル画面を示します。それぞれのコントロールパネル画面で [お気に入りに追加]
または [ショートカットの作成]アイコンをクリックして選択した項目が、このグ
ループに含まれます。

7 [OK]をクリックします。

 デスクトップの[お気に入り]グループに項目を追加するには以下を実行しま
す。

1 必要なコントロールパネル画面に進みます。

2 画面右上隅の [お気に入りに追加]または  [ショートカットの作成]アイコ
ンのいずれかをクリックします。

3 ショートカットのカスタムラベルおよび説明を指定するには、[デフォルト
の使用]チェックボックスの選択を外してラベルおよび説明を指定します。

4 [OK]をクリックします。
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 [お気に入り]グループのショートカットのラベルまたは説明を変更するには
以下を実行します。

1 デスクトップ上で変更したいショートカットをクリックします。

2 画面右上隅の [お気に入りの編集]または [ショートカットの編集]アイコ
ンをクリックします。

3 ラベルおよび説明を希望通りに変更し[OK]をクリックします。

または

1 デスクトップ上で変更したいショートカットに対応する アイコンをク

リックします。

2 ラベルおよび説明を希望通りに変更し[OK]をクリックします。



 デスクトップの[お気に入り]グループから項目を削除するには以下を実行し
ます。

1 デスクトップ上で削除したいショートカットをクリックします。

2 画面右上隅の [お気に入りの編集]または [ショートカットの編集]アイコ
ンをクリックします。

3 [削除]をクリックします。

または

1 デスクトップ上で削除したいショートカットをに対応する アイコンを

クリックします。

2 [削除]をクリックします。
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デスクトップ事前設定の使用

デスクトップ事前設定を変更し適用することによって、デスクトップに表示する項目を

変更することができます。 事前設定とはインターフェース要素の設定などです。 インタ
ーフェースの事前設定を複数作成して必要なときに切り替えることができます。 顧客
やリセラーの顧客向けにインターフェースの外観を事前に定義できます。

 デスクトップをカスタマイズするには、以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 [コントロールパネル]グループの [インターフェース管理]アイコンをク
リックします。

3 [デスクトップ事前設定]タブをクリックします。
4 デスクトップ事前設定リストの[デフォルトの管理者事前設定]ショートカ
ットをクリックします。 既存のものをベースに新規の事前設定を作成し

たい場合は、該当する アイコンをクリックします。

5 設定の事前設定名を指定します。

6 この事前設定をインターフェースに適用するには、[デフォルト]チェック

ボックスを選択します。 

7 [サーバ情報]グループを表示するかどうかと、表示する項目を指定します。 

チェックボックスの選択を外すとその項目がデスクトップから削除され

ます。

8 コントロールパネル経由で実行したいタスクを指定します。 デスクトッ
プに適切なショートカットが配置されます。 [選択したタスク]リストはど
のショートカットが既にデスクトップに配置されているを示します。 [使
用可能なタスク]リストはデスクトップにまだショートカットが配置され

ていないタスクを示します。

 デスクっトップにショートカットを追加するには、[使用可能なタスク]リストで
必要なタスクを選択し[追加 >>]をクリックします。

 デスクトップからショートカットを削除するには、[選択したタスク]リストから

必要のないタスクを選択し[<<削除]をクリックします。

9 デスクトップにカスタムボタンを表示するには、 [使用可能なタスク]リス
トの上の[カスタムボタン]チェックボックスを選択します。

10 デスクトップに新規のカスタムハイパーリンクボタン作成の機能を持つ

ショートカットを表示するには、[使用可能なタスク]リストの下の[以下の
ボタンをフッターに表示、新規カスタムボタンの作成]チェックボックスを

選択します。
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11 [統計]および[お気に入り]グループを表示するかどうかと、そこに何の項目

を表示するかを指定します。 チェックボックスの選択を外すとその項目

がデスクトップから削除されます。 [お気に入り]グループは項目へのリン
クやデスクトップに追加されたコントロールパネル画面を示します。それ

ぞれのコントロールパネル画面で [お気に入りに追加]または [ショート
カットの作成]アイコンをクリックして選択した項目が、このグループに含

まれます。

12 [OK]をクリックします。

 リセラーや複数のドメイン（クライアントアカウント）を持つ顧客向けに

デスクトップをカスタマイズするには、以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 [コントロールパネル]グループの [インターフェース管理]アイコンをク
リックします。

3 [デスクトップ事前設定]タブをクリックします。
4 デスクトップ事前設定リストの[デフォルトのクライアント事前設定]ショ
ートカットをクリックします。 既存のものをベースに新規の事前設定を

作成したい場合は、該当する アイコンをクリックします。

5 設定の事前設定名を指定します。

6 この事前設定をインターフェースに適用するには、[デフォルト]チェック

ボックスを選択します。 

7 コントロールパネル経由でユーザが実行するタスクを指定します。 デス
クトップに適切なショートカットが配置されます。 [選択したタスク]リス
トはどのショートカットが既にデスクトップに配置されているを示しま

す。 [使用可能なタスク]リストはデスクトップ上に配置されていないタス

クのショートカットを示します。

 デスクっトップにショートカットを追加するには、[使用可能なタスク]リストで
必要なタスクを選択し[追加 >>]をクリックします。

 デスクトップからショートカットを削除するには、[選択したタスク]リストから

必要のないタスクを選択し[<<削除]をクリックします。

8 デスクトップにカスタムボタンを表示するには、 [使用可能なタスク]リス
トの上の[カスタムボタン]チェックボックスを選択します。

9 デスクトップに新規のカスタムハイパーリンクボタン作成の機能を持つ

ショートカットを表示するには、[使用可能なタスク]リストの下の[以下の
ボタンをフッターに表示、新規カスタムボタンの作成]チェックボックスを

選択します。
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10 [統計、お気に入り]グループの表示や、そこに何の項目を表示するかを指定

します。 チェックボックスの選択を外すとその項目がデスクトップから

削除されます。 

[お気に入り]グループは項目へのリンクやユーザがデスクトップに追加したコント

ロールパネル画面を示します。それぞれのコントロールパネル画面で [お気に入り
に追加]または [ショートカットの作成]アイコンをクリックして選択した項目が、
このグループに含まれます。

11 [OK]をクリックします。

 複数のドメイン（ドメインオーナーアカウント）を持つリセラーの顧客向

けにデスクトップをカスタマイズするには、以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 [コントロールパネル]グループの [インターフェース管理]アイコンをク
リックします。

3 [デスクトップ事前設定]タブをクリックします。
4 デスクトップ事前設定リストの[デフォルトのドメインオーナーデスクトッ
プ]ショートカットをクリックします。 既存のものをベースに新規の事前

設定を作成したい場合は、該当する アイコンをクリックします。

5 設定の事前設定名を指定します。

6 この事前設定をインターフェースに適用するには、[デフォルト]チェック

ボックスを選択します。 

7 コントロールパネル経由でユーザが実行するタスクを指定します。 デス
クトップに適切なショートカットが配置されます。 [選択したタスク]リス
トはどのショートカットが既にデスクトップに配置されているを示しま

す。 [使用可能なタスク]リストはデスクトップ上に配置されていないタス

クのショートカットを示します。

 デスクっトップにショートカットを追加するには、[使用可能なタスク]リストで
必要なタスクを選択し[追加 >>]をクリックします。

 デスクトップからショートカットを削除するには、[選択したタスク]リストから

必要のないタスクを選択し[<<削除]をクリックします。

8 デスクトップにカスタムボタンを表示するには、 [使用可能なタスク]リス
トの上の[カスタムボタン]チェックボックスを選択します。

9 デスクトップに新規のカスタムハイパーリンクボタン作成の機能を持つ

ショートカットを表示するには、[使用可能なタスク]リストの下の[以下の
ボタンをフッターに表示、新規カスタムボタンの作成]チェックボックスを

選択します。
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10 [統計、お気に入り]グループの表示や、そこに何の項目を表示するかを指定

します。 チェックボックスの選択を外すとその項目がデスクトップから

削除されます。 

[お気に入り]グループは項目へのリンクやユーザがデスクトップに追加したコント

ロールパネル画面を示します。それぞれのコントロールパネル画面で [お気に入り
に追加]または [ショートカットの作成]アイコンをクリックして選択した項目が、
このグループに含まれます。

11 [OK]をクリックします。

 コンフィグレーション事前設定を XML形式でダウンロードするには、以下を
実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 [コントロールパネル]グループの [インターフェース管理]アイコンをク
リックします。

3 [デスクトップ事前設定]タブをクリックします。
4 ダウンロードしたい事前設定に該当するチェックボックスを選択し [フ
ァイルにエクスポート]アイコンをクリックします。

5 ファイル名と保存先の場所を指定し[OK]をクリックします。

 コンフィグレーション事前設定を XML形式でアップロードするには、以下を
実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 [コントロールパネル]グループの [インターフェース管理]アイコンをク
リックします。

3 [デスクトップ事前設定]タブをクリックします。

4 ［ツール］グループの [アップロード]アイコンをクリックします。
5 事前設定ファイルへのパスを指定するか、[参照]をクリックしてファイル
を検索します。

6 コントロールパネルに既に登録されている事前設定を間違えて上書きし

てしまうことを避けるには、[同じ名前と種類の事前設定を上書きする]チェ

ックボックスを選択します。

7 [OK]をクリックします。
8 事前設定を適用するにはその名前をクリックし、[デフォルト]チェックボ

ックスを選択し[OK]をクリックします。
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 事前設定を削除するには、以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 [コントロールパネル]グループの [インターフェース管理]アイコンをク
リックします。

3 [デスクトップ事前設定]タブをクリックします。
4 削除する事前設定に該当するチェックボックスを選択し、 [選択対象を削
除]をクリックします。 削除を確認して[OK]をクリックします。
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セッションアイドル時間の変更

Pleskではどのセッションでもアイドル時間を変更することができます。  

 セッションのセキュリティパラメータを変更するには以下を実行してくだ

さい。 

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 [コントロールパネル]グループの  

[セッション設定]をクリックします。
3 適切なフィールドにセッションアイドル時間を分で入力します。  セッショ
ンアイドル時間の指定よりも長くセッションがアイドル状態にあった場

合、コントロールパネルはセッションを終了します。

4  [OK]をクリックします。

 すべてのパラメータをデフォルト値に戻すには以下を実行してください。 

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。
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2 [コントロールパネル]グループの  

[セッション設定]をクリックします。

3 [デフォルト]をクリックします。 

セッションアイドル時間がデフォルト値の30分 に設定されます。

4  [OK]をクリックします。
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Pleskソフトウェアをサーバにインストールしコントロールパネルを設定した後、シス

テムおよびすべてのサービスを設定する必要があります。 この章の各セクションでは、
コントロールパネル経由で Plesk管理のサーバを設定する方法について説明致します。

IPアドレスの追加と削除
インストール後、Pleskはネットワーク設定ファイルからすべての IPアドレスを読み出

します。これらの IPアドレスは、DNSドメインおよびWebサイトのホスティングに使
用できます。

手動で行ったネットワーク設定ファイルへの変更は Pleskで認識されない場合があるた

め、サーバで使用する新規の IPアドレスを取得した場合は、コントロールパネルを使用

してアドレスを追加する必要があります。

Pleskでは、すべての IPアドレスを顧客に割り当てる前に共用にするか専用にするかを

決めることができます。 これにより、コントロールパネルでその区別ができ、専用 IPア
ドレスを一度に複数の顧客に割り当てないようにします。 専用 IPアドレスは 1人の顧
客に割り当てられ、共用 IPアドレスは複数のユーザアカウント間で共有されます。

認証デジタル証明書による SSL 保護および匿名 FTPサービスでは、専用 IPアドレスに
基づく専用ホスティングアカウントのみ使用できます。 共有ホスティングアカウント

も SSL 保護を利用できますが、このような保護付きのサイトを閲覧した場合、ブラウザ

にエラーメッセージが表示されます。

注：今回のバージョンの Pleskコントロールパネルでは、専用の IPアドレスは Exclusive 
IPアドレスと呼ばれます。

 現在の IPアドレスを自分で確認するには、以下を実行してください。

1 ［サーバ］>[IPアドレス]に進みます。 

IPアドレスがリストと以下の補足情報が表示されます。

 IPアドレスがネットワークインターフェースで正しく設定されている場合、[S] 
（ステータス）列のアイコンに が表示されます。 IPアドレスがネットワーク
インターフェースから削除されていると、アイコンに が表示されます。

 [T] （タイプ）には、アドレスが専用 IPアドレスとして単一の顧客に割り当てら

れている場合は が、アドレスが複数の顧客間で共有されている場合は が表

示されます。

章 5

サーバの設定とメンテナンス
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 [IPアドレス]、[サブネットマスク]、、[インターフェース]の各列は、どの IPアドレ
スがどのネットワークインターフェース上にあるかを示します。 

 [クライアント]列は、特定の IPアドレスを割りたてたユーザアカウントの番号を

示します。 ユーザを名前で表示するには、[クライアント]列で各番号をクリック

します。

 [ホスティング]列は IPアドレスがホストするWebサイトの数を表示します。 そ
のWebサイトのドメイン名を表示するには[ホスティング]列で各番号をクリッ

クします。

2 IPドレスのリストとそのステータスを更新するには、 [IP再読み込み]を
クリックします。 

 サーバに新規の IPアドレスを追加するには、以下を実行してください。

1 ［サーバ］>[IPアドレス]に進みます。

2 [新規IPアドレスの追加]をクリックします。
3 [インターフェース]ドロップダウンボックスから、新規のIPのネットワー
クインターフェースを選択します。 サーバにインストールされたすべて
のネットワークカードが、このドロップダウンボックスに表示されます。

4 該当するボックスに、IPアドレスとサブネットマスクを入力します（例： 

123.123.123.123/16）。

5 新規IPアドレスのタイプ（共有または専用）を[IPのタイプ]ラジオアイコ

ンを使用して選択します。

6 ドロップダウンボックスから、新規IPアドレスのSSL証明書を選択します。

 以下の証明書を選択することができます。

 デフォルト証明書 - Pleskディストリビューションパッケージに添付する証明書。

 ただし、この証明書は認証局により署名されていないため、Webブラウザに認識

されません（警告メッセージが表示されます）。 デフォルト証明書は、httpsプロ
トコルを使用してコントロールパネル（https://<Pleskサーバ名または
IP>:8443/）にアクセスする場合に使用します。

 その他の証明書 -  SSL 証明書のリポジトリに追加した（自己署名または認証局

による署名済み）証明書（証明書の追加については、「SSL 暗号化によるサイト

保護」のセクションを参照してください）。 

7 [OK]をクリックします。

 IPアドレスをサーバから削除するには、以下を実行してください。

1 ［サーバ］>[IPアドレス]に進みます。 
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2 それぞれのチェックボックスを選択し、 [選択対象の削除]をクリックし
ます。

3 削除を確認して[OK]をクリックします。 

 ユーザに IPアドレスを割り当てるには、以下を実行してください。

1 ［サーバ］>[IPアドレス]に進みます。 

2 [クライアント]列で各番号をクリックします。

3 [新規クライアントの追加]をクリックします。
4 必要なユーザアカウントを選択し[OK]をクリックします。

 ユーザの IPアドレスを取り消すには、以下を実行してください。

1 ［サーバ］>[IPアドレス]に進みます。 

2 [クライアント]列で各番号をクリックします。

3 それぞれのチェックボックスを選択し、 [選択対象の削除]をクリックし
ます。

4 削除を確認して[OK]をクリックします。

 ユーザが IPアドレスでサーバ上のWebリソースを参照したときに、どのWeb
サイトを表示するかを指定するには、以下を実行してください。

1 ［サーバ］>[IPアドレス]に進みます。 

2 [ホスティング]列で各番号をクリックします。 このIPでホスティングされ
るすべてのサイトが一覧表示されます。

3 必要なサイトを選択し [デフォルトとして設定]をクリックします。

 IPアドレスの割り当てタイプ（共有、専用）を変更する、または IPアドレス
に別の SSL証明書を割り当てるには、以下を実行してください。

1 ［サーバ］>[IPアドレス]に進みます。 

2 必要なIPアドレスをクリックします。

3 必要なIPアドレス割り当てタイプとSSL証明書を選択し、[OK]をクリック
します。
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DNSサービスの設定
コントロールパネルは BIND DNSサーバと共に動作し、Webサイトをホストしている
のと同じマシン上でDNSサービスを実行できます。

新しく追加されたドメインのDNS ゾーン設定は自動で行われます。 コントロールパネ
ルに新規のドメイン名を追加すると、ゾーンファイルはサーバ全体のDNS ゾーンテン

プレートに従って生成され、ネームサーバデータベースに登録されます。ネームサーバ

はゾーンのプライマリ（マスター）DNSサーバとして働くように指示されます。

以下が可能となります。

 テンプレートからのリソースレコードの追加および削除

 自動ゾーン設定とカスタム設定を以前のドメインベースのものに置換

 プロバイダや他の組織が貴方のサイトにDNSサービスを実行しているときはこの

マシンのドメインネームサービスをオフに切り替えてください。

 サーバ全体の DNSテンプレートのデフォルトレコードを表示するには、以下
を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 ［サービス］グループの ［DNS］アイコンをクリックします。 リソー
スレコードテンプレートがすべて表示されます。 

<ip> と <domain> テンプレートは生成されたゾーンで本当の IPアドレスとドメイン
名に自動的に置き換えられます。

 サーバ全体の DNSテンプレートに新規のリソースレコードを追加するには、
以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 ［サービス］グループの ［DNS］アイコンをクリックします。
3 [ツール]グループの [新しいレコードを追加]アイコンをクリックします。
4 リソースの種類を選択し、希望のレコードプロパティを指定します 

生成されたゾーンで本当の IPアドレスとドメイン名に自動的に置き換えられる 

<ip> と <domain> を使用することができます。 また、ドメイン名を指定する場合にワ
イルドカード記号(*)を使用でき、必要な値を正確に指定できます。

5 [OK]をクリックします。

 サーバ全体の DNSテンプレートから新規のリソースレコードを削除するに
は、以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。
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2 ［サービス］グループの ［DNS］アイコンをクリックします。
3 削除するレコードテンプレートに該当するチェックボックスを選択し、

[選択対象を削除]をクリックします。
4 削除を確認して[OK]をクリックします。

Pleskはゾーン名、ホスト名、管理者の E-mailアドレス、シリアル番号を自動的に更新し、

Start of Authority （SOA）レコードパラメータのデフォルト値をゾーンファイルに書き

込みます。 デフォルト値はコントロールパネル経由で変更することができます。

 サーバ全体の DNSテンプレートの Start of Authority （SOA）レコード設定を
変更するには、以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 ［サービス］グループの ［DNS］アイコンをクリックします。

3 [SOA選択設定]をクリックします。
4 希望する値を指定します。

 [TTL] 他のDNSサーバがそのレコードをキャッシュに保存するまでの時間です。 

Pleskのデフォルト値は 1 日です。

 [更新] セカンダリネームサーバがプライマリネームサーバに対して、ドメインゾ

ーンのファイルへ何か変更が加えられたかどうかを確認する頻度です。 Pleskの
デフォルト値は 3時間です。

 [再試行] セカンダリサーバが失敗したゾーン転送を再試行するまで待つ時間で

す。 この時間は更新インターバルよりは短いのが普通です。 Pleskのデフォルト
値は 1時間です。

 [期限切れ] そのゾーンが変更または更新されなかった場合、更新インターバルが

経過した後、セカンダリサーバが問い合わせに応答するのを止めるまでの時間で

す。 Pleskのデフォルト値は 1週間です。

 [最小値] セカンダリサーバが負の応答をキャッシュするまでの時間です。 Plesk
のデフォルト値は 3時間です。

5 [OK]をクリックします。 新規のSOAレコードのパラメータが新規に作成さ

れたドメイン向けに設定されます。

デフォルトでは、DNS ゾーン転送は各ゾーンに含まれるNSレコードが指定するネーム
サーバにしか許可されません。 ドメイン名レジストラがすべてのゾーンへの転送許可

を必要とする場合は、以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。
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2 ［サービス］グループの ［DNS］アイコンをクリックします。

3 [ツール]グループの  [共通ACL]アイコンをクリックします。 すべてのゾ

ーンへのDNSゾーン転送を許可されているすべてのホストが表示されま

す。

4 [新規アドレスの追加]アイコンをクリックします。
5 レジストラのIPまたはネットワークアドレスを指定して[OK]をクリックし
ます。

 サードパーティ DNSサーバを使用しており自分の DNSサーバを稼働させて
いない場合は、コントロールパネルの DNSサーバをオフに切り替えてくださ
い。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 ［サービス］グループの ［DNS］アイコンをクリックします。

3 ［ツール］グループの ［無効化］アイコンをクリックします。

 サーバ全体の DNSテンプレートの最初の設定を復元するには、以下を実行し
てください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 ［サービス］グループの ［DNS］アイコンをクリックします。

3 ［ツール］グループの [デフォルト]アイコンをクリックします。

DNSサーバがクエリに対して再帰的なサービスを提供するべきかどうかを指定するこ

とができます。

再帰的なサービスが許可されている場合、DNSサーバはクエリを受けると、要求元の宛

先 IPアドレスを見つけるのに必要な検索手順をすべて実行します。 再帰的なサービス

が許可されていない場合、DNSサーバは要求されたリソースがどこにあるかが分かっ

ているサーバを見つけて要求元をそのサーバにリダイレクトするためだけの最低限の

数のクエリしか実行しません。 そのため、再帰的なサービスはより多くのサーバリソー

スを消費し、特にサーバがネットワーク外のクライアントからの再帰的なクエリを受け

るように設定されている場合はサービス拒絶攻撃を受けやすくなります。
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Pleskをインストールした後で、内蔵のDNSサーバはデフォルトでは貴方のサーバおよ
び貴方のネットワーク内に置かれているサーバからの再帰的なクエリだけを受けるよ

うになっています。 これが最適な設定です。 Pleskの前のバージョンからアップグレー

ドした場合は、DNSサーバのデフォルトではすべてのホストからの再帰的クエリを受

けるようになっています。

 再帰的なドメインネームサービスについてこの設定を変更するには以下を

実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 ［サービス］グループの ［DNS］アイコンをクリックします。

3 ［ツール］グループの [DNS選択設定]アイコンをクリックします。
4 必要なオプションを選択します。

 すべてのホストからの再帰的クエリを許可するには［すべてのホスト］を選択

します。

 自分のサーバや自分のネットワーク上のホストからの再帰的クエリだけを許可

するには［ローカルネット］を選択します。

 自分のサーバからの再帰的クエリだけを許可するには［ローカルホスト］を選

択します。

5 [OK]をクリックします。
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Pleskをファイアウォールの背後で実行するための設定
Pleskをファイアウォールの背後で実行すると、Pleskが提供するドメインホスト名の分
解能について特定の問題に直面するかもしれません。 Pleskで新規のDNSドメインを設
定すると、そのゾーンファイルはドメイン名と貴方の Pleskサーバのある IPアドレスと
関連のあるリソースを含みます（例：192.168.1.1のようなインターネットネットワー
クアドレス）。 192.168.x.xという IPアドレスはプライベートサーバでの使用のため
Internet Assigned Numbers Authority (IANA) により予約されているので、インターネット

ユーザはこのドメイン名にアクセスできません。 この問題の対策として、ドメイン名と
ドメインのゾーンファイル内のファイアウォールマシンの IPアドレスを関連付ける必

要があります（[ドメイン]>[ドメイン名]>[DNS]）。

新しく追加されたドメイン名と IPアドレスを自動的に関連付ける方法として、DNS ゾ

ーンテンプレート（[サーバ]>[DNS]）の使用をお勧め致します。

11.22.33.44上で動作するファイアウォールにより保護されたプライベートネットワー

ク内の 192.168.1.1上で動作する Pleskサーバの設定方法は以下の通りです。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 ［サービス］グループの ［DNS］アイコンをクリックします。
3 Aタイプのリソースレコードをすべて探し出します。 どれも編集できない

ので、削除して新規のレコードを作成します。 それぞれのAレコードの[名
前]列の値をそのままにしておき、[値]列の <ip> テンプレートはファイア
ウォールホストのIPアドレスである11.22.33.44に置き換えます。 

4 ファイアウォールを設定して適切なアドレス変換ができるようにします。
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メールサービスの設定

コントロールパネルはドメインにメールサービスを提供するQmailメールサーバとと
もに動作します。 インストール後、メールサーバは自動的に設定され使用できますが、

デフォルト設定が希望に合うかどうか確認するようお勧め致します。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 ［サービス］グループの ［メール］アイコンをクリックします。 サー
バ全体のメール選択設定の画面が[選択設定]タブで開きます。

3 サーバを通して送信されるE-mailメッセージのサイズを制限したい場合

は、[最大メールサイズ]ボックスに希望の値をキロバイト単位で入力します

特に制限しない場合は、空欄にします。

4 メールリレーモードを選択します。

クローズドリレーでは、メールサーバはこのサーバ上にメールボックスを持ってい

るユーザへの E-mailしか受け付けません。 顧客は貴方の出力 SMTPサーバを通して

一切メールを送信できません。従って、メールリレーをクローズにすることはお勧め

しません。

リレー認証後、顧客だけが貴方のメールサーバを通して E-mailの送受信ができます。

 [要認証]オプションを選択したままにしておき、許可方法を指定することをお勧め

致します。

 POP3認証。POP3 認証では、ユーザが POPサーバの認証に成功すると、20分間
（デフォルト値）メールサーバを通して E-mailの送受信が可能となります。 こ
の間隔を変更するには[ロック時間]ボックスで他の値を指定してください。

 SMTP認証。SMTP 認証では、外部のアドレスに E-mailメッセージを送る場合、メ

ールサーバの認証が必要になります。 メールサーバは SMTP 認証の

LOGIN 、CRAM-MD5、PLAINメソッドをサポートします。

5 簡単なパスワードを許可しないことで辞書攻撃からユーザを保護する場

合は、[辞書内のメールボックスパスワードの確認]オプションを選択します
辞書攻撃とは、誰かが様々な言語の組み合わせを試すプログラムを実行して有効な

ユーザ名およびパスワードを探し当てようとすることです。 多くのユーザは不用意

にパスワードを選択するので辞書攻撃は成功しやすいと言えます。

6 メールアカウント名の形式を選択します。

［短縮形も完全形も使用を許可］オプションを選択すると、ユーザは E-mailアドレ
スの @ 記号の左側部分（例：username）だけを指定しても、または E-mailアドレス
をすべて（例：username@your-domain.com）指定しても、メールアカウントにログ
インすることができます。

E-mailユーザが異なるドメインに居て同一のユーザ名およびパスワードを使用して

いると認証問題が起こることがあるため、それを避けるために［完全なメールアカ

ウント名の使用のみ許可］オプションの選択をお勧め致します。
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メールサーバが完全なメールアカウント名だけをサポートするように設定すると、

メールボックスに暗号化されたパスワードはなく異なるドメインに同じユーザ名お

よびパスワードがないことを確認するまでは、短縮形のアカウント名をサポートす

るように戻すことはできません。       

7 [OK]をクリックして変更を送信します。

注： SpamAssassinスパムフィルタや、Trend Micro RBL+ サービス（かつての

MAPS）ベースの保護システムや、SPF （送信側ポリシーフレームワーク）などの

アンチスパムシステムを設定するには、「アンチスパム保護のセットアップ」 『ペー
ジ数 59』のセクションに進んでください。

アンチスパム保護のセットアップ

ユーザをスパムから保護するには、コントロールパネルの以下のツールを使用できます。

 SpamAssassinスパムフィルタ。 スパムを識別する為のローカルまたはネットワーク

テストを広範囲で行う強力なスパムフィルタです。

スパムフィルタを設定することで、メールサーバに届いた疑わしいメッセージを削

除したり、そのようなメッセージの件名を変更し「X-Spam-Flag: YES」や「X-Spam-
Status: Yes」ヘッダーを追加することができます。 件名の変更は自分のコンピュータ

にインストールされているフィルタプログラムでメールフィルタを行いたいユーザ

に便利です。

SpamAssassinについての詳細は、http://spamassassin.apache.org  をご参照ください。

SpamAssassinフィルタを設定してオンにするには、「SpamAssassinスパムフィルタの
セットアップ」 『ページ数 60』のセクションに進んでください。

 Trend Micro RBL+ サービス（旧迷惑メール防止システム）。 このスパム防止システム

は動的な IPアドレスの広範囲なリストと同様にスパムの既知の、または文書化され

たソースを含む RBL+ データベースへのメールサーバにより作成されたDNS照会
プログラムをベースにしています。 データベースからの応答としては、メールサー

バに「550」エラーが返されるか、要求された接続が拒否されます。

Trend Micro RBL+ サービスについての詳細は、

http://www.trendmicro.com/jp/products/nrs/overview.htm  をご参照ください。

メールサーバを Trend Micro RBL+ サービスと共に作動するよう設定するには、

「Trend Micro RBL+ サービスサポートのセットアップ」 『ページ数 62』のセクション
をご参照ください。

 SPF （送信側ポリシーフレームワーク）。 このスパム防止システムはDNSクエリー

ベースでもあります。 偽造の E-mailアドレスから送信されたスパムの量を減らすよ

うにデザインされています。 SPFにより、インターネットドメインオーナーはドメ
インのユーザに E-mailを送信することを認証されているマシンのアドレスを指定

することができます。 すると、SPFを実装している受信側は、そのドメインから送信

されているとしながらドメインが認証するロケーションからの送信に失敗している

E-mailを疑わしいものとして処理することができます。

SPFについて詳細は http://www.openspf.org/howworks.html  をご参照ください。
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SPFに基づいたフィルタリングを有効化するには、「送信側ポリシーフレームワーク

システムのサポートのセットアップ」 『ページ数 62』のセクションに進んでください。

 サーバ全体のブラックリストとホワイトリスト。 ブラックリストとホワイトリスト
は標準のメールサーバ機能です。 ブラックリストを使用して、メールが送られてき

ても受け入れないドメインを指定できます。ホワイトリストは、常にメールを受け入

れるマシンの IPアドレスやネットワークを指定します。

サーバ全体のブラックリストとホワイトリストを設定するには、「サーバ全体のブラ

ックリストとホワイトリストのセットアップ」 『ページ数 64』のセクションへ進んで
ください。

SpamAssassinスパムフィルタのセットアップ

 SpamAssassinスパムフィルタを有効にするには、以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 ［サービス］グループの [スパムフィルタ]アイコンをクリックします。
3 ユーザがそれぞれのメールボックスに対するスパムフィルタの優先度を

自分で設定できるようにするには、[ユーザごとの選択設定を許可] チェッ

クボックスを選択します。

4 スパムフィルタが使用するシステムリソースの量を調整するには、1から5
までの値を［スパム作業プロセスの上限数 (1-5)］ボックスに入力します
（1が最小の負荷で、5が最大になります）。 デフォルト値の使用をお勧め

致します。

5 スパムフィルタの検出感度を調整するには、[スパムとみなすのに必要なス
コアの数]ボックスに希望の値を入力してください。

SpamAssassinは、各メッセージのコンテンツおよび件名行に対して複数の異なるテ

ストを実行します。 その結果、各メッセージに複数のポイントが記録されます。 ポイ
ントが高くなるほど、メッセージがスパムである可能性が高くなります。 例えば、件
名行および本文にテキスト文字列「BUY VIAGRA AT LOW PRICE!!!」を含むメッセ

ージの特定は 8.3 ポイントになります。  デフォルトでは、スコアが 7 ポイント以上の

メッセージが全てスパムと分類されるようにフィルタ感度が設定されます。

 ユーザが現在の設定で多くのスパムメッセージを受け取る場合、[スパムとして
みなすのに必要なスコアの数]ボックスの値を 6などに下げてみてください。 

 スパムフィルタでジャンクとみなされたためにユーザが E-mailを受信できない

場合、[スパムとしてみなすのに必要なスコアの数]ボックスの値を高くし、フィル

タ感度を下げてみてください。

6 スパムとみなされたメッセージをマークする方法を指定します。
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サーバレベルではサーバ全体のスパムフィルタでスパムを自動的に削除するように

は設定できません。 この設定は各メールボックスでのみ可能です。 サーバ全体では、
メッセージをスパムとしてマークするオプションのみ選択できます。 「X-Spam-Flag: 
YES」および「X-Spam-Status:   Yes」ヘッダーがデフォルトではメッセージソースに付

加され、またスパムフィルタにより件名行の先頭に特定のテキスト文字列が追加さ

れます。 希望の記号や文字の組み合わせをメッセージの件名に含めるには、［スパ

ムと認識された各メッセージの件名の最初に以下のテキストを追加］ボックスに入

力してください。 スパムフィルタにメッセージの件名を変更させたくない場合は、

このボックスを空白のままにしてください。 件名にメッセージのスコアを含めたい

場合は、このボックスに _SCORE_ と入力してください。

7 特定のドメインや送信者からのE-mailを受信したくない場合は、［ブラッ

クリスト］タブをクリックしてスパムフィルタのブラックリストにそれ

ぞれの項目を追加します。 

 ブラックリストに項目を追加するには、［アドレスを追加］をクリックします。 

ファイルにエントリのリストがある場合は、それを［参照］で指定し［OK］を
クリックします。 もしくは、［リストから］オプションを選択し［E-mailアドレ
ス］ボックスに E-mailアドレスを入力します。 その際、アドレスごとに改行する

か、もしくはコンマやコロンや空白スペースでアドレスを区切って下さい。 アス
タリスク（*）は任意の組み合わせ文字を意味し、疑問符（?）は任意の一文字を

意味します 例えば、以下のようになります。 address@spammers.net, 
user?@spammers.net, *@spammers.net]。 *@spammers.net      を指定すると  
spammers.net  というドメインからの全てのメールをブロックします。追加したエ

ントリを保存するには、[OK]をクリックして追加を確認して、もう一度[OK]をクリ
ックしてください。

 ブラックリストからエントリを削除するには、 ［ブラックリスト］タブからエ

ントリを選択し[選択対象を削除]をクリックします。 削除を確認して[OK]をクリ
ックします。 

8 特定の送信者からのE-mailを確実に受信するには、［ホワイトリスト］タ

ブをクリックしてスパムフィルタのホワイトリストにそのE-mailアドレ
スまたは完全なドメイン名をを追加します。

 ホワイトリストにエントリを追加するには、［アドレスの追加］をクリックしま

す。 ファイルにエントリのリストがある場合は、それを［参照］で指定し［OK］
をクリックします。 もしくは、［リストから］オプションを選択し［E-mailアド
レス］ボックスに E-mailアドレスを入力します。 その際、アドレスごとに改行す

るか、もしくはコンマやコロンや空白スペースでアドレスを区切って下さい。 ア
スタリスク（*）は任意の組み合わせ文字を意味し、疑問符（?）は任意の一文字

を意味します 例えば、以下のようになります。 address@mycompany.net, 
user?@mycompany.net, *@mycompany.net）。*@mycompany.netを指定すると
mycompany.netというドメインの E-mailアドレスが全てホワイトリストに追加

されます。  追加したエントリを保存するには、[OK]をクリックして追加を確認し

て、もう一度[OK]をクリックします。
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 ホワイトリストからエントリを削除するには、 ［ホワイトリスト］タブからエ

ントリを選択し[選択対象を削除]をクリックします。 削除を確認して[OK]をクリ
ックします。

9 スパムフィルタの設定が終了したら、 ［有効］アイコンをクリックし

［OK］をクリックします。
これで受信するメールはすべてサーバ側でフィルタリングされます。 デフォルトで
はスパムフィルタはスパムメールを削除しません。「X-Spam-Flag:  YES」および「X-
Spam-Status:  Yes」ヘッダをメッセージに追加して、スパムとみなされた各メッセー

ジの件名の最初に「*****SPAM*****」という文字列を追加するだけです。

[ユーザごとの選択設定の許可]オプションを有効にしている場合は、ユーザはスパム

フィルタが自動的に迷惑メールを削除するように設定することができます。 サーバ
設定を上書きしてメールボックスごとのスパムフィルタに学習させるように自分の

ブラックリストとホワイトリストをセットアップすることもできます。

特定のメールボックス用にスパムフィルタを変更したい場合は「スパムからのメールボ

ックスの保護」のセクションに進みます。

Trend Micro RBL+ サービスサポートのセットアップ

Trend Micro RBL+ サービスは有料のサービスです。 自分のサーバで使用したい場合は、
Trend Micro, Inc.の販売部かその再販業者に連絡し、サービスを申し込んでください。

Trend Micro RBL+ サービスについての詳細は、

http://www.trendmicro.com/jp/products/nrs/overview.htm  をご参照ください。

 サービスの利用を申し込み、サービス有効化のコードを受け取ったら、サー

ビスを使用するためのメールサーバの設定が必要となります。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 ［サービス］グループの ［メール］アイコンをクリックします。

3 [Trend Micro RBL+サービスのサポートを有効にする]チェックボックスを選

択します。

4 [MAPSゾーン]入力ボックスにメールサーバが照会するホスト名を入力し
ます（例：activationcode.r.mail-abuse.com）。

5 [OK]をクリックします。

これで、既知のスパマーからの E-mailメッセージはエラーコード 550 （接続拒否）表示

ととも拒否されます。

送信側ポリシーフレームワークシステムのサポートのセットアップ

 サーバに送信側ポリシーフレームワークをセットアップするには以下を実

行してください。
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1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 ［サービス］グループの ［メール］アイコンをクリックします。 サー
バ全体のメール選択設定の画面が[選択設定]タブで開きます。

3 ［SPFスパム保護の有効化］チェックボックスを選択しE-mailをどう扱う
かを指定します。

 SPF チェックの結果に関係なくすべての着信メッセージを受け取るには[SPFチ
ェックモード]ドロップダウンボックスから［受信 SPFヘッダを作成するだけ、
拒否はしない］オプションを選択します。 このオプションをお勧め致します。

 DNS検索問題のため SPF チェックに失敗した場合も SPF チェックの結果に関係

なくすべての着信メッセージを受け取るには[SPFチェックモード]ドロップダ
ウンボックスから［DNS検索問題の場合は一時的エラーを生成する］オプショ
ンを選択します。

 問題となっているドメインの使用を許可されていない送信元からのメッセージ

を拒否するには[SPFチェックモード]ドロップダウンボックスから［SPFが fail
と判断したらメールを拒否する］オプションを選択します。

 問題となっているドメインの使用を許可されていないと思われる送信元からの

メッセージを拒否するには[SPFチェックモード]ドロップダウンボックスから

［SPFが softfailと判断したらメールを拒否する］オプションを選択します。

 ドメインに SPFの記録がないため SPFが認証しているのかいないのかが不明な

送信元からのメッセージを拒否するには[SPFチェックモード]ドロップダウン
ボックスから［SPFが neutralと判断したらメールを拒否する］オプションを選
択します。

 何らかの理由により SPF チェックを通過しなかった（例えば送信元のドメイン

が SPFを実装しておらず、SPF チェックが "unknown" ステータスを返した）場合
にメッセージを拒否するには[SPFチェックモード]ドロップダウンボックスか

ら［SPFが 通過と判断しなかったメールを拒否する］オプションを選択します。

4 メールサーバによってSPFチェックが行われる前のスパムフィルタに適

用される追加のルールを指定するには、そのルールを［SPFローカルルー
ル］ボックスに指定します。 

信頼できるユーザのオープンデータベースからのメッセージのチェックにルールを

追加することをお勧め致します（例えば「include:spf.trusted-forwarder.org」）。 SPFル
ールについて詳細は http://www.ietf.org/internet-drafts/draft-schlitt-spf-classic-02.txt  を
ご参照ください。

5   

6 　 

7 [OK]をクリックして設定を完了します。
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サーバ全体のブラックリストとホワイトリストのセットアップ

 指定したドメインからのメールを拒否するには以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 ［サービス］グループの ［メール］アイコンをクリックします。

3 [ブラックリスト]タブをクリックします。

4  [ドメインの追加]アイコンをクリックします。
5 E-mailを受け取りたくないドメインの名前を指定します。 例えば、

「evilspammers.net」となります。

6 [OK]をクリックします。
7 追加するドメインが複数ある場合は上記のステップ4から6を繰り返しま
す。

 特定のドメインまたはネットワークからのメール受信を許可するには以下

を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 ［サービス］グループの ［メール］アイコンをクリックします。

3 [ホワイトリスト]タブをクリックします。

4  [ネットワークの追加]アイコンをクリックします。
5 E-mailを受け取りたいIPアドレスまたはIPアドレスの範囲を指定します。

6 [OK]をクリックします。
7 追加するアドレスが複数ある場合は上記のステップ4から6を繰り返しま
す。
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Dr.Webアンチウィルスの設定
ドクターウェブ社が開発したDr.Webアンチウィルスソフトウェアを使用して E-mail
ユーザにアンチウィルス保護を提供することができます。デフォルトライセンスキーは

無料で 15個のメールアカウントの アンチウィルス保護をサポートしています。 必要な
数のメールボックスの保護をサポートするライセンスを取得するには、

ales@swsoft.co.jp  にご連絡ください。

Dr.Webアンチウィルスについて詳細はwww.drweb.com  をご参照ください。

Pleskのインストール中にDr.Webパッケージをインストールしなかった場合は、Plesk
ディストリビューションから RPMパッケージ drwebおよび drweb-qmailをインストー
ルしてください。 パッケージは /opt/drwebディレクトリにあります。

1 作業ディレクトリをPleskディストリビューションがあるロケーションに

変えます。

2 以下のコマンドを実行します。
#rpm -i ./opt/drweb-4.31.4-plesk.glibc.2.2.i586.rpm
#rpm -i ./opt/drweb/drweb-qmail-4.31-rh9.build040617.14.i586.rpm
パッケージがインストールされれば、Dr.Webサービスは自動的に起動します。 デフォル
トではアンチウィルススキャナは無効になっています。 それを有効化すると、ウイルス

やその他の不正コードを含む E-mailメッセージはすべて拒否されて 

/var/drweb/infectedディレクトリに置かれます。 このディレクトリを適宜整理す

るか、Crontabスケジューラでタスクをスケジュールしてください。

アンチウィルスデータベースの定義を更新するには以下のコマンドを実行してくださ

い。 
# /opt/drweb/update/update.pl. 
Crontabタスクが 1 日に 1 回、更新を自動的に取得するようにスケジュールすることを

お勧め致します。

アンチウィルス保護はメールボックスごとに有効化されているため、メールボックスを

設定したときだけアンチウィルス保護をｵﾝに切り替えることができます。

メールボックスのアンチウィルス保護を設定するには「ウイルスからのメールボックス

の保護」のセクションに進んでください。

Mailmanメーリングリストソフトウェアの設定
顧客が自分のメーリングリストやニュースレターを実行できるようにするには、貴方の

サーバにGNU Mailmanパッケージをインストールして（Pleskインストールの際にも
できます）、メーリングリスト管理者アカウントを設定する必要があります（そうしな

いと稼働しません）。

 コントロールパネルからメーリングリスト管理者アカウントを設定するに

は以下を実行してください。
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1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 [ Mailmanの設定]アイコンをクリックします。
3 メーリングリストおよびその設定の管理に使用するユーザ名およびパス

ワードを指定します。

4 [OK]をクリックします。

一度 Mailman管理者アカウントを設定すれば、以下のURL からメーリングリストソフ

トウェアを設定したり管理者ログイン名およびパスワードを変更したりできます。 
http://lists.yourservername.tld/mailman/admin/mailman

注： Mailman管理者アカウントを設定すると、コントロールパネルから  ［Mailman
の設定］アイコンにアクセスすることはできません。

Pleskのデータベースホスティング設定
ホストユーザのデータベースを 1 台のサーバにも、あるいは多数の異なるサーバにもホ

スティングすることができます。 リモートサーバにユーザデータベースがあるとマル

チサーバのインストールに便利です。管理、バックアップ、リソース利用には集中型デー

タベースホスティングが適しているためです。 しかし、単一 Pleskサーバをご使用の場
合は、すべてのデータベースをそこに保存しておくことをお勧め致します。

 ホスティングマシンでリモートデータベースサーバを使用するには以下が

必要です。

1 リモートデータベースサーバのセットアップ。

1. MySQLまたはPostgreSQLソフトウェアのインストール。

2. データベース管理者アカウントのセットアップ。

3. データベースサーバへのネットワークアクセスの有効化。

2 リモートデータベースで作業するようPleskの設定。
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リモートデータベースホスティングの設定

Plesk管理のサーバをリモートデータベースサーバとして使用する場合はMySQLソフ
トウェアをインストールする必要はありません。 PleskにはMySQLソフトウェアが内

蔵されており、Pleskのインストール時に自動的にインストールされます。 その場合、こ
のデータベースへのネットワークアクセスを有効化して Pleskと登録するだけで済みま
す。

 MySQLデータベースサーバをセットアップするには以下を実行してくださ
い。

1 オペレーティングシステムディストリビューションディスクからMySQL
ディストリビューションパッケージをコピーするか、www.mysql.com  サイ
トからダウンロードしてサーバに保存してください。

2 サーバにrootでログインしてRPMディストリビューションを保存したデ

ィレクトリに変更します。 プロンプトで以下のコマンドを入力します。

rpm -ivh mysql_file_name.rpm
3 データベース管理者パスワードを設定します。 プロンプトで以下のコマ
ンドを入力します。

mysqladmin -u root password your_desired_password
your_desired_passwordを好きなように変更します。

4 データベースサーバの登録に進みます。

 PostgreSQLデータベースサーバをセットアップするには以下を実行してく
ださい。

1 オペレーティングシステムディストリビューションディスクから

PostgreSQLディストリビューションパッケージをコピーするか、

www.postgresql.org  サイトからダウンロードしてサーバに保存してくださ

い。

2 データベースをホスティングしたいサーバにrootでログインして、ディス
トリビューションパッケージを保存したディレクトリに変更します。

3 オペレーティングシステムに合ったパッケージをインストールします。

 RPMベースの Linuxシステムについては、以下のコマンドをプロンプトで入力
してください。

rpm -ivh postgresql_file_name.rpm
 debパッケージベースの Linuxシステムについては、以下のコマンドを発行して

ください。

apt-get install package_name
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 FreeBSDシステムについては、パッケージからインストールするには以下のコマ

ンドを発行してください。

pkg_add pgsql-<version>.tgz
 ポートからインストールするには以下のコマンドを発行してください。

cd /usr/ports/databases/postgresql<version>-server
インストールパッケージをきれいにします。

4 ファイル /var/lib/pgsql/data/postgresql.confをテキストエ

ディタで開きます。 PostgreSQLバージョン8以下をインストールしている
場合はtcpip_socket = trueという行をこのファイルに追加します。 

PostgreSQLバージョン8以上をインストールしている場合は
listen_addresses = '*' という行をこのファイルに追加します。

5 ファイル /var/lib/pgsql/data/pg_hba.confをテキストエディタ

で開いて以下の行があることを確認します。

# local DATABASE USER METHOD [OPTION]
local samegroup all password
# host DATABASE USER IP-ADDRESS IP-MASK METHOD [OPTION]
host samegroup all 0.0.0.0 0.0.0.0 md5

1 PostgreSQLを再起動させるには以下のコマンドをプロンプトで発行しま

す。

service postgresql restart.
2 データベースサーバ管理者パスワードを設定するには以下のコマンドを

プロンプトで発行します（「'your_desired_password」はお好きなものに変

更してください）。

psql -d template1 -U postgres
alter user postgres with password 'your_desired_password';
3 データベースサーバの登録に進みます。

 データベースの登録には以下を実行してください

1 Pleskにログインします。

2 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

3 ［サービス］グループの [データベースサーバ]アイコンをクリックし
ます。

4 ［ツール］グループの [データベースサーバの追加]アイコンをクリッ
クします。

5 データベースサーバの選択設定を指定します。

 データベースサーバのホスト名または IPアドレスを指定します。
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 データベースサーバが使用しているポート番号を指定します。 デフォルトでは
MySQLサーバはポート 3306で PostgreSQLはポート 5342です。デフォルトポー

トをご使用の場合は［ポート番号］は空白のままでも構いません。

 データベースサーバで動作しているデータベースタイプを指定します。

 このデータベースサーバを顧客データベースのホスティングのデフォルトにす

るには［このデータベースをMySQLのデフォルトにする］チェックボックスを

選択します。 PostgreSQLデータベースサーバをご使用の場合は［このサーバを
PostgreSQLのデフォルトとして使用］チェックボックスを選択します。

 データベースサーバ管理者のログイン名およびパスワードを指定します。

6 [OK]をクリックします。
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データベースサーバの管理

 データベースサーバを管理するには以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 ［サービス］グループの [データベースサーバ]アイコンをクリックし
ます。

3 必要なデータベースサーバに対応するアイコン をクリックします。 デ
ータベース管理ツールのWebインターフェースが別のブラウザウィンド

ウに開きます。

 MySQLデータベースサーバ管理者パスワードを変更するには以下を実行し
てください。

1 MySQLデータベースサーバにrootでログインします。

2 MySQLにrootでログインします。

3 プロンプトで以下のコマンドを入力します。

mysql> SET PASSWORD for ROOT = PASSWORD('new_password');
「root」がユーザアカウントで、「new_password」が新規管理者のパスワードです。

4 Pleskコントロールパネルにログインするには、以下の操作を実行します。

5 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

6 ［サービス］グループの [データベースサーバ]アイコンをクリックし
ます。

7 データベースサーバ名をクリックします。

8 新規管理者パスワードを入力し[OK]をクリックします。

 PostgreSQLデータベースサーバ管理者パスワードを変更するには以下を実
行してください。

1 PostgreSQLデータベースサーバにrootでログインします。

2 PostgreSQLにrootでログインします。

3 プロンプトで以下のコマンドを入力します。

ALTER USER root WITH PASSWORD 'new_password';
4 Pleskコントロールパネルにログインするには、以下の操作を実行します。

5 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。
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6 ［サービス］グループの [データベースサーバ]アイコンをクリックし
ます。

7 データベースサーバ名をクリックします。

8 新規管理者パスワードを入力し[OK]をクリックします。

 データベースの登録を解除するには以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 ［サービス］グループの [データベースサーバ]アイコンをクリックし
ます。

3 データベースサーバ名の右側のチェックボックスを選択します。

4 [選択対象の削除]をクリックします。
5 操作を確認して[OK]をクリックします。

 データベースがあるか、または顧客のデータベースのホスティングにデフォ

ルトとして割り当てられているデータベースサーバを Pleskから登録解除す
るには以下を実行してください。

1 データベースサーバからデータベースを削除します。

1. ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックしま
す。

2. ［サービス］グループの [データベースサーバ]アイコンをクリ
ックします。

3. Pleskから登録解除したいデータベースサーバのホスト名をクリ

ックします。

4. [データベース]タブをクリックします。

5. リストの右上隅のチェックボックスを選択してすべてのデータベ

ースを選択します。

6. [選択対象の削除]をクリックします。

7. 削除を確認して[OK]をクリックします。

2 他のデータベースサーバデフォルトを作成します。

1. 画面上部のパスバーで  ［データベースサーバ］ショートカッ
トをクリックします。

71



2. デフォルトを作成したいデータベースサーバのホスト名をクリッ
クします。 削除しようとしているデータベースサーバタイプ

（MySQLまたはPostgreSQL）と同じになります。

3. ［このサーバをMySQLのデフォルトとする］チェックボックスを選

択します。 PostgreSQLデータベースサーバをご使用の場合は［こ
のサーバをPostgreSQLのデフォルトとして使用］チェックボックス

を選択します。

4. [OK]をクリックします。

3 データベースサーバのリストに戻ります（［サーバ］>［データベースサ
ーバ］）。

4 必要なくなったデータベースサーバに対応するチェックボックスを選択

します。

5 [選択対象の削除]をクリックします。
6 操作を確認して[OK]をクリックします。

重要：この方法ではサイトアプリケーションのデータベースを削除することはできま

せん。 それを削除するには、それをしようしているドメインからそれぞれのサイトアプ

リケーションをアンインストールする必要があります。

データベース管理の詳細については「データベースの配置」 『ページ数 146』のセクショ
ンを参照してください。

Adobe ColdFusionのサポートを有効化
 Adobe ColdFusionをインストールするには以下を実行してください。

1 ColdFusionディストリビューションを購入したらPleskサーバにコピーし
ます。

2 サーバに「root」でログインしてcoldfusion-70-lin.binインストー
ルファイルを実行します。

3 言語を選択してENTERを押します。

4 説明を読んでENTERを押します。

5 エンドユーザライセンス契約を熟読して同意します。 事前インストール
チェックが実行されます。

6 インストールタイプを選択します。 オプション［ColdFusion MXの新バージ
ョンをシリアル番号でインストール］を選択してシリアル番号を入力しま

す。 ENTERを押します。

7 インストールのタイプを選択します。 ［サーバ設定］オプションを選択し
たままにして1を押します。
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8 Adobe ColdFusionをまだインストールしていないので2またはENTERを
押します。

9 インストールオプションを選択して4を押しインストールを続けます。

10 インストールフォルダへの絶対パスを指定します。 デフォルトインスト
ールフォルダは /opt/coldfusionmx7です。 ENTERを押します。

11 ColdFusionの前バージョンがインストールされていれば、設定を移行する

よう選択できます。 もしくはENTERを押して続けてください。

12 Webサーバの設定。 2を押してインストールを続けます。

13 [Runtimeユーザ名]フィールドを空白のままにしておきます。 ENTERを押し

ます。

14 ColdFusion MXアドミニストレータへのアクセスをコントロールするの
に使用するパスワードを指定します。

15 ColdFusion RDS （リモート開発サービス）を無効にします。 「n」を入力
します。

16 インストールを確認してENTERを押します。

17 インストールが完了したらENTERを押してインストーラから出ます。

18 サーバがLinux for 64-bitプラットフォームを実行している場合は 

/etc/init.d/coldfusionmx7および 

[path_to_coldfusion_installation]/bin/coldfusionで以下
の行をコメントアウトしてください。 

SUSEFLAG=`grep 'SuSE Linux 8.1\|UnitedLinux 1.0' /etc/SuSE-release
/etc/UnitedLinux-release /etc/UnitedLinux-release 2> /dev/null`
if [ ! "$SUSEFLAG" ]; then
LD_ASSUME_KERNEL=2.2.9
export LD_ASSUME_KERNEL
fi

1 管理者としてPleskコントロールパネルにログインします。

2 左側のナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

3 右フレームの [アップデーター]アイコンをクリックします。
4 適切なリリースバージョンに対応するリンクをクリックします。 

5 ［PleskへのColdFusionサポート］の項目に対応するチェックボックスを選

択して［インストール］をクリックします。 実行されたらインストールを

確認します。

6 選択したコンポーネントがインストールされたらサーバ管理者画面で

 ［ColdFusion設定］アイコンをクリックします（Pleskコントロールパ
ネル > ［サーバ］）。
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7  ColdFusionインストレーションディレクトリへのパスを指定して［OK］
をクリックします。

 サーバから Adobe ColdFusionをアンインストールするには以下を実行してく
ださい。

1 rootでログインします。

2 以下のコマンドを入力してcf_root/uninstallディレクトリに行きます。

cd cf_root/uninstall
3 以下のコマンドを実行します。

./uninstall.sh
4 プログラムが完了したらcf_rootディレクトリ下に残っているファイルを

すべて削除します。

5 管理者としてPleskコントロールパネルにログインし、ナビゲーションペ

インの[サーバ]ショートカットをクリックしてから  [コンポーネント]
アイコンをクリックします。

6 [更新]アイコンをクリックします。
インストール済みコンポーネントのリストが更新されます。 コントロールパネルは
ColdFusionがアンインストールされたのを認識して ColdFusion 関連のコントロール

をコントロールパネル画面から削除するか、もしくは (component is not installed) とい
うコメントを付けて選択できないようにします。
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Miva E-コマースアプリケーションのサポ
ートを有効化

顧客がMiva e-コーマスソリューションを使えるようにするには、Miva Empresaパッケ

ージを（Pleskインストール時にインストールしていなければ）Pleskディストリビュ
ーションからサーバにインストールしてそれぞれのホスティングアカウントでMivaア
プリケーションのサポートを有効にする必要があります。

Miva FasttrackおよびMiva Merchantオンラインストアアプリケーションは Pleskと一緒

に標準 Webアプリケーションとして出荷されており、コントロールパネルのアプリケ

ーションヴォルトセクションからインストールすることができます（［ドメイン］> 
［ドメイン名］>［アプリケーションヴォルト］>［新規アプリケーションの追加］）。 
ただし顧客がMivaをインストールするにはMivaまたは SWsoft からライセンスを取得

してそのシリアル番号を指定する必要があります。 

Mivaソリューションについて詳細は http://docs.smallbusiness.miva.com/en-
US/merchant/WebHost/webhelp/web_host_resources.htm  をご参照ください。   

 Miva Empresaパッケージをインストールするには以下を実行してください。

1 [サーバ]>[アップデーター]に進みます。
2 [Plesk 8.1.1]ショートカットをクリックします。
3 ［Miva Empresaサポート］の項目を検索しその左側のチェックボックスを

選択します。

4 [インストール]をクリックします。 これでMiva Empresaサーバ環境がイン
ストールされました。

 新規に作成したすべてのホスティングアカウントについてMivaアプリケー
ションのサポートをドメインテンプレートを使用して有効にするには以下

を実行してください。

1 [ドメイン]>[ドメインテンプレート]に進みます。
2 必要なテンプレート名をクリックします。

3 [Mivaサポート]チェックボックスを選択し、[OK]をクリックします。

 既存のホスティングアカウントについてMivaアプリケーションのサポート
を有効にするには以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 必要なドメイン名に対応刷るチェックボックスを選択して［一括操作］

をクリックします。
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3 ［ホスティング］グループで[Mivaサポート]フィールドの左側の［有効化］

オプションをクリックします。

4 [OK]をクリックします。

 個々のホスティングアカウントについてMivaアプリケーションのサポート
を有効にするには以下を実行してください。

1 [ドメイン][ドメイン名]に進みます。
2 [Mivaサポート]チェックボックスを選択し、[OK]をクリックします。

サイトにMiva FasttrackまたはMiva Merchantをインストールするには、「アプリケーシ

ョンのインストール」 『ページ数 150』の指示に従ってください。

76



統計の設定

インストール後、以下についてコントロールパネルの統計ユーティリティを設定してく

ださい。

 送受信のトラフィックのカウント

 Webコンテンツ、ログファイル、データベース、メールボックス、Webアプリケーシ

ョン、メーリングリストアーカイブ、バックアップファイルに使用されるディスク容

量のカウント

 過去 3ヶ月分のトラフィック統計の保存

 これらの設定を確認または調整するには、以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 [コントロールパネル]グループの  [サーバ選択設定]アイコンをクリック
します。

3 [システム選択設定]グループで、顧客のために帯域幅使用量統計をどのく

らいの期間保存するかを指定します。

4 ディスク容量および帯域幅使用量の算出で考慮すべき項目を指定します。

5 [OK]をクリックします。

統計を表示する必要がある場合は、その方法について「統計の表示」 『ページ数 241』の章
をご参照ください。

E-mail通知システムの設定
コントロールパネルは管理者とその顧客にディスク容量および帯域幅の有効範囲を E-
mail 送信により通知します。 ただしデフォルト設定では、ドメインおよびWebサイトの
オーナーは通知を受けません。 ドメインおよびWebサイトのオーナーも自分のドメイ
ンやWebサイトで何が起こっているかを知る必要があるため、彼らへのリソース有効

範囲の通知を有効にするようお勧め致します。

リソース有効範囲の他にも、以下の場合にコントロールパネルは適切なユーザへ通知を

行うことができます。

 新規のユーザアカウントを作成した時

 新規のドメインを追加した時

 ホスティングアカウントが期限切れになった時（期限はユーザアカウントとWeb
サイトで別々に定義されます）

 へルプデスクで顧客から新規のサポート依頼（トラブルチケット）があった時

 サポートの依頼が処理されトラブルチケットがヘルプデスクでクローズされた時

 既存のトラブルチケットに新規のコメントが投稿された時
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 顧客が同じ問題にサイド直面したため、クローズしたトラブルチケットが再度オー

プンした時

 通知システム設定を表示または変更するには、以下を実行してください。

1 [サーバ]>[通知]に進みます。
2 [通知]テーブルのチェックボックスを選択し、イベントについて通知を受

信するコントロールパネルユーザまたは外部E-mailユーザを指定します。 

また、[ドメイン管理者]カラムのすべてのチェックボックスを選択してリセラーの顧

客に彼らのWebサイトで何が起こっているかを通知するようお勧め致します。

3 デフォルトの通知テキストを表示または編集するには、[テキスト] カラム

のそれぞれの アイコンをクリック

します。 

通知では、実際の値と置換されるタグを使用できます（以下の表を参照してくださ

い）。

4 ユーザアカウントとドメイン（Webサイト）をホスティングするアカウ
ントの期限通知をいつ行うかを指定します。 デフォルトでは、通知は期限

切れの10日前に行われます。

5 [OK]をクリックします。

表． 通知メッセージに使用されるタグ

イベントタイプ 通知に使用されるタグ タグが意味するデータ
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ユーザアカウン

トの作成

<client> または 
<client_contact_name>

ユーザの姓および名

<client_login> コントロールパネルで認

証されるユーザ名

<password> コントロールパネルで認

証されるユーザのパスワ

ード

<hostname> コントロールパネルアク

セスのためのホスト名

ユーザアカウン

トの有効期限

<client_login> コントロールパネルで認

証されるユーザ名

<client> または 
<client_contact_name>

ユーザの姓および名

<expiration_date> ユーザアカウントの有効

期限

サーバへの新規

ドメイン名の追

加

<domain_name> または 
<domain>

ドメイン名

<client_login> コントロールパネルで認

証されるユーザ名

<client> または 
<client_contact_name>

ユーザの姓および名

<ip> ドメインがホストされる

IPアドレス

ドメイン（Web
サイト）ホステ

ィングアカウン

トの有効期限

<domain_name> または 
<domain>

ドメイン名

<client_login> コントロールパネルで認

証されるユーザ名

<client_contact_name> または 
<client>

ユーザの姓および名

<expiration_date> アカウントの有効期限
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リソースの有効

範囲

<domain> または 
<domain_name>

ドメイン名

<client_login> コントロールパネルで認

証されるユーザ名

<client> または 
<client_contact_name>

ユーザの姓および名

<disk_usage> ディスク使用量の情報

<disk_space_limit> アカウントに割り当てら

れるディスク容量に関す

る情報

<traffic> 帯域幅使用量に関する情

報

<traffic_limit> アカウントに割り当てら

れる帯域幅の量に関する

情報

ヘルプデスクの

イベント

<ticket_id> システムにより自動的に

割り当てられるトラブル

チケット識別番号

<reporter> リセラーや複数のドメイ

ンの顧客からリクエスト

が送信されるとそのユー

ザのユーザ名を、リセラ

ーの顧客（ドメインオー

ナー）からリクエストが

送信されるとそのユーザ

のドメイン名を、そして

そのリクエストが E-mai l
により送信された場合は

そのユーザの E-mailアド
レスを返します

<server> ホスト名

<ticket_comment> チケットまたは投稿され

たコメントの内容
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ヘルプデスクの設定

ヘルプデスクは、顧客がサポートを必要としている時に貴方に連絡するのに便利な機能

です。 ヘルプデスクを設定して有効にしておくと、リセラー、ドメインオーナー、E-mail
ユーザなど、コントロールパネルへのアクセスが許可されているすべてのユーザがヘル

プデスクにアクセスできるようになります。 さらに、問題レポートを E-mailで提出する
ことを許可できます。

ヘルプデスクはリセラーおよびその顧客により投稿されたすべてのレポートを表示し

ます。 リセラーのヘルプデスクには、そのリセラーおよび顧客から投稿されたレポート

のみが表示されます。 ドメインオーナーのヘルプデスクには、そのドメインオーナーお

よびそのドメインで管理されている E-mailのユーザーから投稿されたレポートのみが

表示されます。.

 ヘルプデスクを設定し、顧客が問題レポートをコントロールパネルから投稿

できるようにするには、以下を実行してください。

1 ［ヘルプデスク］>[一般設定]に進みます。
2 [顧客にチケット送信を許可する]チェックボックスを選択します。

3 デフォルトとして顧客に提供されるトラブルチケットのキュー、優先度、

カテゴリを選択します。

新規のチケットを投稿する際に、ユーザはどのような方法で問題を解決（キュー）

したいか、リクエストの優先度（優先度）、どのカテゴリに関連する問題か（カテゴ

リ）を指定できます。 キュー、優先度、カテゴリは抽象エンティティです。 これはシ
ステムには影響を及ぼしませんが、最初にどの問題を解決すべきかを判断するのに

役立ちます。 それぞれ 3つの事前定義済みのキューと優先度レベル、そして次の 9つ
の事前定義済みのカテゴリ（データベース、DNS、FTP、一般、ホスティング、メール、
メーリングリスト、サイトアプリケーション、Tomcat Java）があります。 これらの項
目を削除して、自身の項目を追加することができます。

4 ［ツール］グループの [有効化]アイコンをクリックします。
5 [OK]をクリックします。

 すべてのユーザに E-mailによる問題レポート提出を許可するには、以下を実
行します

1     helpdesk@your-domain.com      といったような任意のE-mailアドレスでPOP3
メールボックスを作成します。

2 そのメールボックスから問題レポートを定期的に取得し、ヘルプデスクに

投稿するよう、ヘルプデスクを設定します。

3 ヘルプデスクのE-mailアドレスを顧客に通知します。
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 すべてのユーザに E-mailによるヘルプデスクへの問題レポート提出を許可す
るには、以下を実行してください。

1 ［ヘルプデスク］>[メールゲート設定]に進みます。
2 以下の設定を指定します。

 通知送信者名および通知送信者の返信用アドレス。 ヘルプデスクに投稿された
レポートが E-mailにより取得されると、ヘルプデスクはレポートの送信者に受

信通知を送信します。 レポート送信者はその受信通知に返信することにより、そ

の後もレポートにコメントを追加できます。 従って、[通知送信者の返信用アドレ
ス]ボックスでヘルプデスクの E-mailアドレスを指定し、「<company name> Help 
Desk」といったフレーズを[通知送信者名]ボックスに入力するようお勧め致しま

す。 <company name> には自分の組織の名称を入力し、引用符は含めないように

してください。

 POP3サーバ： メールが取り出される POP3サーバです。

 POP3ログイン： メールサーバで認証されるユーザ名です。

 新規 POP3パスワード： メールサーバでの認証およびメールボックスからの問

題レポート取得時に使用されるパスワードです。

 POP3パスワードの確認： 確認のためにパスワードを再度入力します。

 次の頻度でメールを検索： ヘルプデスクがどれくらいの頻度で新規のレポート

を検索するのかを指定します。

 チケット件名の書き出し文字： E-mailメッセージ件名（問題レポート）の書き

出し文字の指定です。 これはスパムをフィルタリングするのに役立ちます。 件名
に指定した文字の組み合わせを持たない E-mailメッセージは削除されます。

3 ［ツール］グループの [有効化]アイコンをクリックします。
4 [OK]をクリックします。

 キューを表示、追加、編集または削除するには、以下を実行してください。

1 ［ヘルプデスク］>[キュー]に進みます。 キューがリストに表示されます。

 新規のキューを追加するには [キューの追加]をクリックし、[タイトル]ボッ
クスに任意の数字を入力し、[有効化]チェックボックスを選択したままで[OK]を
クリックします。

 キューを編集するには、[タイトル]カラム内のタイトルをクリックします。 必要
に応じて編集し[OK]をクリックします。

 新規のレポートを投稿する際にユーザが一時的にキューを選択できないように

するには、[タイトル]カラム内のタイトルをクリックして[有効化]チェックボッ

クスの選択を外し、[OK]をクリックします。

 キューを削除するには、該当するチェックボックスを選択して [選択対象を削
除]をクリックします。
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 優先度を表示、追加、編集または削除するには、以下を実行してください。

1 ［ヘルプデスク］>[優先度]に進みます。 優先度がリストに表示されます。

 新規の優先度を追加するには [優先度の追加]をクリックし、[タイトル]ボッ
クスに任意の文字列を入力し、[有効化]チェックボックスを選択したままで[OK]
をクリックします。

 優先度を編集するには、[タイトル]カラム内のタイトルをクリックします。 必要
に応じて編集し[OK]をクリックします。

 新規のレポートを投稿する際にユーザが一時的に優先度を選択できないように

するには、[タイトル]カラム内のタイトルをクリックして[有効化]チェックボッ

クスの選択を外し、[OK]をクリックします。

 優先度を削除するには、該当するチェックボックスを選択して [選択対象を削
除]をクリックします。

 カテゴリを表示、追加、編集または削除するには、以下を実行してください。

1 ［ヘルプデスク］>[カテゴリ]に進みます。 カテゴリがリストに表示されま
す。

 新規のカテゴリを追加するには [カテゴリの追加]をクリックし、[タイトル]
ボックスに任意の文字列を入力し、[有効化]チェックボックスを選択したままで

[OK]をクリックします。

 カテゴリを編集するには、[タイトル]カラム内のタイトルをクリックします。 必
要に応じて編集し[OK]をクリックします。

 新規のレポートを投稿する際にユーザが一時的にカテゴリを選択できないよう

にするには、[タイトル]カラム内のタイトルをクリックして[有効化]チェックボ

ックスの選択を外し、[OK]をクリックします。

 カテゴリを削除するには、該当するチェックボックスを選択して [選択対象を
削除]をクリックします。

 顧客に E-mailによるヘルプデスクへのレポート提出を許可しないようにする
には、以下を実行してください。

1 ［ヘルプデスク］>[メールゲート設定]に進みます。

2 ［ツール］グループの ［無効化］アイコンをクリックします。

 すべての顧客およびリセラーにヘルプデスクの使用を許可しないようにす

るには、以下を実行してください。

1 ［ヘルプデスク］>[一般設定]に進みます。

2 ［ツール］グループの ［無効化］アイコンをクリックします。
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「ヘルプデスクを使用した顧客の問題の解決」 『ページ数 219』のセクションもご参照く
ださい。

システム日時の調整

インターフェースから手動でサーバの日時を設定し、サーバの時間をネットワークタイ

ムプロトコル（NTP）サーバと同期させることができます。 

 システム日時の設定を調整するには、以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2  [システム時間]をクリックします。
3 時間と日付の設定を必要に応じて編集して、タイムゾーンを選択します。 

タイムゾーンの変更を有効にするには、Pleskサーバをリブートする必要があります。

4 ネットワークタイムプロトコルを実行しているサーバのサーバ時間と同

期をとるには［システム時間の同期をとる］チェックボックスを選択して、

有効なIPアドレスまたはドメイン名を指定します。

5 [OK]をクリックします。

注：[システム時間を同期する]機能を有効にすると、手動で[システム日時]フィールドに
入力した日時はすべて上書きされます。 入力するドメイン名もしくは IPアドレスが正

しいNTPサーバのものであることを確認することも重要です。 これが間違っていた場

合は、この機能は働かず、サーバは現在の時間設定のまま稼動し続けます。

84



サービスの起動、停止、再起動

コントロールパネルから様々な Pleskサービスの起動、停止、再起動をモニターすること

ができます。

サービスのステータスを確認するには、以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 サーバ管理者ページで  ［サービス管理］をクリックします。 

サービスの現在の状態は以下のアイコンで示されます。 は動作中のサービスを、 は

停止したサービスを、 はインストールされていないかまたはライセンスキーがその管

理機能をサポートしていないことを示します。

サービスを開始するには以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 サーバ管理者ページで  ［サービス管理］をクリックします。 

3 開始するサービスに対応する アイコンをクリックします。

サービスを再開するには以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 サーバ管理者ページで  ［サービス管理］をクリックします。 

3 再開するサービスに対応する アイコンをクリックします。

サービスを停止するには以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 サーバ管理者ページで  ［サービス管理］をクリックします。 

3 停止するサービスに対応する アイコンをクリックします。
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メールサーバメッセージキューおよびト

ラブルシューティングメール混雑のモニ

ター

顧客からメールサーバ経由で E-mailが送信できないと苦情が来た場合、それはメールサ

ーバが過負荷で受信メッセージの量に対応できていないことを意味します。 誰かがメ

ールサーバからスパムを送ったり、メール送信の qmail 送信デーモンがおちているとき

に起こることがあります。

メールサーバを通常の状態に戻すには、メールサーバのメッセージキューの不要なメッ

セージを削除します。

メッセージキューのメッセージを見てそれを削除するには以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 ［サービス］グループの ［メール］アイコンをクリックします。

3 [メールキュー]タブをクリックします。 次の情報が表示されます。

 配送されなかったメッセージの総数。 メッセージがメールサーバに到着すると

まずメインキューに追加されます。 それからメールサーバの事前プロセスが、メ

ッセージを同じサーバ上のローカル E-mailアカウントに配送するのかリモート

受信用の E-mailアドレスに配送するのかを判断します。 事前プロセスのあと、ロ
ーカルメール受信宛てメッセージはローカルキューに置かれ、リモート受信宛て

メッセージはリモートキューに置かれます。 配送されるとメッセージはキュー

から削除されます。

 メッセージプロパティ： 件名、送信元、宛先、キュータイプ（ローカル、リモート、

事前プロセスがされていない）、メッセージがユーザのコンピュータから送信さ

れた日、メッセージがキューに置かれてからの時間、メッセージサイズ。

4 特定の件名のメッセージを見つけるには、［キュー］ドロップダウンボッ

クスでキューを選択し、見つけたい文字列を［件名］ボックスに入力し、

［検索］をクリックします。 検索基準と合致するメッセージが画面の下に

リストされます。 フィルターをリセットするには［すべて表示］をクリッ
クします。

5 特定の送信元からのメッセージを見つけるには［高度な表示］リンクを

クリックしてE-mailアドレスを[送信元]ボックスに入力して[検索]をクリ
ックします。 検索基準と合致するメッセージが画面の下にリストされま

す。 フィルターをリセットするには［すべて表示］をクリックします。

6 特定の宛先へのメッセージを見つけるには［高度な表示］リンクをクリ

ックしてE-mailアドレスを[宛先]ボックスに入力して[検索]をクリックし
ます。 検索基準と合致するメッセージが画面の下にリストされます。 フィ
ルターをリセットするには［すべて表示］をクリックします。
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7 メッセージを日や経過時間やサイズで見つけるには [高度な表示]リンクか

ら必要な値をそれぞれ［日］、［経過時間］、または［サイズ］ボックスに

入力して［検索］をクリックします。 検索基準と合致するメッセージが画

面の下にリストされます。 フィルターをリセットするには［すべて表示］
をクリックします。

8 メッセージをキューから削除するには、該当するチェックボックスを選択

して [選択対象を削除]をクリックします。 すべてのメッセージをキュー

から削除するには、メッセージリストの右上隅のチェックボックスを選択

して  [選択対象を削除]をクリックします。
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タスクのスケジューリング

特定の時間にサーバでスクリプトを実行する必要がある場合、システムで自動的にスク

リプトが実行されるタスクスケジューラ機能をサーバで実行します。

重要：ユーザ「root」の代わりにコントロールパネルユーザのタスクスケジュールリング

を禁止するには、サーバのファイルシステムの 

/plesk_installation_directory/var/ に root.crontab.lockという名前の
空のファイルを作成します。

Pleskのインストール時に、以下のタスクが自動的に作成されます。

 autoreport.php - クライアントおよびドメインに毎日、毎週、毎月配送されます（3つ
の別々のタスク）

 backupmng - 30分ごとにドメインのスケジュールされたバックアップを開始

 statistics - トラフィックやディスク容量などの、ドメインの制限に関する統計を生成

 mysqldump.sh - 3つのMySQLデータベース （psadump、MySQL、Hordeデータベース）
 のバックアップコピーを作成

これらのタスクはすべてドメイン統計やデータベースやレポートに関連しているため、

これらのタスクは変更したり削除したりしないことをお勧め致します。

注：ドメインベースごとにタスクのスケジューリングを行うこともできます。 それに
は以下と同じ手順を踏みますが、ただし[サーバ]>[スケジューラタスク]に進む変わりに

[ドメイン]>[ドメイン名]>[スケジューラタスク]に進んでください。

 タスクをスケジューリングするには、以下の操作を実行します。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 ［サービス］グループの [スケジュールされたタスク]アイコンをクリ
ックします。

3 ハンドラを実行するシステムユーザアカウントを選択します。

4  [新しいタスクを追加]をクリックします。
5 コマンドを実行する時間を指定します。

 分 - 0～59の値を入力

 時 - 0～23の値を入力

 日 - 1～31の値を入力

 月 - 1～12の値を入力するか、ドロップダウンボックスから月を選択

 曜日 - 0～6（日曜日が 0）の値を入力するか、ドロップダウンボックスから曜日

を選択
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UNIXクローンタブエントリ形式を使用して、時間をスケジュールできます。 この形

式では、次の作業を実行できます。

 複数の値をコンマ区切りで入力します。 ハイフンで区切った 2つの数字は、包括
的範囲を意味します。 例えば、ある月の 4 日、5 日、6 日、20 日にタスクを実行する

には、「4-6,20」と入力します。

 アスタリスクを挿入すると、そのフィールドに入力できるすべての値を指定でき

ます。 例えば、タスクを毎日実行するには、[日]テキストボックスに「*」と入力し
ます。

Nごとに実行するようにタスクをスケジュールするには、「*/N」の組み合わせを入力

します。Nはそのフィールドの適切な値です（分、時、日、月）。 例えば、[分]フィール
ドに「*/15」を入力すると、15分ごとに起動するようにタスクがスケジュールされま

す。 

月および週は省略名（Aug、Jul、Mon、Satなどの最初の 3文字）で入力できます。 た
だし、省略名はコンマで区切ったり、数字と一緒に指定することができません。

6 実行するコマンドを指定します。 [コマンド]入力ボックスに入力します。
7 [OK]をクリックします。

 スケジューリングされたタスクの実行を一時的に保留するには以下を実行

します。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 ［サービス］グループの [スケジュールされたタスク]アイコンをクリ
ックします。

3 ハンドラを実行するシステムユーザアカウントを選択します。

4 保留したいタスクを選択し、そのコマンド名をクリックします。

5 [有効]チェックボックスを解除し、[OK]をクリックします。

 スケジューリングされたタスクを再開するには以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 ［サービス］グループの [スケジュールされたタスク]アイコンをクリ
ックします。

3 ハンドラを実行するシステムユーザアカウントを選択します。

4 実行を再開したいタスクを選択し、そのコマンド名をクリックします。

5 [有効]チェックボックスを選択し、[OK]をクリックします。

 タスクをキャンセルするには、以下の操作を実行します。
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1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 ［サービス］グループの [スケジュールされたタスク]アイコンをクリ
ックします。

3 ハンドラを実行するシステムユーザアカウントを選択します。

4 スケジューリングを解除したいタスクの左側のチェックボックスを選択

します。

5 [選択対象を削除]をクリックします。
6 削除を確認して[OK]をクリックします。
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モジュールによる Plesk機能の拡張
Pleskの当バージョンでは、アップグレードしなくてもコントロールパネルの機能性を

拡張することができます。 それには、SWsoftまたはサードパーティが開発したモジュー

ルで追加の機能を持ったコンポーネントをインストールします。

モジュールは簡単にインストールおよび削除ができ、直接コントロールパネルから設定

できます。

このモジュールは自己解凍型 Shellスクリプトである単一 RPMパッケージもしくはオ

ペレーティングシステムに合ったその他の形式で提供されます。 モジュールをコマン

ドラインからインストールすることもできます。 コントロールパネルでモジュールを

サーバにインストールすると、モジュール構成画面が表示されます。

以下のモジュールを Plesk 8でご利用いただけます。

Acronis TrueImageサーバ管理モジュール - サーバオペレーションを停止せずにサーバ

ディスクのバックアップイメージを作成し、システム全体を簡単かつ素早く復元するこ

とが可能です。

*Battlefield 2 ゲームサーバモジュール - Battlefield 2 ゲームサーバをインストールおよ

び管理できます。

*Counter-Strike ゲームサーバモジュール - ゲームを作成および管理するためのHalf-
Life: Counter-Strikeをインストールおよび更新できます。

ファイアウォールモジュール - 無認可のアクセスからホストおよびプライベートネッ

トワークを守ります。

SiteBuilder2のリモート管理モジュール - SiteBuilder2のリモート管理機能を提供します。

Samba Fileserver 構成モジュール - SMBネットワークのディレクトリ共用に有効です。

仮想プライベートネットワークモジュール - インセキュアなチャネル上でセキュアな

ネットワークを構築します。

Watchdog モジュール - Pleskコントロールパネルサービスをモニターしてサーバのセ

キュリティ脆弱性をスキャンします。

アスタリスク (*) の付いた Plesk モジュールのご利用には追加ライセンスキー 『ページ

を参照 22』のインストールが必要です。

FreeBSDシステムで Pleskをインストールするとすべてのモジュールはデフォルトでイ

ンストールされます。 RPM/Debパッケージべースのシステムで Pleskをインストールす
るとインストールしたいモジュールを選択することができます。

モジュールのインストール
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モジュールを Pleskサーバにインストールするには 2つの方法があります。 コントロー
ルパネルから（推奨）とコマンドラインからです。

 コントロールパネルからモジュールをインストールするには以下を実行し

てください。

1 コントロールパネルに管理者でログインします。

2 ナビゲーションペインの[モジュール]ショートカットをクリックします。

3  [管理モジュール]をクリックします。

4  [新規モジュールの追加]をクリックします。
5 モジュールパッケージを選択して［OK］をクリックします。

 コマンドラインからモジュールをインストールするには以下を実行してく

ださい。

1 Pleskがインストールされているサーバにrootでログインします。 

2 コマンド 
/plesk_installation_directory/admin/bin/modulemng --
install --file=<module_filename> を実行します。

「plesk_installation_directory」はPleskをインストールしているディレクト
リです。

例： 
/usr/local/psa/admin/bin/modulemng --install --file=cs-gs-1.0.0-
rh9.build72041021.16.i586.rpm

注： Pleskに付随するすべてのモジュールは Pleskディストリビューションの 

/opt/modulesにあります。

モジュールの設定および管理

モジュールの使用を開始する前にそれを設定する必要があります。 設定手順は各モジ

ュールによって異なります。 コントロールパネルでモジュールをサーバにインストー

ルすると、モジュール設定画面が表示されます。 コマンドラインでモジュールをサーバ

にインストールすると、Plesk経由で設定しなければなりません。

 モジュール設定画面にアクセスするには以下を実行してください。

 ナビゲーションペインで［モジュール］ショートカットを選択し、モジュール名の

付いたボタンをクリックします。

または
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 ナビゲーションペインで［モジュール］ショートカットを選択し、  ［モジュー
ルの管理］をクリックします。 モジュールのリストでリンクとして提供されている

モジュール名をクリックします。

使用にライセンスキーのインストールが必要なモジュールもいくつかあります。 使用
期間を調べるには、モジュール製造業者のWebサイトか、コントロールパネルの［モジ

ュール管理］画面をご参照ください。 インストールされた各モジュールにはアイコン

を伴った対応するリストエントリがあり、ライセンスキーが必要かどうかを表示してい

ます。 以下を示す 3 種類のアイコンがあります。

 - モジュールはライセンスキーを必要としません

 - モジュールはライセンスキーを必要としており、そのキーはインストール済みです

 - モジュールはライセンスキーを必要としますが、そのキーはインストールされてい

ません

SWsoftが提供するモジュールがライセンスキーを必要とする場合は、ライセンスマネ

ージャ機能を利用して SWsoft から入手することができます。  それ以外の場合は、モジ

ュールのライセンスキーのインストールに関する情報をモジュール製造業者から入手

してください。

モジュールの削除

Plesk からモジュールを削除するには 2つの方法があります。 コントロールパネルから

（推奨）とコマンドラインからです。

 コントロールパネルを使用してモジュールを削除するには以下を実行して

ください。

1 コントロールパネルに管理者でログインします。

2 ナビゲーションペインの[モジュール]ショートカットをクリックします。 

3  [管理モジュール]をクリックします。 

4 削除するモジュールに対応するチェックボックスを選択し、 [選択対象を
削除]をクリックします。

 コマンドラインからモジュールを削除するには以下を実行してください。

1 Pleskがインストールされているサーバにrootでログインします。 

2 コマンド 
/plesk_installation_directory/admin/bin/modulemng --
remove --module=<module_codename> を実行します。
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例： 
/usr/local/psa/admin/bin/modulemng --remove --module=cs-gs
以下のコマンドを実行してモジュールのコードネームを調べることができます。

# echo "SELECT name, display_name FROM psa.Modules;" | mysql -u admin 
-p<admin_password> psa
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この章では、ユーザアカウント、Webサイト、E-mailアカウントの設定と管理に関する詳

細な手順を示します。

章 6

顧客へのサービス
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顧客へのサービスを開始する前に

ここでは、新規の顧客とサイトにより早く簡単に対応するのに役立つ、いくつかの自動

化の手順を扱います。

ユーザアカウントの設定の簡略化

複数のユーザにサービス提供する予定であれば、新規顧客のユーザアカウントの設定を

簡略化する、クライアントテンプレートと呼ばれるアカウント設定のプリセットを作成

できます。 このテンプレートは、すべてのリソース使用の割り当て、ユーザアカウント

に定義できる権限と制限を対象とします。

 クライアントテンプレートを作成するには、以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[クライアント]ショートカットをクリックします。

2 [ツール]グループの  [クライアントテンプレート]アイコンをクリックし
ます。

3 [新規クライアントテンプレートの追加]をクリックします。
4 以下のテンプレートのプロパティを指定してください。

 テンプレート名  このテンプレートの名前を指定します。 新規ユーザアカウント

の設定の間に、必要なテンプレートを名前で選択するように要求されます。 した
がって、ホスティングプランのいずれかに対応する、または割り当てられたリソ

ース量を記述する意味のある名前を選択することをお勧め致します。 例えば、
Reseller account、5GB disk space、100 domainsなどです。

 コントロールパネルへのアクセス。 顧客が自分のアカウントとサイトを管理す
る場合、コントロールパネルにアクセスできるかどうかを指定します。

 ドメイン作成。 顧客が新規サイトにホスティングアカウントを設定できるかど

うかを指定します。

 物理的ホスティング管理。 顧客がホスティングアカウントの設定、ホスティング
アカウント機能の変更、およびプログラミング言語とスクリプト言語のサポート

のオン/オフ切り替えを実行できるかどうかを指定します。

章 7

96



 PHPセーフモード管理。 顧客が自分のサイトで PHPセーフモードをオフに切り

替えることが出来るかどうかを指定します。 デフォルトでは PHPは機能上の制

限からセーフモードで操作するよう設定されています。 PHPセーフモードにつ

いて詳細は  http://php.net/features.safe-mode http://php.net/features.safe-mode  をご参
照ください。 Webアプリケーションによってはセーフモードが有効になってい

ると正常に動作しないことがあります。 サイトのアプリケーションがセーフモ

ードのために失敗した場合はホスティングアカウントプロパティで［PHP 
'safe_mode' on］チェックボックスの選択を外してセーフモードをオフに切り替

えてください（Hostingグループで［ドメイン］ > ［ドメイン名］ > ［設定］ア
イコン）。

 サーバへの Shellアクセスの管理 カスタマが Secure Shellプロトコル経由でサー
バ shellにアクセスし、自分の顧客にもそれを許可することができるかどうかを

指定します。

 ハードディスククォータ割り当て。 顧客が自分のWebサイト用に、および顧客自
身の顧客のWebサイト用にディスク空き容量でハードクォータを割り当てられ

るかどうかを指定します。

 サブドメイン管理。 顧客が自分のドメイン内で追加サイトを設定し、顧客自身の

顧客にも追加サイトの設定を許可できるかどうかを指定します。

 ドメインエイリアスの管理。 顧客が自分のドメイン内で代替ドメイン名を追加

設定し、顧客のユーザにも代替ドメイン名の追加設定を許可できるかどうかを指

定します。

 ログローテーション管理。 顧客が自分のサイトで処理されたログファイルのク

リーンアップと再利用を調整できるかどうかを指定します。

 匿名 FTP管理。 顧客が自分のすべてのユーザがログインとパスワードを入力せ
ずに、ファイルをダウンロードおよびアップロードできる FTPディレクトリを
設定できるかどうかを指定します。匿名 FTPサービスを使用する為には、Webサ
イトが専用 IPアドレスに常駐している必要があります。 匿名 FTPサービスを使
用するためには、Webサイトが専用 IPアドレスに常駐している必要があります。

 Crontab管理 顧客が Crontabタスクスケジューラでタスクをスケジューリングで

きるかどうかを指定します。 スケジューリングされたタスクは、スクリプトまた

はユーティリティの予定に沿った実行に使用できます。
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 ドメイン制限調整。 顧客が自分のアカウントのリソース割り当てを調整できる

かどうかを指定します。 

 DNSゾーン管理。 顧客が自分のドメインのDNS ゾーンを管理できるかどうかを

指定します。

 Javaアプリケーション管理 顧客がコントロールパネルを使用して、Webサイト
に Javaアプリケーションおよびアプレットをインストールできるかどうかを指

定します。

 メーリングリスト管理顧客がGNU Mailmanソフトウェア提供のメーリングリス

トを使用できるかどうかを指定します。

 スパムフィルタ管理。 顧客が SpamAssassinスパムフィルタ使用でき、フィルタリ
ングの設定をカスタマイズできるかどうかを指定します

 Dr.Webアンチウィルス管理 顧客が送受信メールのフィルタ処理のためのサーバ

側のアンチウィルス保護を使用できるかどうかを指定します。

 バックアップと復元機能 顧客がコントロールパネルの機能を使用して、顧客の

サイトをバックアップおよび復元できるかどうかを指定します。 バックアップ
ファイルをサーバに保存するのを許可するには[ローカルリポジトリ]チェックボ

ックスを選択します。 顧客が任意の FTPサーバを使用してバックアップを保存

するのを許可するには、[リモート(FTP)リポジトリ]チェックボックスを選択しま

す。

 ユーザインターフェース。 顧客が使用できるユーザインターフェースのタイプ、

すなわち標準、デスクトップ、または両方から指定します。

 デスクトップ管理。 顧客が自分のデスクトップインターフェースをカスタマイ

ズできるかどうかを指定します。

 リモート XMLインターフェースの使用機能。 顧客が自分のWebサイトを、カス
タムアプリケーションを使用してリモートで管理できるかどうかを指定します。 

Webサイトに統合されるカスタムアプリケーションの開発にXMLインターフ
ェースを使用できます。このカスタムアプリケーションは、ホスティングアカウ

ントの設定の自動化、および顧客がリセラーのサイトからホスティングサービス

を購入するためのサービス設定の自動化などに使用できます。 XMLインターフ
ェースのリモート操作は、サーバ上のドメイン名/Webスペースの設定と削除、ド

メインとWebサイトに関連した選択設定とホスティングサービスの変更、ドメ

インの関連情報の取得に制限されます。 PleskコントロールパネルのXMLイン
ターフェース（別名 Plesk API RPC）の使用方法の詳細は、
http://download1.swsoft.com/Plesk/Plesk7.5/Doc/plesk-7.5r-sdk-
html/docs/plesk_agent/ch01.html      をご参照ください  。

 ドメインの上限数。 顧客がサーバでホスティングできるドメイン名/Webサイト
の合計数を指定します。 これにはサーバでホスティングされるWebサイトと、他
のサーバでホスティングされるWebサイトを示すドメインフォワーダが含まれ

ます。 ドメインエイリアス（このサーバでホスティングされるサイトの追加ド

メイン名）とサブドメインは別にカウントされ、このリソースタイプにより制限

されません。
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 サブドメインの上限数。 顧客がホスティングできるサブドメインの合計数を指

定します。

 ドメインエイリアスの上限数。 顧客が自分のWebサイトで使用可能な代替ドメ

イン名の追加の総数を指定します。

 ディスク容量。 顧客に割り当てられるディスク容量の合計をメガバイトで指定

します。 ユーザのドメイン/Webサイトに関連するすべてのファイルが占有する

ディスク容量が含まれます。 Webサイトコンテンツ、データベース、アプリケー

ション、メールボックス、ログファイル、そしてバックアップファイルです。 いわ
ゆるソフトクォータです。 この割り当てを超えると、ユーザアカウントとドメイ

ン名/Webサイトは自動的に停止せず、各ユーザとユーザの顧客の E-mailアドレ
スに適切な注意が送信されるのみで、リソースの使用過多がユーザまたはユーザ

の顧客のコントロールパネルのユーザ名の左に表示されるアイコン (ナビゲー

ションペインの[クライアント] ショートカットをクリックしたときに表示され
るクライアントのリストを参照)、またはドメイン名（ナビゲーションペインの

[ドメイン]ショートマットをクリックしたときに表示されるドメイン名のリスト
を参照）により示されます。 

 トラフィックの上限量。  1 か月の間に、顧客のWebサイトから転送できるデータ

の量をメガバイトで指定します。 制限に達すると、適切な通知がユーザまたはユ

ーザの顧客の E-mailアドレスに送信され、リソースの使用過多が、コントロール

パネルのユーザ名の左に表示される、該当するアイコン (ナビゲーションペイ

ンの[クライアント] ショートカットをクリックしたときに表示されるクライア
ントのリストを参照)、またはドメイン名（ナビゲーションペインの[ドメイン]シ
ョートマットをクリックしたときに表示されるドメイン名のリストを参照）に

より示されます。 

 Webユーザの上限数。 顧客が自分のドメイン内の他のユーザ用にホスティング
できる、個人用Webページの合計数を指定します。 このサービスは主に、学生や

スタッフの非営利的なパーソナルページをホストする教育機関に使用されてい

ます。 そういったページのWebアドレスは通常 http://your-domain.com/~username
となります。 詳細については「個人用Webページのホスティング」 『ページ数

169』のセクションをご参照ください。

 データベースの上限数 顧客がサーバでホスティングできるデータベースの合計

数を指定します。

 メールボックスの上限数。 顧客がサーバでホスティングできるメールボックス
の合計数を指定します。

 メールボックスクォータ。 各メールボックスに割り当てられるディスク空き容

量をキロバイトで指定します。

 メールフォワーダの上限数 顧客が設定できるメールフォワーダの合計数を指定

します。

 メール自動応答の上限数。 顧客が設定できるメール自動応答の合計数を指定し

ます。
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 メーリングリストの上限数。 顧客がサーバでホスティングできるメーリングリ
ストの合計数を指定します。  ユーザにメーリングリストを提供するには、GNU 
Mailmanソフトウェアをインストールする必要があります。

 Javaアプリケーションの上限数。 サーバでホスト可能な Javaアプリケーション

またはアプレットの総数を指定します。

 有効期間。 ホスティングアカウントの期間を指定します。 この期間が終了すれば、

顧客のすべてのドメイン/Webサイトは停止されます。そのWeb、FTP、メールサ
ービスはインターネットユーザにはアクセスできなくなります。また、リセラー

およびその顧客（ドメインオーナー）はコントロールパネルにログインできな

くなります。 アカウントは自動では更新できません。そこで、ホストされたドメ

イン名やWebサイトを元の操作に戻すために、手動でユーザアカウントを更新

しなければならなくなります。 ナビゲーションペインで［クライアント］をク

リックし、必要なクライアント名をクリックし、  ［制限］アイコンをクリッ
クし、他の期間を［有効期間］ボックスに指定し、［OK］をクリックしてから、

［ツール］グループの  ［有効化］アイコンをクリックします（［クライア
ント］>［クライアント名］）。

 IPアドレス割り当て。顧客に割り当てたい共用 IPアドレスを指定します。 自動的

に専用 IPアドレスを供給するには[クライアントに専用 IPアドレスを割り当て
る]チェックボックスを選択して、自分の IP範囲から取得する IPアドレスの番号

を指定して顧客に割り当てます。

5 [OK]して、テンプレートの作成を終了します。 

新規ユーザアカウントのセットアップ中に必要なテンプレートを選択するとアカウ

ントが作成され、定義したリソースが割り当てられます。

 テンプレートを変更するには以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[クライアント]ショートカットをクリックします。

2 [ツール]グループの  [クライアントテンプレート]アイコンをクリックし
ます。

3 必要なテンプレート名をクリックします。

4 必要に応じて設定を修正し[OK]をクリックします。 

テンプレートを変更してもそのテンプレートで作成した既存のユーザアカウントは

変更されません。

 不要になったテンプレートを削除するには、以下の操作を実行します。

1 ナビゲーションペインの[クライアント]ショートカットをクリックします。

2 [ツール]グループの  [クライアントテンプレート]アイコンをクリックし
ます。

3 不要になったテンプレート名に対応するチェックボックスを選択します。
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4 [選択対象を削除]をクリックします。 削除を確認して[OK]をクリックし
ます。
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ドメインおよびWebサイトの設定の簡略化
極めて多数のドメインで多数のユーザを扱う場合は、前もって設定された設定を作成す

る必要がある可能性があります。この設定はドメインテンプレートとみなされ、これに

より新規ドメインや新規 Webサイトのアカウントのホスティングの設定が簡略化され

ます。 テンプレートは全てのリソース使用割り当てや、ホスティングアカウントの権限

および制限の定義や、メール転送およびWeb 統計の保存の設定を網羅します。

 ドメインテンプレートを作成するには、以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。

2 [ツール]グループの  [ドメインテンプレート]アイコンをクリックしま
す。

3 [ドメインテンプレートの追加]をクリックします。
4 以下のテンプレートのプロパティを指定してください。

1. テンプレート名  このテンプレートの名前を指定します。 新規ユーザアカウント

の設定の間に、必要なテンプレートを名前で選択するように要求されます。 した
がって、ホスティングプランのいずれかに対応する、または割り当てられたリソ

ース量を記述する意味のある名前を選択することをお勧め致します。 例えば、メ
ールホスティング、ディスク容量 1GB、メールボックス 500などです。

2. 存在しないユーザへのメール  ドメイン全体のメール返信オプションを指定しま
す。 誰かがドメインに存在しない E-mailアドレスに対して E-mailメッセージを

送信した場合、デフォルトでは、メールサーバはメールを受信し、処理して、この

ような受信者がドメイン内に存在しないと認識した後、"this address no longer 
accepts mail（このアドレスはメールを受け取ることができません）"という通知

をつけて送信者にメールを返します。 この場合、次の選択が可能です。 

 気にいらなければデフォルトの通知を変更します（［メッセージ付き返信］オ

プションを選択したままで、別のメッセージを入力ボックスに入力します）。

 不達メールを他の E-mailアドレスに転送します(［アドレスに転送］オプション
を選択し、必要な E-mailドレスを指定します)。または、

 そのメールを承認せずに拒否します（［拒否］オプションを選択します）。 こ
の設定により、多くの場合ランダムに生成されたユーザ名宛ての大量のスパムに

より生じたメールサーバの負荷を減らすことができます。 ただし、スパマーの側

からすれば、この設定によりメールサーバのスキャンで有効な E-mailアドレス
を検出する時間を多少短縮できます。

1. Webメール。 このドメイン内のメールボックスのユーザはWebメールアプリケ

ーションをベースにしたブラウザを通じて自身のメールを読めるようにするべ

きかどうかを指定します。

2. サブドメインの上限数。 このドメインの下にホストできるサブドメインの数を
指定します。
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3. ドメインエイリアスの上限数。 サイトオーナーが自分のWebサイトで使用可能

な代替ドメイン名の追加の総数を指定します。

4. ディスク容量。 ドメインに関連しているホスティングアカウントに割り当てら

れるディスク空き容量の総量を指定します。 この量はメガバイトで計測されま

す。 全てのドメインおよびWebサイトに関連する全てのファイルが占有するデ

ィスクの空き容量が含まれます。 Webサイトコンテンツ、データベース、アプリ

ケーション、メールボックス、ログファイル、そしてバックアップファイルです。 

いわゆるソフトクォータです。 超過すると、ドメイン名やWebサイトは自動的に

停止されることはなく、貴方と貴方のクライアントの E-mailアドレスにその旨
通知が送られ、リソースの過多量は名前の左側のコントロールパネルに表示され

ているアイコン に示されます（ナビゲーションペインの［ドメイン］ショー

トカットをクリックしてドメイン名のリストをご参照ください）。

5. トラフィックの上限量。 1ヶ月間にWebサイトから転送できるデータ量をメガ

バイトで指定します。 制限量に達すると、貴方と貴方のクライアントの E-mailア
ドレスにその旨通知が送られ、リソースの過多量は名前の左側のコントロールパ

ネルに表示されているアイコンに示されます（ナビゲーションペインの［ドメ

イン］ショートカットをクリックしてドメイン名のリストをご参照ください）。 

6. Webユーザの上限数。  ドメインオーナーが自身のドメインの下の他のユーザの
ためにホストできる個人Webページ数を指定します。 このサービスは主に、学生

やスタッフの非営利的なパーソナルページをホストする教育機関に使用されて

います。 そういったページのWebアドレスは通常 http://your-
domain.com/~username  となります。 個人Webページに埋め込まれたスクリプト

が実行できるようにする場合は、［Webユーザーへのスクリプトの使用の許可］
チェックボックスも選択してください。 詳細については「個人用Webページのホ

スティング」 『ページ数 169』のセクションをご参照ください。

7. データベースの上限数  1つのドメイン内でホストできるデータベースの数を指
定します。

8. メールボックスの上限数。  1つのドメイン内でホストできるメールボックスの
数を指定します。　

9. メールボックスクォータ。  1つのドメイン内の各メールボックスに割り当てら

れるディスク容量をキロバイトで指定します。 

10.メールフォワーダの上限数  1つのドメイン内で使用できるメール転送の数を指

定します。　

11.メール自動応答の上限数。  1つのドメイン内で設定できるメール自動応答の数
を指定します。　

12.メーリングリストの上限数。  ドメインオーナーが 1つのドメイン内で実行可能

なメーリングリストの数を指定します。 メーリングリストは、オプションでサー
バにインストールされたGNU Mailmanソフトウェアにより提供されます。 顧客
が使用したいにもかかわらずインストールされていない場合には貴方がインス

トールすることができます。 メーリングリストを使用できるようにするには、
［選択設定］グループの下の[メーリングリスト] チェックボックス内にチェッ

クマークを入れることも必要です。 
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13. Javaアプリケーションの上限数。  ドメインオーナーが 1つのドメインにインス
トールできる Javaアプリケーションまたはアプレットの上限数を指定します。

14.有効期間。 ホスティングアカウントの期間を指定します。 この期間が終了すれば、

ドメインおよびWebサイトは停止されます。そのWeb、FTP、メールサービスは
インターネットユーザにはアクセスできなくなります。また、ドメインオーナー

はコントロールパネルにログインできなくなります。 アカウントのホスティン
グは自動では更新できません。そこで、ホストされたドメイン名やWebサイトを
元の操作に戻す為に、手動でホスティングアカウントを更新しなければならなく

なります。 ナビゲーションペインで［ドメイン］をクリックし、必要なドメイン

名をクリックし、  ［制限］アイコンをクリックし、他の期間を［有効期間］

ボックスに指定し、［OK］をクリックしてから、［ツール］グループの  

［有効化］アイコンをクリックします（［ドメイン］>［ドメイン名］）。

15.ログローテーションWebサーバへの全ての接続とサーバに見つからないファイ

ルの要求は、ログファイルに登録されます。 これらのログファイルはサーバ上で
実行される統計ユーティリティで分析され、オンデマンドでグラフィカルレポー

トで表示されます。 ホームページ上でデバッグするためにこういった生ログフ

ァイルのコンテンツを表示する必要がある場合は、必要なドメイン名をクリック

し、 [ログマネージャ]をクリックし、次に必要なログファイル名をクリック

します。 これらのログファイルが増大するのを防ぐために、ログファイルの自動

クリーンアップと再利用を有効にする必要があります。 

 [ログローテーションを有効にする]チェックボックスを選択し、

 ログファイルを再利用する時期を指定し、

 サーバに格納する、Pleskの統計ユーティリティが処理した各ログファイルの

インスタンス数を指定し、

 圧縮する必要があるかどうかを指定します。

 そして処理の後に E-mailアドレスに送信するかを指定します。

16.トラフィック統計保持。 帯域幅使用量の統計がサーバに保管される期間を月で

指定します。 

17. DNS  Webホスト上のDNSサーバがドメイン名ゾーンのためのマスター（プラ

イマリ）ネームサーバとして動作するか、スレーブ（セカンダリ）ネームサーバ

として動作するかを指定します。  セカンダリサーバがプラマリからこのゾーン

ファイルのコピーを取得するだけである一方で、プライマリネームサーバはロー

カルで提供するゾーンファイルを格納します。 通常［マスター］オプションが

選択されたままにします。

18.物理的ホスティングアカウント  ドメイン名だけではなく、Webサイトもホスト
する場合、［物理ホスティング］チェックボックスを選択しホスティング機能を

指定します。

104



 ハードディスククォータ  ソフトクォータに加えて、制限に達した場合にさらに

多くのファイルをWebスペースに書き込めないようにするいわゆるハードクォ

ータを指定できます。 ファイルを書き込もうとすると、ユーザには「ディスクの

空き容量不足」エラーが発生します。

 SSL対応  Secure Sockets Layer（SSL）暗号化は一般に専用 IPアドレス上で実行

される e-コマースWebサイトでのオンライントランザクションの間の機密デー

タの転送を保護するために使用されます。 暗号化プロセスに参加する SSL 認証

は、通常単一の IPアドレス上の単一のドメイン名に適用されます。そこで、SSL
プロテクションを必要とする各サイトは専用 IPアドレス上でホストされる必要
があります。 例外はサブドメインで、ここではワイルドカード認証で保護するこ

とができます。 単一のアドレス（共有またはネームベースホスティング）上で

異なるドメイン名を持ついくつかのWebサイトをホストするWebサーバ上に
SSL 認証をインストールすることは技術的に可能ですが、この方法はお奨めしま

せん。 暗号化は行われますが、セキュアサイトに接続しようとすると、ユーザに

警告メッセージが表示されます。 Webサイト用の SSL 暗号化を許可するには、

［SSL対応］チェックボックスを選択してください。

 SSLコンテンツおよび非 SSLコンテンツを格納する為の単一のディレクトリの
使用 デフォルトでは、ユーザが FTPアカウントを通じてサイトを公開する場合、

httpsdocsディレクトリへのセキュアな接続を経由してアクセスできるよう

にしなければならないWebコンテンツおよびプレーンHTTPを経由して
httpdocsディレクトリにアクセスできるようにしなければなならないWebコ
ンテンツをアップロードする必要があります。 単一の場所（httpdocsディレ
クトリ）を通じて全てのコンテンツを公開するのに便利なように、［SSLおよび
非 SSLコンテンツの格納用に単一ディレクトリの使用］チェックボックスを選

択してください。

 FrontPage対応Microsoft FrontPageは人気のあるWebサイト開発ツールです。 ユ
ーザがMicrosoft FrontPageを通じてサイトを公開したり、修正したりできるよう

に、［FrontPage対応］および［SSL上の FrontPage対応］チェックボックスを選

択し、[FrontPageオーサリング]オプションを［有効］に設定します。

 動的WebサイトおよびサーバサイドWebアプリケーションの開発に幅広く使用
される言語のプログラミングおよびスクリプトへの対応  以下のどのプログラミ
ング言語またはスクリプト言語がWebサーバにより割り込み、実行または処理

されるのかを指定します。 Active Server Pages（ASP）、Server Side Includes 
（SSI）、PHP hypertext preprocessor（PHP）、 Common Gateway Interface 
（CGI）、Python、ColdFusionおよびMiva e-コマースソリューションに必要な
Mivaスクリプト。

105



 Web統計。  ドメインおよびWebサイトオーナーがサイトや表示したサイトのペ
ージの訪問者の人数に関する情報を表示できるようにするために、［Web統計］
メニュー（AWStatsがお奨めです）および［パスワードで保護されたディレク
トリ /plesk-stat/ 経由でアクセス可能］チェックボックスを選択します。 これによ
りWebalizer 統計ソフトウェアがインストールされますが、このソフトウェアに

よりレポートが生成され、そのレポートをパスワードで保護されたディレクトリ

に配置されます。 ドメインやWebサイトのオーナーは自分の FTPアカウントの
ログインとパスワードを使用して、URL  https://your-domain.com/plesk-stat/ にある
Web 統計にアクセスできます。

 カスタムエラードキュメント。 サイトを訪れているビジターがWebサーバが見
つけられないページを要求する場合、Webサーバによりエラーメッセージを伴

った標準のHTMLページが生成され、表示されます。 ご自身のエラーページを作

成し、ご自身のサーバ上でそのページを使用したり、顧客が使用できるようにし

たりする場合は、［カスタムエラードキュメント］チェックボックスを選択しま

す。

 FTPユーザの 信用情報でのサーバへの Shellアクセス  これにより、サイトオーナ
ーは Secure Socket Shell 接続を通じて信頼性を持ってWebコンテンツをサーバ

にアップロードできます。ただし、Shellアクセスを許可することによってもサー

バセキュリティに対する潜在的な脅威がもたらせれます。  そこで、Shellアクセ
スを許可しないことをお奨めします。［禁止］オプションを選択したままにして

ください。

5 [OK]して、テンプレートの作成を終了します。 

新規ドメインまたはWebサイトのホスティングアカウントの設定中に、要求された

テンプレートを選択します。そうすれば、ホスティングアカウントが作成され、定義

したリソースとホスティングサービスが割り当てられます。

 単独のドメインまたはWebサイトの設定を修正するには以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 必要なドメイン名をクリックします。

3 より多くのディスク容量や帯域幅やその他のリソースを割り当てるには、

[ドメイン]グループの [制限]アイコンをクリックして必要に応じて設定

を調整し、[OK]をクリックします。
4 ホスティングの機能を追加するには（プログラミング言語やスクリプト

への対応など）、[ホスティング]グループの [設定]をクリックして以下
の設定を必要に応じて調整し、[OK]をクリックします。

 複数のドメインまたはWebサイトの設定を修正するには以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 必要なドメイン名に該当するチェックボックスを選択します。

3 ドメインのリストの上部にある [一括操作]アイコンをクリックしてくだ
さい。
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4 必要に応じて設定を修正し[OK]をクリックします。

 新規に作成したアカウントに適応されるドメインテンプレートについての

変更を反映させるには以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。

2 [ツール]グループの  [ドメインテンプレート]アイコンをクリックしま
す。

3 更新するドメインテンプレートに対応するテンプレート名をクリックし

ます。

4 必要に応じて設定を修正し[OK]をクリックします。 

テンプレートの修正は既存のドメインおよびWebサイトには影響を及ぼさないと
いう点に注意してください。

 不要になったテンプレートを削除するには、以下の操作を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。

2 [ツール]グループの  [ドメインテンプレート]アイコンをクリックしま
す。

3 不要になったテンプレート名に対応するチェックボックスを選択します。

4 [選択対象を削除]をクリックします。 削除を確認して[OK]をクリックし
ます。
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顧客が使用できるパッケージ済みのアプリケーション

Pleskには顧客に提供するよう選択したり、コントロールパネルのスクリプトライブラ
リ（アプリケーションヴォルトから参照される）から削除したりできる多数の無料お

よび有料のサイトアプリケーションが同梱されています。 カスタムアプリケーション

を配布することも可能です。

コントロールパネルのアプリケーションヴォルトからの無料アプリケーションは自動

的に各顧客のアプリケーションプールに追加されます。 ただし、有料のアプリケーショ

ンは購入後のみ顧客のプールに追加されます。

ヴォルト内のサイトアプリケーションの使用ルールを設定できます。 例えば、自分で設
定した条件（例えば、支払いを受領したあとにするなど）のもとでアプリケーションプ

ールにアプリケーションを追加すれば、特定の無料アプリケーションを自分の顧客向け

のみが利用できる有料アプリケーションにすることもできます。

無料アプリケーションを有料に変更すると、すべてのクライアントのアプリケーション

プールからそのアプリケーションが削除されます。 そこで、必要な場合にのみ、このア
プリケーションをクライアントのアプリケーションプールに追加できます。 有料アプ

リケーションを無料に変更すると、すべてのクライアントがそのアプリケーションを無

料で使用できます。

表． Pleskアプリケーションヴォルトに同梱されるアプリケーション

アプリケーション

名

説明 アプリケーション開発者のサイトへ

のリンク

AdvancedPoll Poll管理システム http://www.proxy2.de

AutoIndex Webサイトディレクトリ索引シス

テム

http://autoindex.sourceforge.net

b2evolution ブログ http://b2evolution.net

bbclone カウンタ http://www.bbclone.de

Coppermine フォトギャラリー http://coppermine.sourceforge.net

CSLH 顧客サポート http://www.proxy2.de

DocFAQ 知識ベース管理システム 該当なし

gallery フォトギャラリー http://gallery.menalto.com

gtchat チャット http://www.gtchat.de

Miva Merchant オンラインストア http://smallbusiness.miva.com/prod
ucts/merchant/mm5/ 
http://smallbusiness.miva.com/prod
ucts/merchant/mm5/
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Miva Fasttrack オンラインストア http://smallbusiness.miva.com/prod
ucts/merchant/mm5/

Mambo コンテンツ管理システム http://www.mamboserver.com

openbiblio ライブラリ http://obiblio.sourceforge.net

osCommerce E-コマースシステム http://www.oscommerce.com

Owl 知識ベースおよび文書の保存シス

テム

http://owl.sourceforge.net

phpAdsNew バナー回転管理および統計収集の

トラッキングシステム

http://phpadsnew.com

phpBB フォーラム http://www.phpbb.com

phpBook ゲストブック http://www.smartisoft.com

phpBugTracker バグトラッキングシステム http://sourceforge.net/projects/phpbt

phpDig 検索システム http://www.phpdig.net

MyPhpMoney 個人用会計管理 http://myphppmoney.sourceforge.ne
t

phpMyFamily 系図システム http://www.phpmyfamily.net

PHP Surveyor PHP Surveyorは PHPスクリプトの
セットであり、 MySQLと相互作用
してオンライン調査の開発、実施、

応答の収集を行います

http://phpsurveyor.sourceforge.net

phpWiki 誰でも公開ページを編集できる文

書の保存および回復システム

http://phpwiki.sourceforge.net

pLog ブログ http://www.plogworld.net

PostNuke コンテンツ管理システム http://www.postnuke.com

PPWSE PleskプロフェッショナルWebサ
イトエディタは SWsoftが開発した

コンテンツ管理システムです。 

SWsoft SiteBuilderに先行していま

す。

http://www.swsoft.com/en/products/
plesk75reloaded/addons/ppwse/

Tellme ネットワークサービス 

(whois、traceroute).
http://kimihia.org.nz/projects/tellme
/
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TUTOS ワークプロセス編成ツール。 カレ
ンダー、アドレスマネージャ、バグ

トラッキングシステム、プロジェ

クトタスク管理、タイムトラッキ

ング、などがあります。

http://www.tutos.org/homepage/ind
ex.html

Typo 3 コンテンツ管理システム http://typo3.org

UebiMiau Webメールクライアント。 http://www.uebimiau.org/

WebCalendar Calendar and schedule management 
system.

http://www.k5n.us/webcalendar.php

WebShopManager WebShopManagerによって集中型

Webベースの管理システムから完

全機能のオンラインストアを管理

することができます。

該当なし

WordPress 公開プラットフォーム（ブログ） http://www.wordpress.org

XRMS 顧客リレーション管理 http://xrms.sourceforge.net
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 ヴォルト内のアプリケーションの情報を表示するには以下を実行してくだ

さい。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 ［サービス］グループの [アプリケーションヴォルト]アイコンをクリ
ックします。

ヴォルトに保存されているすべてのアプリケーションは［サイトアプリケーション

パッケージ］グループで一覧表示されています。

左から一番目のカラムのアイコンは以下のサイトアプリケーションの種類を示しま

す。

 - ライセンスキーが必要ない無料のサイトアプリケーション。無料の Pleskデフォ
ルトインストールに含まれており、貴方がサービスを提供する各顧客のアプリケー

ションプールに自動的に追加されます。

 - ライセンスキーが必要な有料のサイトアプリケーション。SWsoft から追加購入

します。

 - ライセンスキーが必要な有料のサイトアプリケーション。SWsoft から追加購入

し、当面はキーがインストールされません。

注： Plesk Professional Webサイトエディタなどの有料アプリケーションのライセン

スキーを購入してインストールするには、「Pleskアドオン向け追加ライセンスキー

のインストール」 『ページ数 22』のセクションをご参照ください。  

二番目のカラム（サイトアプリケーション名の左側）のアイコンは貴方が定義した

以下のサイトアプリケーション使用量ルールを示します。

 - チャージ無料。すべてのクライアントのアプリケーションプールに自動的に追

加されます。

 - 有料。特定の条件下で貴方によってのみクライアントのアプリケーションプー

ルに追加されます。  

[名前]カラムはサイトアプリケーションの名前を表示します。

［バージョン］カラムはアプリケーションのバージョンを表示します。

[リリース]カラムはサイトアプリケーションのリリース番号を表示します。

[インスタンス]カラムはWebサイトにアプリケーションが何回配置されたかを示し

ます。

[クライアント]カラムはサイトアプリケーションを使用するユーザの数を表示しま

す。

[説明]カラムは各サイトアプリケーションの簡単な説明を提供します。

 アプリケーションヴォルトにアプリケーションを追加するには以下を実行

してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。
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2 ［サービス］グループの [アプリケーションヴォルト]アイコンをクリ
ックします。

3 [新規アプリケーションパッケージの追加]をクリックします。
4 ［参照］をクリックしてRPMパッケージまたはshellインストールスクリ
プトフォーマットのRPMパッケージのアプリケーションの位置を指定し、

[OK]をクリックします。
これでアプリケーションはアプリケーションヴォルトにインストールされ、顧客の

アプリケーションプールに追加したり必要なサイトにインストールしたりできるよ

うになりました（それによって顧客のプールにアプリケーションが自動的に追加さ

れます）。

 アプリケーションヴォルトからアプリケーションを削除するには以下を実

行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 ［サービス］グループの [アプリケーションヴォルト]アイコンをクリ
ックします。

3 削除するアプリケーションに対応するチェックボックスを選択し、 [選
択対象を削除]アイコンをクリックします。

4 削除を確認して[OK]をクリックします。
アプリケーションパッケージはサーバアプリケーションヴォルトから削除されます

が、ユーザのサイトにインストールされたアプリケーションインスタンスは消去さ

れません。

 ある無料アプリケーションを有料にしたり、有料から無料にするには、以下

を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 ［サービス］グループの [アプリケーションヴォルト]アイコンをクリ
ックします。

3 対応するサイトアプリケーション名の左側の、2番目のカラムのアイコン
をクリックします。

 顧客のアプリケーションプールに有料アプリケーションを追加するには以

下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 ［サービス］グループの [アプリケーションヴォルト]アイコンをクリ
ックします。
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3 [クライアント]カラムでハイパーリンク番号をクリックします。

4 [新規クライアントの追加]をクリックします。
5 必要なユーザを選択し[OK]をクリックします。

サイトにアプリケーションをインストールする必要がある場合は、「アプリケーション

のインストール」 『ページ数 150』セクションをご参照ください。

新規Webサイトのコンテンツの事前定義
特定のファイルとディレクトリを新規にホストされるWebサイト用に作成されたWeb
スペースに自動的に含めるようにコントロールパネルを設定できます。 これは、役に立

つスクリプトのセットであり、カスタムエラーメッセージであり、プレースホルダ

index.htmlページであり、その他ご希望のファイルである可能性があります。 こういっ

たファイルはサイトベースごとに取替え、編集、削除できます。

 Webコンテンツが自動的にWebスペースに含まれるようにするようにコン
トロールパネルを設定するには以下の操作を実行します。

1 ローカルファイルシステム上で、必要なディレクトリを作成します。 

httpdocs、 httpsdocs、cgi-bin、anon_ftp、error_docsなどです。
2 必要なファイルを作成したディレクトリに配置します。 Webページを

httpdocsおよびhttpsdocsディレクトリに、スクリプトをcgi-binデ
ィレクトリに、カスタムエラーメッセージをerror_docsディレクトリに
配置します。

3 ディレクトリおよびファイルをtgz、tar、 tar.gzまたはzipフォーマット内の
アーカイブファイルにパックします。 

ディレクトリはサブディレクトリではなく、必ずアーカイブファイルの rootに配置

して下さい。

4 Pleskコントロールパネルにログインするには、以下の操作を実行します。

5 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

6 ［サービス］グループの ［スケルトン］アイコンをクリックします。

7 アーカイブファイルをローカルコンピュータに配置するために[参照]ボ
タンをクリックしてファイルを選択し、［ファイル送信］ボタンをクリッ

クします。

 Webサーバディレクトリおよびファイルのオリジナルの構造に戻すには、以
下の操作を実行します。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。
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2 ［サービス］グループの ［スケルトン］アイコンをクリックします。

3 [デフォルト]ボタンをクリックします。
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ユーザアカウントの管理

Pleskユーザ階層は以下の 3つのユーザレベルに制限されています。 クライアントアカ
ウント、ドメイン管理者アカウント、E-mailユーザアカウントです。 こういったタイプの

ユーザはすべて自身のWebサイトおよび E-mailアカウントの管理の為にコントロール
パネルにアクセスできます。

ホスティングサービスの再販や多数のドメイン/Webサイトのホスティングが必要な顧
客のためにクライアントアカウントを作成する必要があります。 その場合、リセラーは
顧客のためにドメイン管理者アカウントを作成することができます。 ドメイン管理者
のアカウントはユーザのサイトがサーバー上でホストされたあとでのみ作成可能です。 

ドメイン管理者アカウントは 1つのサイトの所有のみに制限されています。ただし、管

理者は自身のドメインの下のメールホスティングサービスをその他のユーザに提供で

きます。 そのため E-mailユーザアカウントがコントロールパネルにアクセスするために
作成および生成されます。

章 8
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ユーザアカウントの追加

この章では顧客またはリセラーの為に作成するクライアントレベルアカウントについ

て説明します。

ドメイン管理者のアカウントをリセラーの顧客用に作成する必要がある場合は、権限を

与え、リソースを割り当てます。詳細は「Webサイトのホスティングアカウントの設定」 

『ページ数 130』のセクションをご参照ください。

E-mailユーザのアカウントを作成する必要がある場合は「メールボックスの作成」のセ

クションをご参照ください。

 新規の顧客またはリセラーを追加するには、以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[クライアント]ショートカットをクリックします。

2 ［ツール］グループの [新規クライアントアカウントの追加]アイコンを
クリックします。

3 連絡先および請求先の情報を指定します。 担当者名、ログイン名、パスワ
ードは必須項目です。

4 ユーザアカウントのテンプレートをあらかじめ定義してある場合、[テン
プレート選択]ドロップダウンボックスから必要なテンプレートを選択し

ます。

5 [クライアントのIPプール設定に進む]チェックボックスは選択したままにし

ておきます。ユーザに1つ以上のIPアドレスを割り当てる必要があるため

です。この割り当てをしないと、顧客はサイトをホストすることができま

せん。 [OK]をクリックします。
6 顧客にIPアドレスを割り当てます。 [利用可能なIP]ボックスでアドレスを
選択し[追加>>] をクリックします。 E-コマースサイトのホスティングの顧
客は専用IPアドレスを必要とします。 1つのサイトにつき1つの専用IPア
ドレスが必要です。 

7 [OK]をクリックします。 これでクライアントアカウント管理画面が開きま

す。 

顧客が自分のコントロールパネルアカウントにログインし操作を始めると、最初に

この画面が表示されます。 このため、この画面はクライアントホームページと呼ば

れます。 コントロールパネルの環境を紹介するツアーに顧客を案内するため、クラ

イアントの信用情報を使用してコントロールパネルにログインする必要がある場合

があります。詳しくは、「Plesk Client's Guide」をご参照ください。

8 テンプレートを使用してユーザアカウントを作成した後、顧客にリソース

をプロビジョンするには、[ツール]グループの [制限]アイコンをクリッ
クします。

9 以下の設定を指定します。
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 ドメインの上限数。 顧客がサーバでホスティングできるドメイン名/Webサイト
の合計数を指定します。 これにはサーバでホスティングされるWebサイトと、他
のサーバでホスティングされるWebサイトを示すドメインフォワーダが含まれ

ます。 ドメインエイリアス（このサーバでホスティングされるサイトの追加ド

メイン名）とサブドメインは別にカウントされ、このリソースタイプにより制限

されません。

 サブドメインの上限数。 顧客がホスティングできるサブドメインの合計数を指

定します。

 ドメインエイリアスの上限数。 顧客が自分のWebサイトで使用可能な代替ドメ

イン名の追加の総数を指定します。

 ディスク容量。 顧客に割り当てられるディスク容量の合計をメガバイトで指定

します。 ユーザのドメイン/Webサイトに関連するすべてのファイルが占有する

ディスク容量が含まれます。 Webサイトコンテンツ、データベース、アプリケー

ション、メールボックス、ログファイル、そしてバックアップファイルです。 いわ
ゆるソフトクォータです。 この割り当てを超えると、ユーザアカウントとドメイ

ン名/Webサイトは自動的に停止せず、各ユーザとユーザの顧客の E-mailアドレ
スに適切な注意が送信されるのみで、リソースの使用過多がユーザまたはユーザ

の顧客のコントロールパネルのユーザ名の左に表示されるアイコン (ナビゲー

ションペインの[クライアント] ショートカットをクリックしたときに表示され
るクライアントのリストを参照)、またはドメイン名（ナビゲーションペインの

[ドメイン]ショートマットをクリックしたときに表示されるドメイン名のリスト
を参照）により示されます。 

 トラフィックの上限量。  1 か月の間に、顧客のWebサイトから転送できるデータ

の量をメガバイトで指定します。 制限に達すると、適切な通知がユーザまたはユ

ーザの顧客の E-mailアドレスに送信され、リソースの使用過多が、コントロール

パネルのユーザ名の左に表示される、該当するアイコン (ナビゲーションペイ

ンの[クライアント] ショートカットをクリックしたときに表示されるクライア
ントのリストを参照)、またはドメイン名（ナビゲーションペインの[ドメイン]シ
ョートマットをクリックしたときに表示されるドメイン名のリストを参照）に

より示されます。 

 Webユーザの上限数。 顧客が自分のドメイン内の他のユーザ用にホスティング
できる、個人用Webページの合計数を指定します。 このサービスは主に、学生や

スタッフの非営利的なパーソナルページをホストする教育機関に使用されてい

ます。 そういったページのWebアドレスは通常 http://your-domain.com/~username
となります。 詳細については「個人用Webページのホスティング」 『ページ数

169』のセクションをご参照ください。

 データベースの上限数 顧客がサーバでホスティングできるデータベースの合計

数を指定します。

 メールボックスの上限数。 顧客がサーバでホスティングできるメールボックス
の合計数を指定します。

 メールボックスクォータ。 各メールボックスに割り当てられるディスク空き容

量をキロバイトで指定します。
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 メールリダイレクトの上限数。 1つの宛先に対して顧客が設定できるメールフォ

ワーダの合計数を指定します。

 メールグループの上限数。 1つの宛先に対して顧客が設定できるメールフォワー

ダの合計数を指定します。

 メール自動応答の上限数。 顧客が設定できるメール自動応答の合計数を指定し

ます。

 メーリングリストの上限数。 顧客がサーバでホスティングできるメーリングリ
ストの合計数を指定します。  ユーザにメーリングリストを提供するには、GNU 
Mailmanソフトウェアをインストールする必要があります。

 Javaアプリケーションの上限数。 サーバでホスト可能な Javaアプリケーション

またはアプレットの総数を指定します。

 有効期間。 ホスティングアカウントの期間を指定します。 この期間が終了すれば、

顧客のすべてのドメイン/Webサイトは停止されます。そのWeb、FTP、メールサ
ービスはインターネットユーザにはアクセスできなくなります。また、リセラー

およびその顧客（ドメインオーナー）はコントロールパネルにログインできな

くなります。 アカウントは自動では更新できません。そこで、ホストされたドメ

イン名やWebサイトを元の操作に戻すために、手動でユーザアカウントを更新

しなければならなくなります。 ナビゲーションペインで［クライアント］をク

リックし、必要なクライアント名をクリックし、  ［制限］アイコンをクリッ
クし、他の期間を［有効期間］ボックスに指定し、［OK］をクリックしてから、

［ツール］グループの  ［有効化］アイコンをクリックします（［クライア
ント］>［クライアント名］）。

10 [OK]をクリックします。
11 顧客がコントロールパネル経由で実行できるオペレーションを指定する

には、そのユーザアカウントを事前定義済みのユーザアカウントテンプレ

ートを使用せずに作成した場合は、[ツール]グループの [権限]をクリッ
クします。

12 必要な権限を顧客に供与します。 

 コントロールパネルへのアクセス。 顧客が自分のアカウントとサイトを管理す
る場合、コントロールパネルにアクセスできるかどうかを指定します。

 ドメイン作成。 顧客が新規サイトにホスティングアカウントを設定できるかど

うかを指定します。

 物理的ホスティング管理。 顧客がホスティングアカウントの設定、ホスティング
アカウント機能の変更、およびプログラミング言語とスクリプト言語のサポート

のオン/オフ切り替えを実行できるかどうかを指定します。
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 PHPセーフモード管理。 顧客が自分のサイトで PHPセーフモードをオフに切り

替えることが出来るかどうかを指定します。 デフォルトでは PHPは機能上の制

限からセーフモードで操作するよう設定されています。 PHPセーフモードにつ

いて詳細は  http://php.net/features.safe-mode http://php.net/features.safe-mode  をご参
照ください。 Webアプリケーションによってはセーフモードが有効になってい

ると正常に動作しないことがあります。 サイトのアプリケーションがセーフモ

ードのために失敗した場合はホスティングアカウントプロパティで［PHP 
'safe_mode' on］チェックボックスの選択を外してセーフモードをオフに切り替

えてください（Hostingグループで［ドメイン］ > ［ドメイン名］ > ［設定］ア
イコン）。

 サーバへの Shellアクセスの管理 カスタマが Secure Shellプロトコル経由でサー
バ shellにアクセスし、自分の顧客にもそれを許可することができるかどうかを

指定します。

 ハードディスククォータ割り当て。 顧客が自分のWebサイト用に、および顧客自
身の顧客のWebサイト用にディスク空き容量でハードクォータを割り当てられ

るかどうかを指定します。

 サブドメイン管理。 顧客が自分のドメイン内で追加サイトを設定し、顧客自身の

顧客にも追加サイトの設定を許可できるかどうかを指定します。

 ドメインエイリアスの管理。 顧客が自分のドメイン内で代替ドメイン名を追加

設定し、顧客のユーザにも代替ドメイン名の追加設定を許可できるかどうかを指

定します。

 ログローテーション管理。 顧客が自分のサイトで処理されたログファイルのク

リーンアップと再利用を調整できるかどうかを指定します。

 匿名 FTP管理。 顧客が自分のすべてのユーザがログインとパスワードを入力せ
ずに、ファイルをダウンロードおよびアップロードできる FTPディレクトリを
設定できるかどうかを指定します。匿名 FTPサービスを使用する為には、Webサ
イトが専用 IPアドレスに常駐している必要があります。 匿名 FTPサービスを使
用するためには、Webサイトが専用 IPアドレスに常駐している必要があります。

 Crontab管理 顧客が Crontabタスクスケジューラでタスクをスケジューリングで

きるかどうかを指定します。 スケジューリングされたタスクは、スクリプトまた

はユーティリティの予定に沿った実行に使用できます。

 ドメイン制限調整。 顧客が自身のアカウントのリソース割り当てを変更（この

手順のステップ 9で説明されています）できるかどうかを指定します  

 DNSゾーン管理。 顧客が自分のドメインのDNS ゾーンを管理できるかどうかを

指定します。

 Javaアプリケーション管理 顧客がコントロールパネルを使用して、Webサイト
に Javaアプリケーションおよびアプレットをインストールできるかどうかを指

定します。

 メーリングリスト管理顧客がGNU Mailmanソフトウェア提供のメーリングリス

トを使用できるかどうかを指定します。

 スパムフィルタ管理。 顧客が SpamAssassinソフトウェア提供の SpamAssassinス
パムフィルタ使用できるかどうかを指定します。
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 Dr.Webアンチウィルス管理 顧客が送受信メールのフィルタ処理のためのサーバ

側のアンチウィルス保護を使用できるかどうかを指定します。

 バックアップ/復元の許可。 顧客がコントロールパネルの機能を使用して、顧客の

サイトをバックアップおよび復元できるかどうかを指定します。 サーバへのバ
ックアップファイルの保存を許可するには［ローカルリポジトリ］チェックボ

ックスを選択し、顧客がバックアップを保存するのに任意の FTPサーバを使用
するのを許可するには［リモート(FTP)リポジトリ］チェックボックスを選択し

ます。

 リモート XMLインターフェースの使用機能。 顧客が自分のWebサイトを、カス
タムアプリケーションを使用してリモートで管理できるかどうかを指定します。 

Webサイトに統合されるカスタムアプリケーションの開発にXMLインターフ
ェースを使用できます。このカスタムアプリケーションは、ホスティングアカウ

ントの設定の自動化、および顧客がリセラーのサイトからホスティングサービス

を購入するためのサービス設定の自動化などに使用できます。 XMLインターフ
ェースのリモート操作は、サーバ上のドメイン名/Webスペースの設定と削除、ド

メインとWebサイトに関連した選択設定とホスティングサービスの変更、ドメ

インの関連情報の取得に制限されます。 PleskコントロールパネルのXMLイン
ターフェース（別名 Plesk API RPC）の使用方法の詳細は、
http://download1.swsoft.com/Plesk/Plesk7.5/Doc/plesk-7.5r-sdk-
html/docs/plesk_agent/ch01.html      をご参照ください  。

 ユーザインターフェース。 顧客が使用できるユーザインターフェースのタイプ、

すなわち標準、デスクトップ、または両方から指定します。

 デスクトップ管理。 顧客が自分のデスクトップインターフェースをカスタマイ

ズできるかどうかを指定します。

13 [OK]をクリックします。

これで顧客にコントロールパネルへのURLとログイン認証を通知することができます。

ユーザアカウントの変更

 顧客の IPプールから IPアドレスを追加または削除するには、以下を実行して
ください。

1 ナビゲーションペインの[クライアント]ショートカットをクリックします。
2 必要なクライアント名をクリックします。

3 [IPプール]をクリックします。

 IPアドレスを割り当てるには、 [新規 IPアドレスの追加]をクリックして[利
用可能な IP]ボックスでアドレスを選択し（キーボードの Ctrl  ボタンを押したま

ま必要なアドレスを左クリックすると複数の IPアドレスを選択できます）、
[OK]をクリックします。

 IPアドレスを削除するには、該当するチェックボックスをチェックして、 [選択
対象を削除]をクリックします。 削除を確認して[OK]をクリックします。
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 IPアドレスに SSL 証明書を割り当てるには、必要な IPアドレスをクリックし
[SSL証明書]ドロップダウンボックスで証明書を選択して[OK]をクリックします。

 ユーザが IPアドレスを使用してサーバのWebリソースを参照した際に（同じ

IPアドレスを共用するサイトのみ）開くWebサイトを指定するには、[ホスティ
ング]カラムの数字をクリックし、ドメイン名を選択して   [デフォルトとして
設定]をクリックします。

 連絡先情報を更新したりコントロールパネルへのアクセスの為のパスワー

ドを変更するには、以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[クライアント]ショートカットをクリックします。
2 必要なクライアント名をクリックします。

3 ［ツール］グループの [編集]アイコンをクリックします。
4 必要に応じて情報を入力し、[OK]をクリックします。

 ユーザの FTPパスワードを変更するには、以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 必要なドメイン名をクリックします。

3 [ホスティング]グループの [設定]アイコンをクリックします。
4 [新規FTPパスワード]ボックスおよび[パスワードの確認]ボックスで新規パ

スワードの入力と確認を行います。

5 [OK]をクリックします。

 顧客がコントロールパネルを通じて実行できる操作の権限を変更するには、

以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[クライアント]ショートカットをクリックします。
2 必要なクライアント名をクリックします。

3 ［ツール］グループの [権限]アイコンをクリックします。
4 必要な権限を入力し、[OK]をクリックします。

 顧客に追加でリソースを割り当てるには、以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[クライアント]ショートカットをクリックします。
2 必要なクライアント名をクリックします。

3 ［ツール］グループの [制限]アイコンをクリックします。
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4 リソース割り当てを入力して、[OK]をクリックします。

 ユーザのコントロールパネルインターフェース言語およびスキンを変更す

るには、以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[クライアント]ショートカットをクリックします。
2 必要なクライアント名をクリックします。

3 ［ツール］グループの ［選択設定］アイコンをクリックします。

4 インターフェース言語、スキン、インターフェースのカスタマイズテンプ

レートを指定して[OK]をクリックします。
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リセラーの顧客（ドメイン管理者）のアカウントの変更

 リセラーの顧客がコントロールパネルにアクセスするのを許可するには、以

下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 必要なドメイン名をクリックします。

3 [ドメイン]グループの [ドメイン管理者]アイコンをクリックします。
4 [ドメイン管理者のアクセスを許可する]チェックボックスを選択し、コント

ロールパネルへのアクセスの為のパスワード（ドメイン管理者のログイ

ン名が常にその人物自身のドメイン名となります）を入力し、連絡情報を

入力してユーザがコントロールパネルを通じて実行できるようにする操

作を指定します。

5 [OK]をクリックします。

 連絡先情報を更新したりコントロールパネルへのアクセスの為のパスワー

ドを変更するには、以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 必要なドメイン名をクリックします。

3 [ドメイン]グループの [ドメイン管理者]アイコンをクリックします。
4 必要に応じて情報を入力し、[OK]をクリックします。

 ユーザの FTPパスワードを変更するには、以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 必要なドメイン名をクリックします。

3 [ホスティング]グループの [設定]アイコンをクリックします。
4 [新規FTPパスワード]ボックスおよび[パスワードの確認]ボックスで新規パ

スワードの入力と確認を行います。

5 [OK]をクリックします。

 サイトオーナーがコントロールパネルを通じて実行できる操作の許可を変

更するには、以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 必要なドメイン名をクリックします。
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3 [ドメイン]グループの [ドメイン管理者]アイコンをクリックします。
4 必要な権限を入力し、[OK]をクリックします。

 サイトオーナーに追加でリソースを割り当てるには、以下を実行してくださ

い。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 必要なドメイン名をクリックします。

3 [ツール]グループの [制限]アイコンをクリックします。
4 リソース割り当てを入力して、[OK]をクリックします。

 ユーザのコントロールパネルインターフェース言語およびスキンを変更す

るには、以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 必要なドメイン名をクリックします。

3 [ドメイン]グループの [ドメイン管理者]アイコンをクリックします。
4 インターフェース言語、スキン、インターフェースのカスタマイズテンプ

レートを指定して[OK]をクリックします。
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多数のホスティングアカウントへの類似の変更の実行

 多数のホスティングアカウントに対して同時にホスティングオプションを

変更するには、以下を実行します。

1 必要なホスティングアカウントを選択します。

 複数のドメイン管理者アカウントを一度に変更するには、ナビゲーションペイン

の[ドメイン]ショートカットをクリックして該当するドメイン名のチェックボッ

クスを選択します。

または、

 複数のクライアント管理者アカウントを一度に変更するには、ナビゲーションペ

インの[クライアント]ショートカットをクリックして該当するドメイン名のチェ

ックボックスを選択します。

2 [一括操作]をクリックします。
3 [権限]セクション（クライアントアカウントの編集時にのみ有効です）に

すべてのクライアント権限のリストが表示されます。  クライアントのア
クションの可用性を変更するには、[有効化]または[無効化]するために適切

なラジオボタンを選択します。[変更しない]を選択すると変更されません。

4 [制限]セクションにはすべてのホスティングアカウントの制限が表示され
ます。 制限を変更するには、リストの左側で適切なドロップダウンボック

スを選択します。 必要に応じて、設定を調整してください。

 制限を削除するには[無制限]を選択します。

 具体的な値で制限を設定するには[値]を選択して指定の値を数字で入力します。

 [増加(+)]を選択し、値の種類具体的な単位またはパーセント）を選択して数値を

入力し、指定の値（具体的な単位またはパーセントで）だけ対応する限度を増加

させます。

 [減少(-)]を選択し、値の種類具体的な単位またはパーセント）を選択して数値を

入力し、指定の値（具体的な単位またはパーセントで）だけ対応する限度を減少

させます。

 変更しない場合には[変更しない]値が選択されたままにします。

5 [ホスティング]セクション（ドメイン管理者アカウントの編集時にのみ有

効です）にすべてのホスティングパラメータのリストが表示されます。 

ドメインの機能の可用性を変更するには、[有効化]または[無効化]するため
に適切なラジオボタンを選択します。[変更しない]を選択すると変更され

ません。

6 [選択設定]セクションにはすべてのホスティングアカウントの選択設定が
表示されます。 ドメインの機能の設定を変更するには、[有効化]または[無
効化]するために適切なラジオボタンを選択します。[変更しない]を選択す
ると変更されません。
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7 [サービス]セクション（ドメイン管理者アカウントの編集時にのみ有効で

す）で様々なドメインサービスの可用性を定義することができます。 そ
れには、[有効化]または[無効化]するために適切なラジオボタンを選択しま

す。[変更しない]を選択すると変更されません。

8 [OK]をクリックします。

ユーザアカウントの保留と保留解除

 ユーザアカウントおよびユーザサイトを保留するには、以下を実行してくだ

さい。

1  [クライアント]に進んで必要なクライアント名をクリックします。

2 ［ツール］グループの ［無効化］アイコンをクリックします。

ユーザおよびその顧客（サイトオーナー）によるコントロールパネルへのアクセス

が拒否されます。 ユーザのドメイン/Webサイトは保留され、インターネットユーザ

は、そのユーザのWeb、FTP、メールサービスにアクセスできなくなります。

 ユーザアカウントおよびユーザサイトの保留を解除するには、以下を実行し

てください。

1  [クライアント]に進んで必要なクライアント名をクリックします。

2 ［ツール］グループの [有効化]アイコンをクリックします。

 ドメイン管理者アカウントのドメイン/Webサイトを保留するには、以下を実
行してください。

1  [ドメイン]に進んで必要なクライアント名をクリックします。

2 ［無効化］をクリックします。

ドメインおよびWebサイトは保留されます。そのWeb、FTP、メールサービスはイン
ターネットユーザにはアクセスできなくなります。また、ドメインオーナーはコント

ロールパネルにログインできなくなります。 

 ドメイン管理者アカウントのドメイン/Webサイトを保留を解除するには、以
下を実行してください。

1  [ドメイン]に進んで必要なクライアント名をクリックします。

2 [有効化]をクリックします。
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ユーザアカウントの削除

 Webサイトを持つユーザアカウントを削除するには、以下を実行してくださ
い。

1 ナビゲーションペインの[クライアント]ショートカットをクリックします。
2 削除するユーザアカウントに該当するチェックボックスを選択し、 [選
択対象を削除]アイコンをクリックします。

3 削除を確認して[OK]をクリックします。
すべてのユーザサイトを持つユーザアカウントがサーバから削除されます。

 Webサイトを持つサイトオーナーアカウントをサーバから削除するには、以
下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 削除するドメイン/Webサイトに該当するチェックボックスを選択し、

[選択対象を削除]をクリックします。
3 削除を確認して[OK]をクリックします。
ドメイン管理者のアカウントとドメイン/Webサイトに関連するすべてのデータが

サーバから削除されます。
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Webサイトのホスティング

ドメイン名の取得

インターネットでWebサイトを公開する前に、ドメイン名登録機関に一意のドメイン

名を登録する必要があります。 ドメイン名は記憶しやすいWebサイトアドレスにしま
す。

Webサイトを訪れるには、ドメイン名（例：your-domain.com）またはURL（例： 

http://www.your-domain.com）をブラウザのアドレスバーに入力します。 要求されたサ

イトを表示するには、ブラウザはまずその要求されたドメイン名に対応する IPアドレ
スを見つける必要があります。IPアドレスにより表現されるマシンのアドレス、つまり

ドメイン名は人の手を介して作成されるからです。 ブラウザは分散DNS内のネームサ
ーバを照会し、DNSは要求されたドメイン名を IPアドレスに変換してブラウザに IPア
ドレスを返します。 そして、ブラウザは指定の IPアドレスのWebサーバに接続し、そこ

からWebページを取得します。 このようにして他のユーザがドメイン名を使用してサ
イトを探せるようにするには、DNSにドメイン名を登録する必要があります。

サイトのドメイン名を選ぶ際は、自分のビジネス、ブランド名、興味に関連した言葉の組

み合わせを考えましょう。 ドメイン名は記憶しやすいものにします。 ドメイン名がいく
つかの単語から成る場合、ハイフンで区切る必要があるかもしれません。 これはサーチ

エンジンがそれぞれの単語を識別するのを容易にするためであり、ユーザはより早くサ

イトを見つけることができます。

潜在的な顧客が自分のWebサイトを見つける可能性を高めるためには、同じドメイン

名のハイフンがないバリエーションも購入しておく必要があるかも知れません。 your-
domain.com、your-domain.netなどです。ドメイン名が 1つの単語から成る場合でも、ユー

ザのミススペルやタイプミスも考慮して、オリジナルのサイトにポイントするミススペ

ルのバリエーションで 1つ以上のドメイン名を購入する必要もあるかもしれません。 

実際の例として、次のようなものがあります。 オリジナルのWebサイトのアドレス
www.google.com      を持つ      Google      サーチエンジンです。単語の隣同士のアルファベットを

間違って入力したり、余計なアルファベットを入力したりすることは誰にでもあるので、

追加で 3つのドメイン名がオリジナルサイトをポイントするよう設定されています。 

www.googel.com      と      www  .goolge.com      と      www  .gooogle.com      です  。

適切なドメイン名を決めたら、ご自分でドメイン名登録機関に登録するかサービスプロ

バイダに依頼してください。 登録費用は登録機関により異なります（通常、年間 4～10
米ドルです）。

サービスプロバイダがそのオプションを有効にしていれば、Plesk経由でドメイン名を
登録および管理することが可能です。 

 Plesk経由でドメイン名を登録するには、ホームページの [登録]アイコンをクリ
ックします。 MyPlesk.comのWebサイトが開き、段階を追ったウィザードで登録手

続きができます。
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 Plesk経由でドメイン名を管理するには、ホームページの [管理]アイコンをクリ
ックします。 MyPlesk.comのWebサイトが開き、ログインしてドメイン名を管理す

ることができます。
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Webサイトのホスティングアカウントの設定
 サーバ上でWebサイトをホストするには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[クライアント]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なクライアントをクリックします。

3 [新規ドメインを追加]をクリックします。
4 登録したドメイン名と同じものを指定します。 www.your-domain.com      の  
ような一般的な      URL      でユーザがWebサイトのアクセスできるよう許可す
るには、[www]チェックボックスは選択したままにします。 

ドメイン名の前にwww エイリアスをつけたるのは無料でできますが、この場合はブ

ラウザに入力した文字に関係なくユーザにWebサイトへのアクセスを許可するこ
とになります。 www.your-domain.com  と your-domain.com、どちらも同じサイトをポ

イントします。

5 このクライアント向けにすでにドメインテンプレートを作成しすべての

ホスティング機能とリソース利用割り当てを定義している場合（「ドメイ

ンおよびWebサイトの設定の単純化」 『ページ数102』の章で説明されてい

ます）、[テンプレート選択]ボックスで必要なテンプレートを選択します。
6 選択先のIPアドレスの数がある場合、[IPアドレスの選択]ドロップダウンボ
ックスから必要なアドレスを選択します。 

SSL(Secure Sockets Layer)データ暗号化を実行するために、E-コマースサイトは IPア
ドレス（他のサイトと共有でない）が必要であることを忘れないでください。

7 [ホスティング設定に進む]チェックボックスがチェックされていることを

確認して、[OK]をクリックします。
8 自分のマシンでWebサイトをホストするには、[物理ホスティング]オプシ
ョンを選択します。 

この操作が完了すると、コントロールパネルがこのマシンの新しいドメイン名とな

るドメイン名サーバを設定し、新しいWebサイトをサーブするWebサーバを準備し

ます。 適切なリソースレコードを持つ新しいゾーンファイルがドメイン名サーバの

設定ファイルとして追加され、WebスペースがWebサーバのディレクトリ内に作成
され、必要なユーザアカウントがサーバ上に作成されます。 
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注： サイトが他のマシンでホストされる場合、コントロールパネルのDNSサーバ
をサイトのDNS ゾーンのサーブの為だけに使用するには、[フレーム転送]または[標
準転送]オプションのいずれかを選択します。 スタンダード転送では、ユーザはその

サイトにリダイレクトされ、実際のサイトURLがユーザのブラウザに示されます。
従って、ユーザは別のURLへリダイレクトされていることが常に分かります。 フレ
ーム転送では、ユーザはそのサイトが実際は別の場所にあることを知らずにリダイ

レクトされます。 例えば、以下のようになります。 顧客が無料の個人Webサイトを
インターネットサービスプロバイダまたは無料のWebホストを利用して持ってい

て、そのWebサイトのアドレスが http://www.geocities.com/~myhomepage  の場合に、 

顧客は第 2レベルのドメイン名www.myname.com  を購入し、そのWebサイトへのド
メインの転送を希望したとします。 このような場合では、通常[フレーム転送]サービ
スを選択します。 詳細については「他のサーバにホストされているサイトのドメイ

ン名を使用する（ドメイン転送）」の章をご参照ください。

9  ホスティングアカウントのプロパティを指定します。

 SSL対応  Secure Sockets Layer（SSL）暗号化は一般に専用 IPアドレス上で実行

される e-コマースWebサイトでのオンライントランザクションの間の機密デー

タの転送を保護するために使用されます。 暗号化プロセスに参加する SSL 認証

は、通常単一の IPアドレス上の単一のドメイン名に適用されます。そこで、SSL
プロテクションを必要とする各サイトは専用 IPアドレス上でホストされる必要
があります。 例外はサブドメインで、ここではワイルドカード認証で保護するこ

とができます。 単一のアドレス（共有またはネームベースホスティング）上で

異なるドメイン名を持ついくつかのWebサイトをホストするWebサーバ上に
SSL 認証をインストールすることは技術的に可能ですが、この方法はお奨めしま

せん。 暗号化は行われますが、セキュアサイトに接続しようとすると、ユーザに

警告メッセージが表示されます。 Webサイト用の SSL 暗号化を許可するには、

［SSL対応］チェックボックスを選択してください。

 SSLコンテンツおよび非 SSLコンテンツを格納する為の単一のディレクトリの
使用 デフォルトでは、ユーザが FTPアカウントを通じてサイトを公開する場合、

httpsdocsディレクトリへのセキュアな接続を経由してアクセスできるようにし

なければならないWebコンテンツおよびプレーンHTTPを経由して httpdocsデ
ィレクトリにアクセスできるようにしなければなならないWebコンテンツをア

ップロードする必要があります。 単一の場所（httpdocsディレクトリ）を通

じて全てのコンテンツを公開するのに便利なように、［SSLおよび非 SSLコンテ
ンツの格納用に単一ディレクトリの使用］チェックボックスを選択してくださ

い。

 FTPログインおよび FTPパスワード  FTP経由のサーバへのサイトを発行するの

に使用するユーザ名およびパスワードを指定します。 [パスワードの確認]ボック
スでパスワードを再入力してください。
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 ハードディスククォータ  このサイトのWebスペースに割り当てるディスク容

量をメガバイト単位で指定します。 これは、制限に達した場合にさらに多くのフ
ァイルをWebスペースに書き込めないようにする、いわゆるハードクォータで

す。 ファイルを書き込もうとすると、ユーザには「ディスクの空き容量不足」エラ

ーが発生します。 ハードクォータはサーバのオペレーティングシステムで有効

化されます。[ハードディスククォータ]フィールドで「ハードディスククォータ対

応なし」という旨のコメントが表示されていて、ハードクォータを使用したい場

合は、 プロバイダまたはサーバ管理者に連絡してクォータを有効にするよう依

頼してください。

 FTPユーザの 信用情報でのサーバへの Shellアクセス  これにより、サイトオーナ
ーは Secure Socket Shell 接続を通じて信頼性を持ってWebコンテンツをサーバ

にアップロードできます。ただし、Shellアクセスを許可することによってもサー

バセキュリティに対する潜在的な脅威がもたらせれます。  そこで、Shellアクセ
スを許可しないことをお奨めします。［禁止］オプションを選択したままにして

ください。

 FrontPage対応Microsoft FrontPageは人気のあるWebサイト開発ツールです。 ユ
ーザがMicrosoft FrontPageを通じてサイトを公開したり、修正したりできるよう

に、［FrontPage対応］および［FrontPage over SSL対応］チェックボックスを選

択し、[FrontPageオーサリング]オプションを［有効］に設定して、 [FrontPage管
理者ログイン]および[パスワード]を指定します。

 動的WebサイトおよびサーバサイドWebアプリケーションの開発に幅広く使用
される言語のプログラミングおよびスクリプトへの対応  以下のどのプログラミ
ング言語またはスクリプト言語がWebサーバにより割り込み、実行または処理

されるのかを指定します。 Active Server Pages（ASP）、Server Side Includes 
（SSI）、PHP hypertext preprocessor（PHP）、 Common Gateway Interface 
（CGI）、Python、ColdFusionおよびMiva e-コマースソリューションに必要な
Mivaスクリプト。 デフォルトでは PHPは機能上の制限からセーフモードで操作

するよう設定されています。 PHPセーフモードについて詳細は 

http://php.net/features.safe-mode http://php.net/features.safe-mode  をご参照ください。 
Webアプリケーションによってはセーフモードが有効になっていると正常に動

作しないことがあります。 サイトのアプリケーションがセーフモードのために

失敗した場合はホスティングアカウントプロパティで［PHP 'safe_mode' on］チ

ェックボックスの選択を外してセーフモードをオフに切り替えてください

（Hostingグループで［ドメイン］ > ［ドメイン名］ > ［設定］アイコン）。

 Web統計。  ドメインおよびWebサイトオーナーがサイトや表示したサイトのペ
ージの訪問者の人数に関する情報を表示できるようにするために、［Web統計］
メニュー（AWStatsがお奨めです）および［パスワードで保護されたディレク
トリ /plesk-stat/ 経由でアクセス可能］チェックボックスを選択します。 これによ
りWebalizer 統計ソフトウェアがインストールされますが、このソフトウェアに

よりレポートが生成され、そのレポートをパスワードで保護されたディレクトリ

に配置されます。 ドメインやWebサイトのオーナーは自分の FTPアカウントの
ログインとパスワードを使用して、URL  https://your-domain.com/plesk-stat/ にある
Web 統計にアクセスできます。
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注： ある統計プログラムから他に切り替えた場合、前の統計プログラムを使用
して生成されたレポートはすべてサーバから削除されます。  

 カスタムエラードキュメント。 サイトを訪れているビジターがWebサーバが見
つけられないページを要求する場合、Webサーバによりエラーメッセージを伴

った標準のHTMLページが生成、表示されます。 ご自身のエラーページを作成し、

ご自身のサーバ上でそのページを使用したり、顧客が使用できるようにしたりす

る場合は、［カスタムエラードキュメント］チェックボックスを選択します。

10 [OK]をクリックします。 

これで、サーバが新しいWebサイトを格納する準備が整いました。サイトのオーナ

ーはこのサーバ上でサイトを公開できます。 Webサイトの公開方法については、こ

のガイドの「サイトの公開」 『ページ数 139』セクションをご参照ください。 

注： このドメイン名を他のWebホストから転送する場合、ドメイン名レジストラと

ともにホストDNSアドレスを更新し、自分のネームサーバにポイントされるように

する必要があります。 レジストラのWebサイトにログインし、ドメインのホストの
ポインタを管理するのに使用するフォームを配置し、現在のDNSホスト設定を自分
のネームサーバのホスト名で書き換えます。  新しいネームサーバの情報は、48時間
以内にDNSシステム全体に行き渡ります。

このサーバでホストされるサイトのポイント先として複数のドメイン名を登録してい

る場合、ドメインエイリアスを設定する必要があります。 詳しくは、「サイトの追加のド

メイン名（ドメインエイリアス）の設定」セクションをご参照ください。

ご自分のマシンで他のサーバ上でホストされているサイトへのポイント先として複数

のドメインをホストする必要がある場合、ドメイン転送を設定する必要があります。 詳
しくは、「他のサーバにホストされているサイトのドメイン名を使用する（ドメイン転

送）」の章をご参照ください。
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1つのサイトで消費可能なリソースの量の制限

デフォルトでは、ドメインテンプレートを使用せずに設定した新しいWebサイトは帯
域幅（データ転送）とディスク容量を制限なしで消費できます。

 サイトで消費できるリソースの量を制限するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 必要なドメイン名をクリックします。

3 [制限]アイコンをクリックします。
4 必要に応じて、リソース使用量割り当てを調整します。

 サブドメインの上限数。 このドメインの下にホストできるサブドメインの数を
指定します。

 ドメインエイリアスの上限数。 サイトオーナーが自分のWebサイトで使用可能

な代替ドメイン名の追加の総数を指定します。

 ディスク容量。 ドメインに関連しているホスティングアカウントに割り当てら

れるディスク空き容量の総量を指定します。 この量はメガバイトで計測されま

す。 全てのドメインおよびWebサイトに関連する全てのファイルが占有するデ

ィスクの空き容量が含まれます。 Webサイトコンテンツ、データベース、アプリ

ケーション、メールボックス、ログファイル、そしてバックアップファイルです。 

いわゆるソフトクォータです。 超過すると、ドメイン名やWebサイトは自動的に

停止されることはなく、貴方とサイトオーナーの E-mailアドレスにその旨通知

が送られ、リソースの過多量は名前の左側のコントロールパネルに表示されてい

るアイコン に示されます（ナビゲーションペインの［ドメイン］ショートカ

ットをクリックすると表示されるドメイン名のリストをご参照ください）。 そ
れによって、Webサイトで何をするかはご自身で決めることができます。

 支払いの猶予期間後にドメインオーナーに通知してドメインまたはWebサイトを
停止することができます（営業上あまりいい方法でありませんが、その方法をとる

場合は「ホスティングアカウントおよびWebサイトの保留と保留解除」セクション

をご参照ください）。

または

 顧客のアカウントのアップグレード （アカウントのアップグレードについての詳

細は「ユーザアカウントの変更」 『ページ数 120』のセクションをご参照ください）。
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 トラフィックの上限量。 1ヶ月間にWebサイトから転送できるデータ量をメガ

バイトで指定します。 制限量に達すると、貴方とサイトオーナーの E-mailアドレ
スにその旨通知が送られ、リソースの過多量は名前の左側のコントロールパネル

に表示されているアイコン に示されます（ナビゲーションペインの［ドメイ

ン］ショートカットをクリックすると表示されるドメイン名のリストをご参照

ください）。 Webサイトをより多くの人が訪れるようになりより多くの帯域幅
が必要になった場合は、アカウントのアップグレードをご検討ください（「ユー

ザアカウントの変更」 『ページ数 120』のセクションに出てくるアカウントのアッ
プグレードについての記述をご参照ください）。 

 Webユーザの上限数。  ドメインオーナーが自身のドメインの下の他のユーザの
ためにホストできる個人Webページ数を指定します。 このサービスは主に、学生

やスタッフの非営利的なパーソナルページをホストする教育機関に使用されて

います。 そういったページのWebアドレスは通常 http://your-
domain.com/~username  となります。 個人Webページに埋め込まれたスクリプト

が実行できるようにする場合は、［Webユーザーへのスクリプトの使用の許可］
チェックボックスを選択します。 詳細については「個人用Webページのホスティ

ング」 『ページ数 169』のセクションをご参照ください。

 データベースの上限数  1つのドメイン内でホストできるデータベースの数を指
定します。

 メールボックスの上限数。  1つのドメイン内でホストできるメールボックスの
数を指定します。　

 メールボックスクォータ。  1つのドメイン内の各メールボックスに割り当てら

れるディスク容量をキロバイトで指定します。 

 メールフォワーダの上限数  1つのドメイン内で使用できるメール転送の数を指

定します。　

 メール自動応答の上限数。  1つのドメイン内で設定できるメール自動応答の数
を指定します。　

 メーリングリストの上限数。  ドメインオーナーが 1つのドメイン内で実行可能

なメーリングリストの数を指定します。 メーリングリストはGNU Mailmanソフ
トウェアで提供されますので、顧客が使用する前にGNU Mailmanがインストー
ルおよび設定されている必要があります。 

 Javaアプリケーションの上限数。  ドメインオーナーが 1つのドメインにインス
トールできる Javaアプリケーションまたはアプレットの上限数を指定します。
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 有効期間。 ホスティングアカウントの期間を指定します。 この期間が終了すれば、

ドメインおよびWebサイトは停止されます。そのWeb、FTP、メールサービスは
インターネットユーザにはアクセスできなくなります。また、ドメインオーナー

はコントロールパネルにログインできなくなります。 アカウントのホスティン
グは自動では更新できません。そこで、ホストされたドメイン名やWebサイトを
元の操作に戻す為に、手動でホスティングアカウントを更新しなければならなく

なります。 ナビゲーションペインで［ドメイン］をクリックし、必要なドメイン

名をクリックし、  ［制限］アイコンをクリックし、他の期間を［有効期間］

ボックスに指定し、［OK］をクリックしてから、［ツール］グループの  

［有効化］アイコンをクリックします（［ドメイン］>［ドメイン名］）。

5 [OK]をクリックします。
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サイトのオーナーにコントロールパネルへのログインを許可する

 サイトのオーナーが自分のWebを管理する目的でコントロールパネルへロ
グインするのを許可するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 [ドメイン]グループの [ドメイン管理者]アイコンをクリックします。
4 [ドメイン管理者にアクセスを許可する]チェックボックスを選択します。

5 サイトのオーナーがコントロールパネルへのアクセスに使用するパスワ

ードを入力します。 

セキュリティ上の理由から、パスワードは 9文字以上とし、アルファベット、数字、記
号の組み合わせにする必要があります。 辞書に載っていそうな言葉や固有名詞は避

けましょう。

6 ユーザのコントロールパネル外観に関連する設定を指定します。 インタ
ーフェース言語、テーマ（スキン）、サイトのオーナーによりコントロー

ルパネル内のカスタムボタンに表示される文字数の制限などです。

7 サイトのオーナーがコントロールパネルで複数のセッションを同時に実

行できるようにするには、[複数のセッションの許可]チェックボックスを選

択したままにします。

8 [インターフェース画面が完全にロードされるまでコントロールパネルでユ
ーザが操作するのを禁止する]チェックボックスを選択したままにしてく

ださい。

そうすると、ユーザはコントロールパネルの準備ができるまでデータを送信したり

操作を実行することができないようになります。

9 サイトのオーナーが自分のコントロールパネルで実行できる操作を指定

します。

 物理的ホスティング管理。  ホスティングアカウントおよびWebスペースの完全
な制御を許可または禁止します。

 FTPパスワード管理  ユーザが自分の FTPアカウントパスワードを変更するのを

許可または禁止します。

 サーバへの Shellアクセスの管理  [クライアントに Shellアクセスを許可する権限
を与えない]オプションは選択したままにするようお奨めします。

 ハードディスククォータ割り当て。  Webスペースに割り当てられているディス

ククォータをサイトオーナーが自分で調整できるようにします。

 サブドメイン管理。  サイトオーナーにサブドメインの設定、修正、削除を許可ま

たは禁止します。

 ドメインエイリアスの管理。  サイトオーナーに追加のドメイン名をWebサイト
に設定することを許可または禁止します。

137



 ログローテーション管理。  サイトオーナーが処理済みのログファイルのクリー

ンアップを調整したり再利用するのを許可または禁止します。

 匿名 FTP管理。  サイトオーナーが自分のすべてのユーザがログインとパスワー
ドを入力せずに、ファイルをダウンロードおよびアップロードできる FTPディ
レクトリを設定するのを許可または禁止します。Anonymous FTPを使用するた
めには、Webサイトが専用 IPアドレスに常駐している必要があります。 匿名 FTP
を使用するためには、Webサイトが専用 IPアドレスに常駐している必要があり

ます。

 Crontab管理  サイトオーナーにクローンタブタスクスケジューラでタスクをス

ケジューリングするのを許可または禁止します。 スケジューリングされたタス

クは、スクリプトまたはユーティリティの予定に沿った実行に使用できます。

 DNSゾーン管理。  サイトオーナーに自分のドメインのDNS ゾーンの管理を許可

または禁止します。 この許可は経験豊かなユーザにのみ推奨されます。

 Javaアプリケーション管理  サイトオーナーにWebサイト上での Javaアプリケ

ーションおよびアプレットのインストールを許可または禁止します。

 メーリングリスト管理 サイトオーナーにGNU Mailmanソフトウェアで提供さ

れるメーリングリストの使用を許可または禁止します。

 スパムフィルタ管理。  サイトオーナーにGNU Mailmanソフトウェアで提供され

るスパムフィルタの使用を許可または禁止します。

 Dr.Webアンチウィルス管理  サイトオーナーに送受信メールのフィルタ処理の

ためのサーバ側のアンチウイルス保護の使用を許可または禁止します。  Dr.Web
アンチウィルスでは 15メールボックスを無料でフィルタリングします。 それ以
上の数のメールボックスをアンチウイルス保護する必要がある場合は、

www.drweb.com      からライセンスをご購入ください  。

 バックアップ/復元の許可。 サイトオーナーがコントロールパネルの機能を使用

して、自分のサイトをバックアップおよび復元できるかどうかを指定します。 バ
ックアップファイルをサーバに保存するのを許可するには[ローカルリポジトリ]
チェックボックスを選択します。 サイトオーナーが任意の FTPサーバを使用し
てバックアップを保存するのを許可するには、[リモート(FTP)リポジトリ]チェッ

クボックスを選択します。

 ユーザインターフェース。 使用できるユーザインターフェースのタイプ(標準、

デスクトップ、または両方)を表示します。

 デスクトップ管理。 サイトオーナーがデスクトップインターフェースをカスタ

マイズおよび管理できるかどうかを示します。

10 サイトオーナーの連絡情報を指定します。

11 [OK]をクリックします。

これで、顧客にコントロールパネルのURL、ログイン、パスワードを伝えることができ
るようになりました。 URLは https://<user's_domain_name>:8443となり、
<user's_domain_name>の部分はwww エイリアスなしのドメイン名です。 サイトオーナ
ーは、コントロールパネルへのログインに必要なログイン名として自分のドメイン名を

指定する必要があります（例：your-domain.com）。 
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サイトの公開

自分のサイトを公開するということは、サイトを構成するWebページ、スクリプト、グ

ラフィックファイルを自分のWebスペースにアップロードするということです。以下
のいずれかの方法で行います。

 FTP 接続経由

 Pleskファイルマネージャ経由

 セキュア Shell 接続経由（Linuxおよび FreeBSDオペレーティングシステムのユー
ザのみ利用可）

 Microsoft FrontPageソフトウェア経由（Microsoft Windowsオペレーティングシステ
ムのユーザのみ利用可）

FTPはファイルをアップロードするのに最もよく利用され、最も簡単な方法です。

FTP経由でのファイルのアップロード

1 FTPクライアントプログラムでサーバに接続します。この際、ホスティン

グアカウントの設定時に指定した、またはプロバイダから取得したFTPア
カウントの信用情報を使用します。 

ファイアウォールを設定している場合は、パッシブモードを有効にします。

2 HTTPプロトコル経由でアクセスするファイルとディレクトリを
httpdocsディレクトリにアップロードし、SSLプロトコル経由でセキュ

アに転送するべきファイルおよびディレクトリをhttpsdocsディレクト
リにアップロードします。 

3 CGIスクリプトをcgi-binディレクトリに配置します。 

4 FTPセッションを終了します。
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Pleskファイルマネージャ経由でのファイルのアップロード

 Pleskファイルマネージャ経由でファイルをアップロードするには、以下を実
行します。

1 Pleskコントロールパネルにログインします。

2 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
3 リストから必要なドメイン名をクリックします。

4 [ホスティング]グループの  [ファイルマネージャ]アイコンをクリック
します。

5 ファイルとディレクトリを作成し、アップロードします。 

HTTPプロトコル経由でアクセスするファイルとディレクトリを httpdocsディレ
クトリに配置し、SSLプロトコル経由でセキュアに転送するべきファイルおよびデ

ィレクトリを httpsdocsディレクトリに配置します。 CGIスクリプトを cgi-bin
ディレクトリに配置します。 

 現在のディレクトリ内に新しいディレクトリを作成するには、 [新しいディレ
クトリを追加]ボタンをクリックします。

 必要なディレクトリに新しいファイルを作成するには、 [新しいファイルを追
加]を追加します。[ファイル作成] セクションでファイル名を指定します。さらに、
ファイルマネージャで新しいファイルに htmlタグを挿入できるようにするには、
[htmlテンプレートを使用]チェックボックスを選択して[OK]をクリックします。 

新しいページが開くので、ここで新しいファイルのコンテンツ、つまり html 形式
にフォーマットされたソースを入力します。 完了したら、[OK]をクリックします。

 ローカルマシンからファイルをアップロードするには、 [新しいファイルを追
加]をクリックし、[ファイルソース]ボックス（または[参照]ボタンでファイルの
場所を指定します）でそのファイルの保存場所へのパスを指定して[OK]をクリ
ックします。 

Webコンテンツをファイルマネージャまたは FTP経由でアップロードすると、コント
ロールパネルはファイルやディレクトリへの適切なアクセス権限を自動的に設定しま

す。 権限は「rwx rwx r--」 などの文字の組み合わせの 3セットで表現されます。 最初のセ
ットはそのファイルまたはディレクトリのオーナーがどのような権限を持つかを示し

ており、2 番目のセットはそのファイルまたはディレクトリが属するユーザグループと

そのグループがファイルまたはディレクトリに対して持つ権限、3 番目のセットは他の

ユーザ（その際とを訪れたインターネットユーザなどのその他大勢）がファイルまた

はディレクトリに対して持つ権限を現しています。 Rはファイルまたはディレクトリを
読み取る権限、Wは書き込む権限、Xはディレクトリ内のファイルまたは内観を決定す

る権限をそれぞれ意味します。

 ファイルまたはディレクトリに対する許可を変更するには、[権限] 列でそのセットの許
可を示すそれぞれのハイパーリンクをクリックします。 必要に応じて権限を修正し[OK]
をクリックします。
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ファイルのソースコードを編集するには、 をクリックします。

ビルトインのVisual Editor内のWebページを編集するには（Microsoft Internet Explorer
ユーザのみ利用可能）、 をクリックします。 HTMLファイルを編集するときはデフォ

ルトで Pleskは内部WYSIWYG エディタを開きます。 HTMLファイルのソースコード
を編集するには[Html]をクリックします。 WYSIWYG モードに戻るには[デザイン]をク
リックします。

ファイルを表示するには をクリックします。

ディレクトリまたはファイルの名前を変更するには をクリックします。 ここで新し
い名前を入力して[OK]をクリックします。

ディレクトリやファイルを新しい位置にコピーまたは移動するには、チェックボックス

を使って適切なディレクトリやファイルを選択して [コピー/移動] をクリックします。
 ディレクトリやファイルがコピーされる先またはその名前を指定し、コピーをする場

合は[コピー]を、移動する場合は[移動]をクリックします。

ディレクトリまたはファイルの名前を変更するには、 [タッチ]をクリックします。 タ
イムスタンプが現在のローカルタイムで更新されます。

ファイルまたはディレクトリを削除するには、該当するチェックボックスを選択して

[選択対象を削除]をクリックします。 削除を確認して[OK]をクリックします。

SSH接続によるサイトのアップロード

ローカルコンピュータ上で Linuxまたは FreeBSDのOSを使用しサーバシェルにアクセ

スするには「scp」コマンドを使用してファイルやディレクトリをサーバにコピーしま
す。 ファイルをコピーするには scp your_file_name login@remoteserver.com:path
を、ディレクトリ全体をコピーするには scp -r your_directory_name 
login@remoteserver.com:path  を指定します。

すると、Pleskコントロールパネルに搭載されている SSHターミナルWebアプリケーシ

ョンを使用して、アカウント上のファイルやディレクトリで作業ができるようになりま

す（[ドメイン]>[ドメイン名]>[SSHターミナル]）。

Microsoft FrontPageによるサイトの公開

Microsoft FrontPageは次の 2つのWebサイトに対応しています。 ディスクベースのWeb
サイトとサーバーベースのWebサイトです。 ディスクベースのサイトとは、ローカルハ

ードディスク上で作成した後にWebサーバに公開する FrontPage Webサイトのことで
す。 サーバーベースのサイトとは、Webサーバ上で直接作成および作業するWebサイト
で、別途の公開手続きが必要ありません。 ここでは、ディスクベースのWebサイトの公
開方法についてのみ説明します。
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ディスクベースのWebサイトは、FTPまたはHTTPを通じて公開できます。 サーバが
FrontPage Server Extensionsを実行していれば、サイトをHTTPの場所に公開することに

なります 例えば、以下のようになります。 http://your-domain.com/MyWebSite)。 サーバが
FTPをサポートしていれば、FTPの場所に公開することになります 例えば、以下のよう
になります。 ftp://ftp.your-domain.com/myFolder）。

公開後、FrontPage Server Extensionsによりサイトを管理できます。 

 FrontPage Server Extensions管理インターフェースにアクセスするには、以下
の操作を実行します。

1 Pleskにログインします。

2 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
3 リストから必要なドメイン名をクリックします。

4 SSLによって保護されていないサイトを管理するには、 [FP Webadmin]

をクリックします。 SSLが使用できるサイトを管理するには、 [FP-SSL 
Webadmin]をクリックします。

5 FrontPage管理者のログイン名とパスワードを入力し、[OK]をクリックしま
す。⾉

FrontPage server extensionsの使用方法については、オンラインヘルプ（[FP 
Webadmin]>[ヘルプ]）またはMicrosoftのWebサイトをご参照下さい。 

Microsoft FrontPageを使用して FTP経由で公開

 FTP経由でファイルを公開するには、以下の操作を実行します。

1 FrontPageプログラムを開きます。

2 FrontPageのWebサイトを開きます。 [ファイル]メニューを開いて[サイトを
開く]の項目を選択します。

3 [リモートWebサイト]ビューに行きます。 [Webサイト]タブをクリックした
後、ウィンドウの下部にある[リモートWebサイト]ボタンをクリックします。

4 [リモートWebサイトのプロパティ]を設定します。

 ウィンドウの右上隅にある[リモートWebサイトのプロパティ]ボタンをクリッ
クします。

 リモートWebサーバとして[FTP]を選択します。

 [リモートWebサイトロケーション]ボックスに、ホスト名（例：ftp://ftp.your-
domain.com）を入力します。

 [FTPディレクトリ]ボックスで、ホスティング会社から提供されたものがあれば

FTPディレクトリに入力します。 特定できるものがない場合は、空欄のままにし
ておいて下さい。

 コンピュータまたはネットワークがファイアウォールによって保護されている

ときは、[パッシブ FTPの使用] チェックボックスを選択してください。 
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5 [OK]をクリックして、リモートサイトに接続します。 

[リモートWebサイト]ビューには、ローカルおよびリモートサイトにあるファイル

が表示されます。

6 ウィンドウの右下隅にある[Webサイトの公開]ボタンをクリックします。

Microsoft FrontPageを使用して HTTP経由で公開

 FrontPage Server Extensionsをサポートするサーバ上に HTTP経由でファイル
を公開するには、以下の操作を実行します。

1 FrontPageプログラムを開きます。

2 FrontPageのWebサイトを開きます。 [ファイル]メニューを開いて[サイトを
開く]の項目を選択します。

3 [リモートWebサイト]ビューに行きます。 [Webサイト]タブをクリックした
後、ウィンドウの下部にある[リモートWebサイト]ボタンをクリックします。

4 ウィンドウの右上隅にある[リモートWebサイトのプロパティ]ボタンをク
リックします。

5 [リモートWebサーバタイプ]にある[リモートWebサイト]タブで、[FrontPageま
たはSharePoint Services]をクリックします。

6 [リモートWebサイトロケーション]ボックスで、フォルダやファイルを公開

したいリモートWebサイトのインターネットアドレスをプロトコルを含

めて（ 例えば、http://www.your-domain.com   ）入力するか、[参照]をクリッ
クしてサイトの位置を決めます。

7 次のいずれかを実行します。 

 重要な情報を妨害から守る安全な通信チャンネルを確立するため、Secure 
Sockets Layer (SSL)を使用するには、[暗号化接続の要求(SSL)]をクリックします。 
Webサーバ上で SSL 接続を行うには、公認認証局から機密保護証明を受けてサ

ーバを設定しなければなりません。 サーバが SSLをサポートしていないときは、

このチェックボックスのチェックを外します。 そうしないと、フォルダやファイ
ルをリモートWebサイトに公開できません。

 Webページを公開する際に特定のタイプのコードを削除するには、[HTMLの最適
化]タブ上で希望のオプションを選択します。

 公開のためのデフォルト選択を変更するには、[公開]タブ上で希望のオプション

を選択します。

8 [OK]をクリックして、リモートサイトに接続します。 

[リモートWebサイト]ビューには、ローカルおよびリモートサイトにあるファイル

が表示されます。

9 ウィンドウの右下隅にある[Webサイトの公開]ボタンをクリックします。
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Adobe Dreamweaverによるサイトの公開

Dreamweaver からサイトを公開する前に、サイトプロパティを定義する必要があります。

つまり、Dreamweaverにサイトファイルがコンピュータのどこにあるかを知らせ、サイ

トを公開したいサーバを指定する必要があります。  

 Dreamweaverでサイトを定義するには以下を実行してください。

1 ［サイト］メニューから［新規サイト］をクリックします。 サイト定義画

面が開きます。

2 [高度]タブをクリックします。
3 ［ロケール情報］カテゴリで以下を指定します。

 ［サイト名］。 これがWebブラウザのタイトルバーに表示されます。

 ［ローカルルートフォルダ］。 すべてのサイトファイルが保存されているコン

ピュータのフォルダです。 例えば、c:\My Siteとなります。
 ［デフォルト画像フォルダ］。 サイトのグラフィックファイルが保存されてい

るフォルダを指定します。 例えば、c:\My Site\imagesとなります。
 ［HTTPアドレス］。 ドメイン名を指定します。 例えば、http://your-domain.com  と
なります。

4 ［カテゴリ］メニューから［リモート情報］項目を選択します。

5 ［アクセス］メニューから［FTP］オプションを選択します。 恐らく、貴方
のサーバはFTP (ファイル転送プロトコル。通常、ファイルをインターネッ

ト上で転送するのに使用されます)経由の公開をサポートしています。

6 以下の設定を指定します。

 ［FTPホスト］。 先頭に ftp:// を付けずに FTPホスト名を入力します。 例えば、
your-domain.comとなります。

 ［ホストディレクトリ］。 サイトを置くサーバ上のディレクトリを指定します。 
ほとんどの場合、httpdocsです。

 ［ログイン名およびパスワード］。 FTPアカウントにアクセスするログイン名
とパスワードを指定します。

 ［受動 FTPの使用］。 コンピュータがファイアウォール内であればこのオプシ
ョンを選択します。

7 正しいログイン名およびパスワードが指定され、Dreamweaverがサーバに
接続できることを確認するために、［テスト］ボタンをクリックします。

8 ［OK］ をクリックして設定を保存します。

 サイトを公開するには以下を実行してください。

1 Dreamweaverでサイトを開きます。
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2 [サイト]メニューで［置く］オプションを選択します（またはCtrl+Shift+U
を同時に押します）。

サイトのプレビュー

サーバ上にサイトを公開したら、実際のホスティング環境で正しく機能しているか確認

したいと思うかも知れません。 たとえドメイン名に関する情報がドメインネームシス

テムに広がっていなくても、お好みのWebブラウザを通じてプレビューできます。 ただ
し、プレビューにおいてはMacromedia Flashと CGIスクリプトは動作しません。

 サイトをプレビューするには、以下の操作を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 [ホスティング]グループの [サイトプレビュー]をクリックします。
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データベースの配置

Webサーバにデータ処理アプリケーションを組み込むか、Webページをダイナミック

に生成させたい場合には、データを格納し検索するためのデータベースが必要になるこ

とでしょう。 その場合、サイト用に新しいデータベースを作成するか、または以前に

MySQLや PostgreSQLデータベースにバックアップしたデータを取り込むことが可能

です。

データベースの作成またはインポート

 ホスティングアカウントに新しいデータベースを作成するには、以下の操作

を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 [データベース]をクリックします。

4 [新規データベースの追加]をクリックします。
5 データベースの名前を入力します。 

名前は、欧文アルファベットで始まり英数字とアンダースコアだけ使用したものに

することをお奨めします（64文字まで）。 

6 使用するデータベースタイプを選択します。 データベースのタイプは、
MySQLまたはPostgreSQLです。 [OK]をクリックします。

7 データベース管理者の信用情報を設定するには、 [新しいデータベース
ユーザを追加]をクリックします。

8 データベースのコンテンツにアクセスするために使用するユーザ名とパ

スワードを入力します。

9 [OK]をクリックします。  

 既存のデータベースを取り込むには、以下の操作を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 [データベース]をクリックします。

4 [新規データベースの追加]をクリックします。
5 データベースの名前を入力します。 名前は、欧文アルファベットで始まり
英数字とアンダースコアだけ使用したものにすることをお奨めします

（64文字まで）。 
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6 使用するデータベースタイプを選択します。 データベースのタイプは、
MySQLまたはPostgreSQLです。 [OK]をクリックします。

7 データベース管理者の信用情報を設定するには、 [新しいデータベース
ユーザを追加]をクリックします。

8 データベースのコンテンツにアクセスするために使用するユーザ名とパ

スワードを入力します。 [OK]をクリックします。

9 ［ツール］グループの [DB WebAdmin]アイコンをクリックします。 

phpMyAdmin（またはphpPgAdmin）データベース管理ツールのインター

フェースが別のブラウザウィンドウに開きます。

10 左フレームにある[Query window]アイコンをクリックします。
11 [ファイルのインポート]タブをクリックします。
12 データが含まれているテキストファイルを選択し、[進む]をクリックしま
す。

13 [テキストファイルからデータを挿入]リンクをクリックします。

データベースおよびそのコンテンツを管理するには、MySQL、PostgreSQLクライアント
や PleskコントロールパネルからアクセスできるWebベースのデータベース管理ツー

ル（[ドメイン]>[ドメイン名]>[データベース]>[データベース名]>[DB WebAdmin]を使用
して下さい。 

データベースユーザアカウントの作成

Webサイトの管理を他の人たちと協力して行い、皆がデータベースにアクセスできるよ

うにするには、別々のユーザアカウントを作成する必要があります。

 データベースユーザアカウントを作成するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［データベース］をクリックします。

4 データベース名をクリックします。 データベースユーザのリストが開き

ます。

5 [新規データベースユーザの追加]をクリックします。
6 データベースのコンテンツにアクセスするために使用するユーザ名とパ

スワードを入力します。 [OK]をクリックします。
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データベースユーザパスワードの変更

 データベースユーザのパスワードを変更するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［データベース］をクリックします。

4 データベース名をクリックします。 データベースユーザのリストが開き

ます。

5 データベースユーザ名をクリックします。

6 新しいパスワードを入力し[OK]をクリックします。

データベースユーザアカウントの削除

 データベースユーザアカウントを削除するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［データベース］をクリックします。

4 データベース名をクリックします。 データベースユーザのリストが開き

ます。

5 削除するユーザアカウントに対応するチェックボックスを選択します。

6 [選択対象を削除]をクリックします。 削除を確認して[OK]をクリックし
ます。 
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データベースの削除

 データベースとそのコンテンツを削除するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［データベース］をクリックします。

4 削除するデータベースに対応するチェックボックスを選択します。 

チェックボックスが灰色に表示された場合、これはこのデータベースがサイトアプ

リケーションによって使用され、それぞれのアプリケーションを削除することによ

ってのみ削除できることを意味します。

5 [選択対象を削除]をクリックします。
6 削除を確認して[OK]をクリックします。  
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アプリケーションのインストール

Webサイトをゲストブック、フォーラム、カウンター、フォトギャラリー、Eコマースソ
リューションなどの価値ある機能を持ったものとするために、コントロールパネルのス

クリプトライブラリ（[ドメイン]>[ドメイン名] >[アプリケーションヴォルト]）から各

アプリケーションをインストールできます。

 サイトにアプリケーションをインストールするには、以下の操作を実行しま

す。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［ホスティング］グループの [アプリケーションヴォルト]アイコンを
クリックします。 サイトにインストールされているアプリケーションの

リストが表示されます。

4 ［ツール］グループの [新規アプリケーションの追加]アイコンをクリ
ックします。 インストールできるサイトアプリケーションのリストが表

示されます。

5 アプリケーションをインストールしたいサイトを指定するには、画面の右

上隅にある[ターゲットドメイン]ドロップダウンボックスの中からサイト

を選択します。

6 インストールしたいアプリケーションを指定するには、アプリケーション

に対応するラジオボタンを選択します。

7 [インストール]をクリックします。
8 アプリケーションのインターフェースにハイパーリンクを作成し、コント

ロールパネルに設置するかどうかを指定します。

9 アプリケーションが要求するインストールの選択設定や他の情報を指定

します（必要な条件はアプリケーションによって異なります）。 設定が
終了したら、[OK]をクリックします。

10 コントロールパネル内にハイパーリンクボタンを作成する場合は、そのプ

ロパティを指定して下さい。

 [ボタンラベル]ボックスに、ボタンに表示されるテキストを入力します。

 ボタンの配置場所を選択します。 各ドメイン管理画面（[ドメイン]>[ドメイン名]
上に配置するには、配置場所として[ドメイン管理ページ]値を選択します。 ホー
ムページの左フレーム（ナビゲーションペイン）に貼付するには[ナビゲーショ
ンペイン]値をクリックします。

 ボタンの優先度を指定します。 作成したボタンは、その優先度に従ってコントロ

ールパネル上に配置されます。 数字が小さいほど優先度が高くなります。 ボタン
は左から右へ並べられます。
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 ボタン背景に画像を使用するには、その画像の保存場所へのパスを入力するか、

[参照]をクリックしてそのファイルを参照します。 ナビゲーションペインに配置

するボタンの画像は 16ｘ 16ピクセルのGIFまたは JPEGファイルを、メインフ
レームに配置するボタンの画像には 32ｘ 32ピクセルのGIFまたは JPEGファイ
ルを使用するようお奨めします。

 [URLボックス]ボックスにボタンへ付加するハイパーリンクを入力します。

 チェックボックスを使用して、URL内に転送されるドメイン IDやドメイン名な
どのデータを含むかどうか指定します。 これらの情報は外部のWebアプリケー

ションで使用できます。

 [コンテキストヘルプヒントコンテンツ]入力フィールドには、ユーザがマウスを
ボタンの上にのせた際に表示されるテキストを入力します。

 指定したURLをコントロールパネルの右側のフレームで開きたい場合は、[コン
トロールパネルの中に URLを開く]チェックボックスをチェックして下さい。こ

のチェックボックスをチェックしないと、URLは別の新しいウィンドウで開く

ことになります。

 特定のドメイン所有者や e-mailユーザからも見えるようにするには、[全てのサ
ブログインに表示]チェックボックスをチェックします。

11 作成を完了したら[OK]をクリックします。

これでアプリケーションはインストールされ、このアプリケーションへのリンクをサイ

トのWebページに挿入できるようになりました。 ここでリンクを挿入しないと、このア
プリケーションを利用するためにはいつも、長すぎて覚えられないURLを入力しなけ
ればなりません。

アプリケーションのWebインターフェースにアクセスするには、以下のいずれかを実

行します。

 ブラウザにURLを入力します 例えば、以下のようになります。 http://your-
domain.com/forum/）。

 [ドメイン]>[ドメイン名]>[アプリケーションヴォルト]に行き、希望のアプリケーシ

ョンに対応するアイコン をクリックします。

 アプリケーションをインストールするとき、Pleskコントロールパネルにハイパーリ

ンクボタンを追加するには、ドメイン管理画面（[ドメイン]>[ドメイン名]）または
ナビゲーションペインにある各ボタンをクリックします。

アプリケーションを再設定したり、アプリケーション管理者のパスワードを変更するに

は、[ドメイン]> [ドメイン名]> [アプリケーションヴォルト]に行き、そのアプリケーショ

ンに対応するアイコン をクリックします。

アプリケーションを削除するには、[ドメイン]>[ドメイン名]>[アプリケーションヴォル
ト]に行き、必要のないアプリケーションに対応するチェックボックスを選択します。 そ
して、 [選択対象を削除]をクリックします。 アプリケーションは削除され、そのデータ

ベースもデータごとサーバから削除されます。

Java Webアプリケーションのインストール
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アプリケーションヴォルトからのアプリケーションに加え、Webアーカイブフォーマッ
ト（WAR）にある Java Webアプリケーションパッケージをインストールできます。 こ
れらの Javaアプリケーションは Pleskと共に提供されるものではありませんので、別途

入手する必要があります。

 アプリケーションをインストールするには、以下の操作を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 [サービス]グループの [Tomcat Webアプリケーション]をクリックします。

4 ［ツール］グループの [有効化]アイコンをクリックします。 

すると、Webサーバと連動する Javaコードに環境を提供する Tomcatサービスが開

始されます。

5 [新規Webアプリケーションの追加]
をクリックします。

6 インストールするアプリケーションパッケージへのパスを指定するか、

[参照]をクリックして検索します。 

これは、ハードドライブ上に保存されたWARフォーマットでのアプリケーション

パッケージであると思われます。

7 [OK]をクリックします。

これで Javaアプリケーションはインストールされ、そのアプリケーションのリストに

それぞれの項目が追加されます（[ドメイン] >[ドメイン名]>[Tomcat Webアプリケーシ
ョン]）。

アプリケーションのWebインターフェースにアクセスするには、以下のいずれかを実

行します。

 [ドメイン]>[ドメイン名]>[Tomcat Webアプリケーション]に行き、[パス]列にあるそれ
ぞれのハイパーリンクをクリックします。
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 ブラウザにURLを入力します 例えば、以下のようになります。 http://your-
domain.com:9080/storefront/）。

 アプリケーションを停止、起動、再起動するには、以下の操作を実行します。

1 [ドメイン]>[ドメイン名]>[Tomcat Webアプリケーション]に行きます。 インス
トールされたアプリケーションのリストが開きます。

2 リストでアプリケーションを検索し、リストの右側にあるアイコンを使用

して必要な操作を行って下さい。

 アプリケーションを起動するには、アイコン をクリックします。

 アプリケーションを停止するには、アイコン をクリックします。

 アプリケーションを再起動するには、アイコン をクリックします。

アプリケーションを削除するには、[ドメイン]>[ドメイン名]>[Tomcat Webアプリケーシ
ョン]に行き、必要のないアプリケーションに対応するチェックボックスを選択します。 

そして、 [選択対象を削除]をクリックします。 アプリケーションは削除され、そのデー

タベースもサーバから削除されます。
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Ruby Webアプリケーションのインストール

Rubプログラミング言語で開発されたカスタムWebアプリケーションをサイトにイン

ストールすることができます。

 Rubyで記述されたアプリケーションをサイトにインストールするには以下
を実行してください。

1 [ドメイン]>[ドメイン名]>［設定］に進みます。
2 ［CGI］および［FastCGI］チェックボックスを選択して［OK］をクリック
します。

3 FTPアカウントに接続して /htdocsディレクトリに変更し、アプリケー

ションファイルを置くサブディレクトリを作成します。 ここではそのデ
ィレクトリを分かりやすいようにyour_applicationとします。

4 アプリケーションファイルをhtdocs/your_applicationディレクト
リにアップロードします。

5 このディレクトリにファイルを .htaccessという名前で作成し、お好き
なテキストエディタで開き以下の行を追加します。

RewriteEngine On RewriteRule ^$ /public/index.html [L] 
RewriteCond %{REQUEST_URI} !^/your_application/public
RewriteRule ^(.*)$ /public/$1 [L] RewriteCond 
%{REQUEST_FILENAME} !-f  RewriteRule ^(.*)$ 
public/dispatch.fcgi/$1 [QSA,L]

6 ファイルを保存します。

7 ファイルyour_application/public/.htaccessを削除します。

8 ファイルyour_application/public/dispatch.fcgiをテキスト

エディタで開き以下の行を追加します。 #!/usr/bin/ruby
9 ファイルを保存します。

これでWebアプリケーションが以下のURL からアクセスできるようになります。 
http://your-domain.com/your_application 

SSL (セキュアソケットレイヤー) 暗号化による E-コマース
トランザクションの保護

クライアントが E-コマースビジネスを運営している場合、クライアントのサイトと顧客

間でのトランザクションを安全に行うことが必要です。 クレジットカード番号やその

他の個人情報など価値の高いデータが盗まれないようにするためには、セキュアソケッ

トレイヤープロトコルを使用してください。これはデータをすべて暗号化し、SSL 接続

により安全に転送します。 また、たとえ誰かが悪意でデータを傍受しても、そのデータ

を解読し使用することはできないでしょう。
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Webサーバにセキュアソケットレイヤープロトコルを実装するには、信頼できる認証ベ

ンダー（このようなベンダーを認証局という）から SSL 証明書を購入し、サイトにこの

証明書をインストールしてください。 SSL 保護を有効にするには、他のWebサイトと共

有しない専用の IPアドレス上にサイトを設置する必要があります。

認証局は多くありますので、その中から選んで下さい。 選択時には認証局の評判や信用

性を考慮します。 認証局の運営年数や顧客数などについて調べておくと、選択時に役立

つことでしょう。

 Pleskコントロールパネルでは、GeoTrust, Inc から SSL 証明書を購入できるようになっ

ています。
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SSL証明書をジオトラスト社から入手してインストール

 MyPleskComオンラインストアを通じて SSL証明書を購入し、サイトを保護す
るには、以下の操作を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［証明書］アイコンをクリックします。 リポ

ジトリ内にあるSSL証明書のリストが表示されます。

4 [新規証明書の追加]をクリックします。
5 証明書のプロパティを指定します。

 証明書の名前。 リポジトリ内で証明書を識別するのに役立ちます。

 暗号化レベル。 SSL 証明書の暗号化レベルを選択します。 1024ビット以上を選
択するようお勧めします。

 場所と組織名の指定。 入力できるのは 64文字までです。

 SSL 証明書を購入するドメインの名前の指定  省略形でないものにして下さい 

（例： www.your-domain.com）。

 ドメイン管理者の E-mailアドレスの入力

6  この情報をもとに秘密鍵が生成されるため、間違いがないかよく確認し

てください。

7 [証明書の購入]をクリックします。 秘密鍵と証明書署名リクエストが生成

されますので、これは削除しないでください。 MyPlesk.comログインペー
ジが新しいブラウザウィンドウで開きます。

8 既存のMyPlesk.comアカウントへ登録またはログインし、ステップバイス
テップの手順に従って証明書を購入します。

9 購入したい証明書の種類を選択します。

10 [購入する]をクリックし、証明書を注文します。 [承認者E-mail]ドロップダウ
ンボックスで、正しい承認者E-mailを選択します。 

11 承認者E-mailは、特定のドメイン名の証明書が権限を持つユーザによりリ

クエストされたことを確認するためのE-mailアドレスです。

12 証明書リクエストが処理されるとジオトラスト社から確認のE-mailが送

信されます。 ユーザからの確認を受け取った後、そのユーザのE-mail宛に
証明書を送信します。

13 受信したSSL証明書はローカルマシンかネットワークに保存してくださ

い。

14 SSL証明書リポジトリへ戻ります（[ドメイン] >[ドメイン名]>[証明書]）。
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15 ページの中央にある[参照]をクリックし、保存された証明書のある場所へ

行きます。 証明書をクリックし、[ファイル送信]をクリックします。 対応す
る秘密鍵に対する証明書がアップロードされインストールされます。

16 ドメイン管理者画面に戻り（[ドメイン] >[ドメイン名]）、[ホスティング]グ

ループにある [設定]アイコンをクリックします。
17 [証明書]ドロップダウンボックスからインストールするSSL証明書を選択

します。 

ご自身が共用ホスティングアカウントだった場合は[証明書]ドロップダウンボック
スが画面に表示されません。その場合、ホスティングパッケージをアップグレードし

てホスティングプロバイダから専用 IPアドレスを購入する必要があります。

18 [SSLサポート]チェックボックスを選択し、[OK]をクリックします。
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SSL証明書を他の認証局から入手してインストール

 他の認証局からの SSL証明書を使用してサイトを保護するには、以下の操作
を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［証明書］アイコンをクリックします。 リポ

ジトリ内にあるSSL証明書のリストが表示されます。

4 [新規証明書の追加]をクリックします。
5 証明書のプロパティを指定します。

 証明書の名前。 リポジトリ内で証明書を識別するのに役立ちます。

 暗号化レベル。 SSL 証明書の暗号化レベルを選択します。 1024ビット以上を選
択するようお勧めします。

 場所と組織名の指定。 入力できるのは 64文字までです。

 SSL 証明書を購入するドメインの名前の指定  省略形でないものにして下さい 

（例： www.your-domain.com）。

 ドメイン管理者の E-mailアドレスの入力

6  この情報をもとに秘密鍵が生成されるため、間違いがないかよく確認し

てください。

7 [リクエスト]をクリックします。 秘密鍵と証明書署名リクエストが生成さ

れ、リポジトリに格納されます。

8 証明書署名リクエスト （CSR） ファイルをダウンロードし自分のマシン
に保存します。 その実行には、それぞれの アイコンをクリックします。

9 ダウンロードが完了したら、ファイルをテキストエディタで開き、-----
BEGIN CERTIFICATE REQUEST----- と -----END CERTIFICATE 
REQUEST-----で囲まれたテキストをクリップボードにコピーします。

10 お好みのメールクライアントソフトウェアを使用し、新しいE-mailメッセ
ージを作成し、テキストをクリップボードから貼り付けます。 このメッセ
ージを認証局に送信します。認証局はあなたが提供した情報に応じてSSL
証明書を作成します。

11 受信したSSL証明書はローカルマシンかネットワークに保存してくださ

い。

12 SSL証明書リポジトリへ戻ります（[ドメイン] >[ドメイン名]>[証明書]）。
13 ページの中央にある[参照]をクリックし、保存された証明書のある場所へ

行きます。 証明書をクリックし、[ファイル送信]をクリックします。 対応す
る秘密鍵に対する証明書がアップロードされインストールされます。
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14 ドメイン管理者画面に戻り（[ドメイン] >[ドメイン名]）、[ホスティング]グ

ループにある [設定]アイコンをクリックします。
15 [証明書]ドロップダウンボックスからインストールするSSL証明書を選択

します。 

ご自身が共用ホスティングアカウントだった場合は[証明書]ドロップダウンボック
スが画面に表示されません。その場合、ホスティングパッケージをアップグレードし

てホスティングプロバイダから専用 IPアドレスを購入する必要があります。

16 [SSLサポート]チェックボックスを選択し、[OK]をクリックします。

159



無料の自己署名 SSL証明書の作成とインストール

顧客が証明書を購入する必要がなく、接続セキュリティが必要になる場合、自己署名証

明書を作成し、Webサーバにインストールできます。 この機能によりデータを暗号化で

きますが、顧客のブラウザには、認証された機関により証明書が発行されていないこと

を伝える警告メッセージが表示されます。 このように、自己署名証明書の使用は顧客か

ら信用を得られず、クライアントのオンライン販売に悪影響を及ぼす可能性があるため、

推奨されません。

 サイトを自己署名 SSL証明書で保護するには、以下の操作を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［証明書］アイコンをクリックします。 リポ

ジトリ内にあるSSL証明書のリストが表示されます。

4 [新規証明書の追加]をクリックします。
5 証明書のプロパティを指定します。

 証明書の名前。 リポジトリ内で証明書を識別するのに役立ちます。

 暗号化レベル。 SSL 証明書の暗号化レベルを選択します。 1024ビット以上を選
択するようお勧めします。

 場所と組織名の指定。 入力できるのは 64文字までです。

 SSL 証明書を購入するドメイン名を指定します 例えば、以下のようになります。 
www.your-domain.com）。

 ドメインオーナーの E-mailアドレスを入力します。

1. [自己署名]ボタンをクリックします。 証明書が生成され、リポジト

リに格納されます。

6 ドメイン管理者画面に戻り（[ドメイン] >[ドメイン名]）、[ホスティング]グ

ループにある [設定]アイコンをクリックします。
7 [証明書]ドロップダウンボックスから、自己署名SSL証明書を選択します。 

ご自身が共用ホスティングアカウントだった場合は[証明書]ドロップダウンボック
スが画面に表示されません。その場合、ホスティングパッケージをアップグレードし

てホスティングプロバイダから専用 IPアドレスを購入する必要があります。

8 [SSLサポート]チェックボックスを選択し、[OK]をクリックします。
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証明書をサイトからアンインストール

  証明書をサイトからアンインストールし、SSL保護を無効にするには、以下
の操作を実行します。

1 削除する必要のある証明書が使用中でないことを確認します。

2 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
3 必要なドメイン名をクリックします。 

4 [設定]をクリックします。 [証明書]ドロップダウンボックスに、現在使

用中のSSL証明書が表示されます。 

5 削除が必要な証明書が現在使用中の場合は、まずこの証明書をリリースし

てください。 [証明書]ドロップダウンボックスで別の証明書を選択し[OK]
をクリックします。 

6 リポジトリから証明書を削除します。

7 リポジトリから証明書を永久に削除するには、ナビゲーションペインの

［ドメイン］ショートカットをクリックして、 ［サービス］グループの

［証明書］をクリックします。 

8 不要になった証明書に対応するチェックボックスを選択し、 [選択対象を
削除]アイコンをクリックします。 

9 削除を確認して[OK]をクリックします。
10 SSLサポートが不要になった場合は、無効にします。

11 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
12 必要なドメイン名をクリックします。 

13 [設定]をクリックします。 

14 [SSLサポート]チェックボックスを解除し、[OK]をクリックします。

パスワード保護によるWebサイトのリソースへのアクセ
ス制限

許可されたユーザにのみ表示されるディレクトリをサイトに作成する場合、これらのデ

ィレクトリへのアクセスをパスワード保護で制限します。
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リソースの保護

 サイト内のディレクトリをパスワード保護し、許可されたユーザを指定する

には、以下の操作を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 [ツール]グループの [ディレクトリ]アイコンをクリックします。

4  [新規ディレクトリの追加]をクリックします。
5 パスワード保護の必要なディレクトリのパスを指定します。 

これは、例えば  /privateのように、サイト内に存在するディレクトリになります。 

保護の必要なディレクトリが作成されていない場合、パスとディレクトリ名を指定

すると、自動的に作成されます。

6 パスワードで保護されたディレクトリの現在または今後の配置先（別名

ドキュメントroot）を指定します。 例えば、以下のようになります。

 httpdocs/privateディレクトリを保護する場合、[ディレクトリ名]ボックス
に「/private」と入力し[非 SSL] チェックボックスを選択します。

 httpdocs/privateディレクトリを保護する場合、[ディレクトリ名]ボックス
に「/private」と入力し[SSL] チェックボックスを選択します。

 cgi-binディレクトリに保存された CGIスクリプトを保護する場合、[ディレク
トリ名]ボックスの「/」をそのままにして[cgi-bin] チェックボックスを選択します。 

スラッシュ記号の後に空白は入っていないか確認してください。空白が入ってい

る場合、空白を含む名前で保護付きディレクトリが作成されます。 

7 [ヘッダーテキスト]ボックスに、 リソースの詳細または管理者の顧客が保

護付き領域を訪問したときに表示されるウェルカムメッセージを入力し

ます。

8 [OK]をクリックします。 指定したディレクトリは保護されます。

9 許可されたユーザを追加するには、 [新規のユーザを追加]をクリックし
ます。

10 保護された領域へのアクセスに使用するログイン名とパスワードを指定

します。 パスワードには5～14個の記号を使用します。 [OK]をクリックし
ます。

11 この保護されたリソースに対して、許可されたユーザを追加するには、ス

テップ7と8を繰り返します。
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許可されたユーザの指定

 保護されたディレクトリに認証ユーザを追加するには、以下の操作を実行し

ます。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 [ツール]グループの [ディレクトリ]アイコンをクリックします。
4 必要なディレクトリ名をクリックします。

5 [新規ユーザの追加]アイコンをクリックします。
6 保護された領域へのアクセスに使用するログイン名とパスワードを指定

します。 パスワードには5～14個の記号を使用します。

7 [OK]をクリックします。

 保護されたディレクトリに許可されたユーザのパスワードを変更するには、

以下の操作を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 [ツール]グループの [ディレクトリ]アイコンをクリックします。
4 必要なディレクトリ名をクリックします。 許可されたユーザのリストが

開きます。

5 ユーザ名をクリックします。

6 新しいパスワードを指定し、確認のために再入力します。

7 [OK]をクリックします。

 ユーザが保護されたディレクトリにアクセスするための権限を無効にする

には、以下の操作を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 [ツール]グループの [ディレクトリ]アイコンをクリックします。
4 必要なディレクトリ名をクリックします。 許可されたユーザのリストが

開きます。

5 ユーザ名に対応するチェックボックスを選択します。
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6 [選択対象を削除]をクリックします。 操作を確認して[OK]をクリックし
ます。

リソースの非保護

 パスワード保護を削除し、リソースを一般ユーザが利用できるようにするに

は、以下の操作を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 [ツール]グループの [ディレクトリ]アイコンをクリックします。 パスワ
ードで保護されたディレクトリのリストが開きます。

4 保護を削除するディレクトリ名に対応するチェックボックスを選択しま

す。

5 [選択対象を削除]をクリックします。 保護が削除され、ディレクトリの内

容は無制限に一般に公開されます。

サブドメインを含むサイト構造の編成

 サブドメインは以下の作業を可能にする、補足的なドメイン名です。

 サイトの構造の論理的な編成

  同じサーバ上の追加 WebサイトまたはWebサイトの一部をホストし、追加ドメイ

ン名の登録に要する支払いを節減できます。

サブドメインを使用した例を以下に示します。

Webサイト your-product.comを、ソフトウェア製品の販売促進専用のサイトに設定して

いるとします。 ユーザーズガイド、チュートリアル、よくある質問のリストを公開する

場合、管理者のユーザがドメイン名 userdocs.your-product.comに直接アクセスしてオン

ラインドキュメントにアクセスできるように、サブドメイン「userdocs」を編成すること
ができます。

 サブドメイン内で公開さたWebコンテンツをプレビューするには、以下の操
作を実行します。 

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 [サブドメイン]をクリックします。
4 サブドメイン名に対応するアイコン をクリックします。
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サブドメインの設定

 サブドメインを設定するには、以下の操作を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 [サブドメイン]アイコンをクリックします。

4 [新規サブドメインを追加]アイコンをクリックします。
5 任意のサブドメイン名を入力します。 サイトのトピック、組織の部署、ま

たはその他の文字、数字、ハイフンの組み合わせなどを入力できます（最

長63文字）。 

サブドメイン名の先頭文字はアルファベット文字です。 サブドメイン名は大文字と

小文字を区別します。

6 このサブドメインが管理者が独自に管理している管理者用のWebサイト
を部分的に保有している場合、[親ドメインのFTPユーザアカウントを使用]
オプションを選択したままにしておきます。 Iこのサブドメインが、別の人
物に属する、または別の人物により管理される別のWebサイトを保持して

いる場合、[このサブドメインに別のユーザアカウントを作成する]オプショ
ンを選択し、FTPを通じてWebスペースにアクセスし、Webサイトのコンテ
ンツを公開する場合に使用するログイン名とパスワードを指定します。

7 このサブドメインがセキュアなトランザクションを要求する場合、[SSLサ
ポート]チェックボックスを選択します。 これにより、親ドメインの下でイ
ンストールされたSSL証明書が、暗号化トランザクションに使用されます。
 

デフォルトでは、ユーザがサイトを公開する場合、httpsdocsディレクトリへのセ
キュアな接続を経由してアクセスできるようにしなければならないWebコンテン
ツおよびプレーンHTTPを経由して httpdocsディレクトリにアクセスできるよう
にしなければなならないWebコンテンツをアップロードする必要があります。 便宜
上、単一の場所すなわち httpdocsディレクトリを通じてすべてのコンテンツを公

開する方法を選択できます。このために、［SSLおよび非 SSLコンテンツの格納用に
単一ディレクトリを使用する］チェックボックスを選択します。

8 Webサイトを作成する際に使用するプログラミング言語を指定します。 

これを指定しない場合、Webサイトが正しく機能しない場合があります。

例えば、Webサイトが主にASPで作成され、アプリケーションヴォルトのアプリケ

ーションなど（[ホーム]>[ドメイン名]>[アプリケーションヴォルト]）、PHPで作成
された複数のアプリケーションを使用している場合、[ASPサポート] チェックボッ

クスと[PHPサポート]チェックボックスを選択します。

9 このサブドメイン内のWebコンテンツが使用できるディスク容量を制限

する場合、[ハードディスククォータ]ボックスに必要な値をメガバイトで入
力します。 
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指定された制限を超えた場合、Webスペースにファイルを追加できなくなり、既存の

ファイルの編集中にファイルが破損する場合があります。

10 [OK]をクリックして設定を完了します。 新しいサブドメインに関する情報

がドメイン名システム（DNS）内に伝わり、インターネットユーザが利用

できるようになるまで、最大48時間を要します。

サブドメインのWebスペースにWebコンテンツを公開するには、[サイトの公開] 『ペー
ジ数 139』のセクション内の手順に従って下さい。

サブドメインの削除

 サブドメインとそのWebコンテンツを削除するには、以下の操作を実行しま
す。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 [サブドメイン]をクリックします。
4 削除するサブドメイン名に対応するチェックボックスを選択し、 [選択
対象を削除]アイコンをクリックします。

5 削除を確認して[OK]をクリックします。 サブドメインのコンフィグレーシ
ョンとそのWebコンテンツがサーバから削除されます。

サイトの追加ドメイン名の設定（ドメインエイリアス）

ドメイン名レジストラに、サーバでホストしている同一のWebサイトを示す複数のド

メイン名を登録している場合、ドメインエイリアスを設定する必要があります。

別のサーバでホストされるWebサイトを示す複数のドメイン名を提供する必要がある

場合、ドメイン転送を設定する必要があります。 手順については、「他のサーバにホスト

されているサイトのドメイン名を使用する（ドメイン転送）」 『ページ数 181』セクショ
ンをご参照ください。
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ドメインエイリアスの設定

 ドメインエイリアスを設定するには、以下の操作を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 [ドメインエイリアス]アイコンをクリックします。

4  [ドメインエイリアスを追加]アイコンをクリックします。
5 希望するドメインエイリアス名を入力します(例：alias.com)。 

ドメインエイリアスには、文字、数字、ハイフンを使用できます。 ドメインエイリア

スのドット間の各部分には、63個以下の記号を使用します。

6 ドメインエイリアスの下のE-mailアドレスで送信されたE-mailを、オリジ

ナルドメイン名の下のE-mailアドレスにリダイレクトする場合、[メール]
チェックボックスを選択します。

（例： mail@yourdomain.com      という      E  -mailアドレスを保有し、ドメイン名に

alias.comなどのエイリアスを設定しているとします。この場合、mail@alias.comに送

信された、メールボックスmail@yourdomain.comへのメールを受け取るには、[メー
ル]チェックボックスを選択します。

7 [Web] チェックボックスを選択します。 このチェックボックスを選択しな

い場合、ブラウザにドメインエイリアスを入力して管理者のサイトを訪問

したユーザに、Webコンテンツを表示しません。

8 [OK]をクリックします。

ドメインエイリアスを設定すると、そのDNS ゾーン内のリソースレコードが元のドメ

イン名からコピーされます。 つまり、元のドメインが外部のメールサーバを示している

と、ドメインエイリアスもそのメールサーバを示します。 けれども、ドメインエイリア

スへのメールを受け取るには、外部のメールサーバが適宜設定されている必要がありま

す。

ドメインエイリアスのプロパティの変更

 エイリアスのプロパティを変更するには、以下の操作を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 [ドメインエイリアス]アイコンをクリックします。
4 必要なエイリアス名をクリックします。

5 ic Preferences icon in the Tools group. Preferences ic
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 ドメインエイリアスの DNSゾーンのリソースレコードを変更するには、以下
の操作を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 [ドメインエイリアス]をクリックします。
4 必要なエイリアス名をクリックします。

5 [DNS設定]をクリックします。
6 必要に応じてリソースレコードを追加、編集、削除します。

 ゾーンにリソースレコードを追加するには、[新規レコードの追加]をクリックし
ます。 必要な値を指定し、[OK]をクリックしてゾーンに値を書き込みます。

 リソースレコードを変更するには、[ホスト]列で必要なレコードに対応するハイ

パーリンクをクリックします。

 レコードを削除するには、削除するレコードに対応するチェックボックスを選択

し  [選択対象を削除]をクリックします。

ドメインエイリアスの削除

 ドメインからエイリアスを削除するには、以下の操作を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 [ドメインエイリアス]アイコンをクリックします。
4 削除したいドメインエイリアスに対応するチェックボックスを選びます。

5 [選択対象を削除]をクリックします。 削除を確認して[OK]をクリックし
ます。
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Webサーバでの個人用Webページのホスティング
専用のドメイン名を必要としない個人の個人用Webページは、管理者Webサーバでホ
ストできます。 このサービスは主に、学生やスタッフの非営利的なパーソナルページを

ホストする教育機関で使用されています。

これらのページのWebアドレスは、通常は http://your-domain.com/~username  のようにな
りますが、http://username@your-domain.com  など、必要に応じて別のWebアドレスで個
人用Webページを設定できます。

 サーバで個人用Webページを追加するには、別のWebスペースを割り当て、
公開用の FTPアカウントを設定します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3  [Webユーザ]アイコンをクリックします。

4  [選択設定]をクリックします。
5 デフォルトでは、個人用のWebページのアドレスはhttp://your-

domain.com/~username  のようになります。 http://username@your-
domain.com  など、別のWebアドレスを使用した個人用Webページへのアク

セスを許可する場合、[webuser@example.comアクセス形式の有効化]チェック

ボックスを選択します。

6 個人Webページに埋め込まれたスクリプトが実行できるようにする場合

は、［Webユーザーへのスクリプトの使用の許可］チェックボックスを選択

します。

7 [OK]をクリックします。 

ステップ 3と 4で定義した設定は、管理者のWebサーバでホストするすべての個人
用Webページに共有です。 従って、次に個人用WebページのWebスペースを設定
する場合は、ステップ 3と 4を実行する必要はありません。

8 [新しいWebユーザを追加]をクリックします。
9 FTPを使用してWebスペースにアクセスし、Webページを公開する場合に

使用するユーザ名とパスワードを指定します。 

ユーザ名には小文字の英数字、ハイフン、アンダースコア記号のみ使用できます。 ユ
ーザ名の先頭文字はアルファベット文字です。 空白を含めることはできません。 パ
スワードにはクオーテーションマーク、空白、ユーザのログイン名を使用できません。

長さは 5～14文字とします。  

10 Webページでサポートされるプログラミング言語を指定します。 

例えば、Webページが PHPで作成されている場合、[PHPサポート]チェックボックス

を選択します。

169

http://your-domain.com/~username
http://your-domain.com/~username
http://your-domain.com/~username


11 このWebページコンテンツが使用できるディスク容量を制限する場合、

[ハードディスククォータ]ボックスに必要な値をメガバイトで入力します。
ボックスに必要な値をメガバイトで入力します。

12  [OK]をクリックします。

これで、FTPアカウントの信用情報がユーザに伝えられ、ユーザが自分のWbページを

公開できるようになります。

Webページオーナーの FTPパスワードの変更

 Webページオーナーの FTPパスワードを変更するには、以下の操作を実行し
ます。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 [ホスティング]グループの [Webユーザ]をクリックします。
4 必要なユーザ名をクリックします。

5 [新しいパスワード]ボックスおよび[パスワードの確認]ボックスで新しいパ
スワードの入力と確認を行います。

6 [OK]をクリックします。

Webページオーナーへのディスク容量の割り当ての増加

 Webページオーナーへのディスク容量割り当てを増やすには、以下の操作を
実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 [Webユーザ]をクリックします。
4 必要なユーザ名をクリックします。

5 [ハードディスククォータ]ボックスに、ディスク容量をメガバイトで入力し

ます。

6 [OK]をクリックします。
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Webページオーナーのアカウントの削除

  WebページオーナーのアカウントをそのWebページとともに削除するには、
以下の操作を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 [ホスティング]グループの [Webユーザ]をクリックします。
4 削除するユーザ名の右側にあるチェックボックスを選択し、 [選択対象を
削除]アイコンをクリックします。

5 削除を確認して[OK]をクリックします。
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サーバへの anonymous FTPアクセスの設定
専用の IPアドレス上のサイトをホストしている場合、他のユーザが FTPを使用して匿
名でファイルをダウンロードまたはアップロードできるディレクトリを、サイト内に設

定できます。 anonymous FTPが有効になると、ユーザは「anonymous」ログイン名と任意の

パスワードを使用して ftp://ftp.your-domain.com  にログインできるようになります。

 anonymous FTPアクセスを許可するには、以下の操作を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 [匿名FTP]アイコンをクリックします。

4 anonymous FTPサービスを有効にするには、 [有効]アイコンをクリッ
クします。

5 ユーザがFTPサイトにログインしたときに表示されるウェルカムメッセ

ージを設定するには、[ログインメッセージを表示する]チェックボックスを

選択し、入力フィールドに任意にメッセージテキストを入力します。 

全ての FTPクライアントがウェルカムメッセージを表示するとは限りません。

6 ビジターに/incomingディレクトリへのファイルのアップロードを許可
するには、[/incomingディレクトリへのアップロードを許可する]チェックボ

ックスを選択します。

7 ビジターに/incomingディレクトリへのファイルのアップロードを許可
するには、[/incomingディレクトリへのアップロードを許可する]チェックボ

ックスを選択します。

8 /incomingディレクトリへのサブディレクトリの作成をユーザに許可す
るには、[incomingディレクトリ内でのディレクトリ作成を許可する]チェック

ボックスを選択します。

9 アップロードされたファイルが使用できるディスク容量を制限するには、 

[incomingディレクトリのディスク容量を制限する]オプションに対応する[無
制限]チェックボックスをクリアし、容量をキロバイトで指定します。 

これがハードクォータです。 この制限に達したとき、ユーザはディレクトリにファ
イルを追加できなくなります。 

10 anonymous FTPサーバへの同時接続数を制限するには、[同時接続の数を制
限する]オプションに対応する[無制限]チェックボックスをクリアし、許可

される接続数を指定します。

11 anonymous FTP接続の帯域幅を制限するには、[このバーチャルFTPドメイ
ンのダウンロード帯域幅を制限する]オプションに対応する[無制限]チェッ

クボックスをクリアし、最大帯域幅を1秒当たりのキロバイト数で入力し

ます。
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12 [OK]をクリックします。

 anonymous FTPサーバの設定を変更する、または anonymous FTPサーバをオフ
にするには、以下の操作を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 [匿名FTP]アイコンをクリックします。
4 必要に応じて設定を調整し[OK]をクリックします。 Anonymous FTPサービ

スをオフに切り替えるには、[ツール]グループの [無効化]をクリックし
ます。 
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Webサーバのエラーメッセージのカスタマイズ
サイトを訪れているビジターがWebサーバが見つけられないページを要求する場合、

Webサーバによりエラーメッセージを伴った標準のHTMLページが生成、表示されま

す。 標準のエラーメッセージにより問題が伝えられる場合がありますが、通常は問題の

解決方法または問題の発生したビジターが通常の作業に戻る方法は述べられず、明確に

なりません。 

個人用のエラーページを作成し、個人のWebサーバで使用することができます。 Plesk
では、以下のエラーメッセージをカスタマイズできます。 

 400 Bad File Request. 通常はURLで使用される構文の間違い（大文字は小文字にす

る、句点の間違いなど）を意味します。

 401 Unauthorized  サーバはクライアントからの暗号化キーを要求していますが取得

できません。 また、入力したパスワードが間違っている場合があります。

 403 Forbidden/Access denied  401に類似したエラーです。サイトにアクセスするため

に特別な許可（登録の場合にはパスワードおよび/またはユーザ名）が必要になり
ます。

 404 Not Found  サーバは要求されたファイルを検索できません。 ファイルは移動ま
たは削除されています。あるいは入力されたURLまたはドキュメント名が間違って

います。 これは最も一般的なエラーです。

 500 Internal Server Error  サーバコンフィグレーション上の問題により、HTML文書
を取得できませんでした。

 ドメインのカスタムエラーページを表示するように PleskのWebサーバを設
定するには、以下の操作を実行します。

1 Pleskでカスタムエラー文書のサポートをオンにします。 

1. ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックし
ます。

2. リストから必要なドメイン名をクリックします。

3. [設定]をクリックします。 

4. [カスタムエラードキュメント] チェックボックスを選択します。 

5. [OK]をクリックします。

2 Pleskにリモートアクセスする場合、Pleskサーバの自身のFTPアカウント
に接続しerror_docsディレクトリに移動します。 Pleskにローカルアク
セスする場合、ディレクトリ/vhosts/your-
domain.com/error_docs/.に移動します。

3 各ファイルを編集または置き換えます。 正しいファイル名が維持されて
いることを確認します。

 400 Bad File Request - bad_request.html

174



 401 Unauthorized - unauthorized.html
 403 Forbidden/Access denied - forbidden.html
 404 Not Found - not_found.html
 500 Internal Server Error - internal_server_error.html

4 Webサーバを再起動するか、Webサーバの再起動が始まるまで数時間待機

します。 その後、Webサーバはエラードキュメントを使用して起動します。

ドメインの DNSゾーン設定のカスタマイズ
新しいドメイン名ごとに、コントロールパネルにより、定義した設定事前設定に従って

自動的にDNS ゾーンが作成されます。 ドメイン名は自動設定に適合する必要がありま

すが、ドメイン名ゾーンのカスタム変更を実行する必要がある場合、これをコントロー

ルパネルを使用して行うことができます。

リソースレコードの表示

 ドメインの DNSゾーンのリソースレコードを表示するには、以下の操作を実
行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［DNS］アイコンをクリックします。 画面に
所定のドメインの全てのリソースレコードが表示されます。
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リソースレコードの追加

 ゾーンに新しいリソースレコードを追加するには、以下の操作を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［DNS］アイコンをクリックします。
4 [ツール]グループの [新しいレコードを追加]アイコンをクリックします。
5 リソースレコードのタイプを選択し、適切なデータを指定します。

 AレコードではAレコードを作成するドメイン名を入力する必要があります。 

メインドメインのためにAレコードを設定する場合は、入力フィールドは空欄
にして下さい。 Aレコードをネームサーバのために設定する場合は、ネームサー
バのための適切な入力(例：ns1)をする必要があります。 次に適切なドメイン名

と関連づける IPアドレスを入力します。

 AレコードではAレコードを作成するドメイン名を入力する必要があります。 

メインドメインのためにNSレコードを設定する場合は、入力フィールドを空欄
にして下さい。 次に適切なネームサーバの名前を入力フィールドに入力します。 

この名前はフルネームである必要があります（例： ns1.mynameserver.com）。 

 MXレコードではMXレコード作成するドメイン名を入力する必要があります。 
メインドメインのためにMXレコードを設定する場合は、入力フィールドを空欄
にして下さい。 次にメールエクスチェンジャを入力します。これはあなたのメー

ルサーバの名前です。 リモートで'mail.myhostname.com'という名前のメールサー
バを稼動させている場合は、'mail.myhostname.com'と入力フィールドに入力しま
す。 次にメールエクスチェンジャの優先度を設定する必要があります。 ドロップ
ダウンボックスを使用して、優先度を選択します。 0が最高の優先度、50が最低
の優先度となります。 リモートのメール交換サーバを使用する場合は、適切なA
レコードおよび/または CNAMEレコードを追加する必要があります。

 CNAMEレコードでは、まず CNAMEレコードを作成するエイリアスドメイン名

を入力します。 次にエイリアスをつけるドメイン名を入力します。 どのようなド
メイン名を入力することも可能です。 これは同じサーバ上である必要はありま

せん。 

 PTRレコードでは、まずポインターを設定する IPアドレス/マスクを入力します。
 次にこの IPを移送する適切なドメイン名を入力します。 

 TXTレコードでは、SPFレコードの説明など、任意のテキスト文字列を入力でき

ます。

6 [OK]をクリックしてデータを送信します。
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リソースレコードの変更

 リソースレコードのプロパティを修正するには、以下の操作を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 必要なドメイン名をクリックします。

3 [DNS]アイコンをクリックします。
4 修正したいリソースレコードに対応する[ホスト]列内のハイパーリンクを

クリックします。

5 必要に応じてレコードを修正し[OK]をクリックします。

 ドメインの SOAレコード内のエントリを修正するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 必要なドメイン名をクリックします。

3 [DNS]アイコンをクリックします。

4 [SOA選択設定]をクリックします。
5 希望する値を指定します。

 [TTL] 他のDNSサーバがそのレコードをキャッシュに保存するまでの時間です。 

Pleskのデフォルト値は 1 日です。

 [更新] セカンダリネームサーバがプライマリネームサーバに対して、ドメインゾ

ーンのファイルへ何か変更が加えられたかどうかを確認する頻度です。 Pleskの
デフォルト値は 3時間です。

 [再試行] セカンダリサーバが失敗したゾーン転送を再試行するまで待つ時間で

す。 この時間は更新インターバルよりは短いのが普通です。 Pleskのデフォルト
値は 1時間です。

 [期限切れ] そのゾーンが変更または更新されなかった場合、更新インターバルが

経過した後、セカンダリサーバが問い合わせに応答するのを止めるまでの時間で

す。 Pleskのデフォルト値は 1週間です。

 [最小値] セカンダリサーバが負の応答をキャッシュするまでの時間です。 Plesk
のデフォルト値は 3時間です。

6 [OK]をクリックします。
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リソースレコードの削除

 ゾーンからリソースレコードを削除するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［DNS設定］をクリックします。
4 削除したいレコードに対応するチェックボックスを選びます。

5 [選択対象を削除]をクリックします。
6 削除を確認して[OK]をクリックします。

元のゾーン設定の復元

  サーバ規模の DNS設定に従って、元のゾーン設定を復元するには、以下を実
行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［DNS］アイコンをクリックします。
4 [IPアドレス]ドロップダウンボックスで、そのゾーンを復元するために使う

IPアドレスを選択して、wwwエイリアスがそのドメインに必要かどうかを

指定して [デフォルト] ボタンをクリックします。 ゾーン設定が再作成
されます。 
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外部ドメインネームサーバを持つサイトの供給

このサーバ上でWebサイトをホスティングし、そのサイトのプライマリ（マスタ）ネ
ームサーバとして機能するスタンドアロンDNSサーバがある場合は、コントロールパ
ネルのDNSサーバが、セカンダリ（スレーブ）ネームサーバとして機能するように設

定する必要があることもあります。

 コントロールパネルの DNSサーバをセカンダリネームサーバとして機能さ
せるには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［DNS設定］をクリックします。

4 [ツール]グループの [スイッチ]をクリックします。
5 プライマリ（マスタ）DNSサーバのIPアドレスを指定します。

6 [追加]をクリックします。
7 サーバ上でセカンダリネームサーバを持つ必要があるWebサイトごとに、

1から5のステップを繰り返します。

 コントロールパネルの DNSサーバをあるゾーンのプライマリとして機能さ
せるには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［DNS設定］をクリックします。

4 [ツール]グループの [スイッチ]をクリックします。 そのゾーンの元のリ

ソースレコードが復元されます。

Webサイトの中に外部ネームサーバ権限を持つものがある場合、外部ネームサーバによ

って使用されるサイトごとのコントロールパネルDNSサービスをオフにします。 

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［DNS設定］をクリックします。

4 ［ツール］グループの ［無効化］アイコンをクリックします。 ゾーン
のDNSサービスをOFFにすると、画面が更新されるので、ネームサーバの

リストだけが残ります。
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注：リストにあるネームサーバのレコードは、システムに何の影響も与えません。 

ネームサーバのレコードは画面上に表示され、それらをクリックすると、外部権限を

持つネームサーバ上にゾーンの設定が維持されていることを確認することができま

す。 

5 外部ネームサーバによって使用されているサイトごとに、1から3のステッ
プを繰り返し、ローカルドメインネームサービスをオフにします。 

 権限のあるネームサーバ上に維持されているゾーンの設定を確認したい場

合は、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［DNS設定］をクリックします。
4 そのゾーンに対して権限のある適切なネームサーバをポイントするエン

トリをリストに追加します。 [追加]をクリックしてネームサーバを指定し
[OK]をクリックします。 

試験したいネームサーバごとにこれを繰り返します。 レコードがリスト内に表示さ
れます。

5 作成したレコードをクリックします。 

Pleskは、リモートネームサーバからゾーンファイルを検索し、リソースレコードを

チェックして、ドメインのリソースが正しく解決されるようにします。 結果が解釈

され、画面上に表示されます。 
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他のサーバにホストされているサイトのドメイン名の使

用（ドメイン転送）

他のサーバにホストされているWebサイトをポイントするドメイン名（複数の場合も

含めて）を使用する必要がある場合は、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[クライアント]ショートカットをクリックします。

2 [新規ドメインを追加]をクリックします。
3 ドメイン名を指定します。 

ユーザが例えばwww.your-domeain.com  のような共通・常用のURLによってサイト

へアクセスすることを許可するには、[www]チェックボックスを選択したままにしま

す。ドメイン名の前にwww エイリアスをつけると、ユーザがブラウザに何を入力し

ても、そのサイトへ行くことができます。 www.your-domain.com  と your-domain.com、
どちらもそのサイトをポイントします。

4 [テンプレートの選択]メニューの[テンプレートなしでドメインを作成]オプ
ションを選択したままにします。

5 選択先のIPアドレスの数がある場合、[IPアドレスの選択]ドロップダウンボ
ックスから必要なアドレスを選択します。 

SSL(Secure Sockets Layer)データ暗号化を実行するために、E-コマースサイトは IPア
ドレス（他のサイトと共有でない）が必要であることを忘れないでください。

6 [ホスティング設定に進む]チェックボックスがチェックされていることを

確認して、[OK]をクリックします。
7 転送タイプを選択します。 [フレーム転送]または[スタンダード転送]オプシ
ョンのいずれかを選択します。 

スタンダード転送では、ユーザはそのサイトにリダイレクトされ、実際のサイト

URLがユーザのブラウザに示されます。従って、ユーザは別のURLへリダイレクト
されていることが常に分かります。 フレーム転送では、ユーザはそのサイトが実際

は別の場所にあることを知らずにリダイレクトされます。従って[フレーム転送]が望

ましいのです。

8 [OK]をクリックします。
9 転送先のURLを指定します。 このドメインがポイントしてほしい現在の

Webサイトのアドレスです。

10 [OK]をクリックします。
11 1から9までのステップを繰り返し、必要に応じた数だけドメイン転送先を

追加します。
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ユーザアカウント間のドメイン転送

 あるユーザアカウントから別のユーザアカウントへドメインを転送するに

は、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットを選択します。 または、
ナビゲーションペインの[クライアント]ショートカットを選択し、必要な
クライアント名をクリックします。 

2 転送したいドメインに対応するチェックボックスを選択して [オーナー
変更]をクリックします。

3 選択したドメインを転送したい宛先アカウントを選択し[次へ>>]をクリッ
クします。

Pleskは、宛先のクライアントアカウントが転送されたドメインを正しく機能させる

ための適切なリソース量を提供できるかどうかを確認します。 クライアントアカウ
ントに新規ドメインを収容するだけのリソースがない場合、リソース不足がハイラ

イトされます。 宛先クライアントアカウントに必要な量のリソースを割り当てるに

は、［クライアント］>［クライアント名］>［制限］に進んでリソース量を調節し

てからドメイン転送プロセスをもう一度行います。

必要なドメインの［新規 IPアドレス］メニューから宛先 IPアドレスを選択してド
メインの転送に IPアドレスを使用することもできます。

4 この手順を終了するには[終了]をクリックします。

ドメインの保留と保留解除

 ドメインを保留するには、以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットを選択します。
2 必要なドメインをクリックします。

3 ［無効化］をクリックします。

ドメインは保留されます。そのWeb、FTP、メールサービスはインターネットユーザ
にはアクセスできなくなります。また、ドメインオーナーはコントロールパネルにロ

グインできなくなります。 

 ドメインの保留を解除するには、以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットを選択します。
2 必要なドメインをクリックします。

3 [有効化]をクリックします。
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ドメインの削除

 ドメインとそのWebコンテンツを削除するには、以下の操作を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 削除したいドメイン名に対応するチェックボックスを選びます。

3 [選択対象を削除]をクリックして、削除を確認し[OK]をクリックします。

 サブドメインとそのWebコンテンツを削除するには、以下の操作を実行しま
す。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 必要なドメイン名をクリックします。

3 [ホスティング]グループの [サブドメイン]アイコンをクリックします。
4 削除したいサブドメインに対応するチェックボックスを選びます。

5 [選択対象を削除]をクリックして、削除を確認し[OK]をクリックします。
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E-mailサービスの使用
1つの E-mailアカウントで様々な E-mailサービスを利用できます。 例えば、標準的なメ

ールボックスとしてメールを受取ったり、多数の宛先へ転送したり、送信者へ自動的に

応答するような E-mailアドレスを持つことができます。

メールボックスの作成

E-mailアドレスを yourname@domain.com  などの特定のサイトに関連付ける場合、メー

ルボックスを作成する必要があります。 このためには、以下を実行します。

 ドメインの有効なメール名のリストにアクセスするには以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［メール］アイコンをクリックします。

4 [新しいメール名を追加]をクリックします。
5 ドメイン名が@記号の右側に表示され、あとはメールボックスに必要な名

前を指定するだけです。 

ドットで区切った名字と名前、部署名、その他のラテン記号のテキストなどを指定で

きます。 名前は覚えられる長さにする必要があります。 英数字、ダッシュ、ドット、ア
ンダースコアの記号を使用できます。

6 メールボックスへのアクセスに使用するパスワードを指定します。

7 チェックマークが[メールボックス]チェックボックスに表示されることを

確認してください。

8 [OK]をクリックします。

これでプロバイダのサーバにメールボックスが作成されました。新しいメールボックス

を通じて e-mailを送受信できるようにお気に入りの E-mailプログラムを設定できます。 
他のユーザのメールボックスを作成するには、以下を実行します。

 他のユーザのメールボックスを作成するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［メール］アイコンをクリックします。

4 [新しいメール名を追加]をクリックします。

章 9
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5 ドメイン名が@記号の右側に表示され、あとはメールボックスに必要な名

前を指定するだけです。 

ドットで区切ったユーザの名字と名前、部署名、その他のラテン記号のテキストなど

を指定できます。 名前は覚えられる長さにする必要があります。 英数字、ダッシュ、
ドット、アンダースコアの記号を使用できます。

6 メールボックスのオーナーがメールボックスへのアクセスに使用するパ

スワードを指定します。

7 チェックマークが[メールボックス]チェックボックスに表示されることを

確認してください。

8 必要に応じて、このメールボックスで使用できるディスク容量を制限しま

す。 この場合、[メールボックスクォータ]で[サイズを入力]オプションを選択
し、指定する値をキロバイトで入力します。

9 メールボックスオーナーがメールボックス管理パネルを使用して自分の

メールボックスを管理するのを許可する場合は、[コントロールパネルアク
セス]チェックボックスを選択し、ユーザのコントロールパネルの言語を指

定します。  

10 メールボックスオーナーがスパムフィルタとアンチウイルスを設定し使

用するのを許可する場合は、[権限]をクリックしてそれぞれのチェックボ

ックスを選択し、［OK］をクリックします。 

11 [OK]をクリックします。

これでメールボックスが作成され、Pleskに専用の e-mail管理パネルが設定されました。 
管理パネルに入力する場合、メールボックスオーナーはURL https://your-
domain.com:8443  を閲覧し、[ログイン]ボックスに E-mailアドレスを入力し、[パスワード]
 ボックスにメールボックスのパスワードを入力してから、[ログイン]をクリックします。
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メールボックスからメールを取得するための E-mailプログ
ラムの設定

 Microsoft Outlook Expressを設定するには、以下を実行します。

1 Microsoft Outlook Expressを開きます。

2 [ツール]>[アカウント]に進みます。
3 [メール]タブをクリックして、メールアカウントのリストを開きます。

4 [追加>]ボタンをクリックし、［メール…］項目を選択します。

5 送信する全てのメッセージに表示される名前を入力し、[次へ>]をクリック
します。

6 Pleskで作成したe-mailアドレス（例：your.name@your-domain.com）を
入力し、[次へ>]をクリックします。

7 受信メールサーバのプロトコルを選択します。 

8 メールドメイン名を受信および発信メールサーバとして指定し（例： 

mail.your-domain.com）、[次へ>]をクリックします。
9 [アカウント名]ボックスにE-mailアドレスを入力します（例： 

your.name@your-domain.com  ）。

10 パスワードを入力します。 これはPleskでメールボックスを作成する際に
指定したパスワードです。 

11 E-mailプログラムがメールサーバに接続し新規メールをチェックするた

びに、パスワードの入力が要求されないようにする場合は、[パスワードを
記憶する]ボックスにチェックを付け、[次へ>]をクリックします。

12 E-mailプログラムの設定を終了する場合は、[完了]をクリックします。

 Mozilla Thunderbirdを設定するには、以下を実行します。

1 Mozilla Thunderbirdを開きます。

2 ［ツール］>[アカウント設定...]に進みます。
3 [アカウントを追加]をクリックします。 アカウントウィザードが開きます。

4 [E-mailアカウント]オプションを選択したまま、[次へ>]をクリックします。
5 送信する全てのメッセージに表示される名前を入力します。

6 Pleskで作成したE-mailアドレスを入力します。 

例えば、your.name@your-domain.com  のように入力し、[次へ>]をクリックします。

7 受信メールサーバのプロトコルを選択します。 

8 メールドメイン名を受信および発信メールサーバとして指定し（例： 

mail.your-domain.com）、[次へ>]をクリックします。
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9 受信ユーザ名ボックスで、自分の完全なE-mailアドレス（例：

your.name@your-domain.com）を指定し、[次へ>]をクリックします。
10 このアカウントを参照する際の名前（例：Work Account）を入力し、[次
へ>]をクリックします。

11 入力した情報が正しいことを確認し、[完了]をクリックします。
12 [OK]をクリックして、アカウント設定ウィザードを閉じます。

Webブラウザからのメールへのアクセス
自宅やオフィスのコンピュータから離れている場合でも、自分のメールを読み出し、新

しいメッセージを作成することができます。 この場合、まずコントロールパネルに統合

されているHorde Webメールインターフェースにアクセスできるようにする必要があ

ります。 これで、インターネット接続およびWebブラウザがインストールされているコ
ンピュータやWAPが有効な携帯電話や携帯用コンピュータ (PDA) があればメールを
使って作業をすることができます。

 Webメールインターフェースへのアクセスを可能にするには、以下を実行し
ます。 

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 必要なドメイン名をクリックします。

3 [メール]アイコンをクリックします。

4  [選択設定]をクリックします。
5 [Webメール]チェックボックスを選択します。

6 [OK]をクリックします。

注： ドメインに対するWebメールの有効化と無効化には、DNS ゾーンでの変更が伴う

ため、実際には、DNS登録メカニズムの速度によりWebメールを有効化および無効化す

る場合は一定の遅延が発生します。

 Webメールからメールボックスにアクセスするには、以下を実行します。 

1 Webブラウザ (携帯用デバイスで作業しているのであればWAPブラウザ) 
を開いて以下のURLを入力します。  http://webmail.your-domain.com  を入
力します。このyour-domain.comには使用しているドメインの名称を入力
します。 ENTERを押します。 Webメールログイン画面が開きます。

2 メールボックスを作成する際に指定したユーザ名とパスワードを入力し、

[ログイン]をクリックします。
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スパムからのメールボックスの保護

不要な通信からメールボックスを保護するには、インターネットフォーラムに E-mailア
ドレスを発行せずに、SpamAssassinソフトウェア内のサーバ側スパムフィルタをオンに

切り替えます。

E-mailアドレスを発行する必要がある場合、プライマリ E-mailアドレスにディスポーザ

ブル E-mailアドレス、すなわち E-mail エイリアスを作成し、これを代わりに発行します。

 E-mail エイリアスに送信されたメッセージは全て、メールボックスに到着します。 スパ
ムが到着し始めたら、そのエイリアスを削除し別のエイリアスを作成します。 別のドメ
インまたは別のメールサーバにメールボックスを保有している場合、ディスポーザブル

E-mailフォワーダを設定できます。 

補足的ディスポーザブル E-mailアドレス（メールエイリアス）の設
定

 メールボックスに E-mailエイリアスを設定するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［メール］アイコンをクリックします。

4 必要なE-mailアドレスをクリックします。

5 [新しいメールエイリアスを追加]をクリックします。
6 エイリアスに追加する名前を入力し、[OK]をクリックします。

追加した E-mailアドレス（E-mail エイリアス）宛てのメッセージは、メールボックスに

到着します。  現在使用しているメールエイリアスのリストはドオメインのメール名リ

ストページで ［エイリアスの表示］をクリ

ックすると表示されます。

188



 メールボックスから E-mailエイリアスを削除するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［メール］アイコンをクリックします。

4 必要なE-mailアドレスをクリックします。

5 削除するエイリアスに対応するチェックボックスを選択し、 [選択対象を
削除]をクリックします。

スパムフィルタのセットアップ

削除できない、または削除する必要のない E-mailに宛てた不要な通信を受け取る場合、

メールボックスにスパムフィルタを設定することを検討してください。 このためには、
以下を実行します。

 サーバに SpamAssassinコンポーネントをインストールしている場合は、Pleskサーバ
で SpamAssassinスパムフィルタを有効にします。

 E-mailプログラムの操作を自宅とオフィスのどちらのコンピュータで行うかを選択

して、スパムフィルタリングソフトウェアをインストールします。
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スパムフィルタのオン切り替え

 メールボックスのスパムフィルタリングをオンに切り替えるには、以下を実

行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［メール］アイコンをクリックします。

4 必要なE-mailアドレスをクリックします。

5 [ツール]グループの [スパムフィルタ]アイコンをクリックします。
6 必要に応じて以下の設定を行います。

 スパムとしてみなす数 この設定はスパムフィルタの感度を調整します。 

SpamAssassinは、各メッセージのコンテンツおよび件名行に対して複数の異なる

テストを実行します。 その結果、各メッセージに複数のポイントが記録されます。

 ポイントが高くなるほど、メッセージがスパムである可能性が高くなります。 例
えば、件名行および本文にテキスト文字列「BUY VIAGRA AT LOW PRICE!!!」を
含むメッセージの特定は 8.3 ポイントになります。  デフォルトでは、スコアが 7
ポイント以上のメッセージが全てスパムと分類されるようにフィルタ感度が設

定されます。

現在の設定で多くのスパムメッセージを受け取る場合、[スパムとしてみなす数]
ボックスの値を 6などに下げてみてください。 

スパムフィルタでジャンクとみなされたために E-mailを受信できない場合、[ス
パムとしてみなす数]ボックスの値を高くし、フィルタ感度を下げてみてくださ

い。

注： スパムフィルタの精度をさらに高めるために、受信するE-mailメッセージ
でスパムフィルタをトレーニングできます（次のセクションの、「スパム検

出の精度を高めるための指示」を参照してください）。 

 スパムメッセージの処理方法。 スパムフィルタの精度を確実なものにする場合、

スパムと認識された全ての受信メッセージを自動的に削除するようにフィルタ

を設定できます。 この場合、[削除]オプションを選択します。 ローカルコンピュー
タのソフトウェアでメールをフィルタリングする場合は、[スパムとしてマーク
してメールボックスに残す]オプションを選択し、スパムとして認識されたメッ

セージをスパムフィルタでマークする方法を指定します。 「X-Spam-Flag:  YES」
および「X-Spam-Status:   Yes」ヘッダーがデフォルトではメッセージソースに付

加され、またスパムフィルタにより件名行の先頭に特定のテキスト文字列が追加

されます。 希望の記号や文字の組み合わせをメッセージの件名に含めるには、

［スパムと認識された各メッセージの件名の最初に以下のテキストを追加］ボ

ックスに入力してください。 スパムフィルタにメッセージの件名を変更させた

くない場合は、このボックスを空白のままにしてください。 件名にメッセージの

スコアを含めたい場合は、このボックスに _SCORE_ と入力してください。
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7 特定のドメインや送信者からのE-mailを受信したくない場合は、［ブラッ

クリスト］タブをクリックしてスパムフィルタのブラックリストにそれ

ぞれの項目を追加します。 

 ブラックリストに項目を追加するには、［アドレスを追加］をクリックします。 

ファイルにエントリのリストがある場合は、それを［参照］で指定し［OK］を
クリックします。 もしくは、［リストから］オプションを選択し［E-mailアドレ
ス］ボックスに E-mailアドレスを入力します。 その際、アドレスごとに改行する

か、もしくはコンマやコロンや空白スペースでアドレスを区切って下さい。 アス
タリスク（*）は任意の組み合わせ文字を意味し、疑問符（?）は任意の一文字を

意味します 例えば、以下のようになります。 address@spammers.net, 
user?@spammers.net, *@spammers.net）。 *@spammers.net      を指定すると  
spammers.net  というドメインからの全てのメールをブロックします。追加したエ

ントリを保存するには、[OK]をクリックして追加を確認して、もう一度[OK]をクリ
ックしてください。

 ブラックリストからエントリを削除するには、 ［ブラックリスト］タブからエ

ントリを選択し[選択対象を削除]をクリックします。 削除を確認して[OK]をクリ
ックします。 

8 特定の送信者からのE-mailを確実に受信するには、［ホワイトリスト］タ

ブをクリックしてスパムフィルタのホワイトリストにそのE-mailアドレ
スまたは完全なドメイン名をを追加します。

 ホワイトリストにエントリを追加するには、［アドレスの追加］をクリックしま

す。 ファイルにエントリのリストがある場合は、それを［参照］で指定し［OK］
をクリックします。 もしくは、［リストから］オプションを選択し［E-mailアド
レス］ボックスに E-mailアドレスを入力します。 その際、アドレスごとに改行す

るか、もしくはコンマやコロンや空白スペースでアドレスを区切って下さい。 ア
スタリスク（*）は任意の組み合わせ文字を意味し、疑問符（?）は任意の一文字

を意味します 例えば、以下のようになります。 address@mycompany.net, 
user?@mycompany.net, *@mycompany.net）。*@mycompany.netを指定すると
mycompany.netというドメインの E-mailアドレスが全てホワイトリストに追加

されます。  追加したエントリを保存するには、[OK]をクリックして追加を確認し

て、もう一度[OK]をクリックします。

 ホワイトリストからエントリを削除するには、 ［ホワイトリスト］タブからエ

ントリを選択し[選択対象を削除]をクリックします。 削除を確認して[OK]をクリ
ックします。

9 スパムフィルタの設定が終了したら、 ［有効］アイコンをクリックし

［OK］をクリックします。
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スパム検出の精度の改善

スパムの精度は、メールボックス内に保存された E-mailメッセージでスパムフィルタを

トレーニングすることで改善できます。 

 スパム検出の精度を改善するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［メール］アイコンをクリックします。

4 必要なE-mailアドレスをクリックします。

5 [ツール]グループの [スパムフィルタ]アイコンをクリックします。
6 [トレーニング]タブをクリックします。 

メールボックス内の全ての E-mailメッセージが、画面に表示されます。 各メッセー
ジの左の列にアイコンが表示されます。 このアイコンから、メッセージが スパム

と認識されるか、 非スパムと認識されるか、 認識不可であるかが分かります。 

メッセージでスパムフィルタのトレーニングを実施し、結果をスパムフィルタのデ

ータベースに記録している場合、右側の列にアイコン  が表示されます。 

7 スパムフィルタをトレーニングします。 

通常は、件名行と送信者名を調べるとメッセージがスパムかどうかがわかります。 

件名行と送信者名から手がかりが得られない場合、E-mailプログラムまたはWebメ
ールインターフェースを使用してメッセージ内を調べてみて下さい。

 メッセージにスパムとマークする場合は、対応するチェックボックスを選択し、

[スパム]をクリックします。

 メッセージに非スパムとマークする場合は、対応するチェックボックスを選択し、

［非スパム］をクリックします。

 スパムフィルタのデータベースから特定のメッセージに関する情報を削除する

には、対応するチェックボックスを選択し、［無視］をクリックします。

8 トレーニングが終了したら、E-mailプログラムまたはWebメールインター
フェースを使用して、メールボックスからスパムE-mailを削除できます。
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スパムフィルタのデータベースの消去

間違ってスパムフィルタに大量のスパム E-mailを非スパムと学習させた場合、またはそ
の逆の場合、スパムフィルタの学習結果が間違ったものになる可能性があります。 スパ
ムフィルタのデータベースを消去するには、以下を実行します。 

 スパムフィルタのデータベースを消去するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［メール］アイコンをクリックします。

4 必要なE-mailアドレスをクリックします。

5 [ツール]グループの [スパムフィルタ]アイコンをクリックします。
6 [トレーニング]タブをクリックします。
7 [クリア]ボタンをクリックします。

スパムフィルタのオフ切り替え

 メールボックスのスパムフィルタリングをオフに切り替えるには、以下を実

行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［メール］アイコンをクリックします。

4 必要なE-mailアドレスをクリックします。

5 [ツール]グループの [スパムフィルタ]アイコンをクリックします。
6 [スパムフィルタリングを無効にする]アイコンをクリックし、[OK]をクリッ
クします。
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ウイルスからのメールボックスの保護

システムをウイルスから防御する場合、疑わしい e-mailの添付ファイルを開かず、サー

バ側のアンチウイルス保護サービスがホスティング会社から提供されている場合（ま

たは Pleskのインストール時にDr. Webアンチウイルスをインストールしている場合）、

これを有効にし、ファイアウォールとアンチウイルスソフトウェアがパーソナルコンピ

ュータにインストールされていることを確認します。 オペレーティングシステムを常

に最新の状態に維持し、適宜、セキュリティホットフィックスおよびパッチをインスト

ールします。

アンチウイルス保護のオン切り替え

 メールボックスのアンチウイルス保護をオンに切り替えるには、以下を実行

します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 [メール]アイコンをクリックします。
4 必要なE-mailアドレスをクリックします。

5 ［ツール］グループの ［Dr.Web］アイコンをクリックします。
6 使用するメールスキャンモードを選択します。 受信メール、発信メール、
または送受信メールに対してスキャンをオンにできます。

7 [OK]をクリックします。

ウイルスに感染した E-mailメッセージが到着すると、メールボックスのオーナーに適切

な通知が送信され、感染したメッセージがサーバの検疫ディレクトリに置かれます。 検
疫ディレクトリ内に保存された感染メッセージを表示できるのは、サーバ管理者のみで

す。 
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アンチウイルス保護のオフ切り替え

 メールボックスのアンチウイルス保護をオフに切り替えるには、以下を実行

します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 [メール]アイコンをクリックします。
4 必要なE-mailアドレスをクリックします。

5 ［ツール］グループの ［Dr.Web］アイコンをクリックします。
6 [無効]オプションを選択します。
7 [OK]をクリックします。
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メールボックスの保留と保留解除

 メールボックスの E-mailサービスを一時的に保留にするには、以下を実行し
ます。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3  [メール]をクリックします。
4 E-mailサービスを保留にするE-mailアドレスをクリックします。

5 [ツール]グループの [メールボックス]アイコンをクリックします。
6 [メールボックス] チェックボックスをクリアにします。

7 [OK]をクリックします。

 メールボックスの E-mailサービスを再開するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3  [メール]をクリックします。
4 E-mailサービスを再開にするE-mailアドレスをクリックします。

5 [ツール]グループの [メールボックス]アイコンをクリックします。
6 [メールボックス] チェックボックスを選択します。

7 [OK]をクリックします。

 ドメイン内の全てのメールボックスについて E-mailサービスを一時的に保留
にするには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3  [メール]をクリックします。

4 ［ツール］グループの ［無効化］をクリックします。

 ドメイン内の全てのメールボックスについて E-mailサービスを再開するには、
以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
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2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3  [メール]をクリックします。

4 ［ツール］グループの [有効化]をクリックします。

メールボックスの削除

 メールボックスを削除するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3  [メール]をクリックします。
4 削除するメールボックスの対応するチェックボックスを選択します。

5 [選択対象を削除]をクリックします。
6 確認画面が表示されたら、削除を確認して[OK]をクリックします。
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アカウントのメールボックスフォワーダへの変更を決定

した場合のメールボックスサービスのオフ切り替え

既存の E-mailアカウントをメールフォワーダまたはメーリングリストとして使用する
予定がある場合、メールボックスサービスをオフに切り替えることをお奨めします。 メ
ールボックスですべての受信メッセージを保存し、転送後も自動的に削除されないよう

にします。 従って、アカウントで「メールボックス + メールフォワーダ」の設定を選択す

る場合は、必ず、時々メールボックスをクリーンアップしてください。

 メールボックスの全てのメッセージを破棄するアカウントのメールボック

スサービスをオフに切り替えるには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 [メール]アイコンをクリックします。
4 対象となるE-mailアドレスをクリックします。

5 [メールボックス]アイコンをクリックします。[ツール]グループの
6 [メールボックス] チェックボックスのチェックを外します。

7 [OK]をクリックします。
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単一 E-mailアドレスへのメール転送の設定
 メールを受け付ける E-mailアドレスを設定し、このメールを別の E-mailアド
レスに転送するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［メール］アイコンをクリックします。

4 [新しいメール名を追加]をクリックします。
5 [メール名]の横のメールフォワーダに該当する名前を指定します。
ドメイン名が@記号の右側に表示されるため、あとは名前を入力するだけです。 ド
ットで区切った名字と名前、部署名、その他のラテン記号のテキストなどを指定でき

ます。 名前は覚えられる長さにする必要があります。 英数字、ダッシュ、ドット、アン
ダースコアの記号を使用できます。

6 [メールボックス]および[コントロールパネルアクセス]チェックボックスを

解除します。

7 [OK]をクリックします。

8 [ツール]グループの [リダイレクト]アイコンをクリックします。
9 [リダイレクト]チェックボックスを選択します。

10 E-mailを転送する宛先E-mailアドレスを入力します。

11 [OK]をクリックします。 

 メールを受け付ける E-mailアドレスを設定し、このメールをスパムフィルタ
に通し、別の E-mailアドレスに転送するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［メール］アイコンをクリックします。

4 [新しいメール名を追加]をクリックします。
5 [メール名]の横のフォワーダのE-mailアドレスに該当する名前を指定しま
す。

ドメイン名が@記号の右側に表示されるため、あとは名前を入力するだけです。 ド
ットで区切った名字と名前、部署名、その他のラテン記号のテキストなどを指定でき

ます。 名前は覚えられる長さにする必要があります。 英数字、ダッシュ、ドット、アン
ダースコアの記号を使用できます。
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6 ［メールボックス］チェックボックスが選択されていることを確認してく

ださい。 

メールボックスを選択していない場合、スパムフィルタリングを適用できません。

7 メールボックスへのアクセスに使用するパスワードを指定します。 メー
ルボックスの中身は適宜整理してください。

8 [OK]をクリックします。

9 [ツール]グループの [リダイレクト]アイコンをクリックします。
10 [リダイレクト]チェックボックスを選択します。

11 E-mailを転送する宛先E-mailアドレスを入力します。

12 [OK]をクリックします。

メールフォワーダの保留と保留解除

 メールフォワーダを保留にするには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3  [メール]をクリックします。
4 転送サービスを保留にするE-mailアドレスをクリックします。

5 [ツール]グループの [リダイレクト]アイコンをクリックします。
6 [リダイレクト]チェックボックスを解除します。

7 [OK]をクリックします。

 メールフォワーダの保留を解除するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3  [メール]をクリックします。
4 転送サービスを再開するE-mailアドレスをクリックします。

5 [ツール]グループの [リダイレクト]アイコンをクリックします。
6 [リダイレクト]チェックボックスを選択します。

7 [OK]をクリックします。
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複数 E-mailアドレスへのメール転送の設定
 メールを受け付ける E-mailアドレスを設定し、このメールを複数の別の E-

mailアドレスに転送するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［メール］アイコンをクリックします。

4 メール名をクリックします。

5 [メールグループ]をクリックします。

6 [新しいメンバーを追加]をクリックします。
複数の E-mailアドレスへのメール転送を有効にする前に、1つ以上の E-mailアドレ
スを追加する必要があります。

7 [E-mail]入力フィールドに必要な外部E-mailアドレスを入力するか、チェッ

クボックスでリストから1つまたは複数のメール名アカウントを選択する、

あるいは両方の作業を行います。

8 [OK]をクリックします。

9 [有効化]をクリックします。
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受信者アドレスの追加と削除

 転送された E-mail通信を受け取るメール名のリストに、外部 E-mailアドレス
を追加するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［メール］アイコンをクリックします。

4 メール名をクリックします。

5 [メールグループ]をクリックします。

6 [新しいメンバーを追加]をクリックします。
7 [E-mail]入力フィールドに、該当する外部E-mailアドレスを入力します。

8 [OK]をクリックします。

 転送された E-mail通信を受け取るメール名のリストから、外部 E-mailアドレ
スを削除するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［メール］アイコンをクリックします。

4 メール名をクリックします。

5 [メールグループ]をクリックします。
6 削除したいメール名に該当するチェックボックスを選択します。

7 [選択対象を削除]をクリックします。

削除を確認して[OK]をクリックします。

 転送された E-mail通信を受け取るメール名のリストに、サーバに登録された
E-mailアドレスを追加するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［メール］アイコンをクリックします。

4 更新リストに追加するメール名をクリックします。

5 ［グループ］をクリックします。
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6 [利用可能なメールグループ]リストで、該当する複数のE-mailフォワーダを
選択します。

7 [追加]>>］をクリックします。
8 [OK]をクリックします。

サーバに登録された E-mailアドレスも、外部 E-mailアドレス追加の手順(上記をご参照
ください)に従って更新リストに追加することができます。

 転送された E-mail通信を受け取るメール名のリストから、サーバに登録され
た E-mailアドレスを削除するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［メール］アイコンをクリックします。

4 更新リストから削除するメール名をクリックします。

5 ［グループ］をクリックします。

6 [次のメールグループのメンバー]リストで、該当する複数のE-mailフォワー
ダを選択します。

7 [<<削除]をクリックします。
8 [OK]をクリックします。

サーバに登録された E-mailアドレスも、外部 E-mailアドレス削除の手順(上記をご参照
ください)に従って更新リストから削除することができます。

複数 E-mailアドレスへのメール転送のオフ切り替え

 複数 E-mailアドレスへのメール転送を無効にするには以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［メール］アイコンをクリックします。

4 メール名をクリックします。

5 [メールグループ]をクリックします。

6 [無効]をクリックします。
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メールフォワーダの削除

 メールフォワーダを削除するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3  [メール]をクリックします。
4 削除するメールフォワーダの対応するチェックボックスを選択します。

5 [選択対象を削除]をクリックします。
6 確認画面が表示されたら、削除を確認して[OK]をクリックします。
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自動応答の設定

休暇に入る予定があり、しばらくの間メールをチェックできない場合、アドレスに E-
mailを送信した送信者に対して、自動的に休暇通知が送信されるように設定しておくこ

とができます。 これは自動応答とも呼ばれる、自動応答機能を使用して行います。 休暇
通知以外に、組織では自動応答を使用して、オーダーや技術サポートの受領と、これらの

迅速な処理を顧客に通知することができます。 自動応答には、プレーンテキストまたは

HTML 形式で事前に作成されたメッセージを含めること、また添付ファイルを含めるこ

ともできます。

 メールボックスの自動応答を設定するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 [メール]アイコンをクリックします。
4 自動応答を設定するE-mailアドレスをクリックします。

5 ［ツール］グループの [自動応答]アイコンをクリックします。
6 自動応答にファイルを添付する予定がない場合は、手順6に進みます。自動
応答にファイルを添付するには、以下を実行します。 

1. ［ツール］グループの [ファイル添付]アイコンをクリックしま
す。 

2. [参照]をクリックしてファイルを探し、選択した後[ファイル送信]
をクリックします。 

ファイルが添付ファイル保存に追加され、このファイルを別の複数の自動応答に

追加できるようになります。 

3. 終了したら [上へ]をクリックし、次の手順に進みます。

7 ［ツール］グループの [新しい自動応答を追加]アイコンをクリックし
ます。

8 自動応答を設定します。

1. [自動応答名]ボックスに、この自動応答の名前を入力します。 

例えば、休暇通知などです。

2. 不在の間、受信メールを別のE-mailアドレスに転送する場合、[自動
応答の後、オリジナルメッセージを指定されたE-mailアドレスに転送
する]ボックスにE-mailアドレスを指定します。
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3. 受信するE-mailメッセージへの応答に、この自動応答を送信する

場合は、[条件]グループで[常に返信する]オプションを選択した状

態にします。 メッセージテキストまたは件名行に特定の語句を含

むE-mailメッセージにのみ自動的に応答する場合は、適切なオプ

ションを選択し、入力ボックスに語句の組み合わせを入力します。

4. デフォルトでは受信E-mailの件名が自動応答で送信するメッセー

ジの件名に挿入されます。 カスタムの件名を使用するには、[応答]
件名入力ボックスにカスタム件名を入力します。

5. こちらから送信されたメッセージが自動応答であると相手側が想

定できないため、相手側が自動応答に対して返答する場合があり

ます。 このため、[返信アドレス]として自分のE-mailアドレスを指
定する必要があります。

6. 自動応答メッセージの形式（プレーンテキストまたはHTML）と、
文字のエンコード方式（UTF-8を推奨）を指定します。 HTML自動
応答メッセージにHTMLタグを使用する場合、[HTML]オプションを
選択します。

7. [テキスト付き返信]フィールドにメッセージを入力します。

8. 必要に応じて、ファイルを添付します。 この場合、[添付ファイルを
追加]ボタンをクリックし、以前に添付保存にアップロードしてい

たファイルに対応するチェックボックスを選択し、[OK]をクリッ
クします。 添付ファイルを自動応答から削除するには、該当する

チェックボックスを選択して [選択対象を削除]をクリックします

9. 同じE-mailアドレスへの1日あたりの自動応答の数を制限するに
は、[制限]内の各入力ボックスに上限数を入力します。 

デフォルトでは同じ E-mailアドレスに対する応答として 10 回/日の上限が設定
されています。

10.メールサーバの負荷を減らすために、自動応答が記憶する固有の

アドレスの数を制限できます。 それには、[...件まで保存]ボックス
に上限数を入力します。

9 [OK]をクリックします。

10 ［ツール］グループの [有効]アイコンをクリックします。
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自動応答のオフ切り替え

 メールボックスの自動応答をオフに切り替えるには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3  [メール]をクリックします。
4 自動応答をオフに切り替えるE-mailアドレスをクリックします。

5 ［ツール］グループの [自動応答]をクリックします。

6 [無効]をクリックします。

自動応答がオフになりました。 自動応答の設定はコントロールパネルから削除されて

いないため、この自動応答を次に使用する必要が生じる場合、上記の手順を繰り返し、最

後の手順で [有効化]をクリックします。

 不要になった自動応答設定を削除するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3  [メール]をクリックします。
4 必要なE-mailアドレスをクリックします。

5 ［ツール］グループの [自動応答]をクリックします。
6 設定名に対応するチェックボックスを選択し、 [選択対象を削除]をクリ
ックします。
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存在しないユーザ宛メールの処理に対するサイト単位の

選択設定（メール転送）

誰かがドメインに存在しない E-mailアドレスに対して E-mailメッセージを送信した場

合、デフォルトでは、メールサーバはメールを受信し、処理して、このような受信者がド

メイン内に存在しないと認識した後、"this address no longer accepts mail（このアドレス
はメールを受け取ることができません）"という通知をつけて送信者にメールを返しま

す。 この場合、次の選択が可能です。

 デフォルトの通知が適切でないと思われる場合は変更する。

 このようなメールを全て指定した E-mailアドレスに転送する。 

 このようなメールを受け取らず、送信者に通知せずに拒否する。 

 この設定により、多くの場合ランダムに生成されたユーザ名に送信される大量のス

パムにより生じた、メールサーバの負荷を減らすことができます。 ただし、スパマー
の側からすれば、この設定によりメールサーバのスキャンで有効な E-mailアドレス
を検出する時間を多少短縮できます。

 存在しないユーザへのメールの処理に対するサイト単位の設定を行うには、

以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3  [メール]をクリックします。

4 [選択設定]をクリックします。
5 必要なオプションを選択し、必要に応じて情報を指定します。

6 [OK]をクリックします。
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複数のメールアカウントへの類似変更の同時処理の導入

複数のメールアカウントへの類似変更を同時に処理して時間と労力を節約することが

できます。 この機能は一括操作と呼ばれています。

 複数のメール名に対して一括操作を行うには以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［メール］アイコンをクリックします。

4 一括操作を実行したいメール名に該当するチェックボックスを選択しま

す。

5 [一括操作]をクリックします。
6 必要に応じて、設定を調整してください。

 一括操作を選択したすべてのメール名関連オプションを有効にするには［有効

化］を選択します。

 一括操作を選択したすべてのメール名関連オプションを無効にするには［無効

化］を選択します。

 関連オプションを変更したくない場合は［変更しない］オプションを選択した

ままにします。

7 [OK]をクリックします。
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複数の顧客に対する E-mail一括送付
サーバメンテナンススケジュールのお知らせや新サービス提供のご紹介などを顧客に

送付したい場合、一括 E-mail 機能（サーバ>一括 E-mailメッセージ）を使用して 複数の
顧客に対する E-mailを一括送付することができます。

必要に応じてメッセージのテンプレートを作成して使用したり、テンプレートを使用し

ないでメッセージを送信することもできます。

以下を実行するにはこの章をお読みください。

今後のために一括テンプレートを作成する 『ページ数 210』

複数の顧客に E-mailを送信する。 『ページ数 213』

メッセージテンプレートの作成、編集、削除

 新しいメッセージテンプレートを作成するには以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの［サーバ］をクリックして、 ［一括E-Mailメッ

セージ］と ［一括E-Mailテンプレートを追加］をクリックします。
2 ［テンプレート名］フィールドにテンプレート名を指定します。

3 ［送信元］フィールドに送信者の名前とE=mailアドレスを指定してくだ
さい。

名前または E-mailアドレス、もしくは両方を指定できます。 名前と E-mailアドレス
の両方を指定するには、以下のフォーマットを使用してください。 名前 <your@e-
mail.address> 例えば、以下のようになります。 John Doe <admin@pleskserver.com> 
となります。

4 E-mailメッセージの受信者を選択してください。

 クライアントにメッセージを受信して欲しい場合は、［クライアント］チェック

ボックスを選択して受信者の範囲を選択してください。 ［全て］では全てのク
ライアントに送信され、［選択のみ］では手動で選択したクライアントにのみ送

信され、［選択以外全て］では手動で選択したクライアント以外の全てのクライ

アントにされます。

 複数のクライアントを選択するには［クライアント］チェックボックスの右側

の［アドレスの選択］をクリックし（このボタンは［全て］が選択されている

ときは使えません）、［利用可能なクライアント］フィールドで対象となるクラ

イアントを選択し［追加 >>］をクリックします。 選択したクライアントから削

除するには、対象となるクライアントを[クライアントを選択]フィールで選択し
［<<削除］をクリックします。

章 1 0
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 ドメイン管理者にメッセージを受信して欲しい場合は、［ドメイン管理者］チェ

ックボックスを選択して受信者の範囲を選択してください。 ［全て］では全て
のドメイン管理者に送信され、［選択のみ］では選択したドメイン管理者にのみ

送信され、［選択以外全て］では選択した以外の全てのドメイン管理者にされま

す。

 複数のドメイン管理者を選択するには［ドメイン管理者］チェックボックスの

右側の［アドレスの選択］をクリックし（このボタンは［全て］が選択されて

いるときは使えません）、［利用可能なドメイン管理者］フィールドで対象とな

るドメイン管理者を選択し［追加 >>］をクリックします。 選択したドメイン管
理者から削除するには、対象となるドメイン管理者を[ドメイン管理者を選択]フ
ィールで選択し［<<削除］をクリックします。

クライアントやドメイン管理者がどのように選択されているかは、それぞれの

［選択した表示/非表示］ボタンをクリックすればいつでも見ることができます。

 送信するメッセージのコピーを自分のメールボックスにコピーするには、

［Plesk管理者］チェックボックスを選択してください。

5 ［件名］フィールドにメッセージの件名を指定してください。

6 ［メッセージテキスト］フィールドにメッセージをプレーンテキストフォ

ーマットで入力してください。 Pleskによって自動的に受信者名をメッセ

ージに含めるには <name>変数を使用してください。 ［コンタクト名］フ
ィールドで指定された情報から名前情報が得られます。

7 ［OK］をクリックしてテンプレートを保存してください。

 メッセージテンプレートを編集するには以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの［サーバ］をクリックして、 ［一括E-Mailメッ
セージ］とリスト内の対象となるテンプレートをクリックします。

2 ［テンプレート名］フィールドにテンプレート名を指定します。

3 ［送信元］フィールドに送信者の名前とE=mailアドレスを指定してくだ
さい。

名前または E-mailアドレス、もしくは両方を指定できます。 名前と E-mailアドレス
の両方を指定するには、以下のフォーマットを使用してください。 名前 <your@e-
mail.address> 例えば、以下のようになります。 John Doe <admin@pleskserver.com> 
となります。

4 E-mailメッセージの受信者を選択してください。

 クライアントにメッセージを受信して欲しい場合は、［クライアント］チェック

ボックスを選択して受信者の範囲を選択してください。 ［全て］では全てのク
ライアントに送信され、［選択のみ］では手動で選択したクライアントにのみ送

信され、［選択以外全て］では手動で選択したクライアント以外の全てのクライ

アントにされます。
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 複数のクライアントを選択するには［クライアント］チェックボックスの右側

の［アドレスの選択］をクリックし（このボタンは［全て］が選択されている

ときは使えません）、［利用可能なクライアント］フィールドで対象となるクラ

イアントを選択し［追加 >>］をクリックします。 選択したクライアントから削

除するには、対象となるクライアントを[クライアントを選択]フィールで選択し
［<<削除］をクリックします。

 ドメイン管理者にメッセージを受信して欲しい場合は、［ドメイン管理者］チェ

ックボックスを選択して受信者の範囲を選択してください。 ［全て］では全て
のドメイン管理者に送信され、［選択のみ］では選択したドメイン管理者にのみ

送信され、［選択以外全て］では選択した以外の全てのドメイン管理者にされま

す。

 複数のドメイン管理者を選択するには［ドメイン管理者］チェックボックスの

右側の［アドレスの選択］をクリックし（このボタンは［全て］が選択されて

いるときは使えません）、［利用可能なドメイン管理者］フィールドで対象とな

るドメイン管理者を選択し［追加 >>］をクリックします。 選択したドメイン管
理者から削除するには、対象となるドメイン管理者を[ドメイン管理者を選択]フ
ィールで選択し［<<削除］をクリックします。

クライアントやドメイン管理者がどのように選択されているかは、それぞれの

［選択した表示/非表示］ボタンをクリックすればいつでも見ることができます。

 送信するメッセージのコピーを自分のメールボックスにコピーするには、

［Plesk管理者］チェックボックスを選択してください。

5 ［件名］フィールドにメッセージの件名を指定してください。

6 ［メッセージテキスト］フィールドにメッセージをプレーンテキストフォ

ーマットで入力してください。 Pleskによって自動的に受信者名をメッセ

ージに含めるには <name>変数を使用してください。 ［コンタクト名］フ
ィールドで指定された情報から名前情報が得られます。

7 ［OK］をクリックして変更を保存してください。

 メッセージテンプレートを削除するには以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの［サーバ］をクリックして、 ［一括E-Mailメッ
セージ］をクリックしてください。

2 削除する一括E-mailメッセージに対応するチェックボックスを選択し、

[選択対象を削除]をクリックします。
3 削除を確認して[OK]をクリックします。
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E-mailの送信

 複数の顧客に E-mailメッセージを一括送信するには以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの［サーバ］をクリックして、 ［一括E-Mailメッ
セージ］をクリックしてください。

2 既に作成したメッセージテンプレート(「メッセージテンプレートの作成、

編集、削除」 『ページ数210』セクションを参照してください)を使用するに
は、［メッセージの作成］列の アイコンをクリックしてください。  その

メッセージを送信するには、 ［E-mail一括送信］をクリックします。
3 ［送信元］フィールドに送信者の名前とE=mailアドレスを指定してくだ
さい。

名前または E-mailアドレス、もしくは両方を指定できます。 名前と E-mailアドレス
の両方を指定するには、以下のフォーマットを使用してください。 名前 <your@e-
mail.address> 例えば、以下のようになります。 John Doe <admin@pleskserver.com> 
となります。

4 E-mailメッセージの受信者を選択してください。

 クライアントにメッセージを受信して欲しい場合は、［クライアント］チェック

ボックスを選択して受信者の範囲を選択してください。 ［全て］では全てのク
ライアントに送信され、［選択のみ］では手動で選択したクライアントにのみ送

信され、［選択以外全て］では手動で選択したクライアント以外の全てのクライ

アントにされます。

 複数のクライアントを選択するには［クライアント］チェックボックスの右側

の［アドレスの選択］をクリックし（このボタンは［全て］が選択されている

ときは使えません）、［利用可能なクライアント］フィールドで対象となるクラ

イアントを選択し［追加 >>］をクリックします。 選択したクライアントから削

除するには、対象となるクライアントを[クライアントを選択]フィールで選択し
［<<削除］をクリックします。

 ドメイン管理者にメッセージを受信して欲しい場合は、［ドメイン管理者］チェ

ックボックスを選択して受信者の範囲を選択してください。 ［全て］では全て
のドメイン管理者に送信され、［選択のみ］では選択したドメイン管理者にのみ

送信され、［選択以外全て］では選択した以外の全てのドメイン管理者にされま

す。

 複数のドメイン管理者を選択するには［ドメイン管理者］チェックボックスの

右側の［アドレスの選択］をクリックし（このボタンは［全て］が選択されて

いるときは使えません）、［利用可能なドメイン管理者］フィールドで対象とな

るドメイン管理者を選択し［追加 >>］をクリックします。 選択したドメイン管
理者から削除するには、対象となるドメイン管理者を[ドメイン管理者を選択]フ
ィールで選択し［<<削除］をクリックします。

クライアントやドメイン管理者がどのように選択されているかは、それぞれの

［選択した表示/非表示］ボタンをクリックすればいつでも見ることができます。
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 このメッセージのコピーを自分の E-mailに送信するには、［Plesk管理者］チェ

ックボックスを選択してください。

5 ［件名］フィールドにメッセージの件名を指定してください。

6 ［メッセージテキスト］フィールドにメッセージをプレーンテキストフォ

ーマットで入力してください。 Pleskによって自動的に受信者名をメッセ

ージに含めるには<name>変数を使用してください。 ［コンタクト名］フ
ィールドで指定された情報から名前情報が得られます。

7 このメッセージを、今後使用するテンプレートとしてテキストそのものも

受信者の情報も両方保存するには、［テキストを新しいテンプレートに保

存する］フィールドの左側のチェックボックスを選択し、このフィールド

でテンプレート名を指定してください。 

8 ［送信］をクリックしてメッセージを送信します。 メッセージの内容をテ

ンプレートとして保存することを選択した場合、テンプレートが作成され

使用可能なテンプレートのリストに追加されます。
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メーリングリストの維持

顧客にオファーおよびプロモーションを配信する、ニューズレターを運営する、あるい

はサイトの閲覧者に最新の更新について通知する場合、サイトにメーリングリストを設

定し、ユーザをメーリングリストに登録するか、ユーザに登録を勧める必要があります。

メーリングリストは 1 度に多くのユーザへの宣伝ができるので便利です。 メーリング
リストには、情報やニュースレターを投稿する単一の E-mailアドレスの下にまとめられ
た、加入者の E-mailアドレスのリストが保存されています。 メーリングリストは、オプ
ションでサーバにインストールされたGNU Mailmanソフトウェアにより提供されます。
 

メーリングリストが使用できるかどうかを確認するには、プロバイダに確認するか、コ

ントロールパネルでメーリングリストを探します。 [ホーム]>[メール]に進み、[メーリン

グリスト]タブをクリックし、 [新しいメーリングリストを追加]アイコンがカラー
表示されているかどうかを確認します。

メーリングリストのセットアップ

 メーリングリストをセットアップするには、以下の操作を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［メール］アイコンをクリックします。

4 [メーリングリスト]タブをクリックします。

5 [ツール]グループの [有効]アイコンをクリックし、サーバのMailmanソ
フトウェアを起動します。

6 ［ツール］グループの [新しいメーリングリストを追加]アイコンをク
リックします。

7 メーリングリストに必要な名前を指定します。 

部署名、メーリングリストのトピック、その他のラテン記号テキストなどを指定でき

ます。 名前は覚えられる長さにする必要があります。 英数字、ダッシュ、ドット、アン
ダースコアの記号を使用できます。

8 ーリングリストの管理に使用するパスワードを指定します。

9 メーリングリスト管理者のE-mailを指定します。

10 [管理者にメーリングリストの作成を通知する]チェックボックスを選択し

たままにしておきます。

指定した管理者の E-mailでのメーリングリストの使用および維持に関する指示が

表示されます。 メッセージを記録用に保管しておいて下さい。

11 [OK]をクリックします。
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メーリングリストにニュースレターを発行したりその他の情報を投稿するには、メーリ

ングリストの E-mailアドレスへ E-mailで送信します。 登録された全てのユーザが受け

取ります。

メーリングリストの設定

 メーリングリストは、デフォルト設定で操作できます。 しかしながら、モデレ
ーションの有効化、投稿内容のフィルタリング、メッセージのアーカイブな

どを実行できるように設定することができます。 それには、コントロールパ
ネルから以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3 ［サービス］グループの ［メール］アイコンをクリックします。

4 [メーリングリスト]タブをクリックします。
5 該当するメーリングリストのE-mailアドレスの横の アイコンをクリッ

クします。 

ログイン画面が表示されます。

6 リスト管理者のパスワードを入力し、［Let me in …］をクリックします。

 または、メーリングリストの設定には、以下の方法でアクセスできます。

1 WebブラウザでURL  http://lists.<your-
domain.com>/mailman/admin/<listname> を入力します。<your-
domain.com>は使用しているドメイン名、<listname>はメーリングリスト
の名前（すなわちメーリングリストのE-mailアドレスの@記号の左側の

部分）です。  

ログイン画面が表示されます。 

2 リスト管理者のパスワードを入力し、［Let me in …］をクリックします。
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ユーザの登録と登録解除

 メーリングリストにユーザを登録するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3  [メール]をクリックします。
4 [メーリングリスト]タブをクリックします。
5 メーリングリスト名をクリックします。

6 [新規メンバーを追加]をクリックし
ます。

7 登録者のE-mailアドレスを指定してください。

8 [OK]をクリックします。

 メーリングリストからユーザを登録解除するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3  [メール]をクリックします。
4 [メーリングリスト]タブをクリックします。
5 メーリングリスト名をクリックします。

6 ユーザのE-mailアドレスの左側のチェックボックスを選択します。

7 [選択対象を削除]をクリックします。
8 削除を確認して[OK]をクリックします。
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メーリングリストへの投稿

メーリングリストにニュースレターを発行したりその他の情報を投稿するには、メーリ

ングリストの E-mailアドレスへ E-mailで送信します。 登録された全てのユーザが受け

取ります。

メーリングリストの削除

 サイトからメーリングリストを削除するには、以下を実行します

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 リストから必要なドメイン名をクリックします。

3  [メール]をクリックします。
4 [メーリングリスト]タブをクリックします。
5 削除するメールボックスの対応するチェックボックスを選択します。

6 [選択対象を削除]をクリックします。
7 確認画面が表示されたら、削除を確認して[OK]をクリックします。
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ヘルプデスクを使用した顧客の問題の解

決

コントロールパネルに統合され、「ヘルプデスクを設定」 『ページ数 81』セクションの説

明に従って設定したヘルプデスクの使用を決定した場合、ヘルプデスクを使用して顧客

から問題のレポートまたはサポート要求を受け取り、問題が解決された場合に顧客に通

知することができます。 

章 1 1

219



ヘルプデスクでのトラブルチケットの表示

 受け取った問題のレポートをヘルプデスクに表示するには、以下を実行しま

す。

1 ナビゲーションペインの[ヘルプデスク]ショートカットをクリックします。
2 このサーバのユーザが提出した問題レポートを見る必要がある場合はス

テップ4に進みます。

3 貴方が管理する他のサーバのヘルプデスクが提出した問題レポートを見

る必要がある場合は［グローバルヘルプデスク］グループで ［サーバ］

をクリックしてから必要なサーバを選択します。

4 新しい問題レポートを表示するには、[ローカルチケット]グループで

[新規]をクリックします。 全てのレポートを表示するには、 ［全て］を

クリックします。 開示されまだ解決されていない全ての問題レポートを

表示するには、 [オープンしている全て]をクリックします。 問題が解決

されていないことがわかったためにユーザが再オープンしたチケットを

表示するには、 [再オープン]をクリックします。 クローズしたチケット

を確認するには、 [クローズ]をクリックします。
5 チケットが一覧に表示され、次の補足情報が表示されます。

 ID： 投稿時にシステムによって割り当てられる ID 番号です

 チケットのタイトル： チケット投稿者が入力した問題の概略です

 チケットの状態： 新規、再オープン、クローズ

 投稿者のタイプ： コントロールパネルに表示されるチケットの発信元のユーザ

アカウントまたは E-mailアドレス。クライアント、ドメイン管理者、コントロー
ルパネルへのアクセス権を持つ E-mailユーザ、または E-mailでチケットを投稿

したユーザ

 投稿者の名前： チケットの投稿者の名前、ドメインオーナーが投稿したチケッ

トのドメイン名、または E-mailで投稿されたチケットの E-mailアドレス

 更新日： チケットが更新(コメントの追加や状態の変更)された日

 キュー： 問題の投稿者が問題の解決を優先する順序

 優先度： 問題の投稿者が設定した問題の重大度

 カテゴリ： チケットを関連付けるカテゴリ

6 チケットの内容を表示するには、チケットIDまたはチケット件名をクリッ

クします。
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トラブルチケットへのコメントとクローズ

 問題が解決された後、チケットをクローズする、またはコメントを投稿する

には、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ヘルプデスク]ショートカットをクリックします。
 貴方が管理する別のサーバのヘルプデスクを訪問するには、［グローバル

ヘルプデスク］グループで ［サーバ］をクリックしてから必要なサー

バを選択します。

2 作業を行うチケットを探し、その件名かID番号をクリックします。

3 チケットをクローズ、再オープンするには、またはチケットにコメントを

投稿するには、[チケットイベント]ドロップダウンボックスから実行する作

業を選択し、必要に応じて[新しいコメント]入力フィールドに新しいコメ
ントを入力します。

4 [OK]をクリックして情報を送信します。
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他のホスティングプラットフォームから

のユーザアカウント、ドメイン名、Webサ
イトの移行

他のホスティングプラットフォームからの Pleskコントロールパネルへユーザアカウン
ト、ドメイン名、Webサイトの移行は、Plesk移行マネージャーというツールにより実行

されます。このツールは、他社のコントロールパネルから Pleskへの移行を簡単かつ迅速

に行うために開発されました。また、Pleskの旧リリースや Pleskの他のプラットフォー
ムからの移行にも利用できます。  

現時点で、以下のプラットフォームを Pleskに移行できます。

 Confixx 1.65, 2, 3
 CommuniGate Pro

 Plesk and Slash (FreeBSDまたは Linux用)の以前リリースされたもの
 Cobalt Raq 2, 3, 4, 550, XTR
 cPanel 9, 10
 Ensim 3.5, 4

他のホスティングプラットフォームから、全てのユーザアカウント、ドメイン、いろいろ

なアプリケーションを持つWebサイトを移行するには、以下を実行します。 

1 [サーバ]ショートカットをクリックします。

2 ［サービス］グループの [移行マネージャ]アイコンをクリックします。

3 ［ツール］グループの [新しい移行を開始する]アイコンをクリックし
ます。

4 [移行]ラジオボタンは選択されたままにし、次に挙げるオプションを指定

します。

 ソースホスト。 移行したいデータのサーバの IPアドレスまたはホスト名のどち
らかを指定します。

 移行元のホストのリモートホストへのログインに使用されているログイン名と

パスワード。 「root」ログインまたは sudoが有効なアカウントのいずれかを使用

します。

5 リモートホスティングプラットフォームが実行中で、「iconv」ユーティリ
ティがリモートホストのオペレーティングシステムにインストールされ

ていることを確認してください。
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6 [次へ>>]をクリックします。 移行マネージャは、指定されたホストへ接続

し、リモートホスティングプラットフォームのビジネスオブジェクトに関

する情報を集めます。 

7 [移行モード]グループの[全てをダンプする]オプションを選択します。
8 移行マネージャがホスティングプラットフォームを正しく検知しなかっ

た場合、[ソースプラットフォーム]ドロップダウンボックスからそのプラッ

トフォームを選択します。

9 データ圧縮オプション、移行中のドメインテンプレートの適用、一時ファ

イルの保存用にリモートホストのハードドライブパーティションなどの

オプションを指定したい場合は、[拡張]タブをクリックして、必要なオプシ
ョンを選択します。

10 [次へ>>]をクリックします。
11 データがリモートホストから取得されたら、IPアドレスマッピング設定を
指定し、[移行]をクリックします。

12 移行が完了したら、詳細レポートがスクリーンに表示されます。 ［OK］を
クリックしてウイザードを終了します。

他のホスティングプラットフォームから、個々のユーザアカウント、ドメイン名、いろい

ろなアプリケーションを持つWebサイトを移行するには、以下を実行します。 

1 [サーバ]ショートカットをクリックします。

2 [移行マネージャ]をクリックします。

3 ［ツール］グループの [新しい移行を開始する]アイコンをクリックし
ます。

4 [移行]ラジオボタンは選択されたままにし、次に挙げるオプションを指定

します。

 ソースホスト。 移行したいデータのサーバの IPアドレスまたはホスト名のどち
らかを指定します。

 移行元のホストのリモートホストへのログインに使用されているログイン名と

パスワード。 「root」ログインまたは sudoが有効なアカウントのいずれかを使用

します。ただし、そのアカウントが sudoを通じて全てのコマンドを実行すること

ができるのが条件です。 

5 リモートホスティングプラットフォームが実行中で、「iconv」ユーティリ
ティがリモートホストのオペレーティングシステムにインストールされ

ていることを確認してください。

6 [次へ>>]をクリックします。 移行マネージャは、指定されたホストへ接続

し、リモートホスティングプラットフォームのビジネスオブジェクトに関

する情報を集めます。 
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7 [ホストから移行したいオブジェクトを選択する]オプションを選択します。
8 移行マネージャがホスティングプラットフォームを正しく検知しなかっ

た場合、[ソースプラットフォーム]ドロップダウンボックスからそのプラッ

トフォームを選択します。

9 データ圧縮オプション、移行中のドメインテンプレートの適用、一時ファ

イルの保存用にリモートホストのハードドライブパーティションなどの

オプションを指定したい場合は、[拡張]タブをクリックして、必要なオプシ
ョンを選択します。

10 [次へ>>]をクリックします。
11 Pleskヘ移行したいオブジェクトを選択します。

 ユーザアカウントを移行するためには[アカウント]タブをクリックして、対応す
るボックスを選択することにより移行すべきアカウントを指定します。それから

[移行]をクリックします。

 ドメイン名を移行するためには[ドメイン]タブをクリックして、対応するボック
スを選択することにより移行すべきドメインを指定します。それから[移行]をク
リックします。 次の画面で、リモートホストの IPアドレスをマップすべき宛先の

Pleskホスト上の IPアドレスを選択します。 それから[移行]をクリックします。 

12 リモートホストのIPアドレスをマップすべき宛先のPleskホスト上のIPア
ドレスを選択します。

13 [移行]をクリックします。
14 移行が完了したら、詳細レポートがスクリーンに表示されます。 ［OK］を
クリックしてウイザードを終了します。
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1つのサーバ内での移行
他のホスティングプラットフォームまたは旧バージョンの Plesk から Plesk 8に移行し

たいがこの操作に追加のハードウェアを使用できない場合、以下のいずれかの方法で移

行できます。 

 chrooted環境を使用して移行。

Pleskは他のコントロールパネルが実行されているマシン上にはインストールでき

ません。 この制限を克服するには、chrootのようなバーチャル環境を作成する必要が

あります。 特別なモードで chrooted環境に Pleskをインストールできます。 chrooted
環境に Pleskをインストールすると、ホスティングプラットフォームから移行データ

を chrooted環境に移行できます。 移行が完了した後、以前使用していたホスティン

グプラットフォームをシャットダウンし Pleskをメインコントロールパネルとして
使用できます。

 移行マネージャのデータインポート機能を使用。

ハードディスクに十分な空きのあるオペレーティングシステムを用意し Pleskソフ
トウェアをインストールしておく必要があります。 この機能を使用すると、移行エ

ージェントが収集したデータを Pleskにインポートできます。 取得したデータを

Pleskがインストールされているハードディスクに移動し、オペレーティングシステ

ムをリブートします。 この作業が完了した後、以前使用していたホスティングプラ

ットホームを削除できます。

chrooted環境を利用したデータの移行

chrooted環境は別のパーティションで作成することをお奨めします。 Pleskのインスト
ールとそこへのデータ移行が完了した後、rootファイルシステムとしてこのパーティシ
ョンを使用できるようにするためです。 chrooted環境を設定するにはスーパーユーザ権
限が必要です。

chrooted環境を作成するには、2ギガバイト以上のディスク容量を持つオペレーティン

グシステム、Pleskのインストール、およびユーザデータを保存するためのディスク容量

が必要です。

ftp://download1.sw-soft.com/Plesk/Plesk7.5/Extensions  で入手可能な chroot_tool.zip
パッケージのユーティリティまたはmach (http://mach.sourceforge.net) などのサードバー
ティのユーティリティを使用して自分のシステムに chrooted環境を設定できます。

重要：chrooted環境を設定する前にハードドライブに全てのデータのバックアップを

とっておくよう強くお奨めします。

 chrooted環境を利用してデータを移行するには以下を実行します。

1 Pleskをインストールする前にポート8443が使用されていないことを確認

します。 何らかのプログラムがこのポートを使用している場合、このポー

トがフリーになるよう再設定する必要があります。

2 chrootedディレクトリにPleskインストーラファイルをコピーします。
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3 コマンド chroot <directory_name> を使用してchrooted環境に入
ります。

4 変数CHROOTISH=yesの値を定義します。

CHROOTISH=yesをエクスポートします。

5 mysqlを以下のように設定します。

mysql_install_db
chown -R mysql /var/lib/mysql/

6 ネットワークに繋がずにmysqlを実行します。 

異なるバージョンのMySQLでは、方法が異なります。 例えば、MySQLバージョン 3
ではコマンド'safe_mysqld --skip-network &'を使用し、バージョン 4で
は'mysqld_safe --skip-networking &'を使用します。

7 Pleskインストーラを実行し、 画面上の指示に従い操作を行います。

8 Plesk設定が終了したらコントロールパネルにログインして、[サーバ]ショ

ートカットをクリックします。そして [移行マネージャー]アイコンをク

リックしてから [移行を開始する]アイコンをクリックします。
9 データソースとしてホストを指定し、通常通り移行を行います。

10 移行が完了した後、サーバをリブートしchrootパーティションから起動す

るようにします。

11 "NO_RESTART_DAEMON"パラメータを /etc/psa/psa.confファイ
ルから削除します。

12 全てが問題なく処理されていることを確認して下さい。 エラーが発生し

た場合、他のコントロールパネルの以前使用していたパーティションをリ

ブートします。

 chrooted環境を起動するためには以下を実行します。

1 起動マネージャにchrooted環境を持つパーティションから起動するための

項目を追加します。

例：

GRUB bootマネージャがインストールされている Fedora Core 2オペレーティング
システムでの設定を見てみましょう。

1. ./boot/grub/ ディレクトリを開きます。

2. コマンドfdisk -lを使用してchrooted環境が設定されている場
所を確認します。

Disk /dev/sda: 2097 MB, 2097152000 bytes
128 heads, 32 sectors/track, 1000 cylinders
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Units = cylinders of 4096 * 512 = 2097152 bytes

Device Boot Start End Blocks Id System
/dev/sda1 * 1 50 102384 83 Linux
/dev/sda2 51 919 1779712 83 Linux
/dev/sda3 920 1000 165888 82 Linux swap

Disk /dev/sdb: 2418 MB, 2418016256 bytes
255 heads, 63 sectors/track, 293 cylinders
Units = cylinders of 16065 * 512 = 8225280 bytes

Device Boot Start End Blocks Id System
/dev/sdb1 1 293 2353491 83 Linux

ここでは、partition /dev/sdb1です。

1.  grub.confまたはmenu.listファイルをテキストエディタで

開き、以下のレコードを追加します。

title Fedora Core-chroot (2.6.5-1.358)
root (hd1,0)
kernel /boot/vmlinuz-2.6.5-1.358 ro root=/dev/sdb1
initrd /boot/initrd-2.6.5-1.358.img

2. 変更を保存します。

1 chrooted環境にinitail ramdiskを作成します。

Fedora Core 2での例。

ディレクトリ /disk2に chrooted環境が設定されている場合を見てみましょう。

1. コマンドchroot /disk2を使用してchrooted環境に入ります。

2. initail ramdiskの現在の画像を削除します。

ls /boot/
System.map-2.6.5-1.358
initrd-2.6.5-1.358.img
config-2.6.5-1.358
vmlinuz-2.6.5-1.358

rm -f /boot/initrd-2.6.5-1.358.img
1. initial ramdiskの新しい画像を作成します。

mkinitrd /boot/initrd-2.6.5-1.358.img 2.6.5-1.358
SuSe 9.1での例。

ディレクトリ /disk2に chrooted環境が設定されている場合を見てみましょう。

2. コマンドchroot /disk2を使用してchrooted環境に入ります。

3. コマンドmkinitrdを使用してinitail ramdiskの現在の画像を削除

します。

1 システムを再起動します。
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chrooted環境を利用したデータの移行

Pleskソフトウェアがインストールされているオペレーティングシステムがある場合、

Plesk移行マネージャのインポート設定機能を使用できます。

 データインポート機能を使用してデータを移行するには、以下を実行します。

1 Pleskがインストールされているディスクをマウントします。

2 ご使用のソースホスティングプラットフォームに適した移行エージェン

トを選択します。 移行エージェントは、Pleskドライブのディレクトリ 

/plesk_installation_directory/PMM/agents/ に保存されてい

ます。

 Alabanza - /plesk_installation_directory/PMM/agents/AlabanzaX/
 Confixx 1.65, 2, 3 - 

/plesk_installation_directory/PMM/agents/ConfixxX/
 Ensim 3.5, 4 - /plesk_installation_directory/PMM/agents/EnsimX/
 Hsphere - 

/plesk_installation_directory/PMM/agents/HsphereX/
 Plesk 2.5.x, 5.x, 6.x, 7.x - 

/plesk_installation_directory/PMM/agents/PleskX/
 Slash - /plesk_installation_directory/PMM/agents/Slash/
 Cobalt RaQ2 - /plesk_installation_directory/PMM/agents/RaQ2/
 Cobalt Raq550 - 

/plesk_installation_directory/PMM/agents/RaQ550/
 Cobalt Raq3 - /plesk_installation_directory/PMM/agents/RaQ3/
 Cobalt Raq4 - /plesk_installation_directory/PMM/agents/RaQ4/
 cPanel 9, 10 - /plesk_installation_directory/PMM/agents/cPanel9/
 CommuniGate Pro - /plesk_installation_directory/PMM/agents/Cgp/

3 Pleskドライブのディレクトリ 

/plesk_installation_directory/PMM/var/ を開いて、
/plesk_installation_directory/PMM/agents/agent_name/ 
のエージェントを現在のディレクトリへコピーします。

4 /plesk_installation_directory/PMM/agents/shared/ の全
てのファイルとサブディレクトリを現行ディレクトリへコピーします。 

5 -get-statusオプションで移行エージェントを起動します。 ./<your 
platform name>.pl --get-status.
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6 エージェントがプラットフォームに適したものであれば、オプション 

-dump-allを使用して設定のフルダンプができます。または、ドメインダ
ンプ用のオプション -dump-domainsを使用して選択したエンティティ

のみの選択的ダンプを行ったり、-dump-accountsを使用してユーザア
カウントのダンプを行うこともできます（詳細は -hオプションで移行エ

ージェントを実行してください）。 例えば、以下のようになります。 
<agent_file_name> --dump-domains=domain1, domain2, 
domain3のようになります。

7 エージェントがジョブを終了したら、ディレクトリのコンテンツ 

/plesk_installation_directory/PMM/var/pmaを 

/plesk_installation_directory/PMM/archivesへ移動し、ファ
イル /plesk_installation_directory/PMM/var/<your 

platform name>.xmlをアイコンをクリックして、 [移行を開始]をクリ
ックします。

8 [インポート設定モード]オプションを選択し、 画面上の指示に従い操作を

行います。

Pleskがインストールされているオペレーティングシステムをリブートします。

1 再起動されたらコントロールパネルにログインし[サーバ]をクリックし
てください。 

/plesk_installation_directory/PMM/var/dump.xmlにコピー
します。

2  [移行マネージャ]
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最新バージョンのバックアップユーティリティおよび復元ユーティリティをコントロ

ールパネルにインストールしている場合、次の作業が可能です。

サーバ全体のバックアップ。 コマンドラインからのみ実行できます。 バックアップアー
カイブには、コントロールパネルのライセンスキー、メールサーバおよびDNSサーバの
設定、データベースサーバに関する情報、ドメインのテンプレート、仮想ホストスケルト

ン、ユーザアカウント、ドメイン、WebサイトとWebコンテンツ、SSL 証明、データベー

ス、サイトアプリケーション、およびカスタムボタンが保存されます。

ドメインを含む個々のユーザアカウントの バックアップ。 バックアップアーカイブに
は、コントロールパネル内で操作を実行するためのリソース割り当ておよび権限に関す

る情報などの、ユーザアカウントとユーザのドメイン（Webサイト）に関連した、コン

トロールパネルのすべての設定およびデータが含まれます。

個々のドメイン（Webサイト）をバックアップ。 バックアップアーカイブには、ドメイ
ン管理者アカウントやドメイン(Webサイト)やメールサービス（メールボックスや
Horde Turbaアドレスブック連絡先リストやアンチスパムやアンチウィルスの設定など）

関連のすべてのデータが含まれます。

バックアップのスケジュール。 サーバ全体のバックアップをスケジュールするには、バ

ックアップユーティリティをスケジュールに合わせて実行するクローンタスクを追加

する必要があります。 ユーザアカウントとドメインのバックアップのスケジュールは、

コントロールパネルを使用して実行できます。

バックアップアーカイブからデータを復元

バックアップ機能および復元機能の使用権限が付与された顧客は、コントロールパネル

から独自のアカウント設定およびWebサイトをバックアップし、復元することができ

ます。 顧客、リセラー、リセラーの顧客のホームページには、それぞれのバックアップレ

ポジトリへのショートカットが表示されます（[ホーム]>[バックアップ]）。 

サーバ shellへのアクセスが可能であり、コマンドラインでの作業を希望する場合は、

「Backup and Restore Command Line Utilities User's Guide（コマンドラインからのバック

アップと復元の手引き）」をご参照ください。  zipされたHTML 形式

（http://download1.swsoft.com/Plesk/Plesk8.0/Doc/plesk-8-backup-restore-users-guide.zip 
http://download1.swsoft.com/Plesk/Plesk8.0/Doc/plesk-8-backup-restore-users-guide.zip）お
よびAdobe PDF（http://download1.swsoft.com/Plesk/Plesk8.0/Doc/plesk-8-backup-restore-
users-guide.pdf http://download1.swsoft.com/Plesk/Plesk8.0/Doc/plesk-8-backup-restore-users-
guide.pdf）をダウンロードできます。

章 1 2

データのバックアップおよび復元
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サーバ全体のバックアップ

 サーバコンフィギュレーション設定およびホスティングマシンで保有する

すべてのユーザデータをバックアップするには、以下を実行します。

1 rootとしてサーバにログインして下さい。

2 Pleskがインストールされたディレクトリに移動します。

cd /plesk_installation_directory/bin
3 以下のコマンドを実行します。 

./pleskbackup all <filename>
<filename>は絶対パスまたは相対パスによるターゲットバックアップファイルです。

 データはホスティングサービスの割り込みやダウンタイムを発生させずにバック

アップされます。 最終的なバックアップアーカイブは、指定したディレクトリ内に

配置されます。

ユーザのドメインによる個別ユーザアカ

ウントのバックアップ
1CBC4B2467C74429B40C5CD8FAC6213D174
17

 ドメインによりユーザアカウントをバックアップするには、以下を実行しま

す。 

1 ナビゲーションペインの[クライアント]ショートカットをクリックします。
2 必要なクライアント名をクリックします。

3 [ツール]グループの [バックアップ]アイコンをクリックします。
4 バックアップファイルをFTPサーバに保管したい場合は、まだFTPサーバ
の宛先アドレスを指定していなければ[FTPリポジトリ]タブをクリックし
て［FTPアカウントプロパティ］をクリックして指定してください（「FTP
リポジトリ使用のためのコントロールパネルの設定」 『ページを参照240』
セクションを参照してください）。 

5 [ツール]グループの [今すぐバックアップ]アイコンをクリックします。
6 バックアップファイル名を指定し、バックアップファイルの説明を入力し

ます。
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7 多重ボリュームのバックアップを作成するには、それぞれのチェックボッ

クスを選択してボリュームサイズをメガバイトで指定してください。

8 バックアップファイルを保存するリポジトリを選択します。

9 ユーザアカウント設定を保存するには、[クライアントの個人情報とアカウ
ントの詳細をバックアップ]チェックボックスを選択します。

10 バックアップするドメインを選択します。
 個々のドメインをバックアップするには、ドメインのリストで対応するチェック

ボックスを選択します。

 ユーザの全てのドメインをバックアップするには、ドメインのリストの右上にあ

るチェックボックスを選択します。

11 ［今すぐバックアップ］をクリックします。
12 バックアップが開始し、進行状況が表示されます。 画面の情報を更新する

には、 [更新]をクリックします。 

13 バックアッププロセスが終了したら、[OK]をクリックします。
バックアップファイルはこのユーザアカウントのレポジトリに保存され、この後[ク
ライアント]>[クライアント名]>[バックアップ]で表示される場所からアクセスでき

ます。

個別ドメイン（Webサイト）のバックア
ップ

 ドメインおよびWebサイトを保留するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 必要なドメイン名をクリックします。

3 [ドメイン]グループの [バックアップ]アイコンをクリックします。
4 バックアップファイルをFTPサーバに保管したい場合は、まだFTPサーバ
の宛先アドレスを指定していなければ[FTPリポジトリ]タブをクリックし
て［FTPアカウントプロパティ］をクリックして指定してください。

5 [ツール]グループの [今すぐバックアップ]アイコンをクリックします。
6 バックアップファイル名を指定し、バックアップファイルの説明を入力し

ます。

7 多重ボリュームのバックアップを作成するには、それぞれのチェックボッ

クスを選択してボリュームサイズをメガバイトで指定してください。

8 バックアップファイルを保存するリポジトリを選択します。
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9 ［今すぐバックアップ］をクリックします。

10 バックアップが開始し、進行状況が表示されます。 画面の情報を更新する

には、 [更新]をクリックします。
11 バックアッププロセスが終了したら、[OK]をクリックします。
バックアップファイルはこのユーザアカウントのレポジトリに保存され、この後[ド
メイン]>[ドメイン名]>[バックアップ]で表示される場所からアクセスできます。

バックアップのスケジューリング

 サーバ設定とすべてのユーザデータのバックアップをスケジュールするに

は、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 ［サービス］グループの [スケジュールされたタスク]アイコンをクリ
ックします。

3  [新しいタスクを追加]をクリックします。
4 バックアップを実行する日時を指定します。

 分 - 0～59の値を入力

 時 - 0～23の値を入力

 日 - 1～31の値を入力

 月 - 1～12の値を入力するか、ドロップダウンボックスから月を選択

 曜日 - 0～6（日曜日が 0）の値を入力するか、ドロップダウンボックスから曜日

を選択

UNIXクローンタブエントリ形式を使用して、時間をスケジュールできます。 この形

式では、次の作業を実行できます。

 複数の値をコンマ区切りで入力します。 ハイフンで区切った 2つの数字は、包括
的範囲を意味します。 例えば、ある月の 4 日、5 日、6 日、20 日にタスクを実行する

には、「4-6,20」と入力します。

 アスタリスクを挿入すると、そのフィールドに入力できるすべての値を指定でき

ます。 例えば、タスクを毎日実行するには、[日]テキストボックスに「*」と入力し
ます。

Nごとに実行するようにタスクをスケジュールするには、「*/N」の組み合わせを入力

します。Nはそのフィールドの適切な値です（分、時、日、月）。 例えば、[分]フィール
ドに「*/15」を入力すると、15分ごとに起動するようにタスクがスケジュールされま

す。 

月および週は省略名（Aug、Jul、Mon、Satなどの最初の 3文字）で入力できます。 た
だし、省略名はコンマで区切ったり、数字と一緒に指定することができません。
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5 [コマンド]入力ボックスにコマンドを指定します。 

usr/local/psa/bin/pleskbackup all <filename>
<filename>はファイル場所までの絶対パスまたは相対パスによるターゲットバック

アップファイル名です。

6 [OK]をクリックします。
データはホスティングサービスの割り込みやダウンタイムを発生させずにバックア

ップされます。 最終的なバックアップアーカイブは、指定したディレクトリ内に配

置されます。

 ユーザアカウントとユーザサイトのバックアップをスケジュールするには、

以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[クライアント]ショートカットをクリックします。
2 必要なクライアント名をクリックします。

3 ［ツール］グループの ［バックアップ］アイコンをクリックします。

4 ［ツール］グループの ［バックアップのスケジュール］アイコンをク

リックします。

5 バックアップを実行する日時および間隔を指定します。

6 バックアップファイルの再利用を有効にするには、[無制限]チェックボッ

クスを解除し、リポジトリの最大許容ファイル数を入力します。 

この制限に達した場合、最も古いバックアップファイルが削除されます。

7 バックアップファイル名の先頭の記号の組み合わせを指定します。 

この指定により、バックアップファイルを区別しやすくなります。

8 バックアップファイルを保存するリポジトリを選択します。

9 多重ボリュームのバックアップを作成するには、それぞれのチェックボッ

クスを選択してボリュームサイズをメガバイトで指定してください。

10 ユーザアカウント設定を保存するには、[クライアントの個人情報とアカウ
ントの詳細をバックアップ]チェックボックスを選択します。

11 バックアップするドメインを選択します。
 全てのドメインをバックアップするには、ドメインのリストの左上にあるチェッ

クボックスを選択します。

 個々のドメインをバックアップするには、ドメインのリストで対応するチェック

ボックスを選択します。

12 ［ツール］グループの [有効]アイコンをクリックします。
13 [OK]をクリックします。
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 単一ドメイン（Webサイト）のバックアップをスケジュールするには、以下
を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 必要なドメイン名をクリックします。

3 ［ツール］グループの ［バックアップ］アイコンをクリックします。

4 ［ツール］グループの ［バックアップのスケジュール］アイコンをク

リックします。

5 バックアップを実行する日時および間隔を指定します。

6 バックアップファイルの再利用を有効にするには、[無制限]チェックボッ

クスを解除し、リポジトリの最大許容ファイル数を入力します。 

この制限に達した場合、最も古いバックアップファイルが削除されます。

7 バックアップファイル名の先頭の記号の組み合わせを指定します。 

この指定により、バックアップファイルを区別しやすくなります。

8 バックアップファイルを保存するリポジトリを選択します。

9 多重ボリュームのバックアップを作成するには、それぞれのチェックボッ

クスを選択してボリュームサイズをメガバイトで指定してください。

10 ［ツール］グループの [有効]アイコンをクリックします。
11 [OK]をクリックします。

サーバパフォーマンスの最適化

多数のWebサイトを提供している場合、バックアップおよび復元のプロセスにサーバ

リソースをあまり使わないで済むように、そのスケジュールを設定することができます。
 

 サーバ負荷を減少するには以下を実行してください。

1 ［サーバ］>[バックアップ設定に進みます。
2 ［同時に実行するバックアッププロセスの最大値］で同時に実行するバッ

クアッププロセスの最大値を指定します。 デフォルト値は10です。それよ
りも小さい値を入力してください。

3 ［バックアッププロセスを低い優先度で実行する］チェックボックスを選

択します。

4 [OK]をクリックします。
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バックアップアーカイブからのデータの

復元

Plesk 7.5.4コントロールパネルでバックアップされたデータを復元できます。 そのよう
なデータを復元する前に、サーバに rootでログインして 7.5.4で作成した各バックアッ
プファイルに対して以下の手順で変換ユーティリティを実行します。

plesk_installation_directory/bin/backup-convert.py convert -o 
<new backup file name> <old backup file name>　 <new backup file name>
は変換ユーティリティが作成した新しいバックアップファイルへのパスであり、<old 
backup file name> は Plesk 7.5.4が作成したバックアップファイルです。 

 サーバ設定とすべてのユーザデータをバックアップファイルから復元する

には、以下を実行します。

1 rootとしてサーバにログインして下さい。

2 Pleskがインストールされたディレクトリに移動します。
cd /plesk_installation_directory/bin

3 バックアップファイルに保存されている項目（ユーザアカウント、サイト、

など）とPleskホスティングプラットフォームが現時点で提供している項

目とのマッピングを定義するファイルを作成します。 それには以下のコ
マンドを実行してください。

./pleskrestore --create-map <backup file name> -map <map file 
name>
多重ボリュームのバックアップがある場合、最初のボリュームを <backup file name> 
に指定してください。

マッピングファイルが指定した場所に作成され保存されます。 ほとんどの場合、こ
のファイルを編集する必要はありません。 このファイルの内容を見直したり項目の

マッピングを指定したりする必要が発生するのは、オブジェクトの不一致（例えば

バックアップファイルにリストされている IPアドレスの範囲がサーバで有効な IP
アドレスと異なる場合など）が原因でバックアップからデータの復元ができなかっ

た場合や、復元されるオブジェクトを個別に指定したい場合に限られます。 

4 全てのバックアップデータ（サーバおよびコントロールパネルの設定、ア

プリケーションヴォルト、ユーザアカウント、Webサイト、データベース、
E-mailメッセージの入ったメールボックス、を含みます）を復元するには

以下のコマンドを実行します。

./pleskrestore --restore <backup file name> -map <map file 
name> -level all

236



<backup file name> と <map file name> はそれぞれバックアップとマップファイルへ
のパスです。 多重ボリュームのバックアップがある場合、最初のボリュームを 

<backup file name> に指定してください。 データはホスティングサービスの割り込み

やダウンタイムを発生させずに復元されます。 サーバの設定や全てのユーザデータ
（Webサイトの内容やメールボックスのメッセージを含みます）が上書きされます。

 ショートカットを復元します。

1 必要なクライアント名をクリックします。

2 ［ツール］グループの ［バックアップ］アイコンをクリックします。

3 FTPサーバに保存されているファイルからデータを復元するには［FTPリ
ポジトリ］タブをクリックします。

4 必要なバックアップファイル名をクリックします。

5 ［クライアントの選択設定およびアカウントの詳細を復元する］チェック

ボックスを選択します。

6 復元したいドメインを選択します。

7 [次へ>>]をクリックします。 

このアカウントまたはドメインのいずれかに、バックアップに指定されていない他

の IPアドレスまたはデータベースサーバが割り当てられている場合、新規に使用す

る IPアドレスおよびデータベースサーバを選択して、衝突を解決するように要求さ

れます。[次へ] をクリックします。 [次へ>>]をクリックします。

8 復元が始まり、その進行状況が表示されます。 画面の情報を更新するには

[更新]をクリックします。 

9 復元プロセスが終了したら、[OK]をクリックします。

 ドメイン（Webサイト）を復元するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 必要なドメイン名をクリックします。

3 ［ツール］グループの ［バックアップ］アイコンをクリックします。

4 FTPサーバに保存されているファイルからデータを復元するには［FTPリ
ポジトリ］タブをクリックします。

5 必要なバックアップファイル名をクリックします。

6 [今すぐ復元]をクリックします。

復元が始まり、その進行状況が表示されます。 画面の情報を更新するには、 [更
新]をクリックします。

7 復元プロセスが終了したら、[OK]をクリックします。
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 ドメインのアカウント

1 クライアントをクリックしますナビゲーションペインの[ユーザ]

バックアップファイルレポジトリの維持

バックアップファイルのサーバへのアップロード

 バックアップファイルをバックアップレポジトリにアップロードするには、

以下を実行します。

1 必要なレポジトリにアクセスします。

 特定のクライアントのリポジトリにアクセスするには、ナビゲーションペインの

[クライアント]ショートカットをクリックし、必要なユーザ名をクリックし、[ツ

ール] グループの [バックアップ]アイコンをクリックします。

 特定のWebサイトに関連したリポジトリにアクセスするには、ナビゲーション

ペインの[ドメイン]ショートカットをクリックし、必要なドメイン名をクリック

し、[ツール] グループの [バックアップ]アイコンをクリックします。

2 [ファイルをローカルリポジトリにアップロード]をクリックします。
3 [参照]をクリックして、必要なバックアップファイルを選択します。
4 [OK]をクリックします。
バックアップファイルが、バックアップリポジトリにアップロードされます。
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サーバからのバックアップファイルのダウンロード

 バックアップファイルをバックアップレポジトリからダウンロードするに

は、以下を実行します。

1 必要なレポジトリにアクセスします。

 特定のクライアントのリポジトリにアクセスするには、ナビゲーションペインの

[クライアント]ショートカットをクリックし、必要なユーザ名をクリックし、[ツ

ール] グループの [バックアップ]アイコンをクリックします。

 特定のWebサイトに関連したリポジトリにアクセスするには、ナビゲーション

ペインの[ドメイン]ショートカットをクリックし、必要なドメイン名をクリック

し、[ツール] グループの [バックアップ]アイコンをクリックします。 

2 ダウンロードするバックアップファイルに対応する アイコンをクリッ

クします。

3 バックアップを保存する場所を選択し、[保存]をクリックします。
バックアップファイルが、バックアップリポジトリからダウンロードされます。

サーバからのバックアップファイルの削除

 バックアップファイルをバックアップレポジトリから削除するには、以下を

実行します。

1 必要なレポジトリにアクセスします。

 特定のクライアントのリポジトリにアクセスするには、ナビゲーションペインの

[クライアント]ショートカットをクリックし、必要なユーザ名をクリックし、[ツ

ール] グループの [バックアップ]アイコンをクリックします。

 特定のWebサイトに関連したリポジトリにアクセスするには、ナビゲーション

ペインの[ドメイン]ショートカットをクリックし、必要なドメイン名をクリック

し、[ツール] グループの [バックアップ]アイコンをクリックします。 

2 削除したいバックアップファイルに対応するチェックボックスを選びま

す。

3 [選択対象を削除]をクリックします。
4 削除を確認して[OK]をクリックします。
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FTPリポジトリ使用のためのコントロー
ルパネルの設定

バックアップファイルの保存に FTPサーバを使用する場合はコントロールパネルを適

切にセットアップする必要があります。

1 必要なリポジトリへ移動してください。   

 クライアントアカウントレベルのリポジトリには、［クライアント］>［クライ
アント名 ］>［バックアップ］>［FTPリポジトリ］>［FTPアカウントプロパテ
ィ］に進みます。

 ドメインレベルのリポジトリには、［ドメイン］>［ドメイン名 ］>［バックア
ップ］>［FTPリポジトリ］>［FTPアカウントプロパティ］に進みます。

2 以下のプロパティを指定してください。

 FTPサーバの IPアドレスまたはホスト名

 バックアップファイルを保存したいサーバのディレクトリ

 FTPアカウントにアクセスするユーザ名とパスワード

3 [OK]をクリックします。
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 サーバ利用に関する情報を表示するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 [システム]グループの [統計]アイコンをクリックします。
次の情報が表示されます。

 プロセッサ情報

 Pleskのバージョンとビルド番号

 オペレーティングシステムとそのカーネルバージョン

 Pleskライセンスキー番号

 サーバアップタイム

 直近の 1分、5分、15分のプロセッサの負荷平均

 RAMのインストール量および使用量 

 使用されているスワップスペース容量

 ハードディスクのパーティションおよびディレクトリ別使用量

 接続（マウント）しているストレージとネットワークストレージデバイス

 ホストされたドメインの数を示すには以下を実行します。 [アクティブ]にはオン
ラインのドメインの数が示されます。[問題]オンライン状態のままだがディスク

容量と帯域幅の割り当てを超えているドメインが示されます。[パッシブ]には各
ユーザまたはユーザのリセラーにより保留にされたためにオフラインのドメイ

ンが示されます。

3 サーバ統計を最新のデータで更新する場合は、 [更新]アイコンをクリ
ックします。

 サーバにインストールされ、Pleskコントロールパネルで管理されるソフトウ
ェアコンポーネントに関する情報を表示するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 [システム]グループの [コンポーネント情報]アイコンをクリックします。

3 [更新]アイコンをクリックして情報を更新します。

章 1 3

統計の表示
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 ユーザアカウントとユーザのサイトに関する連結レポートを表示するには、

以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの[クライアント]ショートカットをクリックします。
2 必要なユーザ名をクリックします。

3 ［ツール］グループの [[レポート]アイコンをクリックします。

 特定のドメイン名/Webサイトで使用されるサーバリソースとホスティング
機能に関する詳細レポートを表示するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 必要なドメイン名をクリックします。

3 [レポート]アイコンをクリックします。

以下はレポートの共通操作です。

 詳細を表示するには、[レポート]ドロップダウンメニューから[フルレポート]オ
プションを選択します。
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 レポートに表示される情報の量を調整するには、

[カスタマイズ]アイコンをクリック
し、既存のレポートテンプレートを変更します（この場合、レポートテンプレー

ト名をクリック）か、新しいレポートテンプレートを作成します（この場合、 

[新しいレイアウトを追加]アイコンをクリックします）。 次に、レポートの

各セクションで必要な情報の量を指定します。 どの情報も必要としない場合は

[なし]を、詳細な概要が必要な場合は[サマリー]を、詳細なレポートが必要な場合

は[フル]をそれぞれ選択します。 [デフォルトレポートとして使用]チェックボッ

クスを選択し、[OK]をクリックします。 カスタムレポートレイアウトを削除する

には、レポートレイアウト名の対応するチェックボックスを選択し、 [選択対象
を削除]をクリックします。 

 レポートを印刷するには、 [印刷]アイコンをクリックします。 別のブラウザウ
ィンドウにレポートが表示されます。 ブラウザのメニューから[ファイル]>[印刷]
オプションを選択して、レポートを印刷します。

 E-mailでレポートを送信するには、[レポート]グループの右側にある入力ボック

スに受信者の E-mailアドレスを入力し、 [E-mailで送信]アイコンをクリックし
ます。 自分が受信者である場合、E-mailアドレスを指定する必要がありません。 
システムはデフォルトで、使用中のユーザがレポート受信者と想定し、使用中の

ユーザのコントロールパネルアカウントに登録された E-mailアドレスを指定し
ます。

 レポートを毎日、毎週、または毎月自動的に生成し、E-mailで配信するには、  

[レポート送信]アイコンをクリックし、「レポート生成と E-mailによる配信の自

動化」セクションの指示に従ってください。

 サイトの閲覧者数、閲覧元の国、およびサイトで閲覧されたページの内容を

調べるには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 必要なドメイン名をクリックします。
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3 [レポート]アイコンをクリックします。
4 サイトの特定のエリア間でダウンロードもしくはアップロードしたWeb
ページまたはファイルの統計を閲覧するには、以下を実行します。

 ハイパーテキスト転送プロトコル（HTTP）でサイトから転送されたWebページの

統計を表示するには、  [Web統計]をクリックします。
 保護付きハイパーテキスト転送プロトコル（HTTPS）でサイトから転送された

Webページの統計を表示するには、   [Web統計 SSL]をクリックします。
 ファイル転送プロトコル（FTP）で転送されたファイルの統計を表示するには、

 [FTP統計]をクリックします。

 帯域幅利用量を月別に表示するには、   [トラフィック履歴]アイコンをクリック
します。

 帯域幅利用量をこのドメイン内の FTP別、Web別、メールサービス別に表示するに

は、 [トラフィック]アイコンをクリックします。

注： アカウント上でWebalizer 統計パッケージを使用している場合、表示されるグ

ラフレポートをカスタマイズすることができます。 その手順については「Web 統計

表示の選択設定の調整」 『ページを参照 244』セクションを参照してください。

または、次のURLを表示することによってサイトのWeb 統計を確認できます。 

https://your-domain.com/plesk-stat/webstat  ユーザ名とパスワードの入力画面が表示された
ら、FTPアカウント信用情報を指定します。

WebalizerによるWeb統計表示の選択設
定の調整

デフォルトでは、統計ユーティリティは自分のサイトから、すなわち自分専用のWebペ
ージから行ったWebページおよびその他のファイルに対する要求をカウントし、報告

します。 よって、ユーザのブラウザが自分のサイトから、スクリプト、カスケードスタイ

ルシート、メディアファイルなどの他のファイルの参照を含む単一のWebページを要

求した場合、統計ユーティリティはこれらのファイルの参照を、自分のWebページを閲

覧したかのように報告します。 このため、デフォルトの設定では、利用量の統計は正確

性を欠くことになります。 

これに対応するため、次のような操作が可能です。

 上記のような内部参照、および他のサイトからの参照を隠す。

 複数のサイトからの参照をグループ化し、単一の場所から参照されたかのように見

せかける。
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 直接のリクエストを隠す。 ユーザがブラウザにURLを入力した自分のサイトにア
クセスした場合、直接のリクエストが自分のWebサーバに送信されます。

自分のサイトおよび他のサイトからの内部参照の表示お

よび非表示

  内部参照および他のサイトからの参照を隠すには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 必要なドメイン名をクリックします。

3 [レポート]アイコンをクリックします。

4 [Web統計の選択設定]アイコンをクリックします。

5  [エントリの非表示]アイコンをクリックします。
6 [エントリのタイプ]ドロップダウンボックスで、[リファラ]値を選択したま
まにしておきます。

7 [リファラ]フィールドに、Web統計レポートにリファラを表示する必要の

ないドメイン名を入力します。 

「*」ワイルドカード文字を使用すると、ドメイン名の一部を指定できます。

8 [OK]をクリックします。

 参照を表示するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 必要なドメイン名をクリックします。

3 [レポート]アイコンをクリックします。

4 [Web統計の選択設定]アイコンをクリックします。 非表示のエントリが

すべてリストに表示されます。

5 表示するエントリに対応するチェックボックスを選択し、 [選択対象を削
除]をクリックします。

6 操作を確認して[OK]をクリックします。
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他のサイトからの参照のグループ化とグループ解除

 特定のサイトからの参照をグループ化するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 必要なドメイン名をクリックします。

3 [レポート]アイコンをクリックします。

4 [Web統計の選択設定]アイコンをクリックします。
5 [リファラのグループ化]タブをクリックします。

6  [リファラのグループ化]アイコンをクリックします。
7 特定のサイトのすべてのリファラに表示するグループ名を入力します。

8 [リファラ]入力ボックスに、すべてのリファラをグループ化するサイト
（ドメイン名）を指定します。 

「*」ワイルドカード文字を使用すると、ドメイン名の一部を指定できます。

9 [OK]をクリックします。

 特定のサイトからの参照をグループ解除するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 必要なドメイン名をクリックします。

3 [レポート]アイコンをクリックします。

4 [Web統計の選択設定]アイコンをクリックします。
5 [リファラのグループ化]タブをクリックします。 すべてのリファラグルー
プ名がリストに表示されます。

6 必要なグループ名に対応するチェックボックスを選択し、 [選択対象を削
除]をクリックします。

7 操作を確認して[OK]をクリックします。

直接のリクエストの表示と非表示

 直接のリクエストを非表示にするには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 必要なドメイン名をクリックします。
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3 [レポート]アイコンをクリックします。

4 [Web統計の選択設定]アイコンをクリックします。

5  [エントリの非表示]アイコンをクリックします。
6 [エントリのタイプ]ドロップダウンボックスで、[直接のリクエスト]値を選
択します。

7 [OK]をクリックします。

 直接のリクエストを表示にするには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 必要なドメイン名をクリックします。

3 [レポート]アイコンをクリックします。

4 [Web統計の選択設定]アイコンをクリックします。 非表示のエントリが

すべてリストに表示されます。

5 [直接のリクエスト]に対応するチェックボックスを選択し、 [選択対象を
削除]をクリックします。

6 操作を確認して[OK]をクリックします。
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レポート生成と E-mailによる配信の自動
化

 1つまたは複数のユーザアカウントの連結レポートを定期的に受信するには、
以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[クライアント]ショートカットをクリックします。
2 必要なユーザ名をクリックします。

3 [レポート]> [レポート配布]へ進み  [配布スケジュールの追加]を
クリックします。

4 システムに登録されたE-mailアドレスへのレポートを受信するには、[送信
先]ドロップダウンメニューから[サーバ管理者]の値を選択します。 別のE-
mailアドレスへのレポートを受信するには、[指定したE-mailアドレス]オプ
ションを選択し、E-mailアドレスを入力します。 クライアントにレポート

を送信するには、[クライアント]オプションを選択します。 各クライアント
すべてにクライアントレポートを送信するには、[全てのクライアントに関
するレポート]オプションを選択します。

5 [送信頻度]ドロップダウンメニューから、送信間隔を選択します。 

レポートは毎日、毎週、毎月のいずれかの間隔で送信できます。

6 [OK]をクリックします。

 アカウントステータスレポートの送信スケジュールを変更するには、以下を

実行します。

1 ナビゲーションペインの[クライアント]ショートカットをクリックします。
2 必要なユーザ名をクリックします。

3 ［レポート］>  ［レポート配布］へ進みます。

4 [頻度]列で、変更する送信スケジュールに対応するハイパーリンクをクリ

ックします。

5 必要に応じて設定を調整し[OK]をクリックします。

 アカウントステータスレポートの受信を停止するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[クライアント]ショートカットをクリックします。
2 必要なユーザ名をクリックします。

3 ［レポート］>  ［レポート配布］へ進みます。

4 送信スケジュールに対応するチェックボックスを選択し、 [選択対象を
削除]をクリックします。 削除を確認して[OK]をクリックします。
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 1つまたは複数のドメインやWebサイトに関する詳細レポートを定期的に受
信するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 必要なドメイン名をクリックします。

3 [レポート]> [レポート配布]へ進み  [配布スケジュールの追加]を
クリックします。

4 システムに登録されたE-mailアドレスへのレポートを受信するには、[送信
先]ドロップダウンメニューから[サーバ管理者]の値を選択します。 別のE-
mailアドレスへのレポートを受信するには、[指定したE-mailアドレス]オプ
ションを選択し、E-mailアドレスを入力します。 このドメイン名やWebサ
イトが別のユーザに属する場合、そのユーザにレポートを送信できます。 

[クライアント]オプションまたは[ドメイン管理者]オプションを選択します。
5 特定のドメインやWebサイトに関するレポートを受信するには、[このドメ
イン]オプションを選択したままにしておきます。 特定のユーザアカウン
トに属する各ドメインに関する詳細レポートを受信するには、[このクライ
アントの全てのドメイン]オプションを選択します。 サーバでホスティング
される全てのドメインに関するレポートを受信するには、[全てのドメイン]
オプションを選択します。

6 [送信頻度]ドロップダウンメニューから、送信間隔を選択します。 レポー

トは毎日、毎週、毎月のいずれかの間隔で送信できます。

7 [OK]をクリックします。

 詳細なドメインやWebサイトレポートの送信スケジュールを変更するには、
以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 必要なドメイン名をクリックします。

3 ［レポート］>  ［レポート配布］へ進みます。

4 [頻度]列で、変更する送信スケジュールに対応するハイパーリンクをクリ

ックします。

5 必要に応じて設定を調整し[OK]をクリックします。

 ドメインレポートの受信を停止するには、以下を実行します。 

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 必要なドメイン名をクリックします。

3 ［レポート］>  ［レポート配布］へ進みます。

4 送信スケジュールに対応するチェックボックスを選択し、 [選択対象を
削除]をクリックします。 削除を確認して[OK]をクリックします。
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ログファイルの表示とログファイルの再

利用の設定

Webサーバへの全ての接続とサーバに見つからないファイルの要求は、ログファイルに

登録されます。 これらのログファイルはサーバ上で実行される統計ユーティリティで

分析され、オンデマンドでグラフィカルレポートで表示されます。 これらのログファイ
ルをコンピュータにダウンロードして、サードパーティ製の統計ユーティリティで処理

したり、Webサーバをデバッグするためにログファイルのコンテンツを調べることがで

きます。

 これらのログファイルが増大するのを防ぐために、ログファイルの自動クリ

ーンアップと再利用を有効にする必要があります。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 必要なドメイン名をクリックします。

3 [ホスティング]グループの [ログマネージャ]をクリックします。

4 [ツール]グループの  [ログローテーション]をクリックします。

5 ［ツール］グループの [有効化]アイコンをクリックします。   [無
効]しか表示されない場合、ログの再利用がすでにオンになっています。

6 ログファイルを再利用する時期、およびサーバに格納する各ログファイル

のインスタンス数を指定します。 ログファイルを圧縮するか、処理の後に

E-mailアドレスに送信するかを指定します。

7 [OK]をクリックします。

 ログファイルのコンテンツを表示する、またはコンピュータにダウンロード

するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[ドメイン]ショートカットをクリックします。
2 必要なドメイン名をクリックします。

3 [ホスティング]グループの [ログマネージャ]をクリックします。 ログフ
ァイルのリストが表示されます。

 ログファイルの表示する行数を、最後から数えた行数で指定し、[選択設定]グルー
プの入力ボックスに数字を入力します。

 ログファイルのコンテンツを表示するには、ファイル名をクリックします。 

 コンピュータにファイルをダウンロードするには、必要なファイルに対応するア

イコン をクリックします。 
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 サーバから処理済みのログファイルを削除するには、対応するチェックボックス

を選択し、  [選択対象を削除]をクリックします。 削除を確認して[OK]をクリッ
クします。
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コントロールパネルへの接続のモニタニ

ング

 現在コントロールパネルにログインしている顧客名を探すには、以下を実行

します。

1 ナビゲーションペイン内の［セッション］をクリックします。 自分も含め

た全てのセッションが表示され、次の詳細が表示されます。

 タイプ  セッションを確立したコントロールパネルユーザのタイプ 

サーバ管理者

クライアント

ドメインまたはWebサイトオーナー

メールボックスオーナー

 ログイン  ユーザがログインしたときのログイン名

 IPアドレス.  コントロールパネルにアクセスした IPアドレス

 ログイン時間.  ユーザがコントロールパネルにログインした日時

 アイドル時間.  ユーザがログイン中にコントロールパネルで何も作業を行って

いない時間

2 ユーザセッションのリストを更新するには、  [更新]をクリックします。
3 ユーザセッションを終了するには、各チェックボックスを選択し、  [選択
対象を削除]をクリックし、確認を確認してから[OK]をクリックします。

章 1 4

コントロールパネルへの接続と FTP
サービスのモニター
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FTPサービスへの接続のモニタリング
 FTPを使用してサーバに接続しているユーザ名、そのユーザが作業している
ディレクトリ名、およびサーバ間でアップロードまたはダウンロードを行っ

ているファイル名を確認するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペイン内の［セッション］をクリックします。

2 [FTPセッション]タブをクリックします。 自分も含めた全てのセッションが

表示され、次の詳細が表示されます。

タイプ  セッションを確立したユーザのタイプ  コントロールパネルに登録し

ていないユーザ

匿名 FTPユーザ

ドメインまたはWebサイト管理者

サブドメイン管理者

Webユーザ（個別のドメイン名を持たない個人Webページのオーナー）

 ステータス  FTP 接続の現在のステータス 

 FTPユーザログイン  FTPアカウントへのアクセスに使用したログイン名 

 ドメイン名  FTPユーザが現在接続しているドメイン

 現在のロケーション  FTPユーザが現在いるディレクトリ

 ファイル名  操作中のファイル名

 スピード  転送速度（キロバイト）

 進捗（%）  パーセンテージで示されるファイル移行の進捗度

 IPアドレス.  FTPアカウントにアクセスしている IPアドレス

 ログイン時間.  現在のユーザがログインしてからの経過時間

 アイドル時間.  FTPを使用してサーバに接続している間に、ユーザが何も作業を

行っていなかった時間

3 FTPセッションのリストを更新するには、  [更新]をクリックします。
4 セッションを終わらせるには、該当するチェックボックスをチェックして、

 [選択対象を削除]をクリックします。
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システムの様々なユーザが行ったアクションのトラッキングが必要な場合があります。 

全てのアクションはログファイルに記録されており、後でダウンロードしてそれを閲覧

できます。 以下のシステムイベント（アクション）のログを残すことができます。

 管理者情報変更

 システムサービスの再起動、起動、停止

 IPアドレスの追加、削除、変更

 クライアントアカウントの作成、削除、個人もしくはシステム情報の変更

 クライアントアカウントのステータス変更（有効または無効）

 クライアントのインターフェース選択設定の変更

 クライアントの IPプールの変更

 クライアントアカウントのディスクスペース制限超過

 クライアントアカウントのトラフィック制限超過

 ドメインのディスク容量制限超過

 ドメインのトラフィック制限超過

 ドメインクライアントアカウントプロパティの変更

 ドメインの作成、削除、設定の変更

 ドメインのステータス変更（有効または/無効）

 ドメインのDNS ゾーン更新

 サブドメインの作成、削除、設定の変更

 クライアントアカウントの制限の変更

 クライアントの権限の変更

 ドメイン制限の変更

 ユーザのコントロールパネルへのログインとログアウト

 メール名の作成、削除、変更

 メーリングリストの作成、削除、変更 

 物理的ホスティングの作成、削除、変更

 Webユーザアカウントの作成、削除、変更

 サイトアプリケーションのインストール、再構築、アンインストール

 サイトアプリケーションパッケージのインストール、アンインストール

 ライセンスキーのアップデート

章 1 5

コントロールパネルで顧客が実行し

たアクションのロギング
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アクションログの設定

 アクションログを設定するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 [コントロールパネル]グループの  [アクションログ]をクリックします。
3 [ログに記録されるアクション]グループで、チェックボックスを使用してロ

グに記録されるアクションを選択します。

4 [データベースに記録を保存]フィールドでアクションログ解除オプション

を選択します。 日次、週次、月次、もしくはデータベースに保存されるレコ

ードの数を指定することもできます。 

5 全てのアクションログレコードを保存する場合は、[レコードを削除しない]
オプションを選択します。

6 変更を適用するには、[OK]をクリックします。

アクションログのダウンロード

 コンピュータにアクションログをダウンロードするには、以下を実行します。
 

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 [コントロールパネル]グループの  [アクションログ]をクリックします。
3 [ログファイル]セクションでドロップダウンボックスを使用して期間を選

択し、［ダウンロード］をクリックします。

ダウンロードするファイルを保存する場所を尋ねるダイアログウィンドウが開きま

す。 

4 保存場所を指定して[保存]をクリックします。
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アクションログの消去

 アクションログを消去するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 [コントロールパネル]グループの  [アクションログ]をクリックします。
3 [ログファイル]セクションで、[ログ消去]をクリックします。

257



Plesk管理サーバが複数存在する場合、いずれかのサーバのコントロールパネルを使用

して、他のサーバのアクセスおよび管理を実行できます。 この機能がコントロールパネ

ル内で使用できるかどうかを確認するには、ナビゲーションパネルの[マスター]ショー
トカットの表示を確認します。

マスター機能では（Webブラウザのパスワードマネージャと同様に）他の Plesk管理
サーバにアクセスするための信用情報を記憶することができます。  いずれかのサーバ

のコントロールパネルにログインする必要がある場合、そのコントロールパネルのスレ

ーブサーバのリストを表示し、アイコンをクリックする必要があります。 別のサーバで
実行中のコントロールパネルは、新しいブラウザウィンドウに表示されます。

複数のサーバへの単一のエントリポイントを示す以外に、マスター機能は指定した他の

サーバのポーリング、システムサービスの状態およびリソース利用量に関する情報の取

得、およびこのような情報のコントロールパネルへの表示も実行します。

マスター機能を使用すると、作業時間を節約しクリック回数を少し減らすことができま

す。 サーバの数が多く、本格的にサーバ集中管理が必要になる場合は、SWsoft 社の Plesk 
Expand か HSPcompleteソリューションをご使用ください。

サーバレコードの追加

 Plesk管理サーバに関するレコードをコントロールパネルに追加するには、以
下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[マスター]ショートカットをクリックします。

2  [新しいサーバの追加]をクリックします。
3 適切なフィールドにホスト名とポート番号を入力し、Pleskが所定のスレ
ーブサーバにログインする際に使用するログイン名とパスワードを指定

します。 スレーブサーバの説明を入力することもできます。 この時点で詳

細なサーバ情報を取り出し表示する必要がない場合は、[スレーブサーバに
情報をリクエストしない]チェックボックスを選択します。

4 [設定]をクリックします。

章 1 6

多数の Pleskサーバに対する集中ア
クセスの使用
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5 そのサーバのコントロールパネルへのセキュアナ接続に使用するSSL証
明をアップロードするには、[証明書]ボタンをクリックします。 [参照...]を
クリックして、証明書ファイルを探すか、クリップボードから証明書の内

容をペーストします。 その後、それぞれ[ファイル送信]または[テキスト送信]
ボタンをクリックし、スレーブサーバに証明書をアップロードします。

サーバレコードの変更が必要な場合、ナビゲーションペインで[マスター]ショートカッ
トをクリックし、必要なホスト名をクリックします。

サーバ情報の表示とサーバへのログイン

 サーバに関する情報を表示し、サーバのコントロールパネルにログインする

には、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[マスター]ショートカットをクリックします。
追加した全てのサーバに関する次の情報が表示されます。

 S列のステータスアイコン

 - サーバが操作可能な状態であり、リソースの使用過多がない。 

 - 一部のシステムサービスが停止している。

 - 少なくとも 1つのユーザアカウントがリソース（ディスクスペースまたは
帯域幅）割り当てを超えている。

 - サーバが停止またはアクセス不可。

 - サーバでステータスのポーリングが行われていない。

 ホスト名

 指定した[詳細]

2 詳細なサーバレポートを表示するには、必要なホスト名をクリックします。

3 サーバのコントロールパネルにログインするにはそれぞれの アイコン

をクリックします。
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サーバレコードの削除

 サーバレポートを削除するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[マスター]ショートカットをクリックします。
2 削除したいレコードに対応するチェックボックスを選択します。

3 [選択対象の削除]をクリックします。 削除を確認して[OK]をクリックし
ます。
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コントロールパネル内で Pleskアップデーター機能を使用すると、必要なアップデート

およびコントロールパネルアドオンを簡単にインストールでき、さらにコントロールパ

ネルを最新のリリースにアップグレードできます。

 Pleskコントロールパネルをアップグレードするには、または Pleskコンポー
ネントを更新するには、以下を実行します。  

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 ［サービス］グループの ［アップデーター］アイコンをクリックしま

す。

コントロールパネルがURL http://autoinstall.plesk.com  にある SWsoftの公式 Pleskア
ップデートサーバに接続し、入手可能なリリースの情報を取得してシステムにイン

ストールされているコンポーネントを解析し、入手可能なリリースとコンポーネン

トアップデートのリストを表示します。  各リリースについて、利用可能なオペレー

ションの簡単な説明が表示されます。

注： Plesk管理サーバが複数存在し、（Plesk 8インストールガイドの説明に従って）

ネットワークに Pleskアップデートサーバのミラーを設定している場合、「アップデ
ータ設定の変更による Pleskアップデータの設定」のセクションを参照して、ローカ

ルミラーからインストレーションファイルを取り出します。

3 アップデートまたはアップグレードしたいリリースバージョンを選択し

ます。 入手可能なコンポーネントのリストが表示されます。

4 インストールしたいコンポーネントに対応するチェックボックスをチェ

ックし、[インストール]をクリックしてください。 確認ページが表示されま

す。

5 E-mailアドレスを指定して下さい。  アップデートが完了すると、E-mailで
通知が送信されます。 選択したコンポーネントのインストールを確認す

るには、チェックボックスを選択して、[OK]をクリックします。 選択したコ
ンポーネントまたはアップデートがダウンロードされ、バックグラウンド

モードに自動的にインストールされます。

注（アップデート手順について）：

章 1 7

コントロールパネルのアップグレー

ド
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コントロールパネルのバージョンを新しいバージョンにアップグレードする場合、アッ

プグレード手順の開始と終了が E-mailで通知されます。 アップグレードが成功すると、
通知メッセージにはイベントログとインストールされたパッケージのリストが含まれ

ます。 ただし、メールサーバに不具合が生じてもエラーメッセージは送信されません。 

この場合、サーバのハードドライブ上の/tmpディレクトリにある autoinstaller.logファイ
ルでエラーをチェックできます。

コントロールパネルのオペレーションは全て、コントロールパネルの中核機能に影響を

及ぼすいわゆる「基本」パッケージのインストール中は停止します。

アップグレード後に新しいライセンスキーのインストールが必要になる場合、「ライセ

ンスキーのアップグレード」セクションを参照して下さい。 ライセンスキーのインスト

ールについて問題が発生した場合、sales@swsoft.com      にご連絡下さい  。

アップデーター設定の変更

デフォルトでは Pleskやオペレーティングシステムの更新は http://autoinstall.plesk.com
にある公式 Pleskアップデートサーバからダウンロードするようになっています。

 ローカルネットワークストレージから Pleskアップデートを受け取るには以
下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 ［サービス］グループの ［アップデーター］アイコンをクリックしま

す。

3  [選択設定]をクリックします。
4 [Pleskアップデートソース]タブをクリックします。
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5 [ソースタイプ] メニューから[ネットワークストレージ]オプションを選択し
てアップデートが置いてあるディレクトリへのURLを指定します。

6 [OK]をクリックすると設定が適用されます。 

 オペレーティングシステムベンダーのサイトからサーバのオペレーティン

グシステムのアップデートを受け取るには以下を実行してください。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 ［サービス］グループの ［アップデーター］アイコンをクリックしま

す。

3  [選択設定]をクリックします。
4 [オペレーティングシステムアップデートのソース]のタブをクリックします
5 Pleskアップデートサーバを出るには [S] カラムの[Pleskアップデートサー
バ]エントリに対応するアイコン をクリックします。

6 [ソースの追加]をクリックして以下を指定します。
 ソースタイプ。 ベンダーのサイトからアップデートを受け取るのであれば

repomd (xml-rpm-metadata repository) の値は選択したままにします。 サーバのハー

ドディスクやマウントされたネットワークシェアからアップデートを受け取る

のであれば directory (local directory) の値を選択します。　　　

 ソース URL。 パッケージファイルのあるURLを入力します。 例えば、 

http://download.fedora.redhat.com/fedora/linux/core/updates/2/i386  となります。

 ソースの優先度。 複数のダウンロードサイトをご利用の場合、アップデートを取

得する順番を指定することができます。 それには、各ソースに対して異なるレベ
ルの優先度を指定します。 リストから値を選択するか、[カスタム]を選択して 1 
（最低）から 999 （最高）までの数を入力します。

 認証。 アップデートを受け取るのにベンダーのサイトの認証が必要であれば[認
証]チェックボックスを選択してユーザ名およびパスワードを指定します。

7  [OK]をクリックします。
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コントロールパネルからアップデーター

機能へのアクセスを拒否

サーバ管理タスクを他のユーザに委任するけれども、彼らにコントロールパネルからア

ップデーター機能を使用したりアップデートの設定を変更したりして欲しくない場合

は、コントロールパネルからアップデーター設定に関する画面や[アップデーター]アイ
コンを削除することができます。 それには、次のMySQLコマンドを使用します。 echo 
'REPLACE misc SET param="disable_updater", val="true"' | mysql 
psa -uadmin -p`cat /etc/psa/.psa.shadow`

コントロールパネルに [アップデーター]アイコンおよび画面を復元するには、次の

Mｙ SQLコマンドを使用します。 echo 'REPLACE misc SET 
param="disable_updater", val="false"' | mysql psa -uadmin -p`cat 
/etc/psa/.psa.shadow`
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コントロールパネルで使用可能なオペレーションに加えて、Pleskソフトウェアは管理

者がコマンドラインから実行できるいくつかの拡張管理機能を提供します。 管理者は
以下の作業が可能です。

 イベント追跡メカニズムを使用した、Pleskと外部システム間のデータ内部交換の編

成

 ドメイン固有のApache設定ディレクティブのWebサーバ設定ファイルへのインク
ルード

 Tomcatコネクタポートの変更

 Pleskメール設定の復元

イベント追跡メカニズムの使用

イベントマネージャは Pleskと外部システム間のデータ交換の構成に役立つよう設計さ

れたものです。   特定のコントロールパネルイベントで実行されるスクリプトを作成し、

イベントの処理をトリガーするイベントハンドラを作成します。 複数のハンドラを 1
つのイベントに割り当てることができます。

重要：Plesk管理者はユーザ rootに代わりサーバ上で実行可能なイベントハンドラを作

成できます。 rootアカウントの使用を制限するには、root.event_handler.lockと
いう名前の空ファイルをロケーション /plesk_installation_directory/var/ 
に作成します。

章 1 8

付録 A. 拡張機能
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イベントハンドラの追加

例えば、「クライアントアカウント作成」イベントのイベントハンドラを作成してみます。

 ハンドラは環境変数からクライアント名およびクライアントのログイン名を受け入れ

ます。 説明を簡単にするために、以下のような test-handler.shと呼ばれるシェル

スクリプトを使用します。

#!/bin/bash
echo "--------------" >> /tmp/event_handler.log
/bin/date             >> /tmp/event_handler.log # イベント日時に関する情報

/usr/bin/id           >> /tmp/event_handler.log # スクリプトが代わりに実行

される先のユーザの情報（制御を確実にするため）

echo "client created" >> /tmp/event_handler.log # 作成されたクライアントア
カウントの情報

echo "name: ${NEW_CONTACT_NAME}"       >> /tmp/event_handler.log # クラ
イアント名

echo "login: ${NEW_LOGIN_NAME}"      >> /tmp/event_handler.log # クライ
アントのログイン名
echo "--------------" >> /tmp/event_handler.log

このスクリプトはファイルにある情報をプリントし、その実行を制御します（スクリプ

トはバックグラウンドモードで実行されるため、stdout/stderrには情報を出力できませ

ん）。 
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例えば、使用するスクリプトがディレクトリ 

/plesk_installation_directory/binにあると仮定します。 コントロールパネ
ル経由でイベントハンドラを作成し、スクリプトを登録します。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 [コントロールパネル]グループの [イベントマネージャ]アイコンをクリ
ックします。

3 [新しいイベントハンドラを追加]アイコンをクリックします。 イベン
トハンドラ設定ページが表示されます。

4 [イベント]ドロップダウンボックスでハンドラを割り当てるイベントを選

択します。

5 ハンドラ実行の優先順位を選択するか、カスタム値を指定します。 それを
実行するには、[優先度]ドロップダウンリストで[カスタム]を選択して値を
入力します。 

複数のハンドラを 1つのイベントに割り当てる場合、異なる優先度（高い値に設定

すると優先度も高くなります）でハンドラの実行シーケンスを指定できます。 

6 ハンドラを実行するシステムユーザを選択します（例えば、「root」ユー
ザ）。

7 [コマンド]入力フィールドで選択したイベントで実行するコマンドライン

を指定します。 この例では /usr/local/psa/bin/test-
handler.shです。

8 [OK]をクリックします。

注：  このスクリプトでは変数 $NEW_CONTACT_NAME and $NEW_LOGIN_NAMEを
指定しました。 ハンドラを実行中に、作成したクライアントの名前とログインをそれぞ

れ置き換えます。 使用可能な変数の完全なリストは次のセクションで提供されます。 削
除オペレーションでは、new_xxxの変数は設定されていない点に注意して下さい。 そし
て作成オペレーションではタイプ $OLD_xxxのパラメータは設定されていません。

Pleskコントロールパネルにログインし新規クライアントを作成するには、[連絡名] フ
ィールドに「Some Client」、[ログイン]フィールドに「some_client」という値を指定してハ

ンドラを呼び出すと、以下のレコードが /tmp/event_handler.logに追加されます。

Fri Mar 16 15:57:25 NOVT 2007
uid=0(root) gid=0(root) groups=0(root)
client created
name: Some client
login: some_client

1つ以上のハンドラを指定するには、他のハンドラについても同じアクションを繰り返

して下さい。

イベントハンドラ設定時に使用可能なパラメータテンプレートは以下の表の通りです。
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イベントハンドラの削除

 イベントハンドラを削除するには、以下を実行します。

1 ナビゲーションペインの[サーバ]ショートカットをクリックします。

2 [コントロールパネル]グループの  [イベントマネージャ]をクリックしま
す。

3 ハンドラのリストで対応するチェックボックスを選択し、 [選択対象を削
除]をクリックします。 
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Webサーバ設定ファイルへのディレクテ
ィブのインクルード

 ドメイン固有のApache設定ディレクティブをWebサーバ設定ファイルにインクルー
ドできます。 Pleskでは、各ドメインが別ファイル httpd.includeにバーチャルホス

ト設定を格納しています。

Linuxシステムでは、このファイルはディレクトリ /var/www/vhosts/<domain-
name>/conf/ にあります。

FreeBSDシステムでは、このファイルはディレクトリ 

/usr/local/psa/home/vhosts/<domain-name>/conf/ にあります。

Plesk Version 7.5.4以前からアップグレードしている場合、ディレクトリ 

/home/httpd/vhosts/<domain-name>/conf/ にあります。

注：  バーチャルホストディレクトリの場所は transvhosts.plユーティリティを使
用して変更できます。このユーティリティはオペレーティングシステムに応じて、

/usr/local/psa/bin/ または /opt/psa/bin/ のいずれかのディレクトリにあり

ます。

このファイルはバーチャルホスト設定が変更されると上書きされ、手動での変更は破棄

されます。 Pleskによって挿入されたカスタムディレクトリを使用または再定義するに

は、必要なディレクティブを使用して vhost.confファイルおよび/または
vhost_ssl.confファイルを、ドメイン向けには /path_to_vhosts/<domain-
name>/conf/ ディレクトリ内、サブドメイン向けには 
/path_to_vhosts/<domain-name>/subdomains/<subdomain-name>/conf/ 
ディレクトリ内に作成する必要があります。

ドメインの設定ファイルが生成される際にこれらのファイルが存在する場合、Pleskは
適切な IncrudeディレクティブをHTTPおよび/またはHTTPSバーチャルホストコンテ

キストにそれぞれ挿入します。 セキュリティ上の理由から、 vhost.confおよび
vhost_ssl.confファイルを作成できるのは rootのみです。

変更を有効にするには、以下のコマンドを実行する必要があります。

/plesk_installation_directory/admin/sbin/websrvmng --reconfigure-vhost 
--vhost-name=<domain_name> 
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Tomcat Javaコネクタポートの変更
Pleskでの CoyoteおよびWarp 接続のデフォルト接続番号は 9080と 9008です。

Tomcat Javaを他のポート（例：8090および 8009）で操作する場合は、 以下の例のよう

に 2つのパラメータをデータベースに追加する必要があります。

insert into misc (param,val) values ('coyote_connector_port', '8090'); 
insert into misc (param,val) values ('warp_connector_port', '8009'); 

注： Pleskがサーバにインストールされた直後に、またはドメインで Tomcat Javaサービ
スを有効化する前に、Tomcat Java ポートを変更するようお勧めします。

メール設定の復元

Pleskメールサーバ設定が破壊され、復元が必要になる場合があります。 復元は Pleskコ
ントロールパネルで使用することを意図した内部ユーティリティ mchkで実行します。 

ただし、管理者は必要に応じて、Qmailおよび Courier-imapの設定の復元にこのユーティ

リティを使用することもできます。 

デフォルトでは、mchkはバックグラウンドモードで実行されます。 フォアグラウンド
で実行するには-vオプションを使用します。 例えば、以下のようになります。
/usr/local/psa/admin/sbin/mchk -v

注： Perlインタプリタの実行を必要とするため、メールアカウントの SpamAssassin設
定の復元を希望しないことがあるかもしれません。 復元の速度を上げるには、--
without-spamオプションを使用します。
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